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は じ め に

大学教育センター長 渡邉 正

本年度の山口大学ＦＤ研修会は、開催場所の変更を希望する参加者が多いことを考慮して、開催場

所を徳地から山口県セミナーパークに変更しました。実施形式は昨年度から導入されたワークショッ

プ形式を本年度も採用しました。

今回のテーマは「シラバス作成」としました。国立大学法人化に向けて、認証評価体制に対応し、

国民への説明責任に果たす教育制度作りが進んでいます。例えば、ＦＤ活動の推進や、学生授業評価

や授業自己評価などがそれに当たります。そして、時代の要請に応えるシラバスの作成は、これらの

教育制度作りの根幹に当たる重要なものです。

本学では次年度から、認証評価体制に対応して、達成度評価方式を採用することになり、従前のシ

ラバスと比較すると根幹部分が大きく変わりました。この変化は、多くの教員には、初めて遭遇する

ことではないかと推察致しましたので、このＦＤ研修会を通して周知徹底を図ることになりました。

今回の全体学習会では、教育学の専門家から達成度評価の方法をご指導いただき、ワークショップ

では、それを基に具体的なシラバスの記載方法についてグループ討論をしながら深めることを目指し

ました。特に、達成度評価方式を取り入れ、成績評価の方法をシラバスに記載することになりました

ので、その意義を理解していただけましたら幸いです。

なお、次年度版のＷＥＢシラバス作成は年明けに始まります。この研修会で得られた資料を基に、

「シラバス作成」冊子を作成し、全教員へ配布し、新シラバスの意義の周知徹底を図ることにする所

存です。

研修会へ参加された皆様にとって、実り多い機会となりましたら幸甚です。
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１．平成１５年度 山口大学 研修会実施要項FD

１．主 旨 本学では、平成１３年度から山口大学教員能力開発専門委員会（FD専門委員会）を発足

させ、全学展望に立ったFD(Faculty Development)研修会を実施している。教員の資質向上

のための研修は、大学設置基準に明記された義務であり、山口大学においても全教員が

５年程度の期間内に１度は本研修会を受講することを、教育研究委員会で申し合わせてい

る。

今年度は、昨年度に引き続き、年二回、各２日間の日程で「成績評価」について講義並

びにワークショップを行う。参加者はできるだけ担当授業の似通ったグループ（授業科目

、別部会単位が望ましい）に分かれ、グループごとに自分の授業に関する学習目標の設定

授業設計、評価の方法の検討を行い、発表を行う。翌日は、グループで話し合われた内容

に関して、全体発表並びに質疑応答を行う予定である。

具体的な作業を通して、各自の「成績評価」に関する意識の向上を図るとともに、山口

大学の教育を担う教官同士の連帯に寄与することをねらいとする。

２．主 催 山口大学大学教育機構

第一回目 平成１５年 ９月１６日（火）～９月１７日（水）３．日 程

第二回目 平成１５年 ９月１８日（木）～９月１９日（金）

（一回目、二回目とも同一内容の研修）

４．場 所 山口県セミナーパーク

今まで一度もFD研修会を受講していない教員を対象とする。５．参加者

(1)各学部教員

(2)大学教育機構教員

(3)県内他大学教員

(4)ファシリテータ

(5)その他大学関係者

学長、副学長 外 合計 約８０名×２

６．経 費 ７，０００円（当日徴収。約２，３００円を後日旅費より補填予定）

７．その他 参加者は、洗面道具、着替え、寝間着等を持参すること。

また、発表や作業にコンピュータを用いるので、WordやPowerPointの使えるパソコンをお

持ちの方は持参ください。今年度、共通教育で授業を担当された方は、そのシラバス（デー

タもしくは印刷物）をお持ち下さい。

８．備 考 各学部のFD委員の先生方は、７月中旬を目処に参加者の集約をして下さい。

（参加者の学部、氏名、職名、授業科目部会名を教務課・中光さんまで連絡）
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９．タイムテーブル（予定）

第一日目 ［総合司会：岩部］

9時20分 山口地区出発

9時30分 宇部地区（工学部）出発

10時00分 山口県セミナーパーク到着

10時20分 開会の言葉［大学教育センター長］

10時25分 オリエンテーション

（研修の流れ、施設利用上の注意 ［沖、中光］）

10時35分 学長講話（質疑応答 ［学長］）

11時25分 講義１（なぜ、今、厳格な成績評価か ［植村］）

12時00分 昼食

13時00分 講義２（授業技術 ［沖］）

13時20分 ワークショップ１（アイス・ブレーキング他）

14時00分 講義３－１（授業の目標の設定 ［沖］）

14時20分 講義３－２（シラバスの目標の書き方 ［吉田］）

14時30分 ワークショップ２（自分の授業の目標を考える）

15時00分 ワークショップ３（各グループ内発表）

15時35分 講義４－１（授業計画と成績評価方法 ［沖］）

15時50分 講義４－２（シラバスの各週の授業計画と成績評価方法の書き方）

［吉田］

16時00分 ワークショップ４（授業計画と成績評価の方法を考える）

16時30分 ワークショップ５（各グループ内発表）

17時00分 事務連絡［植村］

17時15分 ワークショップ終了

18時00分 夕食・懇親会

第二日目 ［総合司会：岩部］

7時00分 起床

7時30分 朝食

8時30分 ワークショップ６（グループのまとめと発表準備）

10時30分 ワークショップ７

（グループ発表と質疑応答＜各班１０分程度＞）

12時00分 ワークショップ終了

13時00分 講義５（まとめ ［林］）

13時30分 閉会の言葉［副学長］

14時00分 山口県セミナーパーク出発

14時30分 宇部地区到着、解散

14時40分 山口地区到着、解散

備考 学長の予定により、学長講話は適宜変更することがある。

グループの数により、終了時間を延長することがある。
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２．研修のねらい

今 「厳格なる成績評価」が課題である。、

年々、学力と学習意欲の低下が進む大学進学者に対して、各大学とも入学者数の確保と同時に、世界

で通用するような大学卒業者としての質の保証が求められている。企業社会からはこき下ろされる大学

教育ではあるが、単に成績評価基準を厳しくするだけでは解決方法にならない。

昨年度、各学部で努力していただいた単位の上限設定は、厳格なる成績評価の一側面である。言うま

でもなく、授業１単位の修得には、履修と試験に伴って、予習・復習各１時間の授業外学習が前提とな

っている。しかしながら、他大学の例で報告されているように、上限設定が定められても、万が一安易

な成績評価で単位を認定する授業が主流を占めれば、これまで一回生時に多数の単位を集める生真面目

な学生は暇をもてあますことになるという。もちろん、企業側の大学に対する評価を覆すことにもつな

がらない。

また、ＧＰＡを始め 「秀」評価の導入など、制度面での厳格化は比較的たやすい。しかし、昨年度、、

学生授業評価に基づくメンタル・モデルで示したように、学生の授業に対する満足度、理解度を上げる

努力が伴わなければ、単に学生を成績で輪切りし、成績不良となった学生を切り捨てるだけになる可能

性がある。

「厳格なる成績評価」には、制度面におけるカリキュラムの整備と授業技術の錬磨が表裏一体となる。

併せて、各授業における学習目標の選定と厳格な成績基準の設定が不可欠である。

さらに、JABEEにおいては「技術者倫理」が求められ、これをカリキュラムの中でどう位置づけるかが

問われている。このような形而上の学修内容を、いかに各授業の中に織り込み、目標と対比させながら

指導を行い、かつ評価を行うかが、今、重要な争点となっている。

そのような状況の中で、各授業の到達目標を明らかにし 「可」の位置づけを明確にするにはどうすれ、

ばいいのか。そして 「良 「優 「秀」の基準はどのように設定すればよいのか。さらに、単に知識・理、 」 」

解や技術・技能を試験するのみならず、その分野における倫理観や関心、生涯学習に向けた学習意欲な

どを判定するにはどのような方法を使えばよいのか。

もちろん、それらの観点を議論する前に、大幅な「出席点」を成績に加算することがあればそれを是

正し、学生授業評価で学生側から準備不足、熱意不足等を指摘する声が大きければ適切に対応する姿勢

が重要であることは言うまでもない。また、定期試験のカンニング防止等にもまだまだ力を注がなけれ

ばならないと言える。

今回の研修では、これらの難問について、各自の授業を元に検討し、担当授業の近いグループの中で

議論を進めていく予定である。

これらは、大学教育にとって、未だ踏み入れたことのない議論である。手探りの中、多くの人の議論

と実践を通して、解決の道筋を見つけていかなければならないと考える。しかし、今後、山口大学が世

界に互して発展していくために、そして卒業生が就職していく企業社会からその質に関して成績証明書

に違わぬ保証を取り付けるために、これらの問題は、今、検討していく必要があると強く考える次第で

ある。

初秋の２日間を有意義に過ごしていただき、後期の授業や、来年度のシラバスの作成に役立てていた

だければ幸いである。
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（ ）３．オリエンテーション 研修の流れ、施設利用上の注意

おはようございます。司会を務めさせていただきます大学教育センターの岩部と申し○司会（岩部）

ます。４月に大学教育センターに入ることになりまして、とりあえずこの研修会の講義をする能力もな

いので多分司会ということになったんじゃないかというふうに自分では考えておりますけれども、２日

間の予定、かなり細かい時間できっちりと詰まっておりまして、絶対に動かせない時間というのが昼食、

夕食、懇親会、このあたりの時間はずらせないという話でありますので、そこら辺の時間管理の方はし

っかりさせていただきたいと思います。

それで、２日間の予定でこのＦＤ研修ということでありまして、私も一般参加者のつもりで自分の授

業を見直す機会にさせていただきたいと考えております。大学全体の理念、目標と自分の授業との関係

がどうなっているのかとか、あるいはほかの授業と自分の授業との間で内容がちゃんと同じになってい

るのか、あるいは逆に重なりがないのかというようなそういうあたりをもう一回見直す、これから見直

していくための出発点になったらいいんじゃないかなと個人的に考えております。

それで、１泊２日のＦＤ研修会ということで、皆さん、参加者の方々も正直なところやれやれという

感じをお持ちかと思います。私は、この後、２日間の後また連続して１８、１９の研修会もありますの

で、個人的にこっそり申し上げますとやれやれの度合いも２倍になってるんですけれども、幸か不幸か

話の内容を２回聞くことができますので、理解がその分高まるんじゃないかなと、なるべくポジティブ

に考えるようにしております。

それでは、先ほども申し上げましたように時間管理をきっちりやらなければいけませんので、早速開

会の言葉を渡辺大学教育センター長、お願いいたします。

おはようございます。今日は、残暑の厳しい中、朝早くから出席して○大学教育センター長（渡辺）

いただきましてありがとうございます。大学も今いろいろな改革が進んでおりますけども、その一つと

して研究ＣＯＥというのが言われて、山口大学もトライしたわけですけれども、それがかなわないとい

うことになりました。

教育のＣＯＥって言われている大学、特色ある大学教育支援プロジェクトっていうのがあります。そ

れは、最終的に山口大学の中で議論しておりまして、教育絡みのものとＷｅｂシラバス関係のものが最

後に残りました。最終的に学長の採決でＷｅｂシラバスの関係のプロジェクトを提出しました。先ほど

学長さん自ら行かれましてプレゼンをして、今その結果待ちっていう状況です。本来でしたら９月上旬

に決まるっていうことだったんですけども、どういう状況なのかわかりませんけども９月下旬に決まる

という案内が来ました。それで、多分この近隣の大学でもプレゼンまで進んだプロジェクトっていうの

は余り聞いておりません。広島大学もプレゼンに行けなかったという話を聞いておりますし、そういう

意味で大変有望なのではないかと思います。

今回は、このシラバスの中身をもう少し充実していこうということで、それをメインテーマにしてお

ります。シラバスといいましても、いろいろなシラバスの書き方があります。そのあたりを今日はこの

２日間で学習していっていただきたいと思います。

最近は、シラバスっていうのは高等学校や中学校でも導入が始まっております。例えば、山口県の高

等学校でも、今シラバスというのをどうやって導入するかという議論が進んでおります。という意味で、

大学だけではなくて高等学校にもシラバスという概念が浸透してきております。大阪の方ですと、中学

校、小学校でも今シラバスというのをつくり始めております。そういう意味で、教育の基本的なところ

がシラバスで記入されて、それが公表されるというのが大きな流れになっておりますので、ひとつこの
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２日間、お忙しいでしょうけどもみっちり学習していっていただきたいと思います。

それでは、ひとつよろしくお願いいたします。

どうもありがとうございました。○司会（岩部）

次に、オリエンテーションですが、研修の流れ、施設利用上の注意点を沖先生お願いします。

おはようございます。大学教育センターの沖でございます。いつも大変お○大学教育センター（沖）

世話になっております。

昨日まで、私関西の出身で自分の家に帰っていたんですが、帰りしなの新幹線の中で広島対阪神２対

１と 「ああ、今日はあかんかったなあ」と言って帰ってきて、ＮＨＫのニュースを見た途端優勝が決ま、

っていたという。昨日、山口の方ではほとんど放送らしい放送はなかったんですが、家へ電話をかけま

したら大騒ぎになっていると。けさも嫁はんからメールがありまして、全然関係ないんですよ、私、向

日町いうとこなんですが、向日町のサティの前に人だかりができていたという大変な状態になっている

ようです。本当は一緒になってお祝いをしたいというか、騒ぎたかったんですが、今日は朝からＦＤ研

修会ということで、皆さん、２日間よろしくお願いいたします。

まだ学長がお見えになってないみたいなので、少し時間が延びるかもしれませんが、お手元のレジュ

、メの中に本日、及び明日のタイムテーブルが書いてございます。簡単に申しますと、ここでの研修と

ここでの講義と、それからちょうどこの２階になります。グループごとに分かれていただいて研修を進

めていただく小さな研修室がございますが、その間を行ったり来たりしながら２日間学習を進めていき

たいという形態になります。

、先ほど司会の方がおっしゃいましたけれど、タイムテーブルを一応厳格にはつくってみたんですが

何ぶん初めての経験です。私自身もシラバスを書くということを今回のこの要領にのっとってやってみ

たんですが、考えれば考えるほど時間をとるという部分あります。で、御自分のシラバスを３０分以内

でつくっていただくということになるんですが、ひょっとしたらそれ以上の時間が必要になってくる可

能性もございますので、そのあたりは司会の方の判断で若干延ばしていただきながらあるいは調整して

いただきながら、４日目までいきたいと思います。

まず、学長のお話、続いて講義１ということで「なぜ、今、厳格な成績評価か」ということをお話を

させていただきます。その後、昼食を挟んで１時から、こちらの方で「授業技術」について講義をさせ

。ていただきます。その後、ワークショップ１で各自の自己紹介、ここで４０分時間がとってあります

ここまでは多分恐らくスムーズに行くと思います。個人のことを１人３分程度で御紹介していただいて、

多い班で８名か９名になりますので十分時間がとれると思います。

その後に、御自分のシラバスを記述していただくという作業に入るんですが、一応レジュメの方にシ

ラバス、共通教育並びに学部教育のシラバスをお持ちくださいますよう書いていたんですが、ひょっと

してお忘れになっている方があるかもしれません。こちらで共通教育分はすべて印刷してございますの

で、受付のところで御自分のシラバスを言っていただければ共通教育分は御用意させていただいており

ます。それから、専門教育の部分につきましては、このアイス・ブレーキングの時間が若干時間に余裕

、あると思いますので、２１４室で何先生がプリンターとコンピューターとＣＤシラバスを持ってきて

そこで印刷する手筈を整えております。もしもお忘れになって、共通教育は担当してないので、専門の

方のを少しつくってみたいとおっしゃる方は２１４教室にアイス・ブレーキングの時間にお寄りいただ

いたら、そこで印刷できるかと思います。

あと、コンピューター持ってきておられる先生と、そうでない先生がいらっしゃいます。で、コンピ

ューター持ってきておられない先生は手書きのシラバス用紙をお配りしますので、そこに書いていただ

きたいと思いますが、コンピューターで表を、おつくりになりたいという場合は、データを持ってきて
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おります。白紙のフォーマットを持ってきておりますので、それをコンピューターに取り込んでいただ

いてコンピューター上でそれを作成していただければと思います。データの移入の仕方でございますが、

フロッピーディスク、ＣＤ、それからＵＳＢのフラッシュメモリを用意しておりますので、各研修室グ

ループの担当の、大学教育センターのスタッフの方に申し入れていただければ、何らかの方法でデータ

をインポートできるかと思います。

それから、各グループごとの研修で、これの３分の１から４分の１ぐらいの部屋でラウンドテーブル

があるんですが、そこで御自分のシラバスをつくっていただいて、またグループ内で討議をしていただ

くという活動を繰り返します。そのときに、それを全員に提示する方法が２通りございます。紙でお書

きになった分につきましては、教材提示装置、書画カメラが用意してあります。それから、コンピュー

ター上でつくられた方は、それをプロジェクターを通して映せるようになっておりますので、もしその

あたりの配線がおわかりにならないところにありましたら、また大学教育センターの方にお声をかけて

いただければと思います。

そういった形で本日と、明日の両日、この部屋と御自分たちの研修室を行ったり来たりしながらス

モールステップでやっていきたいと思います。

ただ、最初に述べましたようにどのくらい時間がかかるかというのは、正直初めての経験ですからわ

かりがたいところがあります。臨機応変に調整しながらやっていきたいと思いますので、ひとつ御協力

のほどをよろしくお願いしたいと思います。
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４．学 長 講 話

それでは、次に山口大学長加藤先生より学長講話をお願いしたいと思います。よろしく○司会（岩部）

お願いします。

おはようございます。朝早くからご苦労さまです。山口大学学長と今御紹介いただき○加藤（学長）

、ました。去年の５月から学長で、その前はずっと医学部におりました。山口大学は長いのですけども

全学的な立場っていうのはこの１年ちょっとなので勉強、勉強の毎日です。

今日から１晩泊まりでのセミナーいうことで、私も経験ありますけど、皆さん方今朝は腹立ち紛れに来

られた方が多いかもしれないですね。この忙しいのに１晩泊まりで何をやるんだ、というような感じで

来られたかもわからないですね。よくわかりますが、後悔しません。きっと行ってよかったと思って帰

られるに違いないと自信ありますので、辛抱してやってみてください。そのうちだんだん面白くなると

思います。

いろいろ世の中騒がしくて、大学改革とか大学のあり方とかいうことも議論が多くて、特にトピック

的な話題が受けるので、山口大学でも産学連携などいろいろ出てきます。しかし、しっかりとスタンス

を置いておかなきゃいけないのは、大学っていうのは何のためにあるかということで、国立研究所とも

違うあるいは国立病院とも違う大学の存在意義は、やはり教育だと思うんですよ。

で、教育を外れた土俵で競争しても、これはもう相手にならんぐらい強い連中が一杯いて、例えば研

究でも、国内だけでも、あるいはアメリカにも東南アジアにも凄い連中がいっぱいいます。この連中と

本気で研究で競争しようと思ったら、とんでもないことやらんといけません。また、地域連携とか経営

とか、そこら辺の判断基準は今世界的にやはり貨幣価値なんですよね。これはまた海千山千の長けた人

がたくさんおります。やはり人材育成とか次の時代をどうするかというふうな人間を育てるというとこ

ろが我々の一番得意な土俵で、これから離れたところで競争しても大学は太刀打ちできんと私は思って

いるのですけども。だから、大学の基本的なスタンス、存在意義は教育です。高等教育です。それは今

からも変わらないし、これは大学に許された特権でもあるし、やはりそれを生かすのが大切であると思

います。

大学の法人化についても、せっかくの機会ですからちょっと話しますけど、この１０月１日に国立大

学法人法が施行されますので、そうすると来年の４月からは国立大学法人山口大学が経営する国立大学

山口大学ということにはなります。文部科学大臣もはっきり言っておられますように国立大学です。国

から交付金が入ってきます。交付金自体は、だけど日本の国の国力が落ちてくるとだんだん下がってい

、く可能性がある。これはもう覚悟しなきゃいけないですね。悲しいかな、教育とか福祉とか介護とか

そういうところは何かやさしいので、先ず削られる可能性が強い。大学も経営的なことを考えなければ

なりません。しかし一方で、そういう価値観ばかりの所で学生も教わりたくないと思うし、あるいは患

者さんを助けるのも、貨幣価値観とか儲けとかいうような基準では治療したくない。このことはしっか

り抑えてないと流されます。

法人化で大学の中も大変ですが、大事なのは今大学の中にいる学生、来年入ってくる学生のことです

し、だから通常の業務、もう少ししたら入試が始まりますし、進級判定がありますが、それらのその基

本的な業務が崩れてしまうと大学が存在する必要もなくなるので、そこをしっかりおさえていただいて、

その上で法人化への準備も進める。大変ですが御協力頂きたいと思います。

それからやっぱり大学の特徴づくりもしなしといけない。中期計画を読まれてよくおわかりになったと

思いますが、書いてあることは、主にシステムや枠づくりのことです。シラバスつくりましょう、学生



- 8 -

の評価を取り入れましょう、評価をやりましょうなど、方向性や枠組みが書いてあるが、内容は書いて

いないんですね。内容こそ大切なのですが、もっとも４月１日に法人化になった途端に教育の内容を変

えないといけないことがありますか。悪ければ変えないんといけませんが、そういうことは現場で、日

ごろから議論しているべきことで、必要があれば何時でも変えてゆきましょう。

「大学で何を教えますか」ということですが 「学び方を教えるんだ」って言うのですね。どうやって、

学ぶかというその学び方を教えるので、プロダクトを教えるのではない。特に理系なでは前から言われ

てるんですけど、大学で教えられることで卒業後もずうっと使えることは、６割位で、それ以外のこと

は時代に合わず役に立たない。そうすると、何を教えるかといったら、学び方を教えるのが大学の使命

だと言われています。シュバイツァーがやっぱり似たような事を言っております 「学生は教師のやった。

ことを追体験しながら育っていく」と。何かにぶつかったときには、こんなときはあの先生はああやっ

たというふうに追体験しながら将来育っていくのであって、教官のやることは、そういう追体験を学生

が持てるようなしっかりした自分の経験、自分のノウハウ、それを情熱を持って学生に示すことであっ

て、これが大学の教育なのである。あとは、学生が実際にぶち当たったときには、それでもって切り抜

けていく。一種の学び方ですが、大学というのは本来そういうことだということです。

もちろんのことですけども、大学に入ってくるのはそんな学び方を教えてもらいたいために来るんじ

ゃなくて目的を持ってくる学生もいます。この資格が取りたい、国家試験が通りたい、何とかの資格を

取りたい、英語しゃべれるようになりたいとか、コンピューター触れるようになりたいとか。要するに、

実践的な能力あるいは具体的な資格です。またそれがないと学生がついてこないのも現実ではあります。

また、やりたいことが分からず、何もなくてふらっと来た学生もいますよね。要するに、大学へ行っ

て何か探そう、自分の人生を探そうという。ここの学部に入ったけど、何かおもしろくないし、就職先

もないし、就職したいとも思わない。学び方を教えるんといっても、何を学びたいという意思がない人

には、これを学んだらこうなりますよというガイドを示して、それをちゃんと学べる仕組みも必要なの

でしょう。最近、子供が少なくなっていますし、１８歳に限らんで年齢や性別や人種に関係なく大学が

受け入れるような時代なのでいろいろな人達が入学してきます。

私は産婦人科医だったので手術の仕方は習いましたが、教え方とか学んだことありません。皆さん方

きっとそれぞれの専門分野があって、研究とかいろんなことをどんどんやってこられて、その方向では、

キャリアを積んできたと思うのですけど、教え方とかいうのは習われたことがありますか。私はないん

ですけど。そういう人が大学の教官なんですよ。

それから、私、落語を聞きに行くんですが、新宿とか浅草とかに。親しくなった落語家の方に聞いた

んですけど、昔は３０分間ずうっと話していって、落ちでひっくり返るのがあった。３０分でも１時間

でもずうっと話をしてどんと落ちをやると、わあっとみんな笑った。このごろもちません。５分ごとに

笑わしてやらんともたん。１０分も続いたら前のことを忘れてしまう。細切れにとっととっとと笑わせ

て、もう起承転結も何もありません。本当週刊誌みたいなものですっていわれました。ちょっと例えは

悪いのですが、非常に短期的に具体的な姿を実現させてくれないと、ついてこれないことが多い。それ

で、皆さん方が頑張って、教授方法やシラバスを研修しなければならないことになります。

シラバスのことですが、皆さんはシラバスを御存じですが、私は知りませんでした。アメリカにいた

時、私が行ったところの教授が「おまえ、せっかく来たんだからわしの講義を聞くか」とか言いまして、

「それは聞きたいです」と言ったら 「シラバス貰ってこい」って言うんです。で、教務係のところに行、

って「シラバスください」て言ったら、Ａ４版の分厚いシラバスをくれました。絵も載っているし、参

考文献も載っているし、それからその時間に習うべき目標も書いてある。講義に出てみると、学生は参

考文献を読んできていて、研究者のごとく教授と対等の議論をしている。いずれにしろシラバスってい
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うのを初めて知りましたし、ああ、こういうふうにして授業をやるんだと思いましたが、帰ってきても

そんなことはやりませんでした。講義でも、今で言う認知的領域とか精神運動的領域とかの区別はない

んですよ。超音波診断法を教えるのでも、超音波診断の機械も見せずに講義するだけでしたし、試験で

は、自分で教えていようがいまいが関係なしに、教科書の１ページ目から必要なところを全部問題にし

て出すので、学生からは「加藤先生の試験は山が当たらん」とか言われて、単純にそれを得意に思った

りしていました。

教授になって２年目ぐらいのときに医学歯学教育のためのワークショップを言うのでいわゆる富士研

に行きました。今でも覚えていますけど、私行く時は文句たらたらでしたよ。こんな忙しいときに５日

間もと。学部長命令でしたから行きましたが、そこで身にしみたことは、学生には学生の人格があって、

教師とは違う感覚があって、学生のための教育なのだから、学生の反応を見ながら教えなければそれは

教育ではありませんということだと思います。２日目の夜ぐらいからおもしろくなって、５日目に帰る

ときはみんなで同窓会をつくりました。

私は医者なので、言われるとよくわかるのですが、患者さんに手術しましょうと言っても御本人が

「私やります」と言わんことにはできません。いくら医者は手術がいいと思っても患者さんには患者さ

んの思いがあって、納得がなければ事は進みません。学生にも「ここはこうだろう」と言っても、学生

にも感情がありますから自分でやろうと思わんことにはだめなんですよ。一生懸命教えても覚えてない

し、もっと悪いのは反発しますね。理屈や善し悪しとは違う次元の話です。うちの奥さんは結構論理的

なんですが、それでも五木ひろしは嫌いと言ったら絶対嫌いで、理屈ではない。ちょっと冗談になりま

すけど、人はそれぞれいろんな考えで生きていて、理論的に話が通じないということがあっても、それ

は仕方がない 。だけどそれでは先へ進めないところがあって、何とかお互いに納得づくで前に進まなけ。

ればならないし、そこら辺が教育の難しいところです。ワークショップでアイス・ブレーキングという

のがありますが、まずは肩書きとかプライドとかを外して、生身の対等の人間同士として付合うもの良

いのではないかとおもいます。

、いずれにしろ２日間御苦労さんですが頑張ってください。いろんな意味できっといい思い出と言うか

プラスアルファのことがあると思います。余りまとまりまらない話ですみませんでした。ありがとうご

ざいました。

どうもありがとうございました。さすがに学長先生のお話、何かこれから話す内容を○司会（岩部）

先取りされているような印象を受けました。それから、ＦＤ研修も２日間じゃなくて、やっぱり５日間

ぐらい缶詰にしないと十分な効果が上がらないのかなというような気もしました。３日目ぐらいからだ

んだんというようなお話だったので、２日間ではちょっと足りないのかなと思いましたけれども。どう

もありがとうございました。

それでは、質疑応答ということになっておりますので、この際、今のお話あるいはそれ以外のことで

も結構ですけど、学長先生に質問したいことがございましたらぜひこの機会にお願いしたいと思います。

ちょっと先生の話と関係ないんですけども、私が今一番悩んでるのは、学生のレベル○小柳（工学）

が下がってきてるのに、ある程度社会は卒業とともに品質保証を要求してますよね。そこをどうするの

か。要するに、ちゃんとシラバス通り教えるとか、要するにみんなに聞いてもらうように教えるという

ことは、必要単位を減らせばある程度やれる自信はあるんですけども、ここまでやっぱし教えなきゃい

、けないと思うと、そういう余裕はなくなる。で、大学で先生が文部科学省に行って、３０％減の学生

学力低下の学生が入ってきたなら、卒業のときでも３０％でいいんじゃないかというふうなことを言っ

ていただけると、我々は昔と同じ授業ををすることができる。そうはいかない。そこをどういうふうに

していけばいいのか。例えば、物理、数学がわかってない学生に教えるわけです。ですから、本当は物
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理、数学の別の講義があって、わからなかったらそこ行って教わってこいということを言えれば非常に

楽なんですけど、それもできません。学生がかわいそうなんですよ。一生懸命やろうとする、だけどわ

かりたいっていう意欲が、結構１年生教えてますけどもあるんです。物理、数学の話っていうのはそこ

がわかんなくてつまずくわけです。我々そこは教えられないわけです。授業時間決まってますんで、講

、義内容が。それでジレンマ感じてて、シラバス以前の問題、そこをどうしていくかがわかりませんが

お知恵は。

大学だけの話じゃないところがあるようですね。何十年のツケが全部そこへ来ている○加藤（学長）

んだと思うんです。

うちとしても、今からももっとそういうふうな学力がない人が入ってくるに違いありません。ただこ

れは勉強する機会がなかったから学力がない連中もおるに違いないので、その辺は引き上げたいですよ

ね、大学の中である程度いわゆる基礎的な入門的なものをセッティングして、上へ押し上げていくとい

う努力を自衛的にやらんといかんと思うんですね。

みんなが同じような方へ行くんではなくて、選択肢があるような学内の体制や学科編成とか、そうい

うふうなことを自衛的に大学の中ではやっていく。大学院っていうのもその上に積み上げて、専門教育

を積ませるようにやっていくと良いと思います。

そして、教養というものの考え方がちょっとあやふやなんで、私は先ず専門とか自分の得意とかいう

のをその社会でその時代に上手に生かすことのできる能力というふうに思うんですよ、工学部であれば、

工学の専門的能力を、１００年前じゃなくて今の時代に、しかもアメリカじゃなくて日本のあるいは山

口県の土地で、上手に生かしていく能力。専門的な能力とかその人の特徴を、その時代に生かせるよう

な常識。これを先ず身につけるという、それを何とか大学の中では教養としてやって、それから、人生

を語り、芸術を語り、文学を語りという非常に大きな──まあ、素養もありますよね。それも、一つの

教養としては重要な部分だと思いますが、そこら辺りを仕分けして、何かわけのわからんようなことに

はならないように整理する必要があると思います。

卒業後のその品質保証ですよね。それは、例えばコースを上げると高いレベルの違う○小柳（工学）

ところに立ってる。そういうふうにいろいろとバラけて、それで卒業してもいいというのか、それとも

やはり社会からある程度、例えば電気電子工学なら電気電子工学としてＪＡＢＥＥのことをやって、そ

して皆さん、いわゆるＪＡＢＥＥの登録段階みたいなことももっともっとやって、その分野の技術を発

展させるのか、それともいろんな人が出てきてのもいいですよとかそういうふうに話なのか、その辺を

ちょっと伺いたい。

国際標準っていうのも一つのグローバル的な流れで、あれに乗らないとその方向では○加藤（学長）

伸びていけないというのがあるので、これは当然要ると思うんですね。それで、全員がそれを通らんと

いかんかというと、そうでもないんじゃないかと思いますけども、そこは選択肢が出ると思います。だ

から、国家試験を通らなきゃどうしようもないような科目もある、あるいはＪＡＢＥＥのような国際水

準に沿ったようなちゃんと内容をそろえんといかんような科目も出てくると思う。それは選択肢が出て

くると思います。

その辺が要するにプレッシャーになってくるんです。○小柳（工学）

今んとこ何とも言葉がありませんね。入ってくる学生が優秀な連中ばっかりじゃなく○加藤（学長）

て、優秀な連中ていう言い方はちょっと──いわゆるセンター試験的な基準でいうと余り優秀な連中じ

ゃない若い連中がおって、その中にはセンター試験は合わなかったけれども、本当は能力があるってい

うのが隠れておるわけですよね。だから、それは何とか引き出したいですよね。で、それでその方向に

合ったようなコースを与えたり、大学に入ってくるときには工学部かと思っておったけど、本当は文学
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、系というのもおるかもしれませんしね。そういうところも含めて少し選択のコースの幅を広げて、で

国際標準とかそういうようなところで生きていかないけないという科目については、しっかりとそれは

バックアップするようなコース設定ですね。

○丸本（副学長） 。１分間ちょっと時間をいただきます

はい。○司会（岩部）

ただいま学長がお答えになりましたこと等々、それで現状そうなんですが、今○丸本（副学長）

１８年度対応というのがございますね。３割減の問題。これについて、やっぱり大学としては早急に方

向を考えなきゃいかん時期が来ております。それで現在、昨年から学長のもとに教育改善推進会議とい

うの持っておりまして、今この１８年度対応についても早急に対策を講じようと今しております。特に、

これは工学部だけの問題じゃなくて、すべての学部にわたってこの３割減の教育内容の変わった高校生

、が上がってくることに対して、共通教育だけをいじくっても問題解決しないと。ですから、学部教育

場合によっては大学院の教育のあり方まで総合的にもう一度見直さないと、１カ所扱っても逆にまたそ

、の次の制度との溝が大きくなるだけであって、非常に困るわけです。で、今後は、その大学院の問題

学部の問題、それから共通教育の問題含めて、総合的にもう一遍各学部間のことも含めて見直しが必要

だろうと思っておりまして、少々時間をいただきたいんですが、早急に先生の御質問に対して大学とし

ての総合的な答えを用意していきたいと、こういうふうに思っておりますので、もう少し時間いただき

たいと。

どうもありがとうございました。○司会（岩部）

。○大島（工学） 今のコメントに関連するんですけども、工学部の大島です。よろしくお願いします

現場サイドからの切実な声としてちょっと聞いていただきたいんですけれど、実は我々は教える技術、

教えることの難しさそのものを習っていません。で、今おっしゃっていただいた小学校、中学校にはい

ろいろ改定があって、さまざまな子が入ってくるというのに対して、例えばその初等教育の教諭たちは

、教えることそのものの技術を習ったり研究したりしてるんですけれども、我々大学の教官というのは

研究することはプロであったりしたんですが、学長が言うように大学として教育で全面的に押し出さな

いと勝負できないんじゃないかという一方で、教えることの技術っていうのは、実は学ぶ機会がないあ

るいは今までなかったっていうのが現状だと思うんです。ですので、ぜひ山口大学が日本ですばらしく

教育環境の整った大学であると言わしめるためには、我々スタッフにも教育技術の向上をどっかで研修

できるような、例えばこのＦＤ研修会もその一環だと思うんですけど、それだけじゃなくて継続的なそ

ういった技術、教育技術を学ぶための何かプログラムなり制度なりをですね、そういったものを検討し

ていただければ非常にありがたいと思います。

いいことをおっしゃっていただいた。誤解がないように言いますけども、教育という○加藤（学長）

のも教科書だけを教えるんではなくて、大学の教育ですから教える内容はその人の実際の経験とか技術

とかノウハウとか人生とか、いろんなことがないと学生ついてこないので、そのためにはどんどん研究

もするし、社会活動もしてもらうし、いろんな面で全部やらなくていいですけど、自分の得意わざはこ

れなんだということをばあんと打ち出すその情熱で学生が来ますので、それはぜひやっていただきたい。

そういう点では、大学は教育だけではないんです。二流の人が学生に教えてもなかなか学生ついてこな

いので、やっぱり一流で、何かで一流の活動をしてもらいたいと、社会勉強もそうだと思いますし、自

信持ってやっていただきたい。

で、それをどうやったら学生がちゃんとわかるかという、意気込みや情熱だけではなくてですね、それ

は方法論の問題なので、それは先生おっしゃったようにしっかりとやっていきましょう。

ただハーバードにしろケンブリッジにしろ、みんな悩んでますね。その教育論ということについて。ど



- 12 -

うやったら効果的にそれをやることができるかというのは一生懸命に試行錯誤でやっているので結論は

まだないと思いますが、このシラバスとか今やっていることは一つの解決策ではあるし、皆でつくり上

げていく方向でがんばっていきましょう。

どうもありがとうございました。今、御質問を２つお伺いして、出席者の方々の教育○司会（岩部）

に対する意識の高さに非常に驚いております。恐らく、これからのＦＤ研修、非常に実り多いものにな

るんじゃないかと考えております。
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（ ）５．講義１ なぜ、今、厳格な成績評価か

それでは、次に、植村先生の方から講義１「なせ、今、厳格な成績評価か 、お願いいたします。」

時間的余裕があると思っていたんですが、ちょっと時間が押しておりま○大学教育センター（植村）

す。できれば質問時間を後とりたいので、手短にお話をします。

今、お話が幾つかございましたから、概略としては、入学者の多様化の中で、卒業生の質の保証とい

うことをさまざまな形で求められているということがあります。多分、１９９８年に大学審答申が出て

以降だと思うんですけど、一つの路線を走ってまいります。大学改革は一つの方向へ向かっているとい

うことです。

その中で現段階としてやらなければいけないのは、

少なくとも認証評価という時代に入りまして、大学が

どれだけ教育の成果を上げているか。この教育の成果

というのは非常に難しゅうございます。短期的にはか

れるようなものではないし、あるいは言葉であらわせ

るようなものではないということあったわけですけれ

ども、我々もその教養教育の評価で大学評価機構に行

きまして、この評価なんていうのはどういうふうにす

るんだと話をしましたら相手にもされませんでした。

基本的には、とにかくその帳じりを合わせるという形

で評価をしなければいけないということがございます。

で、そのとき問題になりますのが教育目標の達成度ということが一つです。もう一つは学生の満足度

。です。で、私たちの短期的な、今まで見てきた短期的な観測では、この２つは実は全く別のものです

学生の満足度って何であるのかというと、簡単に申しますとこれは人間関係です。大学における人間

関係、先生も入っていますけれども、先生がいなくても学生同士のいい人間関係がつくれるところは非

、常に満足度の高い数字が出ております。特にこれは、例えば先ほど学長の話にもありましたけれども

資格とかそういうようなもので出口が閉められているようなところではそういう傾向があります。例え

ば、これは名前を挙げてもいいかもしれませんが、理学部保健学科さんは非常に高い評価、満足度評価

をもらっておられますのは、個別のインタビューをして、面接をして進路指導とかをされているそうで

す。ここまでサービスをしますと、やはり満足度というのは非常に高くなってくるだろうということが

あります。

満足度の評価は、多分、学生授業評価と全く相関しないという観測があります。ただし、もう一つ裏

側の教育目標の達成度の評価っていうのは、どちらかというとその満足度評価と相入れないような関係

があるのではないかと思いますが、今、国立大学ではどこの大学でも全く同じことをやってる感じです。

早い遅いはあるかもしれませんが、これをやらないとだめです。要するに認証評価機関による認証評価

という制度、それから２００９年だと思いますけれども、中期計画の達成度評価というのをしなきゃな

りません。その中心的な目標がこの教育目標に対する達成度っていう話です。

ＦＤに関するいろんな御要望と、さっきちょっとお話もあったんですけれども、このＦＤを受けられ

ても、だから授業がうまくなるっていうものではありません。むしろ、私は教育ということに関してい

いますと、決してそのものとしては前向きということではないことなんですけども、しかしこれはやら

ないと先へ進めないという状況があるということで御理解をいただきたいと思います。
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まずポイントであります。今までは、大学設置審というのあったわけですね。これ事前評価でありま

す。で、教員がこれくらいの能力を持っていて、それ

からこういうカリキュラムがあるんだというような人

については、その資格を審査する。で 「マルゴウ」、

であるとか合であるとかあるいは非であるとかってい

う判定をして、まあ、研究を中心にしておりましたけ

れども、そういう教員の能力を審査する。そういう能

力のある人間が何人かそろっていて、それが適切なカ

リキュラムに組まれていれば、大学というのはオッ

ケーであります。

この設置審がなくなるわけではありませんが、設置

審は今非常に審査がゆるくなっております。そういう状況がありまして、昔のような設置審のやり方と

いうようなことは、まあ、いろいろあるようですけれども、だんだんこれからは減ってくるんではない

かと。

で、それに変わってむしろ教育の成果が問われるというのが、第三者評価あるいは認証評価機関によ

る評価という言葉も使われているわけですが、こういうものであります。これは、学校教育法第６９条

というのが資料にはあるんですけれども、その次のページに上がっております。で、ものすごい長大な

文章なんですが、これだけの文章が去年の１２月に学校教育法改正で入れられました。その中の大学設

置基準の中に、要するに自己点検、自己評価とか、ＦＤについての努力義務というのが掲げられていた

んですけども、それが努力義務に過ぎなかったわけでありまして、まあ、努力しなさいと、努力すれば

いいっていう、そういったことなんです。でも、こちらの場合はそうではなくて、もう最低７年に１回

は認証評価機関で評価を受けなければいけないということであります。で、その仕組みは何であるのか

というと、要するに卒業生がちゃんと教育目的、教育目標を達成しているかということをはかるという

ことになるわけであります、教育目標と成果です。

で、大事なことは、目標がなければ成果がはかれないということです。で、山口大学の全体としての

理念、目標というのもありますし、それから各学部がさまざまの目標を掲げておられますが、残念なが

らという言い方をしましょう、この目標の中で、その目標と成果との対応でちゃんとはかれるような目

標が整理されている学部は余りありません。ということはどういうことかといいますと、抽象的な目標

を上げてますね。例えば 「深い異文化理解を持った学生を育てます」と書いてあります。これはいいん、

です。じゃあ、その中身は何であるのか、どういうようなものが異文化理解が深いというふうに言える

のかという、そこのその中身言ってるんです。で、ここで言ってる目標は評価と対応するもんですから、

要するにある学生をその尺度ではかってみて、この学生はこれができてるよ、この学生はできてないよ

という形でちゃんとその学生を判定できるような目標でなければならないのです。

ですから、多分皆さんの課題にはならない、普通ならないかもしれませんが、これからいろんな学部

等でこの教育目標というものを具体的に検討していただいて、明確なものをつくっていただかなければ

ならないということがまず、第一の仕事としてあるということです。
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それから、２つ目です。教育目標というものと階層

性のカリキュラム──教育目標の階層性とカリキュラ

ムということです。で、教育目標というのは、今申し

ましたが、例えば非常に抽象的な例えばこういう人間

ですよってものがあるわけですね。で、それに対して

具体的には、こういう人間はこういう属性を持ってま

すよというのがあるわけですね。で、今度は、それを

個々の授業がどういうふうにして達成しているのかと

いうことであります。もちろん、教育目標はいわゆる

カリキュラムの中にある、重要科目である授業だけで

達成されるものではありません。大学の教育活動はカ

リキュラムに尽きるわけではありませんから、こうい

ったものも含まれているわけですけれども、しかしカ

リキュラムに入っている授業というものは、少なくと

もその教育目標というものに関係をしていて、この教

育目標を達成する形になっていないといけないという

ことがあります。

目標と一口に言っても、という訳ですけどね。ま

ず、全体としての教育目標があります。これは、わか

りますが、どんな卒業生を育てるかということであり

ます。で、こういう学生になってほしいな、こういう学生に卒業証書をあげたいな、そういうようなも

のがあるわけですね。大事なことは、ここにも書きましたが、具体的じゃないといけない。具体的じゃ

ないと、例えば私たちは卒業判定をするときに、この学生は１２４単位ちゃんと規定どおりの単位が集

まっとるから卒業させますよっていう考え方をします。しかし、それが、ある学生は１２４単位集まっ

たということでこの学生は卒業生が持つべき具体的属性を備えていますよ、また、ある学生は１２０単

位しかそろっていないので、この学生はこの属性がそろってませんから、卒業させませんよという形で、

教育目標の達成と卒業とがちゃんと相関していないと話にならないということであります。

山口大学の理念・目標の教養教育、これサンプルと

して挙げています。で、下線を引いた部分が具体的に

卒業生としてどういう属性を求めているかっていうこ

となんですけども、まず最初の部分ですね。真に人間

的な平和、幸福、豊かさを探求し、実現するための礎

を教養教育では築きますということなんですけども、

これは非常に広い概念があって、抽象的なとこです。

で、これは、これだけでは多分目標として役に立たな

いと思います。で、じゃあ、具体的にどういう展開を

されているのかということは、例えばここですね。み

、ずからが考え、判断、表現、行動、発信する能力を培うということで、こういう能力ですね。これは

多分大抵の授業がこういう能力に関係しています。で、自分の授業は、こういう──例えば共通教育で

あれば、こういうものに貢献しているという、こういう形でこの目標を掲げます。で、そしてもう一つ

重要なことなんですが、じゃあみずからが考える能力っていうのは、どういう形で評価して、どういう
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ふうに表現するのかということが必要になってくるように思います。

それから、その次、例えば心身ともに豊かな人間性、美を発見するところって書いてますね。こうい

うのは割合に目標になりやすいっていうか、具体的ですからわかるんです。で、じゃあ、どこまでこれ

をやればいいのか、どういうことができなければいけないのか、これは後で沖先生の講義の中でちゃん

と出てまいります。要するに、効果目標という形ではっきりと中身が規定することができるわけですね。

そういうようなもので具体的に目標を立てていかなければいけないわけです。最後の部分ですが、これ

、も同じなんですけれども、こういう具体的内容があります。これ、中身を具体的に展開をしていって

やっていかないといけないというのがここでのお話であります。

さて、じゃあということで個々の授業なんですけども、個々の授業は全体としての教育目標に役立っ

ていなければいけません。私はこれを教えたいからこれを教えるんだ、では話にならない。教えること

を通じて教育の目標を達成していかなければいけないわけであります。というよりも、教えることを通

じて相手が何を、学生が何を学んだかというところでもって貢献をしていかなければいけない。で、要

するに、教育目標というのは卒業生の属性でありますから、こちらがどんな授業をしているかではなく

て、学生の側はどんなことを獲得したのかというようなことが問題になるわけですね。で、こういう形

で全体としてその個々の授業が目標を持ってるとすれば、それは全体としての教育目標に貢献していな

ければいけないという形、これは当然の話であります。

もちろん、この場合にこの間にカリキュラムというものが入っていて、いいですか、ここは大事なこ

となんですけれども、個々の授業はこのカリキュラムでそれぞれ役割を与えられている。そのカリキュ

ラムに沿った形で教育目標が立てられていなければならないということは当然であります。つまり、ほ

とんどの授業はある特定の目標を達成するように設計されていて、あるべきその卒業生の属性について

それを目標にする授業がないというようなことがありますと、これはカリキュラム上問題だということ

になるんですね。で、あくまである程度カリキュラムに入っていて、個々の授業の教育目標というのが

生きてくるという構造をしているということです。

そして、ここでもう一つの問題があります。実は、個々の授業はそういうわけですから、個々の授業

がちゃんと教育目標を達成した学生だけを合格させるということであります。要するに、今度は学生の

質が悪かったなあ、これやると全部落ちてしまうなあというようなことがあるかもしれません。しかし、

そのときにやはり教育目標をちゃんと達成しているということを評価の基準にしなければいけないわけ

です。これをしないと、卒業生の質が保証できませんよね。この部分の挙証が求められているというの

が、さっき言いました認証評価体制制度の検証体制であるわけです。

厳格な成績評価というのは、別に不可の数をふやせとかいう話ではございません。教育目標を達成し

ているか否かについてはっきり挙証できるような、証拠立てられるような評価の仕組みをつくっていた

だきたいということに過ぎないわけであります。

そして、重要なことです。今、一番大事なことは多分、公開ということだと思います 「シラバスなん。

てものを何で公開しなきゃなんないんだ」ってお話がありますが、これは大学の掲げる教育機関として

そういう評価とか授業の内容も含めてですけど、公開性を求められているということです。どこまで公

開すべきか、すべきでないかということについては議論の余地はありますけれども、基本的には少なく

ともその授業の中身、それから授業の目標と評価基準、こういうものについては学生と先生の間で共有

されていなければいけない。先生がそれを勝手に変えてしまってはいけないということです。これは約

束事ですから、その形でやっていかないとだめだということです。しかもそれは、単に学生と先生との

間だけではなくて、社会的に社会に対してもこういうことをしていますよと公開をしてやらなきゃいけ

ないということであります。
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、具体的にはということですけれども、こういうようなものをいわゆる第三者評価機関が評価をして

要する評価結果を公表してくれるっていう形になるんだろうと思います。そして同時に、成果の挙証と

いうことですが、例えばＪＡＢＥＥなんかが極端で、要するに可の答案全部そろえたという形で、全数、

すべての修了者あるいは単位をとった学生について挙証を要求されます。差し当たりそういうことはな

いかもしれませんが、私はこういうこういう形で、こういう能力を評価しました、ですからこの学生に

は単位がちゃんとあげられてるんですよ、この学生はちゃんと私の一定の教育目標を満たしていますと、

そういうことを挙証していかなければいけないという仕組みになってくるわけであります。

さて、今度は個別的な話です。授業の目標と成績評価です。授業の内容と目標です。ここで勘違いを

していただいては困るということですが、実は簡単な話なんです。授業の内容がありますよね。例えば、

何々学の初歩を学ぶという授業の内容があります。で、これはこれでいいんです。そういう授業内容は

構わないんです。じゃ、授業の目標は、何々学の初歩を理解するでいいのかということです。

、で、実は、先ほどの目標というのを見ていただければわかるんですが、例えば歴史に対する何とか

心を養うとか、例えば世界史の年表を全部暗記しても、歴史認識が高まったと言えるでしょうか。僕は、

それは多分違うと思うんですね。つまり、実はこれじゃだめなことが多いんです。もちろん、知識を目

標とするという授業がないわけではありません。ですから、そういうものもありますけども、大多数の

授業は教育目的が、例えば、ものを覚えば済んだという教育目標は立っておりませんので、全体のそれ

は教育目標の貢献はといったときには、その物事を覚えたというようなレベルでは終わらないわけです

ね。で、例えばですけれども、何々学の初歩を理解することを通じて何々的な態度を培う。実は、後で

申しますが、表記法というものではないんですけれども、こういう形で、授業の目標ってのはもっと奥

深い、高いっていうんでしょうかね、もっと上の部分のものがあるだろうということです。

それから、もう一つの問題と言えば、何を教えているのかではないんですね。何を学んだかなんです

ね。しかも、学んでどういうものを獲得したのかということでもって評価がちゃんとできる仕組みをつ

くらないといけない。これは学長先生のお話にもあったところであります。

その上で、次の話、これですね、目標の多様性、多元性です。さっき申しました知識理解というのは

多分どの授業でも一番重要な要素になってきます。ものを覚えないとその先へ進めないというのは当然

の話です。しかし、ものを覚えるという点だけで尽きてしまう授業というには非常に少ないと思います。

、さらに、その上のレベルですね。例えば、何々についての思考習慣が身につくであるとか、何々の

例えば応用できる。よういうようなものがその上位になってくるわけです。

で、何でこんな話をしているかというと、もう少しぶっちゃけた話をいたしましょう。去年の大学評

価機構の教養教育の評価で、東大だけ点数がよかったんですね。何でよかったのか。確かに、東大は駒

場教養学部という巨大な組織を持っておりまして、ものすごい豊かな教育の歴史を持っている。しかも、

わりと努力をしているようであります。

ただし、多分僕は決定的だったと思いますのは、彼らは相対評価をしているんです。で、彼らは

３５％以上を優をつけますと始末書を書かなんといかんですね。理由書を書かんと。

今、この大学には相対評価の流れがあります。この前、北大の先生が来られたんですけども、相対評
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価ですとおっしゃっていました。

要するに、いろいろ小手先を労していっても、結局

は知識理解みたいなもので割合、簡単に単位を出す人

が多いという形になりますと、優の数がどっと増えて

しまいますね。８０点超えましたから優出しました。

そういうやり方をされていたのでは、これはだめだろ

うということであります。じゃあどうするのかという

ことで、厳格な成績評価とは本当は言えないんですけ

れども、優の数量を規制するというやり方をしている

んですね。

私は、ここで目標の多元性という言い方をしており

ますのは、実はそういう相対評価をやりたくないから

言っているんです。相対評価をしますと、これもう教

員の自由度なんていうのはほとんどなくて、例えば、

８３点の人は優だけれども８２点の人は良だよみたい

な形で、非常に機械的な形で割り振りをしていかんと

いかんという形になるわけでしょう。で、そういうや

り方が、僕は決して好ましい方法だとは思ってないか

らです。そのかわりにということで、目標の多元性と

言ってますのは、より高い目標があるんだよと。そう

簡単にそこまでいけないだろうと。そこまでいったやつだけに優を出してくれというお願いをしている

わけです。

こういう形で、目標がうまく設定できるのであれば、わりあいにうまくこれが動くだろうという目算

を持っております。よろしいですかね。

それから、もう一つとして、裏側の問題として評価の観点がありますと、必ずそれに即した評価基準

が必要になってまいります。で、特に難しいのは、例えば数学的考え方をどうやってはかるかとかです

ね。これはすごく難しいと思いました。後でお話、具体的に出てきますけれども、測定というのは、例

えば知識理解だったら、要するに客観テストでも簡単にはかれるんですけれども、個人の目標というの

はなかなかはかれないという非常に難しい問題であります。しかし、それにもかかわらず、目標がいく

つかあれば、それに対応した観点を設定、そしてその次ですが評価手段というのをちゃんとやるわけで

すね。

つまり、こういう、例えば数学的な考え方がちゃんとできていれば優をあげますよと言ったときには、

。数学的な考え方という観点に即した、それを評価するための手段を考えて評価するというやり方です

で、こういうやり方をしますと、優が山ほど出るということは、多分ないだろうというような考え方

であります。

最後に厳格な成績評価です。先ほどのお話もあったわけですけれども、これ２つ目の話です。まず優

が大多数を占める授業として、共通教育のレベルでいきますと、大体受講者の半数が優をもらっていま

す。で、これが多いか少ないか、私は多くも少ないとも申し上げませんけれども、これについては大き

な問題があるということでお話をします。

１つの問題が、目標が容易に達成可能であるという場合に優がたくさん出てしまった。それでもいい

んじゃないかというお話がありますが、実はここは難しいことがあります。
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で、１つはですね、私たちが実は２つの役割をしている。このことを御理解いただきたい。一つは授

業の遂行者、授業の実施者です。で授業を実施して学生をできるだけたくさん目標に行くように、押し

て押して、頑張って頑張って勉強しろよってやってる部分です。

もう一つは、実は目標の設定者なんです。実は、みんなが越えられるような目標を設定した場合には、

目標の設定者としてはアウトです。大学の授業としては優しすぎると言っていいと思います。で、これ

で言いますと、例えば、客観テストになっていて、例えば、英語の塾の授業を受けたりＴＯＥＩＣスコ

ア連動みたいな形になっていると、ここでは絶対に個人の責任は問われません。制度の問題は起こりま

すよ。

多くの授業の場合は、自分が目標設定者であり、かつその授業をする授業遂行者であります。で、学

生と一緒にゴールを超えるように頑張ろうという人ですね。

この２つをやっていくときに、たくさん優を出したというのは、授業遂行者としてはほめられてしか

るべきですけれども、たくさん優のでるような目標を設定したということについては、これは目標の設

定者としてはまずいだろうということですね。

それから、もう一つ、これが多いだろうと思うんですが、実は不適切な評価基準、評価手段です。具

体的な話はここではいたしませんが、例えば、レポートを書かせる場合に、まあレポートというのはだ

れが書いたのかよくわからないことがあります。とりわけインターネットなんかで引かれますと、非常

に素晴らしいレポートがたくさん出てくるんですけれども、実は自分で全然やってないというような

ケースがありますね。本当、インターネットは注意しないと、修士論文とか学位論文ですらインターネ

ットからの盗用が山ほど出ますんで、そういうようなことがあります。

そういうことも含めて、例えば、レポートを評価してなかなかのものをつくったから全員優だよとい

うのは、これはまずいだろうと思います。で、つまりそれは学生がどういうものを身に着けたかを適切

に測定していないのではないかということです。

そういうようなことも含めまして、今のは一例ですけれども、適切に評価したのを使いますと、そん

なにたくさん優が出るということはないだろうという気がしております。

それから、２つ目であります。不可が過大な授業、これは先ほど小柳先生、お話がありましたが、や

はりＪＡＢＥＥなんかでこう基準も定められてきますと非常に難しい問題が生じます。で、これにつき

ましては、丸本副学長がちょっとおっしゃったんですけれども、我々の対処法を考えてまして、何とか

しないといかんということで、そのうち何とかしますと、可決できるわけではないんですけれども、

我々の中心的課題と考えていて、何とかするつもりであります。

しかし、制度設計上という議論をしますと、不可が過大である授業は、これ明らかに目標が高すぎる

という形になるわけですね。不可になりますと、実は学生はもう一回授業を受けますから、例えば、

３通りにしか通らない授業は、６回分授業をしないと結局全員通らないという形になるのかな。そうい

う形になりますね。そういうふうにしますと、これは非常に非効率になってしまう。で、こういう授業

をつくってはいけない。

いずれも、ちゃんと評価しているという限りでは、実は、要するに授業の目標の設定の仕方にかかわ

ってきている問題であろうというふうに考えます。よろしいですか。

で、それから、先ほどちょっとお話をしましたが、客観的な評価手段を使われますと、こういう問題

はほとんど制度の問題になってきます。つまり、個々人の個々の担当の先生方が悩むべき問題ではなく

て、制度設計をする、カリキュラム設計をする側の問題になっているようですね。

。以上でおしまいであります。ちょっと時間が過ぎましょうけれども、何か御質問等がありましたら

工学部応用科学の山本です。優の数が多い講義が問題であるということについてお伺○山本（工学）
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、いしたいんですけれども、私自身としては、できるだけよい成績を学生につけたいと。それは１つが

就職のときに余り成績が悪いと大学の方と比較したときにそれで不利益をこうむるということがありま

すけれども、例えば山口大学が例えばそういうふうなシステムを変えたときに、ほかの大学との格差が

ものすごく大きくなるように一見、見えるんですけれども、そこの部分はどういうふうにお考えでしょ

うか。

ええとですね、多分、中期計画、１期、２期終わるくらいまでは、国立○大学教育センター（植村）

、大学についてはほとんど優が山ほどあるという形の評価はなくなると思います。遅い、早いがあって

うちが早いと過渡的には損をするというか、そういうイメージあるかもしれませんが、逆に僕は山口大

学がそういう厳しい評価をちゃんとやってますということで、むしろ社会的に宣伝をした方が、我々と

してはよいのではないかと思います。

そうしますと、ぜひ広報活動の方に力を入れていただいて、早く普及するようにお願○山本（工学）

いいたします。

実は、余り言われてないんですけれども、大学評価機構がいろいろ教育○大学教育センター（植村）

評価とか観点別評価については、評価証を全部出しているんですね。で、いい取り組みをしているよう

な大学は全国から問い合わせとか来ているんですけども、あれもなかなかその形ではサーキュレイトし

てませんね。一部マスコミにも流しているくらいであって、中身そのものが知られてないという点で問

題があります。

で、我々もそのちゃんと取り組んでいるのであれば、そういう形でやるし、例えば、成績証明書にそ

の旨表記するとかということもあり得るんではないかというふうには考えてはおります。

質問します。工学部の大島ですけれども、成績評価について非常に興味があるという○大島（工学）

のが、私自身悩んでいるところがあるので、そういう意味で今日は参加させていただきました。で、現

場サイドから切実な質問をさせていただきます。

共通教育で物理学実験を担当しているんですけれども、教育目標としては、例えば簡単なところで毎

回レポートを出す。出さないと成績をあげないよ、ということを設定しておりますが、実は、学生から

のアンケートをとると、そのレポートを書くということ自体が異常なストレスになり、夜も眠れないと

いうような声が上がってきて、だから物理実験はいやだ、嫌いだ、受けたくないという声が上がってま

す。

そうすると、そういったときに、例えば、若干甘くしてレポートの１個ぐらいなくても単位をあげて

しまおうかというような気も起こるんですね。それは、先生のお話では、それはだめだよ。厳しくする

んだよというお話なんですが、現場サイドからすると、必ずしも厳しく、捨てきれないという悩みがあ

ります。

それから、もう一点、それとリンクするんですが、実は山口大学は地理的な条件があって、特に工学

部ですとか医学部ですとかは吉田地区と離れて、１年間だけ吉田地区にいて、それから２年目からは地

区が移る。そうすると、１年次に残した授業というのを、落としていると、とりにいくのが厄介になっ

て、多少甘くても出しといてあげた方が、その学生さんが２年、３年で成績が伸びてきているかもしれ

ないという期待もあるという、地理的な難しい条件がリンクしてですね。そういった場合に、本当に厳

しく切り捨てることが教育としていいのかどうかというところの先生の考えをお願いいたします。

現場としては、今おっしゃっているようなことであると思いますし、そ○大学教育センター（植村）

れは仕方のないことだろうと思います。ただし、これは全体がこの鶏と卵の関係になっているんですけ

れども、例えば、必修系の授業については最後までとことん勉強しない学生が残るというケースがあり

ますね。これは、追試で必ず単位がもらえるという、そういう期待を持っているという学生がいまだに
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いるわけです。期待を裏切る先生がときどきおられますし、ある先生は絶対にくれないというような形

で、名前をはせている先生もおられます。

そういう場合に、例えばその抜け道があるということが知られていれば、その抜け道を利用して学生

は勉強しなくなります。全学生に抜け道をふさがないといけないんではないかというのが、長期的な考

えです。

ただ、短期的には今おっしゃてることは多分間違っていない。その判断で結構です。で、長期的に見

れば、どうやって道をふさいでいくかということは、私たちの全体としての制度を動かす上でやってい

くべき話でありまして、それは個々の先生方の単純な努力では解決できないというふうに考えます。

よろしいですか。

もう一つ。目標のレベル設定についてですね、低すぎるのは設定者として無責任だよ○大島（工学）

と話があったんですが、僕は別な観点からすると、大学全体として、だんだんと年次に合わせたレベル

、が高くなっていくというようなシステム的なその取り組みというのも必要じゃないかと思うんですが

その点についてはいかがでしょうか。

本来は、おっしゃるとおりです。つまり、そのレベルの側をカリキュラ○大学教育センター（植村）

ムの側で設定すべき話ですから、全体を見た形で、全体の中で設定しないと意味がないですね。だから

おっしゃるとおりです。

人文学部の滝野と申します。質問というより、根本的な意見の部分をちょっと聞きま○滝野（人文）

すが、このＦＤ研修のそういうテーマとして、厳格な教育評価をしなければいけないということを言わ

れたんですが、そのときに、認証評価というのが始まるんだというふうに言われるところから話を始め

られるのは、ちょっと本質的に違うんではないかというふうに私は思います。

これは、やっぱり教育効果がいかにあらわれるかというところから話すべき問題の内容だと思うんで

すね。先ほど先生はその評価機構はそういうのは受け入れてくれないというふうにおっしゃったんです

が、植村先生はじゃあその教育効果としてこういうふうな厳格な教育評価をする、成績評価をするとい

うことが、教育効果としてどういうものを上げられる、どういうふうに効果が上がっていくのかという

ふうにと思っておられるのか、ちょっとお聞きしておきます。

全く個人的な意見で申しわけないんですけれども、私は、満足度の高い○大学教育センター（植村）

大学というのは多分いい大学だろうと思っております。で、そういう見地から見ますと、こういう制度

的に厳しく厳しくしていきますと満足度は下がるという形に多分なってくるだろうと。僕は満足度を犠

牲にしてまでこんなごりごりやったって意味があるのかなというようなことはあります。

ただし、一般的な言い方で、今、非常に言われてますのは、基礎学力という言葉がありまして、例え

ば、日本経団連が、要するにハイテク、２０社ぐらいなんですけど、日本の代表的大企業を調査した結

果で、一番言われているのがそのほとんどが修士卒をとっているんですけれども、基礎学力なんですね。

基礎学力というのは学部レベルの数学とか理科の能力ということだろうと思うんです。そういうものを

欠いてる人間がすごく多いんだということです。

ほかのところで、僕は就職委員をしているんですけれども、いろんなところで聞きますのは、やっぱ

り同じような話、文系でも同じような話だろうなというところがあります。

そういう状況を踏まえていって、それはやっぱり、今まで私たちがこう組んできたカリキュラムが学

生の質の変化にもかかわらず、長年それに対する適用を怠ってきたと。そういうものについて、こうい

う機会に目標をしっかり見直すことで、そういうものの組み立て方をしっかりやり直すということはで

きるかもしれないと。

よろしいですか。
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、○増山（理学） 単純な質問ですが、資料にある学校教育法で引用されていることなんですけれども

認証評価の話で、大学評価基準というのがありますよね。で、それが評価機関が定める基準というわけ

ですが、まあ今までで言うと、設置基準に沿ったものなのかなと思うんですけれども、その事後の認証

評価とそれから中期計画の目標に応じて評価委員会がやる評価、これ違うものかと私は思うんですけれ

ども、その２つの相対的関係と、植村先生が今おっしゃったそういう目標、授業の目標の評価というの

はどちらの方に入るというふうにお考えなのか。この学校教育法にいう認証評価と違うんではないかと

いう質問です。

認証評価と言いますのは、認証評価機関というのがいくつかありまして、○大学教育センター（植村）

既に名乗りを上げているのが、大学基準協会と大学評価・学位授与機構ですね。これは多分、認証評価

機構になろうとするであろうと。

で、ここに書いてある大学評価基準というのは認証評価機関がそれぞれ大学を評価するときにこうい

う基準でありますよというものがあって、機関ごとに違ったものをつくるわけです。それをですね、文

部省に届け出て、その組織とか何とかの審査を受けて認証してもらって認証評価機関という形になるわ

けですね。

国立大学の中期計画との関連で申しますと、基本的には、評価委員会の評価について、教育と研究に

ついては大学評価機構が行う評価に基づいてやるという形になっておりまして、その大学評価機構がや

る評価が研究については２００８年、地域計画の達成度については２００９年度に出されます。実はそ

れと合わせて認証評価も別途やらんといかんのかという話もあるんですが、実は認証評価も兼ねてやろ

うという話が大学評価機構の中で出ています。これもわかりません。

で、おっしゃるとおり、実はかなり異質な面があるわけですけれども、基本的には同じであろうとい

うふうに思いますし、例えば、増山先生よく御存知だろうと思いますけれども、中期計画、中期目標の

中で、教育目標が上がっていて、それを達成するための措置というような書き方がなされていますよね。

そういうものの中身として、全部こういうようなものを入れていかないと、挙証を入れていかないと多

分、要求には応じてくれないというふうに思います。違いますか。

少なくとも教養教育の評価はそういう形の評価がなされていまして、評価項目の順番は違いますけれ

ども、内容的には、基本的には同じものであろうというふうに考えております。

それじゃあよろしいでしょうか。若干時間が過ぎてしまいましたけれども、これから○司会（岩部）

昼食の時間になります。昼食は２回の食堂の方でお願いいたします。昼食が終わりましたら、１３時を

目標にまたこの場所にお集まりいただいて、次の講義を受けていただきたいを思います。よろしくお願

いします。
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（ ）６．講義２ 授業技術

そろそろ１時になりましたが、お集まりになられたでしょうか。予定どおりに進めさ○司会（岩部）

せていただきたいと思いますので、１３時より授業技術に関しまして、沖先生から講義をお願いいたし

ます。

失礼いたします。大学教育センターの沖と申します。食事直後で眠たくな○大学教育センター（沖）

る時間帯かもしれませんけれども、ひとつよろしくお願いいたします。

先ほどの学長のお話、それから植村先生のお話、質

疑応答が非常に熱心に交わされています。今日、あす

の本体、本質にかかわる内容をされているかと思うん

ですが、今日の質問にもありましたように、１点目の

話は、授業技術に関して私の方から少しお話をさせて

いただきたいと思います。

なぜ、先ほど植村先生がお話になった、厳格な成績

評価ということに授業技術がかかわるのかというとこ

ろなんですが、これももうさっきの質疑応答の中にも

お話になってたことなんですが、到達目標という観点

に変わってまいります。認証評価体制の中で各大学、学部、それからそれぞれの授業で到達目標という

のをつくらなければいけない。その到達目標が避けられないような状況になってくるであろう。これは

先ほど質疑応答の中にももうそういう旨の御発言がございました。

１つ目は世界的な競争の中でというふうに書いてございますけれど、目標を設定いたします。その目

標を設定いたしましたら、そこに到達したかどうかということを挙証するという形で認証評価は行われ

るわけですね。それは、大学の理念、目標をしかり、各学部・教養教育の理念目標しかり、それから授

業のレベルまでいきますと、授業の目標というのがあるわけです。

今日の、今回のＦＤ研修会の大きな目的というのは、一つはその各授業が、後で申し上げますが、各

授業が学部、あるいは学科の目標、理念に対してどんだけの貢献をしているかということの判断、もう

一つは、各学部のカリキュラムが大学全体の目標との間にどういう関係があるか、どういう貢献度があ

るかということになってくるんですが、目標が定められた限りは、それを貢献するシステムとして授業

をするわけですね。そうすると、そう簡単に到達目標を下げられないという状況が生まれてくるという

ことなんです。

で、大きな背景は、何遍も言いますが、世界的な競争という背景です。さきから述べましたＪＡＢＥ

Ｅもそうなんですが、山口大学からＪＡＢＥＥコースを出た学生が、ＪＡＢＥＥの実施試験にどの程度

とおるのか。今は形式的な評価でＪＡＢＥＥコースが認定されたとしても、近い将来、じゃあ山口大学

のＪＡＢＥＥコースを出た学生はとおらないじゃないかというような話が出てきたときに、これ非常に

大きな問題になってくるわけですね。一国家試験だけではなくて多くの資格試験で各大学の合格率だと

かが出てくるわけですが、恐らくそういった状況が近い将来出てくる可能性がございます。

これも、こないだもＩＤＥという広島の方の研究会に行った話なんですが、恐らく大学がいくつかの

階層に分かれるだろうと。もうオープンアドミッションで、入ってくる学生のほとんどを占めるような

大学においては、おそらくこういう問題が起こらなくって、どこまで我々は下がって、どこまでの教育

を称するかという部分になるでしょう。しかも、そこの評価というのは、プラスアルファで、どこでそ
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れをつんだかという、そういった評価体制になっていくであろうし、ある一定以上については、世界的

なレベルの質の保障ということが言われる。その世界

的なところでの質の保障といった大学は到達能力目標

をそう簡単に下げられないということを言われてまし

た。

入ってくる学生については、学力が非常に多様化

し、学習意欲が低下し続ける、これは間違いじゃない

わけです。２００６年度問題のみならず、学生指導要

領３割減という話もありますし、各種の研究者が問題

はインセンティブディバイトだと、学習者の学力が多

様化してという問題よりも、学習意欲それ自体が大き

く低下している。これは初等、中等教育においてはもう本当に目を覆わんばかりの事情があるんですね。

そういった学生がどんどん入ってくるわけです。

その学生に対して、到達目標はかえられない。というと、ここに書いてございますように、十分な学

習支援策というのもとらなければいけない。ここではまあ支援策という言い方をしてますが、授業技術

ということのみならず、ハード面でのいろんなサポートも含めてです。例えば、少人数クラスをつくる

だとか、あるいはリメディアル、あるいは補修クラスをどれだけ充実させるかといった、そういったも

のも含めてかなり本腰を入れて十分な学習支援策をとらなければ、大量の留年生を生み出してあるとい

うふうに言われてます。

現在、全国の大学生の引きこもりが５％あるそうですね。これを厳格な成績評価は、ＧＰＯを含めて

そういったＪＡＢＥＥコースの中で必ず保障するというようなことをやっていきますと、大量の留年生、

、大量の引きこもりを引き起こす可能性がある。それに対して我々はどう対応していくかということを

ハード面も含めて制度も含めて考えていかないと、これはとんでもないことになるだろう。

特に、その中でじゃあ今まではわからなかったらまあ放っておいてもいいのか、何割は留年してもし

かたがないとかいう教育をやってきた部分がありますが、どうもそういう形では許されないような事態

になってくるだろうというふうに考えております。

で、厳格な成績評価になぜ授業技術がかかわるのかという３点目なんですが、まあこれも同じような

ことですが、教育目標の挙証が求められているんだと。到達目標、それから授業、大学の満足度の挙証

、ということも求められるわけですね。目標は下げられないし、しかも多様化した学生の入ってくるし

目標の挙証達成度が求められているということで、一番重要になってくるのが授業技術、それから制度

面でもいろんな保障であるということになってきます。

先ほどの質問の中に、じゃあ授業技術を高めるようないろんな研修が必要じゃないかというお話が出

ておりました。まさにそのとおりだと思います。しかし、大学教育センターが主催するこういうＦＤ研

、修会というのは、自ずととちょっと限界があるわけです。大学教育センターが考えてますのは、今後

授業科目別部会、それからＦＤ、各学校ごとのＦＤ委員会を中心とした授業、自分たちの教える授業に

密接に絡んだ形でのＦＤ研修会を今後、推進していく必要があるんだというふうに考えております。

ちょっとこれごらんにいただきたいんですが、９９年の学生授業評価の中で、主だった項目を繰り上

げてみたんですね。その中で、ちょっとこれごらんいただきたいんですが、話し方という項目があるん

です。先生の授業、先生の話し方はわかりやすかったという項目です。それから、メディアというのは

これ視覚教材も含めて、あるいはテキストや授業資料を含めてですが、メディアは上手に使われたかと

、いった場合、それから学生質問というのは、学生が質問しやすい雰囲気であったかというですね。で
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説明、先生の説明はわかりやすかったか。特に、専門用語等の説明がわかりやすかったかといった内容

です。

これを共分散構造分析というのがあるんですが、要

するに、パス係数であらわして慣例をつけたものがこ

の図になるんです。

で、あともう一つ、出席と学習時間なんかも分析に

かけますと、この４つというのは、授業技術という場

でちょっと隠れた因子があるんですね。この隠れた因

子の一つ一つの側面であると。で、かかわり合いはこ

こに書いてあるようなパス係数見ていただいたら大き

さがわかるかと思います。

そして、出席であるとか学習時間というか、学生意

欲から出ているような因子であるというふうに考えることができます。そして、その間に０.４２の相関

関係があります。

そして、この２つ、この潜在的な因子、授業技術という因子と学生意欲という因子から学生が授業を

わかるというスキーマ形成という因子が抽出されます。その間の関係がこんなふうになってます。

そして、このスキーマ形成という因子から３つのそれぞれの項目が出てるんですね。１つはその授業

わかったかどうか。それから授業科目に関心があるか

どうか。で、最後、その授業はよかったかどうかと。

こういう構造が９９年度の学生授業評価を分析して出

てきました。ただ、これは学生が授業評価においてど

ういうふうな形で評価をしていくかというひとつのメ

ンタルモデルになるかと思うんですね。

で、その中で重要なのは、この話し方から説明にい

たるまでの授業技術が、例えば、その授業の理解度、

関心度、有意義度にどれぐらい貢献しているかという

のが見えてくるんですね。

例えば、授業技術が直接的にはスキーマ形成と理解に達する。これ０.５９掛ける０.７４の比率でい

きます。しかし、学生意欲というところを通って計算してもいいわけですから、その比率を計算します

と、これは０.５６になるんです。授業技術からスキーマ形成を通して理解というのと、授業技術から学

生意欲を通してスキーマ形成から理解を合わせますと０.５６になります。同じく、関心は０.５８、そ

れから有意義度にいたりましては０.６１になるんですね。つまり、授業技術が全体の理解度、それから

授業科目への関心とかそれから有意義度に対して過半数以上で影響力を持っているということが言えま

す。

これを見ていただいても、いかに厳格な成績評価で厳しくやっていくわけですが、そん中でもいかに

授業技術が重要かということかおわかりいただけるかと思います。ただ、残念なことに授業技術という

のは、じゃあどうしたらいいですよというような個別に、かなり綿密に長時間かけてやらなければでき

ないことですので、二、三日の研修ですぐに身につくというもんじゃなかなかないようですね。

これは、９９年度の授業評価でやったんですが、その後で、もう一つ大きな内容で、態度というのが

あるんですね。これ教育論で態度という言葉よく使われるんですが、皆さん方が例えば授業態度が悪い

という、この態度ではないんです。いろんな意味で使うんですが、ここでいう態度というのは先生の非
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言語のコミュニケーション活動すべてです。例えば、どんな服を着て、どんな表情で、アイコンタクト

をきっちりととって、それから目ぶり手ぶりはどうだという、そういうものをすべて、今、態度と呼ん

でいますが、この部分も恐らく重要なもんであろうということで、昨年度の後期からの学生授業評価の

中にはこの内容を入れております。非常に大きな内容を持っているところです。

これがそうですね、０２年度の学生授業評価でやっておりました。ちょっと学生意欲の部分が飛んで

しまったんですが、こんな形になってますね。話し方、メディアを２つに分けたんです。視聴覚メディ

アとそれから手持ちの資料等の教材に分けました。あとは同じですが、この態度で見えてます。授業技

術を構成する０.７３ほどの影響力を持っている形ですね。

じゃあ、これだけで言えることではないんですが、と言うか、わずか５分、１０分で授業技術がイン

プルーブされるわけではないんですが、少しここでまとめておきたいと思います。

授業というのは非常にたくさんのものがございます。双方向の授業もあれば、実験、演習、あるいは

語学の授業なんかもあります。全部やり方は違います。ただ、その中で一番大きいこういった形で、一

方向で話しかける、まあプレゼンテーションといってもいいと思うんですが、そういった形の授業、つ

まり講義ですね。講義にははっきりとしたよくするための条件があります。

ちょっとここに書かせていただきました。下の図は

レディネスの把握、レディネスというのは、学生が今

までどんな経験を持ってきたか、どんなことを学んで

きたか、どんな興味、関心があるかということを把握

することです。その学生がどんどんどんどん変わって

きて、今度は２００６年度には大幅にかわるわけです

し、毎年のごとく、学生のレディネスは変わってきて

おります。それを把握して授業ができるかどうか。

ここ難しいところなんですが、把握すれば１０年

１日のごとく、１０年前のノートを読むということは

なくなります。しかし、そこで問題が出てきます。把握してもう今までやってきた授業、難し過ぎたな。

じゃあ到達目標を下げるというものはなかなかできなくなってきておるというのは、唯一、背反の問題

としてあるんですね。

当然、これからシラバスを書いていただいて、今までの授業が難し過ぎた。優も全くでない授業、あ

るいは先ほど話がありましたが、オール優の授業、そういった部分の調整はしていただかなければいけ

ません。カリキュラムをつくるのは大抵３年かかるというふうに言われています。自分の授業でいい授

業をつくるのにも３年かかると。

そういった意味で、シラバスの内容も若干の変動はあってしかるべきです。しかし、３年、５年、

１０年になってきたときに、山口大学は到達レベル、到達目標下げられるかと、もう下げられなくなる

だろうと思います。

把握したけれど、その１本の授業ではそこまで到達できないということが、これから往々にして起こ

ってくるかもしれない。そのときには、同じ種の授業をふやす、少人数にする、あるいは段階を追って

水準別にする、いろんな方策が出てきます。だから、制度上の問題が出てくるというのはそういったと

ころなんですね。

それから、もちろん授業を上手に教える技術というのも必要になってくるわけです。１つ目はレディ

ネスの把握。

２つ目、これは言わずもがななんですが、分かりやすい論理構成、これは大学の先生方ほとんど全員
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クリアされます。この部分でおかしな方というのは、私の知る限りではありません。

ただし、３つ目です。方法の工夫、今までは先生方は多くの場合、黒板に向かって学生にお尻を向け

て、ぶつぶつぶつぶつ言いながら黒板に板書されるという授業が多かったんじゃないでしょうか。実際

、問題、このＦＤ研修で去年、おととしと模範授業をおやりになっていただいた例があるんですけれど

それでさえ、先生方、後ろを向いて、お尻を学生に見せながら、ぶつぶつ言いながら書いておられる授

業が何件があったわけです。

まあ御自分で反省されたとこであるかもしれませんけれども、その部分ですね、３点あります。言語

活動、声の大きさ、速さ、言葉のくせ、私は関西弁が抜けませんけれど、これも含めてそれぞれがみん

なさんくせをお持ちです。一番適した速さはどうか、大きさはどうかといったものを検証する必要があ

ります。いろんなチェック、方法があるんですが、先生によっては、ええと、ああんというのを数えた

ら９０分の授業で１００何十回言っているんです。

２点目が非言語活動、これが先ほど申しました態度です。非常に大きいんです。ある研究者の話によ

りますと、これ全体を百分率で１００としましたら、全部、訓練可能で改善可能な技術点です。その中

で、何が大事かといったら、方法の工夫が７０％以上を占めております。そして、この方法の中でも非

言語が７０％以上を占めています。よい講義をつくるためには、この非言語、要するに態度がものすご

く重要だということも一つ抑えておいていただければと思います。大学生でそんなことがあるのかと言

いますが、これは本当に大きいです。いかに先生方が学生の目を見て、ゆっくりと、どうどうとしてし

ゃべっていくというのが大きいですね。後を向いてお尻だけを見せてるだけで、学生は半分寝てしまう

ということです。

これには、教育心理学の方でいろんな実験ございます。教育の専門の方、よく御存知のところなんで

すが。

例えば、ある病室がありまして、その奥に、両方とも世界的に著名な医者だという触れ込みで、お

２人のお医者さんが見えるように、処置室にいらっしゃったんですね。片や白衣を着ておられる、片や

Ｇパン姿、違いはそれだけです、ふれこみは全く一緒です。で、次から次、１００人の患者をこの部屋

に入れて好きな方に行きなさいという選択をさせると、９９人が白衣の方に行っちゃう。人間の心理っ

て非常に簡単なもんなんです。逆を言えば、そういうところをしっかりと抑えて授業をすれば、中身は

なくともとは言えませんけれども、子供の、学生の心をつかむことは比較的容易であるということです。

これを、自分で気がつかないんです。例えば、いろんな方法がありますが、ストップモーションとか

ビデオキャッチャーとかいろんな方法があるんですが、ビデオで１回撮ってみて、で御自分の授業に参

加なさると非常にその点がよくわかります。で、もう一人、ピアレビュー言いまして、同僚の先生方に

それを見ていただくと、先生、ずっと後ろを向いてはるなとか、先生、学生の中を１回も見てへんなと

いうのが非常によくわかります。一度こういうことをやってもらうとわかりやすいかと思います。

それから、３点目は目のやりようです。これも言わずもがなというところなんですが、最近は黒板と

か手持ちの資料以外にコンピューター、視聴覚機器をよく使った授業は、当然、学生評価が高くなりま

すし、わかりやすいところもあります。

しかし、これも一長一短でありまして、すべての授業がすべてパワー・ポイントであると、恐らく学

生はたまったもんじゃないかと思います。

これは林先生が恐らく明日言われるかもしれませんけれど、授業というのは、様々なメディアをその

ときの学生の様子に応じて使い分けるということが大事ですので、疲れてきたなといったら、じゃあ手

持ちの資料を見てください。ページ、何ページとかいうような話をする。こういうのがベテランの教師

の技術になってくるんですね。だから、これは言ったらあれかもわかりませんので、ちょっと頭の片隅



- 28 -

に置いていただいて、ピアレビューとか今後、部会ごとレフリー活動をやられるときの参考にしていた

だければと思います。

学生授業評価にそういった内容が盛り込まれているということを御存知いただいてほしいと思うんで

。すね。何であんな項目で選んであるかというのは、すべての授業に対応しているわけじゃないんです

実験とか実技の方には対応していませんし、語学の授業も若干違うところがあると思います。今後はち

ょっと改良して、いろんなバージョンづくりを予定してますが、特に、今年度から始まりましたプレ授

業評価というのは、とにかく年度途中、例えば５月の中ごろ段階で先生方に学生が授業評価、特に技術

項目をお返しして、それを先生方の授業、年度途中の授業に反映していただこうと、こういう観点だっ

たんです。

あの中で説明というのはレディネスの把握やわかりやすい論理構成の部分、それから話し方というの

は当然言語活動ですし、態度というのは非言語活動、教材メディアというのは、メディア利用に対応し

ている。

こういった部分の評点がどうであったかということをもう一度見ていただいて、そこが今、自分のウ

ィークポイントであるということを書いていただければと思います。

学生授業評価、それからＦＤというのも、先生方の授業を改善するための材料なわけです。これで評

価をするというのは大学教育センターの仕事ではございませんので、先生方にそういう材料を、データ

をお返しするという意味でやっております。それで、この対応する観点をごらんにいただいておると非

常にありがたいかと思います。

もう過ぎましたな、失格です、ごめんなさい。若干時間が延びてしまいましたが、これで終わらせて

いただきます。ありがとうございました。

御質問等がございましたら。○司会（岩部）

先生のおっしゃることは非常によくわかたんですけれども、ただ最初、先ほど、一番○小柳（工学）

最初にお話しましたように、最終目標は下げられない。レベルは下がる。私、先生のお話から非常にそ

のジレンマを感じるのは、ある内容を教えるとき、どうしてもしゃべり方が足らん。どんどん差がでる。

でも、それは授業技術をみがくと可能ですか。それともやはりある程度、内容を減らさないとだめでし

ょうか。

非常にお答えしにくいんですが、ある意味可能だし、あるところは不可能○大学教育センター（沖）

だと思います。で、今までのレベルでしたら、恐らく先生のお考えになっている授業の内容を工夫すれ

ばいけるレベルにあるだろうとは思います。いや、見たわけじゃないですからあれなんですが、ただ間

違いなく学生の意欲とそれから多様性は増してきます。今後、それはできなくなる可能性が非常に強い

というふうに思います。

で、こないだもIDEの総会に出てきまして、同じ議論がありました。１時間ばかりみんなでわいいわい

言いながら、やれることは何かといって出たのは、結局は今言った２点です。一つは、授業技術を全部、

今のと同じ感覚ではだめだろうと。授業技術を改善しなければならない。そのために十分我々は研修を

積まなければいけない。もう一点は、制度的なカリキュラムを含めてで、例えば、２００人、３００人

の講義でどうしようというんだということもあるわけですね。そしたら、もう分割せざるを得ないじゃ

ないかとか、あるいは対応なしで、例えば、物理の１、２もとっていなくて理学部に入ってくるんが出

てくるとか、生物やらなくて医学に入ってくるのが出てくるとか。そうしたら、段階別にしたり、ある

いは補修クラスをつくったり、今まで１５回の授業でこんだけやってたのを半分にして２段階にしてと

いう、入門コースのやり方ですね。そういうようなやり方では分割せざるを得ないじゃないかと、そう

いった議論が出てます。
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やり方としては、カリキュラム制度面での改革、ハード面での改革ですね。と、それから、各個人が

やる授業技術の改革と、もうこの２つにつきるんじゃないかというふうに思っています。

よろしいでしょうか。○司会（岩部）

それでは、次のプログラムになって、ワークショップ１の方に進みたいと思います。

じゃあ沖先生の方から御説明があります。

それじゃあお手持ちの資料のページ４ページをおあけください。ワークシ○大学教育センター（沖）

ョップ１までは恐らく時間どおりにいくと思うんですが、そっから先はこう質問、御意見が非常に多く

出ると思います。だから、ここに書いてあるタイムテーブルどおりいかないかもしれませんが、あとは

もう岩部先生にお任せしたいと思います。

。とりあえず、ワークショップ１は、今からこの２階にございます各研修室に移動していただきます

そこで、お１人３分程度、先ほど学長にもお話ありましたけれども、まあちょっとくだけて、昨日の夕

食はどんなもんがいい、どこで食べて、どのようにお召し上がりになったか。プライバシーにかかるの

がありますから、差し支えない程度で、本当なら５日ぐらいのワークショップしたらもっとどろどろし

たものを出さないかんのですけれど、今日はそういうわけにもいきませんから、この程度にしておきた

いと思います。

で、それを含めまして自己紹介をしていただいて、研修を進める司会を１名、それからワークショッ

プの記録係、どんな内容でワークショップをしたかという記録係、これは後でちょっと集めさせていた

だいて、報告書にまとめたいと思います。

それから、明日のグループ発表の報告書、この前で発表していただく先生をお１人、大体５人から

８人、９人ぐらいのグループですので、その中で３人、お役を決めていただきたいと思います。

そして、次、２時になりましたらこちらの部屋にお戻りいただきたいと思います。

それから、一番最初に申し上げましたように、ワークショップ２からは、実際に先生方のシラバスを

順番につくり上げていただくいう作業に入ります。で、シラバスをお持ちいただいてない先生、共通教

育でも専門教育でも構わないんですが、持ってくるのをお忘れになった先生はこちらで共通教育部分が

印刷して持っております。で、専門教育の部分については、何先生が上の、２５４の部屋でＣＤシラバ

スから印刷する手はずをしておりますんで、このワークショップ１の余った時間の中でそれを取り寄せ

ておいていただきたいというふうに思います。

各研修室には、プロジェクターとそれから教材提示装置がございますので、手書きで書いた先生もコ

ンピューター上で書いた先生も写しながら自分の書いたシラバスをグループ討議の中でかけられるよう

になっております。また、大学教育センターのスタッフが順次回ったりしますので、もし足らない部分

がありましたらおっしゃっていただければと思います。

それじゃあ、やってみましょう。
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（ ）７．講義３－１ 授業の目標の設定

（ ）講義３－２ シラバスの目標の書き方

講義３の１と２、これを続けて行います。授業の目標の設定について、まず沖先生にお○司会（岩部）

願いいたします。

失礼いたします。再び、大学教育センターの沖です。授業の目標の設定と○大学教育センター（沖）

いうことで、２０分程度、お話をさせていただいて、その後、吉田先生の方から具体的に、シラバスに

目標をどのように記述すればいいかというお話を

１０分程度やらせていただきます。それを受けて、ま

た先ほどの部屋にお戻りいただきまして、実際にシラ

バスの目標の部分を考えていただくということになり

ます。

私自身が、吉田さんもそうなんですが、実際にやっ

てみて、うんうんうなってしまって、考えれば考える

ほど実は時間をとってしまします。だから、３０分各

部屋に戻っていただいて、御自分の目標を考えていた

だくということになるんですが、ひょっとしたら時間

が足らないかもしれません。残り３０分は比較的近い科目のメンバーが集まっておりますので、そこで

交流をしていただきたいという趣旨でございます。

ただ、ちょっと時間については、一応そういう区切

りをしておりますが、そのとおりにいけるかどうかは

定かではございます。よろしくお願いたします。

今日はもう既にですね、学長のお話の中にも認知的

領域うんぬんという話が出てきましたし、最初からす

ごく高度なところで走っているんだという気がいたし

ました。植村先生のお話で、非常によくまとめられて

いたんですが、先ほど少し、私がふれましたのは、次

のような段階を経ています。１つ目は、認知評価につ

いてで、大学全体の理念、目標と各カリキュラムとの関係のなかで、特にその授業がねらいとか目標と

かいうものをきちんと達成するような、貢献度が図れるかというような内容。もう一点は、そのカリキ

ュラムの中で授業の各目標がそれにちゃんと貢献しているかどうかを聞くわけで、この２点になったと

思います。

いずれにしましても、目標の記述の仕方ということが非常に大きな問題になってきます。後でそれが

達成度を評価できるか、達成度を挙証できるかという問題がついて回るわけです。

。この達成度を挙証する方法、特に、そういった目的を持った目標記述学というものが実はあります

で、これはもう１９５６年といいましたらもう半世紀も昔の話なんですが、ブルームという人が教育目

標の記述化というのをやってます。通称ブルームのタキソノミーと呼ばれているものなんですが、タキ

ソノミーというものは、体系というようなものなんですね。で、もともと分類するクラシフィケイショ

ンという意味ではなくって、ブルーム自体が言ったことにはその分類がそのなかにさらに上位目標から

下位目標まであると。また授業によっては年間教育計画を立てるレベルから個々の５０分の授業までと
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いうように、非常に細かく分けられていて、それぞれ一つ一つ目標を達成することによって、全部上位

の高度の目標に達すると。そういう体系を現したもんです。

で、これが今のところ、先生方の中には、今こういうことができているんだというような話もあるか

もしれませんが、私ども研究者が行っているのは大体同じことなんですが、これ大きく超えるようなも

のでは、まだ出ていないというのが正直なところです。

、いろんなこれからも問題点も申し上げます。正直全部申し上げますので、そういう問題点も含めて

現在のこういう領域の、こういう考え方の中で目標を記述していくのが一番いいんじゃないだろうかと。

ベスト論ではございませんが、比較的、かなり融通のきく応用範囲の広いものじゃないかというふうに

考えているわけです。

で、そのタキソノミーというのはどうなのかと申し

ますと、これ学長がお話されたんですが、医学部、歯

学部の教育というのはもうかなり前からこれを取り入

れてやってます。１つで３つの領域があるというんで

すね。私は、タキソノミーというふうに言いましたけ

れど、ここでお話させていただくのは、どっちか言う

たらその分類の一番上の部分だけをとってしまう。だ

から、クラシフィケーションとして使っているとい

う、矛盾がございます。

しかし、こういったことを考えていただいてはいか

がかというところなんですが、１つ目、認知的領域とうい領域があります。教育目標を立てるに当たっ

て、認知的目標、認知的領域の目標というのがある。それは、知識理解や講義の論理的思考力等を言う

部分です。これは、ある程度、ペーパーテスト等で測定可能なんです。

２つ目は、情意的領域と言っているものです。これは、価値観であるとか、学習意欲であるとか、ま

た出てきましたね。レベルも同じようだなと聞いておっていいんですが、態度のことです。これは非常

に評価が困難だと思います。ただし、後で申し上げますが、大学の教育の目標であるとかねらいである

。とか理念であるとかといった分は、かなりここの部分の表現が対応されているということがあります

そして、３つ目、よく覚えてらっしゃいますね、学長先生は。精神運動的領域という、３つ目の領域

がこれになります。これは運動技能であるとか、操作技術であるとか、技能等で、学習行動の観察や活

動結果によって評価が可能になるんだというふうに言われています。

まず、この３つの領域があるということを含みおきいただきたいと思います。そして、このブルーム

の分類は、この後、いろんな研究者が世界中の文化に翻訳して、構造目標というのが広がってきたんで

すけれど、この人の偉いところというのは、もう一点あるんですね。この法典、目標を分類したという

ことだけではなくって、それ以前のタイラーという人がおったんですが、その人から含めて、目標の記

述の仕方について、１つの条件を出しています。その条件というのは、到達目標を上げるということで

す。到達目標は、学習活動を通じてその実現が規定される学力の内容を明示化するもんであるという言

い方をします。さらに、その到達目標は、行動目標という形で書きなさい、という主張しているんです。

ここは今までのねらいとか目標とかの書き方と大きく違う点です。非常に抽象的な、あるいはレベル的

な目標の記述の仕方が多く見られますが、このブルームを初めとしてその後の行動目標の考え方という

のは、到達目標ということでして、その到達目標の記述の方法は行動目標で書きなさい。こういう言い

方をしているんですね。行動目標とは何かと言いますと、学習後に達成される学習成果としてと、行動

の形で書きなさいと。こういう言い方なんです。具体的な行動で書きなさいということなんですね。
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先ほど、植村先生のお話もありましたように、例えば、何々について理解するっていうような言い方

ではなくって、理解も一つの行動の一種なんですが、一般目標とこれは書いているんですが、もう少し

具体的な学習成果としての行動であらわしてほしいと

いうことです。だから、例えば、何々について説明で

きるというような言い方の方がいいかという考え方で

す。

そこで、先生方のお手持ちのレーベルをちょっとご

らんいただきたいんですが、資料の１６ページ、表

２というのをつけております。ちょっとごらんいただ

きますでしょうか。行動目標の記述に用いられる行為

動詞、これ自体が非常に大きな研究ジャンルでして、

多くの研究者がいろんなオリジナルの行為動詞という

のを設けているんですけれど、それ全部説明してても意味がございませんし、一応、その中で多くのも

のに書かれている推奨例とでもお考えいただければと思います。これじゃないといけないということじ

ゃないんですが、こういうものだというふうにお考えいただければと思います。

一般目標記述のための動詞の例、それからその後には行動目標記述のための動詞の例で、認知的領域、

情意的領域、精神運動的領域というふうに、いろんな言葉を書いております。

で、ここに書いてある言葉をごらんいただきますと、非常に具体的であるということがおわかりにな

ると思います。理解するとか、わかるとか言った言葉ではなくって、具体的に列挙するとか、あるいは

構成する、分類する、比較する、判断する、予測する、こういった具体的な行為をあらわす言葉を使っ

て目標を設定しなさい。

こういう言葉で設定いたしますと、評価もしやすくなるわけですね。何々について理解するといった

らどの程度を理解と呼ぶか、非常に難しいところです。考え方がわかるなんていうとどの程度わかるか

わからないです。

ところが、分類するであるとか、あるいは説明するというか、説明できたかできてないか、分類した

かどうかというのははっきりしてくるわけですね。そういうことは程度の問題があります。

そういった形で、評価、それからどういう授業をすればそういう力が身につくかというのもおのずと

わかってくることになります。

この認知的領域なんか特にそうなんですが、この行動目標の形で書いてあれば、その評価の仕方とそ

。ういう力をつけるための授業の方法というのがかなりの程度、限定されてくるという特徴があります

で、行為動詞と今申し上げた行動目標は具体的な教育技術との関連で記述するということになります。

いきなりなんですが、この問題点をさきにお話をしておきたいと思うんです。行動目標にも限界がご

ざいます。これはもう先ほどの学長の話の中にも既にあったんですね。学長がお話になった中で、学生

の意欲によって全然違うじゃないかと。じゃあ意欲を持たせるにはどうしたらいいんだと。興味を持た

せるにはどうしたらいいんだいうようなお話がありましたけれど、まさにその点です。

行動目標というのは、先ほども言いました３点あるわけです。３つの条件です。認知的、情意的、精

神運動的領域、その中で、情意領域の行動目標、つまり、態度であるとか倫理観であるとか道徳観です。

これはまた非常に教育の目的とか目標とか理念にたくさん書いてある言葉なんですね。

そういったものが書いてあるんですが、それを達成する手順と筋道が非常に不明瞭な点がございます。

それから、先生方よく御存知のところですが、学習というのは失敗から学ぶ。それから学ぶ過程が非

常に重要だというようなこともよく言います。ところが、達成目標、特に行動目標で書きますと、でき
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た結果によって評価するわけですから、できなかったものというのは評価にならないわけですから。と

ころがじゃあ失敗して学ぶんだとか。学ぶ過程とはどうなるんだという問題点がございます。

さらに３点目ですが、これはもう初等、中等教育でもう、言うたらブルームのタキソノミーはもう

５０年前の話ですから、いっぱい実践されているんですけれど、目標つぶしの授業でございます。これ

は、先ほど言いましたように、上位目標から下位目標まで１枚の指導案が出て回って、たくさんたくさ

ん目標があるんですね。その目標を１個ずつつぶしながら授業をやっていくということに陥ってしまう

んです。これはもう先生方想像されたら一発でわかるんですが、非常にだるい授業になります。教師に

とっても学習者にとっても、本当に何かせきたてられているような授業であって、余分なわき道にそれ

たり、冗談を言ったりということがなくなる。全然生

き生きとした授業にならないわけです。そういった授

業がたくさん出現しております。

こういった行動目標の限界というのがありますが、

先ほど申し上げたように、残念ながら、このタキソノ

ミーを超える目標記述はございません。さらに、情意

領域や高次の目標が存在し、それを挙証しなければな

らないという事実があります。

もう一度お手持ちの資料の１８ページをお開きいた

だきますでしょうか。そこの表の４のところに、ジャ

ビーの学習・教育目標の設定と公開という部分を載せていただいてます。これちょっとごらんいただき

たいんですが、その太字で下の方にありますね （ａ）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその。

素養 （ｂ）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する、

理解（技術者倫理 、それから下の方には（ｇ）として、自主的、継続的に学習できる能力、これ情意的）

領域、それから認知的領域の中でも非常に高度なものですね。

こういった目標が上げられているんです。これ理念とかねらいとか言っているんだそうですが、ジャ

ビーみたいに非常に厳格で、しかも言ってみれば科学技術のその成果というのを問うようなもんなんで

すが、それですらこういった抽象的な、講義の目標が上げられていると。

こうなってきますと、いくらまあ行動目標の限界というのがわかってながら、非常に情意的領域や認

知的領域も講義の目標というのは難しいということがわかってても、その達成度の挙証をしなければな

らない。その限界を認識しながらこれ以上のものがまず出てない以上、限界を認識しながら進まざるを

得ないというのが現在の到達点だというところなんですね。

だから、我々も問題点は非常によく承知しております。そして、非常に難しい課題だというのも認識

、しております。しかし、こういった形で、情意領域や講義の目標も含めて記述しなければいけないし

その達成度も挙証しなければならないというのが、今我々におかれている状況だということをひとつ御

認識いただきたいと思います。

非常に難しい点なんですが、梶田叡一がこのあたりについて非常に深い考察をしておって、

１９７８年にこういう類型をつくっております。で、今までは認知領域、情意的領域、精神運動的領域、

そこに上位から下位までいろんな目標が記述してあったんですが、それを少し分けて考えたらどうかと。

余りにも偏狭だからもう少し類型を考えてやれば比較的評価の方もやりやすいし、それからそれに対す

る授業設計もしやすいんじゃないかというのを提案しているんですね。

ちょっとこれをごらんいただきたいんですが、すべてにわたって達成目標と向上目標と体験目標とい

うのをつくっております。で、認知的領域の中で達成目標というのは、非常にシンプルで知識理解。た
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だ、先ほど高度のとか広域のと言いました、認知的領域のその部分は向上目標ということで、論理的な

思考力とか創造性とか、思考判断という言葉も使って

ます。例えば、数学的なものの考え方、物理的なもの

の考え方とういのはここに入ってくるわけです。

で、まあ、あと体験目標というのがあります。情意

的領域では、その分野に興味、関心があるかどうか。

向上目標としては、さらに態度であるとか価値観、Ｊ

ＡＢＥＥに載っている技術者倫理とかはここに入って

ます。精神運動的にはこうなるんですね。

で、この中で、右端の体験目標というのは余り大学

では用いられることが少ないようです。だから、考え

ていただきたいのは、認知、情意、精神運動の中で、達成目標と向上目標、特に、精神運動的の領域の

向上目標も余りないですので、考えていただきたいのは、この５つぐらいじゃないかなというふうに考

えております。これ後で吉田さんの方の話があると思

いますが、うちのシラバスを全部見ていただきました

ら、ほとんどこの５つの中で目標を均一されている

と。ですから、大体これぐらいのカテゴリーがあれば

先生方の目標は書けるんじゃないかなと。

この中で、どれが認知的の向上であるとか情意的の

達成であるかというようなことを御自分の中で検討し

ていただきながら、目標記述をしていただくというこ

とがまず第一歩になってきます。それは非常に難し

い、しんどい作業です。私自身も自分の中でやってみ

て、区分けするのが難しいですが、これを書いておくことが、例えばＪＡＢＥＥにしろ、あるいは学部

や大学の理念、目標に対して非常にシンプルに対応関係をつけられるんですね。

例えば、ここに目標科目の中に上げておけば、例えばＪＡＢＥＥなんかの技術者倫理に対応してるの

はこの科目だよということがシンプルに言えるわけです。

で、またこの部分を実現するための授業設計を特化して考えるべきです。あるいはその後も相談すれ

ばいいというようなふうに、非常に今後の発展をしやすい分類の仕方であろうというふうに考えており

ます。

非常に時間がかかります。これだけでできる、今日の研修だけでできるもんじゃないかもしれません

が、こういった区分けで考えてみたいと思います。

で、よその大学も大体同じ動きをしているんですが、例えば、こないだ見せていただいた岡山大学な

んかでは、それぞれの科目が、例えばＪＡＢＥＥの項目、目標の中でどれに対応しているか丸つけてあ

るとかね。やっぱりこれと同じような区分けをしてます。

情意的領域の向上目標について、これがＪＡＢＥＥの倫理観に当たる授業であるというのは、複数の

順番にしてあるわけですね。

で、山口大学の場合は作業倫理でしたか、あれは今特化して出したんですけれど、考えていただいた

方がいいのは、恐らくすべての授業に、複数の目標があるだろうと。全部、認知できればいいけど達成

目標だけではないはずです。英語にしろ数学にしろ物理にしろ、すべての授業が向上目標の情意的領域

の、例えば向上目標を持っているであろうと。その部分をやはり１回は考えていただいた方がいいだろ



- 35 -

うというふうに考えてます。

それが、シラバスの目標欄に明記されて、そして、ＪＡＢＥＥにしろあるいは学部、あるいは大学の

理念、目標との対応関係がきちんと示されて、さらにそれで評価方法がはっきりすれば、今回の認証評

価には十分対応していけるんじゃないかなというふうに考えております。

引き続き、じゃあシラバスにそれをどう具現化するかということを吉田先生の方に説明していただき

ます。

失礼します。大学教育○大学教育センター（吉田）

センターの吉田です。

今、沖先生の方から教育評価、論議の観点から理論

的な面について御説明をいただきましたけれども、私

の方からは多少、技術的なことについてこれから御説

明をさせていただきます。

達成目標を立てて、その成果を挙証するために基礎

的な作業としてこういったシラバスの作成というもの

を行っていかなければいけないわけですけれども、山

口大学のシラバスは２００４年度から多少の改定を予

定しております。そのことについて、まず御説明をさせていただきまして、その後、具体的にどのよう

に、今、沖先生の方から御説明があったような、そういった到達目標を組み込んで書いていけばよいの

かということを御説明させていただきます。

まず、具体的な内容に入る前に、基本的なことについて確認をしておきたいと思います。もう先生方、

長年このシラバスを書いてきていらっしゃると思いますのでよくご存知かとは思いますけれども、シラ

バスとは何か、まず１つ目は、学生が科目選択を行ったり、履修計画を立てたりするための基礎的な情

報であるということがまず１点です。

それから、授業が始まる前だけではなくて、授業が

始まった後、授業中、または授業外で学生が学習を行

うための指針となるものでもある。これが２点目で

す。

そして、教員にとっては、教員が学生に示す授業全

体の設計書、契約書であるという性格がございます。

ですから、授業に来た学生がもともと想定していた

学生のレベルとちょっと違ったので授業が少し遅れて

しまっているというようなこともあるかもしれません

けれども、基本的には、このシラバスを見て学生が授業を選択してくるわけですから、シラバスに沿っ

て授業を進めていくということは前提となります。

では、山口大学のシラバスはどのように作成されているのかということですが、大きく分けて２通り

あります。１つ目は、Ｗｅｂシラバス「かぼす 、今年からＷｅｂシラバスが始まりましたけれども、そ」

のフォーマットを利用して書いていただいている学部、そして共通教育、もう一つが、独自のフォーマ

ットを利用して書いていただいている学部がございます。

例えば、理学部、それから工学部、医学部、それから理工学研究会など、まあ独自のフォーマットを



- 36 -

利用しておりますけれども、来年度からこちらの「かぼす」の方に参加をされる学部研究科もございま

す。

では、シラバスにはどのような内容が含まれている

のかということですが、これも先生方よく御存知かと

は思いますが、一応ここに上げました、ちょっと字が

小さいので見にくいかも知れませんけれども、授業の

授業科目、単位数、担当教官などなど１から１５項目

まで、大体どの学部のシラバスにもすべて含まれてお

ります。 例えば工学部とか理学部でその授業の目標

とか授業の概要という言葉の使い方が多少違っていた

りとか、そういったことがございますけれども、大体

同じだと考えてよろしいと思います。また、その全国

的な動向を見ましても、こういった内容が含まれてい

るということはどこの大学も大体同じでございます。

では、具体的に、シラバスはどういうふうな観点か

ら作成すればよいのかということなんですが、学生の

立場に立つと、学生が科目選択、履修計画を行う上で

役に立ち、そしてまた授業中や授業外での学習を充実

させることのできるシラバスが理想であると。

学生はシラバスを読んでいないとおっしゃる先生も

多いと思います。確かに読んでいない学生もおりま

す。けれども、中にはしっかり読んできて、次第４回

目の授業はこういったことをするから、じゃあ教科書

ここら辺読んでおけばいいのかなと、そういうふうに

役に立てている学生も実際におります。

ですから、そういう学生の役に立つようなシラバス

をつくることは、大切なことであると思います。

また、学生の立場だけではなくて教員の立場に立つ

と、シラバスにはどういうメリットがあるのかと言い

ますと、具体的には、作成をする段階では授業の概要

を考え、目標を設定し、そして授業計画を立て、そこ

で用いる教授法、教育方法、それから学習メディア、黒板やプリントだけじゃなくて、例えばこういっ

たパワーポイントをつかったり、そういった、どういった学習メディアを使うのか、そういったものの

選定をしなければなりません。そして、ここで立てた目標に沿って成績の評価方法を考えなければいけ

ません。

つまり、具体的に授業をデザインする過程であるというのです。そして、この過程というのは、実は

授業を成功に導くための大切な作業で、基礎的な作業であるということが言えます。

ですから、学生だけではなくて、先生方にもこういったシラバスをつくることはメリットがあるんだ

ということです。

では、２００４年度はどのような変更を行うのかということなんですけれども、先生方、御自分のシ

ラバスをプリントアウトされて、お手元にあると思いますけれども、これが２００３年度の「かぼす」
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のフォーマットです。こちらに授業の概要があり、授業の目標があり、それから１から１５週分までの

授業計画、そしてその横に備考があり、そしてその下に成績評価方法、これは選択もできるわけですけ

。れども、こういったのを選択できる欄がございます。これを多少、変更を加えたいと思っております

それが大きく分けて３点ございます。

まず１つ目が授業の目標を分離をしたいと思っております。２００３年度は１つの欄に自由に記述を

していただいておりました。これを２００４年度は授

業の目標、一般目標、それから授業の目標、到達目標

のこの２つに分類をしたいと思います。

それから、２つめは、授業計画欄を改定をする予定

でございます。改定は大きく分けて３つございまし

て、１つ目は、授業項目・内容等、ここが１５週に分

けて書くところでございますが、ここの欄を項目と内

容に分離をしたいと。これはまた後で御説明をいたし

ます。

それから、授業外学習の支持等という欄を追加した

いと思っております。これも後で御説明します。

それから、授業の記録の欄を追加する予定です。ここにはＷｅｂシラバスのよい点としまして、リン

ク機能、そこから学生がそれを見て関係のホームページなりに飛んでいけるという、そういったリンク

機能を貼ることを予定しております。

それから、３つ目ですが、成績評価方法に観点別というものを入れる予定でございます。それからジ

ャビー収集資料という欄を追加する予定でございます。これによりまして、到達目標に応じた成績表保

管方法を選択していただくということになります。

後の先生方、ちょっと字が小さいので見にくいかもしれませんが、お手元の資料の２７ページにＷｅ

ｂシラバスの改訂案が載せてあります。その後にも、具体的な記述例が３つ載せてありますので、ぜひ

御参照ください。ここでは２７ページのものを例にして挙げております。

まず授業の概要ですが、ここが先生方の行われる授

業の内容、目的、ねらい、こういったものを書いてい

ただきます。ここに学生を主語にして何々を理解する

というふうな形で書いていらっしゃる先生もおられま

したけれども、そうではなくて、ここは先生を主語に

して書いてください。ですから、先生がどういった授

業をするのか。例えば、丸々を説明するとか、そうい

った丸々を紹介する、丸々を提示する。丸々を講義す

るなど。先生が主語になります。先生がどういった授

業を行うのかということを書いていただきます。

次に、検索キーワードです。ここが２００３年度にもございました。Ｗｅｂシラバスのよい点としま

しては、キーワード検索ができるという点がございます。例えば、化学 「ばけがく」と入れますと、工、

学部、それから理学部、それから教育学部、医学部も検索でかかるかもしれませんが、いろいろな学部

にまたがってその化学とついている授業がピックアップされることになります。

これは、化学に興味のある学生にとっては大変いいことなんです。この学部でこういう授業がやって

いるんであれば、自分も聞きに行ってみたいなと。そういう意味で、学生のその履修の幅を広げること
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ができるという意味で、大変メリットのあるものでございます。

ですから、わかりやすいキーワードをここに入れていただきたいと思います。

それから、授業の一般目標、これは目標の欄を一般

目標と、この下の到達目標の２つに分けておりますけ

れども、この一般目標には何を書くのかと言います

と、学習者を中心として、授業の最も大きな目標をこ

こに書いていただきます。ですから、ここに例を挙げ

ておりますが、丸々を知る、丸々を理解する、丸々を

考察するといったように、先ほど沖先生の方からも御

紹介ありましたけれども、行為動詞、これはレジュメ

の、資料の１６ページの表２のところにございます。

一般目標、行動目標の記述に用いられる行為動詞の

。例としまして、まず一般目標記述のための動詞の例というのが１６の一番下の方に上がっております

こういった行為動詞を用いまして、先生が行われる授業の最も大きな目標、この授業の中で学生に身に

着けてほしい知識や技術や態度など、そういったものの中で最も大きな目標をここに書いていただきま

す。そして、この大きな目標を達成するために、この下の到達目標を選んでいただきます。例えば、こ

こ６つ挙げてございます。その中で、知識・理解、施行・判断、関心・意欲、態度・価値観、技能・表

現、その他として挙げてございますけれども、これが先ほど沖先生から紹介になりました資料の方の

１９ページにございます。表の５、目標類型と目標領域の観点からの代表的目標例の分類、この部分で、

大体、シラバスに分類しまして５つに分けられるだろうという紹介がございましたけれども、その部分

に当たります。

この大きな目標を達成するためにそれぞれの個別の到達目標のどれを達成したらよいのかとか先生方

に考えていただきまして、ここにチェックを入れていただき、チェックを入れたものについては、ここ

の右側で丸々を説明できる、丸々を関係づけるとか、また先ほどの行為動詞のところで、ここで使われ

る行為動詞がのっておりますので、それを参考にしながら書いていただきたいと思います。

これが先ほどのその表５ですけれども、大体この

１、２、３、４、５、はここに該当いたします。その

ほかのところが６としております。体験目標というの

は、初等、中等教育ではかなり多いんですけれども、

２００３年度のシラバスで上げていらっしゃる先生方

は、余り多くはございませんでしたけれども、大体こ

ういうふうな区分けになっております。

例えば、じゃあ具体的な書き方としてどうしたらよ

いのかと言いますと、例えば、認知的領域の達成目標

として、ここに知識、理解というのが上がっておりま

す。その分野で身に着けてほしい基礎的な知識や理解の部分でございますけれども、例えば、共通教育

の外国文学で、ドイツ文学の授業があるといたします。これ２００３年度の目標なんですけれども、ド

、イツ文学に親しみ、作品が問いかける問題を読み取って理解を深めると。これでもよろしいんですが

多少、やはりこの理解を深めると、これでいいのかと。

実はこれは、先ほどの大きな目標ですね。授業全体が大きな目標としてその理解を深めるというのが

よく使われる、使ってよろしいんですけれども、そうではなくて、大きな目標を達成するためのより個
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別の到達目標では、もっとその学生が何ができるようになるのかというのを具体的に示していただきた

いんです。

ですから、理解を深めることができるようになるのではなくて、例えばですね、これがふさわしいか

どうかわかりまえん。例えばです、ドイツ文学に親しみ、作品が問いかける問題を述べることができる。

こういうふうに修正をしていただければよろしいです。

そのシラバスの例がたくさんそこに上げてございます。２１ページからずっとこの各領域、知識・理

解、それから思考・判断、関心・意欲、態度・価値観、そして技能・表現、それぞれ分類、一応目を全

部通させていただきまして、ここに上がっているのが模範的な例というわけではなくて、これを今のよ

うな形で書きかえていただくという作業を、次のワークショップではしていただくことになります。

以上です。

今２つの講義について、御質問等があれば。○司会（岩部）

済みません、ちょっと次のワークショップなんですけれども、個々の授業の教育目標○山本（工学）

は全体の教育目標にどういうふうに表現するかを考えなくちゃいけないということなので、全体の教育

目標というのをもう一度ちゃんと示してほしいんですけれども。

先生のおっしゃるとおりです。今日午前中の植村先生のお話にありました○大学教育センター（沖）

ように、正直言って、はっきり、きちんとした部分がまだでき上がってないんです。

そこで、今日は、その山本先生の理念目標がございますので、先ほどもう一回、２段階といいました

全体の目標とそれからカリキュラムの関係、それからカリキュラムの中で各授業貢献度と申し上げまし

ょうか。この下の方を考えいただくということでお願いしたいと思います。

将来というか早急にやらなきゃいけないんですが、教養教育、それから各学部の教育、それからそう

いったものの理念、目標とカリキュラムの関係というのを早急に整備しなければならないというふうに

考えております。

今日は、ちょっと下の方の課題についてお願いしたいと思います。各授業の先生方が考えられる到達

目標が何かということをちょっとお考えいただきたいというふうなんです。

植村先生が目標の可能性、多元性というのをおっしゃってまして、私の理解は、例え○小柳（工学）

ば普通の人はここまでできてとか、授業として５つの段階を設ければいいわけです。でも、よくできて

５つまでとか、そういうふうなこととして捉えたんですけれども、このカリキュラムの書き方にそうい

うふうな書き方をやればシラバスで、それはちょっと違う話でしょうか。

やっぱりその問題が出たわけですね。基本的にはそこのところは非常に○大学教育センター（植村）

難しい問題でして、つまり、目標がＡＢＣＤとあって、それが段階的にＡＢＣＤという形になるわけじ

ゃないです。多元性という言い方をしたのも、それが例えばいろんな側面があって、いわゆる、情意目

標、そういう側面もあれば、向上目標みたいな形で出てくるというところもあるわけで、それがその正

誤関係のような形になってない以上、それを並べて書くという形になって、どこまでできたらという書

き方までは一般的には踏み込めないだろうと。

先生がおっしゃったのは、沖先生は例えば、５つに分ける点のそのことをおっしゃっ○小柳（工学）

ているのですか。

はい。その５つに分けるということなんですけれども、私が申しました○大学教育センター（植村）

のは、例えば、その５つのうちの１つに対しても入り口の部分から奥まであるだろうと、つまり考え方

とか、あるいは理解といった場合、知識理解というものがあれば論理的に述べるというものがある。論

理の方が多分上にあると思います。私はそういう話をしたわけです。私はカリキュラム専門家ではない

のでそこのところちょっとまだ。
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ちょっと勘違いしてる。ただ、優の上の秀という話のときは、私は私のなりの理解を○小柳（工学）

したんですが。

そうです。植村先生が科目別部会とか、あるいは教育専門委員会でお話さ○大学教育センター（沖）

れたのはそういう意味です。今までは成績ていうのはペーパーテスト１回やって、それで８０点以上が

優とかしてまして、そのときはそれでいいんですが、そのペーパーテストで図られるものが何かって言

えば、多くの場合、知識・理解、もう少し言えば、認知的領域での若干向上できた目標が入っていると

いうところです。そういう部分を認識した上で、すべての知識・理解の部分だけで優を出さないように

というのが、もともとの趣旨だったわけです。

だから、何遍も申しますけれども、ＪＡＢＥＥを初めとしてうちが中期目標掲げていくねらいもそう

なんですが、さまざまな情意的領域や認知的領域の高次の目標が入ってくるわけです。それを実現する

ためには非常に単純な構造の試験だけでは恐らく評価できないであろうと。それだけで優をつけてしま

うのは問題だろうということなんです。

なかなか整理がつかなくて、ぜひアドバイスをいただきたいんですけれども、目標の○大島（工学）

設定の仕方で、お話の中にあったと思うんですが、絶対的な到達目標をよしとするのか、あるいはその

授業を参加した学生のスタート時点からはかって、その子がどこまで到達したかを評価するような目標

を設定する方が望ましいのか。そこはどちらを理想というのかな、どうなんでしょうか、アドバイスい

ただければ。

はい。ちょっと言葉足らずだったかもしれませんが、到達目標というのは○大学教育センター（沖）

絶対的なものです。だから、例えば、これも先ほど申しましたように、世界的なレベルで、例えば、山

口大学工学部のＪＡＢＥＥコースを出たときに、これだけの到達水域にあるべきだというところではか

られるべきものです。

現実問題として、そこに至らない場合が先ほど申したようにさまざまな問題を起こしてくる。例えば

カリキュラムを２０にして、実際に、例えば１段階。

カリキュラムを２０にするというのは１つの方法だと思うんですが、今日、明日でき○大島（工学）

ることじゃないので、そうすると１つの授業の中で、学生のレベル等を明らかに分けていくということ

を明示しないとまずいと思うんです。そういう意味で私はお聞きしたんですけれども。

その問題が当然出てくると思います。今大きく問題になっているのは、Ｊ○大学教育センター（沖）

ＡＢＥＥコースというのがあって、１つの学部、学科を全部含むところと含まないところが出てきてま

すよね。

今、ＪＡＢＥＥはちょっと。そこまで話を複雑にしないで、もう少し単純に。○大島（工学）

先生おっしゃったのはこういうことですか。例えば到達目標があって、そ○大学教育センター（沖）

の能力別クラスと習熟度別クラスに分けたとします。ここで優をとるのと、その次で優をとるのは違う

じゃないかという意味でおっしゃっているんじゃない。

いや、違います。○大島（工学）

１つの授業の中で、例えば物理を高校時代に履修している子と、していない子が同時に○大島（工学）

授業をするわけです。その子たちに対して同じ到達目標を設定した場合に、彼らの勉強する量ていうの

は明らかに違いがあるわけです。そこで、絶対的な到達目標にして、これを到達しなければ悪というや

り方をすると、スタート地点が低い子に対しては、これは余りいいやり方ではないというのが私の実感

として感じるものですが、それに対してどうでしょうかということです。

現実問題としては、すべての領域、すべての課目で同じことが起こると思○大学教育センター（沖）

います。
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思います。○大島（工学）

結果として申し上げますと、到達目標は下げることができないというよう○大学教育センター（沖）

な目標です。そこにいろんな対応性という話をしました。そういうところなんです。いろんな対応性を

持った学生に対して１つは授業技術と、１つは制度上の問題で、それをリカバーするような方策を立て

なければいけないということがあります。だから基本的なスタンスは、到達目標はその間どんだけなっ

たかという。

リカバーする方法を考えなければならないというのは、それはある種の理想論で、現○大島（工学）

場で我々はそれをやらなきゃいけないですね。という所に対して、それを考えてくださいというのでは

ちょっと我々も書けなくなると思うんですが。

行動目標という書き方は、明らかに絶対評価、到達目標という考え方で○大学教育センター（植村）

す。ですから、いくら努力してもそこまで行かなかった者はだめという考えです。それが実は沖先生が

いろいろごちゃごちゃおっしゃったのは理由があって、それは、彼が限界と言われたでしょ。要するに、

行動目標という書き方は、さっき最初からお話してるように、教育の仕組みとしては必ずしもベストの

もんじゃないということです。そういう努力みたいなものを汲み取ってやって、その努力をした学生が

次の授業で頑張ってもっといくかもしれないという。そういう可能性そのものをほとんど無視したよう

な記述方式というのが行動目標の考え方です。いいですか。我々はそういうものに即して差し当たり授

業を組み立てないといかんというところにいるということで、今こういうことをやってます。ですから、

それがいい教育になるというのでは必ずしもありません。

言ってることはわかります。わかりますけれども、そういう仕組みのもんであるという理解の上でま

ず行われているか。ですから、これを厳格適用しようとか、あらゆるものに万能な形でこういうような

形で何かをすれば済むとか、そういうふうに考えているわけではありません。

成績というのは一種の学生と教師のコミュニションみたいなところがあって、つまり○高木（人文）

ほかの子と比べてだめな子でもここまでしたんだから優をあげるという、その選択権は僕らに与えてほ

しくて、そんなところまで介入されたくないですね。

それと、常に偏差値でもって絶対的にできるというんじゃなくて、特に文学部なんか人文学部なんか

人間少ないですから、その子の日常生活知ってるんですね。だからほかの子よりもずっと落ちるから絶

対不可だとそんなこと僕らとてもできません。

それはそれで結構なんですけれども、そのかわりその形で目標を書いて○大学教育センター（植村）

いただかないと困るんです。そういう形での目標の記述の仕方は私あり得ると思います。

そうなったら、大学が１つの価値基準でシラバスというのを決めちゃうんでしょ。非○高木（人文）

常に窮屈な思いして、何か価値観ということもできてますけれども、ある意味で総合わせみたいになっ

ちゃうんじゃないですか。

そういうことを考えているわけではありません。個々の授業については、○大学教育センター（植村）

大多数の授業はそうなると思います。個々の先生方がその到達目標というものの設定者であるし、授業

の遂行者である。その２者の側面を相変わらずいつまでも持っていらっしゃる。高木先生は高木先生の

授業でその目標について、例えば私の授業では、中国文化についての関心などについて尊重するスタン

スで、永続的に努力をするということについて高い評価を与えるというような形での記述方法があれば、

そういう形での目標を記述されればいいんじゃないか。

これ、授業ていう言葉が、業を授けるという言葉に、余りにも力点が置かれすぎてま○高木（人文）

すよね。学生はやっぱり学ぶ意欲があって、学びたいという、学生は自分なりに授業に臨むときに、目

標なり何なり立てるわけです。それと僕らが学生たちに向かって書くということをなるべく結びつける
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ということが大事なんだけど、学生側の意欲みたいなものに対して全然話ししてない。

いや、そういうことじゃなくて、意欲を評価することは非常に難しいと○大学教育センター（植村）

いう話です。どういう評価法があるかという点については、かなり難しいということもあるんですけれ

ども、意欲を授業の中でその行動目標として掲げられて、それを評価されても一向、問題はありません。

、○高木（人文） だから今、小中学校の授業にでは、学ぶ意欲をはずされているわけでしょ。何か今

話を聞いている限りでは、何か小中学校的な授業の仕方をスポイルしているような気がして、学生の学

ぶ意欲みたいなものをもっと見詰めて、それを評価するということが非常に大事だと思うんです。

それは、そのことについて別に異論があるわけではありません。高木先○大学教育センター（植村）

生のおっしゃることが、わからないわけではないんですけれども、今までお話をしてきました、いわゆ

る到達目標というものを考えるシステムは、そういう形での目標の記述法と、それからそういう成績評

価法という考え方に基づいて成り立っているわけです。

それは高木先生がおっしゃるとおり、そういうようなさまざまなものについて評価しにくいという側

面があるわけです。評価ができないわけではありませんし、高木先生の授業をこういうふうに評価しろ

というようには申しません。よろしいですか。この観点で必ず評価しなさいというようには我々は申し

ません。

納得ならないようなところがあるかもしれませんけど。

例えば、中高でも学習指導要綱で最低のものと、それからプラスアルファていうのが○青島（理学）

今、学力の低下ということで与えられてます。やはり大学でもかなり学力の差があるんで、最低のもの

と、それから、できる子は例えばこれについてやりなさいていうような形になるんじゃないかな。そこ

ら辺のとこの到達目標に関してははどうしたらいいんですか。

今、先生がおっしゃったとおり、到達目標ていうのが可のレベルですそこ○大学教育センター（沖）

から上が優なり、秀なりが出てくるわけです。可のレベルが質の保証。

可のレベルで考えればいい。○青島（理学）

そうです。それから、高木先生がおっしゃったことはもちろんそのとおり○大学教育センター（沖）

で、センターでもずっと議論し、まだ結論が出てないところなんですが、次の講義の部分で授業設計と

評価のところのお話をさせていただきます。

要するに情意的領域、特に態度とか意欲とか価値観であるとか、そういったものを評価する方法、そ

ういうものをつけるための授業、そういうものを大切にする授業の方法って何かという話をど少しさせ

ていただきたいと思います。

我々が言っているのは、行動目標の限界ていうことを最初から申し上げてるのと、ここの考え方です

が、行動主義という教育学の中の大きな潮流があるんですが、その考え方に基づいてやってるわけです

が、それで行ききれなかった部分があるというのが最初からの想定なんです。その部分を、じゃ、どう

して改善すべきかいうのを、次の４の方で若干話をさせていただこうと思います。

先生がおっしゃったこと非常によくわかることですし、また、会場に林先生という教育学のそのあた

りの専門家もいらっしゃいますので、御意見ちょうだいできたらと思います。
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（ ）８．講義４－１ 授業計画と成績評価方法

（ ）講義４－２ シラバスの各週の授業計画と成績評価方法の書き方

成績評価方法について沖先生お願いいたします。○司会（岩部）

失礼いたします。先生方本当にお疲れのところもうしばらくおつき合いい○大学教育センター（沖）

ただきたいと思います。先ほど、司会の方からありましたように、この講義、私の部分と吉田先生の講

義をあと２０分か２５分ほどして、それから質疑、応答の時間を設けて、本日の内容をすべて終わりに

したいと思います。

６時から食事になりますので、最初ありましたように、１０時４０分、５０分になりましたらすべて

のシャッターが閉まりますので、それ以降の飲み食いというのができなくなりますので、その時間は押

さないようにということで、今日はあと講義、それだけにしたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。

先生方が今、目的について、目標についてずっとつ

くっていっていただいてるわけなんですが、その中で

難しかったのは情意的領域、それから認知的領域の向

上目標の部分、これがどの授業にも基本的には盛り込

まれるはずだということでお考えいただいたと思いま

す。中にはもちろんできなかった部分もあるかと思い

ます。それはそれで御検討の上そうであれば当然そう

いうこともあい得るだろうと思いますが、そういった

向上目標と情意的領域ていうのは非常に難しい、しか

も目標を立てた場合に、いかにしてそれを授業の中に

盛り込んで、しかも評価をするかというのがこれから大きな課題になってくるわけです。若干私の方で

すべて網羅はできませんが、その部分についてお話ができたらと思います。

ジョナッセンという人が１９９１年にこういうよう

な話をしてるんですが、知識習得の３段階モデルとい

うのを考えてます。これはいろんな批判はあります。

教育学の先生方が大変御存じのところですけど、先ほ

ど申しましたような行為動詞を用いた行動目標です。

これは行動主義というような教育学の教育学習課程に

おける考え方に基づいて行われているものなんです

が、それともう１つは構成主義というような考え方が

ございます。その構成主義と行動主義を折衷したよう

な、折衷案であるような一つの知識習得のモデルをこ

のジョナッセンというのは提唱してるのですが、折衷案であるがゆえに、非常に現実の授業の中で適応

しやすいというふうに言われています。１つ目のレベルていうのが構造化領域と言いまして、初期レベ

ルの知識習得の段階であると。これは練習であるとか、フィードバック、即時確認の原理というのがあ

るのですが、テストなんかをして、合ってるか合ってないかをすぐに返す。通常それにＫＲ情報という

のを返すわけなんですが、そういったのもあわせて練習とフィードバックによって達成されるようなも

のだというふうに言われてます。
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例として書いてあるのは私が書き加えたのでありますが、例えば九九の学習がそれに当たるというよ

うになってます。例えば３の段の練習、４の段の練習というのを暗唱させるというのが、この構造化領

域での授業の方法であり、またそれが言えたか言えてないかが簡単に評価ができるといったことになり

ます。多くの場合、これは達成目標に記述できると言われてました。個々の授業ではです。

例えば、年間の指導計画なんかで言いますと、これを１桁の数字同士の掛け算ができるというような

行動目標で書いてやればいいわけです。

それに対しまして、次の段階というのがございます。アドバンス・レベルと言いまして、難構造化領

域というふうに言われてます。それに対しては徒弟制であるとか、最近、経営学でも言われますコーチ

ングです。教育学の方では認知制徒弟制なんて言い方もするんですが、こういった方法によってアドバ

ンス・レベルの知識の習得がなされる。

具体的には、例えば、日々の授業で言えば、ａ×ｂの文章題なんかがこれに当たります。この違いち

ょっとおわかりになるでしょうか。３の段の九九が暗唱できるというレベルと、例えば３の段でもいい

んですが、３掛ける何々の文章題が解けるというのは日々の授業のレベルにおいても達成目標と向上目

標の違いがあると言われてます。というのは、例えば３の段の計算、応用できる範囲ていうのは言い尽

くせないわけです。例えば、１日３ページ本を読んで１０日で何ページになるとか、１個３円のあめを

何個買ったら何ぼだというような話は、すべての例が全部違う、日常生活の中でそれを言い尽くすこと

ができないわけです。ところが、生徒たちはそれを学んだ上で授業の中でスキーマをつくり上げて、そ

の計算の応用ができるようになるというのがこの部分の知識レベル、アドバンス・レベルの知識習得段

階だと言われてるわけです。したら、なかなか大きな壁があるわけです。こういった部分が日々の授業

において向上目標にあたるだろうと。

例えば、年間指導レベルで言いますと、もっとかなり上位の目標になるかもしれませんが、そのレベ

、ルで言いますと、例えばａ×ｂの計算が日常生活の中でその応用を検討できるとか、指摘できるとか

。あるいは応用できるとかというような言い方で向上目標を書くことができる、こういうわけなんです

非常に難しいところですが、先生方が日々の授業、講義の中でやっておられるというのは、恐らくこの

レベルの知識習得を求めておられるということで、やはり認知的領域においてもこの向上目標に入らざ

るを得ないというところです。

さらにって言うと、これ余り関係ないところなんですが、エキスパート・レベルの知識習得段階があ

ると、このジョナッセンが言ってます。これは経験によってつくられるもので、ここに相当する人間て

いうのはもう研究者レベルだと言われています。ここは少しはずして考えてもいいんですが、この構造

化領域と難構造化領域というのは日々の授業のレベルでもそれに相当するものがあるし、あるいは年間

指導計画でも相当するものがあるというふうに言われてます。

問題は、向上目標に対する授業の設計ということになってくるかと思います。先生方、先ほど目標書

いていただいた中で、情意的領域も非常に難しいですし、それから認知的領域の中でも向上目標という

。のが入ってこざるを得ないけれど、それをじゃ、実際どうやって達成させるような授業設計があるか

さらに、どうやって評価をすればいいかというようなことが、恐らくずっとこの１時間半ほど悩んでお

られたんじゃないかと思います。私自身もそうです。最初に言い訳することではないんですが、これだ

という解決方法はありません。ありませんが、いろんな取り組みがなされているというところは言えま

す。例えば、最近よく言われるのは、授業の形態の中で協働学習、グループ学習です。そういうものを

。取り入れるとか、ｅランニングを初めとして個別学習を取り入れるというような方法も言われてます

それから、評価の方でも、先生方がよくやるレポートですが、そのレポートで判定する。それからプ

レゼンテーションをさせる。作品や実演で見る。さらにそれを全部集めたティーチング・ポートフォリ
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オだけでなくラーニング・ポートフォリオというような考え方も出てきてます。

それから、パフォーマンス・テストというような呼び方も提唱されているところがあります。このパ

フォーマンス・テストといいますのは、例えば、情報

リテラシーいうような、かなり包括的な概念がありま

す。能力として複合的なもの、いろんな内容を持った

ものなんですが、それを分割して考えてもいいんです

が、例えばそれを情報リテラシーがついたかどうかを

判定するような評価を、例えば考え出すといたしま

す。ある人が言うには、例えばキータッチだけなら何

秒間に何字打てたりできますよというんじゃなくって

情報の収集、整理、それから分析、さらに表現、伝

達、発表とすべてのものを全部含めた形で評価ができ

ないかといったときに、このパフォーマンス・テストの中に提唱されておるんですが、例えば、これは

中学生とかでできるんですが、あなたがこの夏休みに２泊３日でＵＳＪに行った。ＵＳＪに関する情報

は全部インターネットでとれます。例えば山口から行く場合は、いつ何時の電車に乗って、何時に向こ

うに着いて、そこでどう乗りかえてというのを全部調べる。開園時間もわかれば、どんなアトラクショ

ンやってるかも全部調べる。それを全部調べて、あなたの家族に一番ふさわしい行動プランを立てなさ

い。それをレポートに書かして発表させる。それを複数の教員で評価すると、かなりの程度すべてを含

んだような評価が出る。そういうような具体的な事例を含んだパフォーマンス・テストというのが幾つ

か開発されてます。そういう形でやる方法がこれなんです。

あと、評価の主体ですが、教員が見て判断するっていうだけじゃなくって、自己評価をして自分にど

ういう力がついているかを発表させること自体も非常に重要であるとか、あるいはお互いにプレゼン

。テーション、作品もそうなんですが、相互評価を取り入れるといったことも最近よく提唱されてます

、先ほど構成主義の話、行動主義の話をしましたけれど、行動主義というのは、はっきりしてるように

行動のでき上がった成果に対して評価をする方法なんですが、ちょっとそのあたりがわかりやすい図を

用意しましたんで、教育学の先生には大変失礼なんですが、ちょっとこれを拝聴させていただきたいと

思います。

行動主義と構成主義の教授学習理論ていうんで、これは早稲田大学の菅井がまとめたものを少し修正

したものなんですが、この先行研究というところのお話をしますとイメージがわきやすいじゃないかな

と思います。

行動主義っていうのは前世紀に、２０世紀の初頭ぐらいにソーンダイクの試行錯誤学習という実験が

ございました。これは猫をおりの中に入れるんです。そこには魚か何かのえさを置いてあるんです。猫

はそれを見て、当然飛びついて食べたいと思うわけです。檻の中でも走り回るんです。ところが、檻は

シャッターが閉まって外には出られない。でも、ひもが１本つるしてあって、そのひもを引けばシャッ

ターが開いて外に出られようになるんです。それをずっと観察してるんです。そしたら、何かの拍子に

ひもを引っ張って外へ出てえさを食べるわけです。えさを食べる直前にまた捕まえて中に入れちゃうん

ですけれども、その実験を繰り返してみてみますと、最初の方は外に出る思考がすごく時間がかかるん

です。ところがだんだん思考回数が減ってきて、容易にそのひもを引っ張って外に出られるようになる。

ソーンダイクという人の学習者観というのは受動的な情報伝達体である。刺激があって、反応をやって、

えさによって強化をされる。これによって何かするんだという一つの極論です。この考え方を導き出し

て、これが行動主義にもつながっていくわけです。
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そのあと、ワトソンとかスキナーとかは猫でやったり、ハトでやったり、ネズミでやったりいろいろ

なことするわけですが、基本的にこれが先行になってます。だから、こういう感覚が行動主義です。だ

からスモールステップでちょっとずつ、合えば、よかったねとかいうケアーを与えるし、フィードバッ

ク効果がやればどんな人間でも必ず到達するんだというような考え方になります。だから、行動予測と

しては、人間の行動はすべて予測可能であります。制御可能であるという考え方になっています。

それに対して、ほぼ同時期に出た観察なんですが、構成主義の方は、ケディー、ケラーでしたか、ご

めんなさい、ちょっと忘れましたが、の実験で、チンパンジーの知的ランクに関する実験ていうのがあ

ります。この実験はズルタンというたしか名前だったと思います。チンパンジーをやっぱりまたおりの

中に入れるんです。おりの中に入れて、外にはバナナが置いてある。先ほどの猫と同じように、チンパ

ンジーはそのバナナをとろうとして手を伸ばすんですが、もちろん手を伸ばしても届かないところに置

いてあるんです。でも、おりの中に棒が２本置いてあるんです。それで、１本の棒でやっても届かない

んです。もちろんもう１本の棒でも届かない。ずっと観察して、このケラー、ケディーでしたか忘れま

したけど、その人がふっとあきらめたあとに、実はお弟子さんが見てたらしいんです。チンパンジーが

ある瞬間手をたたいたわけじゃないですけど、ある瞬間ふっと気がついて、その２本の棒を、竹の棒だ

と思うんですが、つなぎ合わせてバナナを手繰り寄したんです。

この人の学習者観というのは能動的な情報生成体、気づき、これはデジタル心理学につながっていく

んですが、洞察、気づき、そういうものが学習の本体だっていうふうな考え方が発展してきます。それ

がこの構成主義の学習者観、教授学習理論の基礎になってるんです。だから逆に言えば、ワトソンなん

かは自分に１０人の子供を与えてくれたら、１０人を医者にも弁護士にも芸術家にもすべてしてやると

。豪語したんですが、構成主義の考え方ではそれは本人のそれぞれ向き、不向き、洞察の程度によると

そんなこととてもじゃないけどできないと、そういう考え方なんです。まあ、日本だけじゃなく世界中

がそうなんですが、教授と学習の振り子というのが言われてます。学習というのは学習者中心の考え方

と思ってください。教授というのが先生中心、テキスト中心の考え方、こっちが構成主義で、こっちが

行動主義だと思ってください。その間が日本の戦後だけを見ましても、昭和２０年代、経験主義ていう

時代がございました。生活単元学習というのが指導要領の中に入りまして、今と同じような形態でやっ

てた時期もございます。それが１９７５年のスプートニックショック当時のソビエトが人工衛星を打ち

上げた、世界中の大きなショックを受けたと思うんですが、その時期を経験して、一斉に行動主義の方

に走り出す。系統学習とかプログラム学習とか、現在もやってるＣＡＩとかｅ-Learningですとか、そう

いった学習に走る。

日本ではこの間に受験戦争であるとか登校拒否であるとか、校内暴力というのが非常に吹き荒れた時

代です。恐らく先生方、私も含めてですが、小中高と過ごしたのがほとんどこの時期です。この時期が

、３０年近くにわたった日本では、再び、学習者中心の学習観に戻りつつあります。学習指導要領には

、この３０年間ずっとふえ続けています。今、言われている新学習要綱の構成主義的な学習観に立って

総合的な学習時間ていうのが入っている。ワトソンの考え方がかなりの部分大学に入りつつあるといっ

たところなんです。

世界中の歴史を見ましたら、もうさらに二、三往復してるところもございますが、こういった考え方

に基づいているといったところです。こういう社会的構成主義、それをさらにスキーマを共有すること

が、知識を習得することだという社会的構成主義なんですが、その構成主義的な学習者観、学力観とい

うものに基づいて先ほど申しました認知的レベルでの向上目標、それから情意的領域の目標について授

業設計ができないかというのが最近多くのところで出ている議論です。

これは非常に難しい、提唱も難しいんですが、ここに述べてるのが、久保田が教育学会の雑誌に載せ
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てるもんですけど、こういった枠組みで考えたら、授業設計ていう評価しやすいんじゃないかなという

ふうに見てます。

学習活動を実際に解決しなければならない問題とし

て、より大きな枠組みの中に埋め込む。学習者が問題

や課題に主体的に取り組めるように支援する。本物の

問題状況をデザインする。現実の複雑な社会状況を反

映した学習環境と課題をデザインする。問題解決に向

けて取り組んでいるプロセスを学習者自身が自分のこ

ととしてとらえる環境をデザインする。学習者の学び

の過程を支援し、多様なコミュニケーション・モード

を活用する環境をデザインする。多様な視点で評価で

きる学習環境をデザインする。まあ、言うはやすしか

もしれません。先生方のそれぞれの授業の中で、１５週という制限と、それから到達目標下げられない

という条件の中で、いかにこういうもんを盛り込めるかという難しい問題もあります。

しかし、スポットで９０分の授業１本、２本でこういったものをやってる例も、最近はかなり報告さ

、れてます。あるいは、先ほど出てましたけど、産業倫理とか、プレゼンテーションの授業とかですが

特に関心・意欲であるとか、あるいは向上目標です、認知的領域の。その部分に焦点をあてた授業とい

うのも、今いくつかいろんな研究会、学会で報告されてます。大学でも実践されてます。そういったも

のを参考にしながら、少し盛り込んでいく必要がないかどうか。本来、これは個々の先生方の授業一つ

一つについていろんな相談させていただきながら検討を進めていく必要があるかと思うんです。こんな

一般的な話をしても何のこっちゃわからないというのが正直なところだと思いますが、一つのヒントは

この構成主義的な授業観ていうのが向上目標に対する、あるいは情意的領域に対する回答のひとつじゃ

ないかというふうに考えております。

はい。わかったようなわからないような話で申しわけありません。また質疑、応答とか、明日のいろ

んな発表の中でさらに深められるところがあったら深めていきたいと思います。後は、具体的なことで、

次、吉田さんの方にシラバスにどう接するかということにお話いただきたいと思います。

失礼します。次に、シ○大学教育センター（吉田）

ラバスの各週の授業計画と成績評価方法の書き方につ

て、記述的な面を少し御説明をさせていただきたいと

思います。

まず、授業計画という欄がございます。授業計画と

いうのが、この全体の欄とそれからこの下に授業単

位、週単位で書く欄とございます。全学的なシラバス

の統一のために、なるべく１５週に分けて書いていた

だければと思っております。ただ、どうしても分けら

れないとおっしゃる先生のために、２００３年度のシ

ラバスのフォーマットにつきましても、この授業計画全体というのを残しておりますので、２００４年

度からも引き続きこの欄は残しておく予定でございます。なるべく１５回に分けで書いていただきたい

んですけれども、もちろんこの１５回分と全体と両方に書いても構いません。

それから、２００４年度の変更点ですが、今年のシラバスを手元にお持ちだと思いますけれども、こ

れを今年、２００４年度のフォーマットと見比べていただくとよくおわかりになると思います。ここの
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１５回分というのは基本的に変わっておりませんが、授業項目内容の欄が項目と内容と２つ記述してあ

ると思います。記述の例をあわせて御参照いただきな

がらちょっと見ていただきたいんですけれども、この

項目というところが授業のテーマ、タイトルです。例

えば、第１回目はオリエンテーションをやりましょ

う。第２回目は丸々について、第３回目は丸々につい

てという形で授業のテーマについて書いていただきま

す。

それから、内容というところにつきましては、先生

方が個々の授業でどういったことを講義なさるか、ま

た演習でなさるのかといったことを書いていただきた

いと思います。例えば、１回目のオリエンテーションの場合は、内容は担当教諭の紹介、授業の目標と

進め方、シラバスの説明、成績評価の方法などこういった具体的なことを書いていただきたいと思いま

す。

それから、ここの授業外学習の指示というところが新しく２００４年度から追加される予定です。こ

れは何かといいますと、簡単に言えば、学生がその授業が、例えば第１回目の授業が始めるまでに家で

やってきておくことです。ですから、第１回目が始まる前までにはシラバスを読んでおくこと。第２回

目が始まる前までには教科書何ページから何ページまでを読んでおく。または資料を読んでおく、そう

いったことです。

学生はこの授業の項目、内容とその指示、ここの部分を見比べて、あ、そうか、第１回目はこういっ

。た授業をするから授業外ではこういうことをやっておけばいいんだと具体的に想像ができるわけです

ですから、こういったところを活用していただくと、学生がより今、授業外で学習をしやすい、その指

針になるようなシラバスになるということです。

それから、３つ目が授業の記録というところを追加いたします。ここは、前は備考という欄だったん

です。備考の欄は先生方自由に、例えば、オムニバスでやる授業でしたら、１回目は何々先生、２回目

は何々先生にとか。または、参考文献の名前を挙げてらっしゃる先生もいらっしゃいますし、ばらばら

に先生方に使っていただいてたんですけれども、２００４年度からは、ここの部分、例えば、第１回目

に使った、配付した資料をアップロードできるように考えております。

ただ、現在は、ちょっとセキュリティーの問題がございまして、２００４年度からはすぐにスタート

できるというわけではございませんで、まだＷＥＢシラバスの小委員会というのがございますけど、そ

こでセキュリティーの問題については話し合ってる途中です。ですので、とりあえず当面は、

２００４年度からは授業に関係のあるホームページへリンクができるという、リンク機能をここに追加

するということになっております。ただ、将来的には例えば医学部ののシラバスをご覧になった先生も

いらっしゃると思いますけど、大変充実したシラバスとなっており、その中には、ずっと奥まで入って

いきますと、教科書や資料のページまでございます。将来的にはそういったものまで追加ができるよう

になる予定でございます。また、授業で使った例えばパワーポイントであるとか、またワードのレジメ

であるとか、そういったものも随時アップロードできるように、将来的にはなっていく予定でございま

す。ですから、シラバスを授業中の学生にも活用してもらえるように、どこにいても、家からでも大学

内でもその授業に学生がアクセスできるという、そういう機能でございます。

ただしシラバスを作成する時点では、ここの授業の記録というところは書く必要はございません。授

業が始まってから御活用ください。
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次に、成績評価方法ですけれども、この成績評価方法ですが、これ２つ欄が設けてございます。成績

評価方法（総合 、それからその下に成績評価方法（観点別 、これは両方記入していただきます。） ）

まず、成績評価方法の総合の方には先生方がどのようにして成績評価を行うのか。例えば、授業の中

で小テストを何回か行う。丸々についてレポートを何字程度で作成し提出する。試験を実施するといっ

たことです。学生にわかりやすいように、こういった形で評価をしますよということを書いていただき

ます。

そして次に、成績評価方法の観点別ですが、この例では小テスト選んでいます。また、レポートです

から、このレポートも該当します。

３番目に試験を実施すると書いてありますので、定

期試験のところも関係がございます。それから、出席

が所定の回数に満たない者には単位を与えないという

基準も設けてあるようですので、その場合の出席のと

ころも該当するということになります。

それぞれの教育方法についてどのような観点で評価

をするのかということなんですけれども、ここが先ほ

どから話に出てきております、この知識・理解、思

考・判断、この２つが認知的領域です。それから、関

心・意欲、そして態度・価値観、ここが情意的領域、技能・表現が精神運動領域、で、その他。これが、

先ほどの先生方に書いていただきました、ここの到達目標のところですが、例えば、知識・理解と、上

から４つにこの先生はチェックを入れているわけです。知識・理解、思考・判断、関心・意欲、態度・

価値観、このチェックを入れてるものについて評価、この観点を利用して評価を行うということですか

ら、この１、２、３、４、この４つのところの観点を使って、この評価方法で評価を行うということで

す。

ですから、この先生は知識・理解の部分は定期試験、小テスト、それから宿題・授業外レポートで判

断をしますよと。特に、定期試験、小テストで特に知識・理解を見ましょうというときに二重丸をつけ

ています。ただ、レポートでもこれを多少必要と見る。思考・判断については、やはりこの３つで見る

わけですけれども、知識・理解よりももっと高次の高い目標が思考・判断ですから、これについては授

業外のレポートでどれだけ論理的な思考力が身についたかということを見ようということで、ここに二

。重丸がついているわけです。関心・意欲は、このレポートで見よう。また、出席についても見ようと

それから、態度・価値観、これは、授業内レポート、それから授業外レポートで見ようと、特に授業外

レポートで見ようというふうにして、この観点別でどのように評価するかということをこの中に書き込

んでいるわけです。

。評価の割合ですが、２００３年度は、例えば、６０％から８０％といったような幅がございました

ただし２００４年度からは、はっきりとここに数字を書き込めるようになる予定です。また、評価に加

えて、それから欠格条件というのも引き続き使えようにしてます。

それから最後に、ＪＡＢＥＥの収集資料ですが、ＪＡＢＥＥの対象の授業になっている専門、それか

ら共通教育の課目につきましては、ここに収集する資料のところに丸をつけておいていただきたいと思

います。

では、どこに丸をつければよいのか。先ほどの成績評価方法と、それから、観点別の到達目標の部分、

どのようにこうそれぞれが対応していて、自分の授業はどこに丸をつければよいのだろうかということ

なんですけれども、ここの下に挙げている表が、これが教育評価の分野ではよく使われる一般的な結果
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的な対応表でございます。

例えば、定期試験、それから小テスト、この２つは何に、どれに対応しているかといいますと、見て

、おわかりだと思いますけれども、この標準テスト、教師作成テストです。この標準テストというのは

業者の作成しているようなテストで、例えばＴＯＥＩ

Ｃのようなものを想像していただければわかりやすい

のではないかと思います。それから、教師作成テスト

というのは、先生方がいつもおつくりになっていらっ

しゃるペーパーテストのことです。

それから、授業内レポートや授業外レポート、これ

はここにあるレポート法と対応しております。何が見

れるのかといいますと、このレポート法では知識・理

解、思考力・論理力、興味・関心、態度、技能、全部

を見ることができます。ただし、この二重丸がついて

いるところ、思考力・論理力、それから態度、より高次の目標を見ることが可能であるということです。

それから、授業態度・授業への参加度、これが、例えば、観察記録法に対応している。例えば、授業

態度・授業への参加度、例えばグループディスカッションを授業の中でしたとします。これについて先

生方がそれを観察されると思います。そして御自分の中で観察する前にある一定の基準を設けてらっし

ゃると思います。こういった基準を満たしていれば丸、５点をあげようとか、例えばそういう評価の基

準を設けていらっしゃると思いますけれども、この基準に基づいて評価を行うわけです。観察記録法で

はこの５つの観点すべてを評価できますけれども、技能の部分、それから興味・関心の部分に二重丸が

ついております。そこの部分は観察によってより評価しやすい。

それから、受講者のプレゼン、発表プレゼン、授業内での制作、これらが例えば観察記録法や制作物

法によって評価をすることができます。

以上で、今申し上げたのが２６ページに詳しいことが載っております。ですから、これも参考にされ

ながら、今日はもうワークショップはこれから行いませんけれども、明日の朝、散歩されながら御自分

の授業、到達目標に対してどのような成績評価方法、そして観点を用いて評価するのかということを御

検討いただければと思います。

ここで御質問等たくさんあると思うんですが、そのための時間を十分とるつもりでし○司会（岩部）

たが、会場の方が、ここ５時までには必ず明け渡すようにというお話がありまして、ちょっと質問時間

を十分とることができませんので、あす８時３０分に２０２のお部屋の方に集まっていただいて、そこ

で、今日これからちょっとどうしてもという方に１つか２つ質問を受けつけますけど、十分な時間がと

れませんので、あすの８時半に２０２の部屋でお集まりいただいて、そこで質疑、応答をさせていただ

きたいと思います。

それで、８時半からでないとワークショップの部屋の準備もできませんので、８時半から各部屋の教

材的装置とかプロジェクター等の準備をしていただいて、質疑、応答が終わりましたらそちらの方に移

動していただいて、ワークショップの４番、５番の方に取りかかっていただければと思っています。

それでは、余り時間がありませんので、あと事務連絡等もございますので、どうしても今すぐという

御質問だけをお受けしたと思います。沖先生と吉田先生の２つの講義についてです。はい。

工学部の西村ですけれども、１つは、最初に授業の到達目標というの項目挙げてます○西村（工学）

よね。それともう１つ最後のところで、成績評価法というふうにあります。そこでちょっと矛盾ていう

わけじゃないんですけれども、最初にそういうふうに、その到達目標を設定してるんだから、通常素人
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考えすれば、それぞれの項目について点数なるものの評価点、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄがついて、その後に最終

的な総合点でもいいんですけども、このままいっちゃうと、その間が抜け落ちちゃって、１００点満点

で６０点で合格だということになると、ひょっとすると余りうまく機能しない恐れがあるんじゃないか

という危惧しとるんですけれども、いかがでしょうか。

、○大学教育センター（沖） ありがとうございます。今、西村先生が御指摘なさったとこというのは

センターでも一同危惧したところなんです。本当ならばこの観点別の部分も生かしながら、先生のおっ

しゃった各観点の中の小項目、それも交えて３次元ぐらいのマトリックスにしたらうまくいくんじゃな

いかなという意見も持ち得たところなんです。しかし、書く内容が多分、先生によってばらばらになる

だろうと、個数も制限できないであろうということで、技術的にはなかなか難しいということろで、最

終的に落ち着いたんです。実際先生方が成績評価計画していただくときには、恐らくこの知識・理解と

か思考・判断の中に御自分が立てられた個別の到達目標、それに関して採点をされると思うんです。た

だそれはちょっと表にはここに表現しずらいというところはあります。でも実際は西村先生がおっしゃ

ったとおりになるかと思います。

それは、すべての先生にこういう３次元マトリックスみたいな複雑なもの書いていただくのは、恐ら

く今回無理であろうと考えて省略した、という経緯がありますので、先生の意図はまさに我々の考えて

いた意図しているところです。

( 済みません。もう一度今のところ説明していただきたいんですけれど、よくわからなか○西村 工学）

ったんですが、先ほどの到達目標ていうのが今までの概念とかでいくと６０点のレベルだということで

す。だからそういう意味でいうと、こちらの２枚目の評価ていうのがその６０点レベルに到達した上で、

さらにどこまで学力を伸ばしましたかという評価をしたんではないか。

到達目標は観点にあって、ちょっと西村先生のお話で言いますと、到達目○大学教育センター（沖）

標はそれぞれ観点書きます。知識・理解なら知識・理解で、そこにいったかどうかということなんです

、が、例えば、知識・理解の中に３つ自分の到達目標を書いたとします。そのテストが、知識・理解が

例えば定期試験によってやったと。その定期試験が例えば６０点満点であって、その知識・理解の部分

がもちろん小問題がいっぱいあるわけですから、その合計によって判断するわけですが、その合計が

６０点満点で何ぼあるかということなんですけれど、ところが情意領域であるとか、思考・判断の部分

ていう部分は恐らく定期試験では見られませんので、例えばレポートとかで見るわけです。そのときに

は書いてある観点に到達したかどうかていうのは、例えばレポートが３０点分で見てれば、到達したと

みなすレベルがその大体６割で見ると、それが可のレベルだと、それより非常にすぐれていたらそれに

もちろん上乗せして、最大限３０点まで点をつければいい、そういう観点です。

よくわからない。もう一度。○西村（工学）

それでは、このあたりで時間がまいりましたので、申しわけありません。また明日改○司会（岩部）

めて質問いただきたいと思います。

、○大島（工学） 内容に関する質問じゃないんですが、ワークショップが後ろに動いたことによって

今日やってれば４と５のワークショップをやって、そして発表する、私、発表するのがありますけれど

も、発言は時間の間に自分たちのグループの集約をして、明日発表できるんですが、明日直後にすぐ発

表ていうのが大変つらいことになるんですけれども、そこはちょっと考えていただけないんでしょうか。

ワークショップをやって、４と５をやって、すぐ発表しろと言ったら、自分のことは発表できるかも

しれませんけど、そのグループのどういうことがありましたぐらいなら言えますけど、うまく集約して

発表するのは不可能でないかと。

そのあたりはじゃ沖先生に。○司会（岩部）
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すみません、計画が非常にいいかげんで、しかもレディネスを把握してな○大学教育センター（沖）

い感じがするのですが、申しわけございません。恐らくそうなるであろうと思ってたんですが、やっぱ

りなりました。

今日、本来、今からやるべきであったワークショップは、ご自分で、授業計画と成績評価をやってい

、ただいて、それをグループ内で発表し、これをそっくりそのまま明日へ持っていく予定でした。本来

明日やるはずであった授業の標準化とか到達目標、検証みたいなところはカットいたします。したがい

、まして、グループ外発表、前で発表していただく先生方には、本来その到達目標の妥当性であるとか

あるいは標準化が可能かどうかということを発表していただきたかったんですが、それできなくなりま

すので、今日と、明日のワークショップでやる各自がつくったシラバスがどんなのであったかという紹

介で結構です。そしてパワーポイントともう１つ教材提出装置をここに持ってきますので、写していた

だくの大変ですから、大体近い先生方の例が出てると思いますので、そのうちの全部が紹介できれば全

部でも結構ですし、こういうことで大体まとまったというところがあればまとまったところで、二、三

枚紹介していただくと。で、こんな議論があったということをほかのグループの人に紹介していただけ

ればと思います。

ただ、明日の発表時間は１時間程度です。ワークショップが恐らく２時間ぐらいで、それから発表時

間が１時間ちょっとぐらいしかないと思いますので、そのワークショップをしながらそのあたりは考え

ていただくことになります。はい。

それでは、残り７分ぐらいになってますが、事務連絡をお願いいたします。○司会（岩部）

皆様御苦労さまでした。どうも計画がなかなかうまくいかなかったんで○大学教育センター（植村）

すけれども、我々にとっても授業の目標を立てるということは未知の領域に入ってきます。今、全国ど

こでもやってるんですけれども、全国どこでも同じような未知のことをやってるんじゃないかと思いま

す。ですので、どうもなかなか計画どおりいかなかったということと、こちらも与えるべき情報をどこ

までうまく与えられてたのかということについて多々反省すべき点があると思います。

第二日目

まず、最初に、昨日の講義４の１、２の質疑応答から始めていきます。その後、渡辺○司会（岩部）

センター長の方から全学Ｗｅｂシラバスの概念、全学Ｗｅｂシラバスの大体のその様子についての説明

を数分間させていただきたいと思います。その後で昨日残っておりますワークショップ４と５、授業計

画、成績評価を記入していただいてですね、各グループでの発表内容を検討していただくということに

なっております。それではよろしくお願いいたします。

まず、昨日の講義４の１、２に関する質問を受けたいと思います。よろしくお願いいたします。

昨日御質問いただいた部分があったかと思うんですが、ちょっとお酒を飲○大学教育センター（沖）

んだら覚えてないんですけれど、到達目標というのは、全部をそこをクリアして可になるかどうかとい

うようなお話がだったような。

設定する目標というのが、その授業の成績という中で６割、６０点相当のレベルに設○大島（工学）

定するんですねという話から始まると、西村先生が質問された点、何か目標というか、設定のレベルが

何となく食い違っているような、そういうニュアンスを受けたんで、もう一度整理していただけません

かということです。

到達目標というのは、基本的に、評価の仕方は可否しかないんだろうと思○大学教育センター（沖）

うんですね。認定か不認定かといった部分しかないと思うんですよ。で、最近教育学の中でかなりそう

いう観点が出てきているんですが、例えば、イギリスの教育制度なんかも、レベルが１１だったか９つ
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かあって、学年にかかわらず、そこをクリ明日かどうかという判定でずっと進んでいくというのがある

んですね。ＪＡＢＥＥなんかも基本的に可否しかないという形ですね。理数系や語学なんていうのは大

体そういう方向になるんじゃないかいうふうには言われてます。

ただ、今回は大学の問題ですし、優・良・可、場合によっては秀が出てくる問題がありますので、基

、本的な考え方、到達目標は可否しかないんだろうと思うんですが、それを優・良・可をつくるために

一部の先生言われましたけど、例えば、５つの観点をその１から１０までつくって、例えば、簡単にし

まして、認知領域の達成目標に３つ、向上目標に２つ観点をつくったとします。その観点でその３つの

達成目標はペーパーテストで出そうと。２つ分の向上目標は、例えばレポートで見ようとしたとします

ね。その３つ分の観点については、ペーパーテストで６０点分見て、こっちはレポートで４０点分にし

ようと。その中で、この３つを大体クリアしていると考えてるのが、その６０点の６割分ぐらい。だか

ら、３６点ぐらいとれば、何とか３つをクリアしてるだろうと考える。レポートの方の評価では４０点

分の６割で、２４点ぐらいをつければ大体合計６０点ですから、それで５つの観点をクリアしていると

考えるようにしないとしょうがないんだろうと思うんです。で、それ以上はもちろんたくさんとった者

については良がつき、優がつき、あるいは秀がつくという形になるだろうと思います。

ただ、問題は、例えば、バランス的に言って、こっちが３６点とらなあかんところを３０点しかとれ

ずに、こっちが２４点とるべきところが３０点とって、合計は６０点以上になったという場合でも、や

っぱり可をつけざるを得ないだろうなという矛盾点はあります。

しかし、あんまり厳密にすると難しいところもありますので、やっぱりそのあたりを総合判定という

言い方をせざるを得ないかなというふうには考えております。ただ、その先生方の目標設定、それから

重みのつけ方というのは先生方で御自由に考えられるとこですから、そこで、いや、もう関心意欲であ

るとか、情意的な部分であるとか、認知的領域の向上目標についてもっと比重を高くして、そう容易に

６０点超えないようにしようとかいうようなことは可能だと思います。お答えになってるかどうかわか

りません。

済みません。それに関していいでしょうか。シラバスの到達目標というのはクリアし○山本（工学）

なくちゃいけない目標なんですけども、教官サイドはそういうふうにしてつくりますが、このシラバス

見た学生は、その到達目標の６割をクリアすればいいというふうに見るんじゃないかと思うんですけど。

多分西村先生も、その辺だと思うんですけども、そこははっきりとこう、到達目標はクリアして初めて

可否だろうということを何か知らしめる方法があれば。

、○大学教育センター（沖） そうですね。先生のおっしゃるとおりですね。大学教育センターの方で

例えば共通教育に関して、第１時間目に、昨日も少し授業あったんですけどね、第１時間目にシラバス

について説明をするようなオリエンテーションの授業というのをやっぱり１回目に持ってくるべきだろ

うというふうに考えております。で、事務の方でもシラバスを全部印刷していただいて、１時間目はど

ういう観点で授業するかとか、試験をするかというような説明に充てていただこうと。そういうことを

充実させていくと、昨日も出てましたように、シラバスが使われないとか、読む学生が少ないとかてい

う部分も徐々に解消していくんじゃないだろうかと。それが役に立つということを徐々に浸透させてい

けるんじゃないかと考えております。

だから、しばらくは今までの経緯もありますから、シラバスの重要性もわからなければ、その観点別

の授業のやり方もわかんないところが多いと思うんですが、徐々にそれはならしていかざるを得ないん

じゃないかなというふうに考えております。

現実に新入生ガイダンスでそういうところの説明はないんですか、今は。○山本（工学）

ああ、入れるべきですよね。はい。○大学教育センター（沖）
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もしもそれをクリ明日ら、６０点以下であるというのは、到達目標を設定したら、正○河中（工学）

直言って、驚くほど低いレベルに設定しないとだめだと思うんですね。思いませんか。これ達成できな

かったら落としちゃうぞという、いわば最低限考量で到達目標を設定したら、これまではもう最大限考

慮できてましたよね。

恐らく「何々することができる」という文章をどこまで解釈するかですよ○大学教育センター（沖）

ね。ただ、達成目標というのは、そこを質の保証で最低限可のレベルまで想定してることになりますか

ら、やむを得ないところです。で、それは昨日から何遍も出てくる議論なんですが、万が一それが高過

ぎるならば、今後それを分割するなり、あるいは方法を考えるなりということをしていかなければいけ

ないという部分になってくるんですね。

同じことについて何遍も恐縮なんですけど、私これ観点別にきちっと評価しようと思○萩原（工学）

ったら、もう１００点満点の総合点を廃止するべきだと私は思います。要するに、すべての観点をクリ

明日ら、まあ可にすると。で、さらにもっと上だったら優にとか、それは個別にまあ基準を決めるにし

ても、それはこのシラバスにあるように、評価割合２０％、１０％とか、そういうものにしても全く意

味がないと思うんですね。本当の７０％をクリアしてしまえば、もう１０％のところはクリアしなくて

もいいと。できたら、もう１００点満点を全学的に廃止すると。結果として、優良可しかつかないとい

うような成績システムに変更する必要があるんではないかと思いますけど。

優・良・可に変更する。○大学教育センター（沖）

優・良・可、そうです。で、まあ、どこまでクリ明日ら優にするかというのは、それ○萩原（工学）

は先生の判断という。

そうですね。はい。先生おっしゃったように、今恐らくそういう方向にい○大学教育センター（沖）

く可能性が大きいんじゃないかなというふうに考えてます。ただ、現行との絡みがあって、それから特

にＧＰＡというて、さらに細かくしようというような動きもあるわけですね。その中で急激な変化とい

うのはなかなか難しいところがありますが、基本的な考え方というのは先生がおっしゃる方向に向いて

いくんじゃないだろうかと思います。特に、今入門科目が始まり、それからＴＯＥＩＣが始まり、かな

り認否というような形の形態が出てきてますよね。で、恐らくこれ賛否両論があるんですが、でも、グ

ローバルスタンダードの中で、例えば、工学部何々学科を出たレベルという世界的な基準が、もしつく

られつつあるならば、大学の４年間というのは初等・中等教育と同じように、そういった基準のもとで

認否というような形にならざるを得ないだろうと思うんです。ただ、ちょっとこれはもう少し動向を見

ていって。

そこまで言われるとちょっとですね、反論したくなるんですけども、学ぶ方の身にな○増山（理学）

ってみればですね、自分が先生から、レベルが高いかもしらんけども、高いところを到達すれば、それ

は評価してほしいと思うんですよ。それがあるからまた学ぼうという意欲が出てくるんだと思うんです。

可否、もちろんそういう観点もあるんだけども、私何年か前に困ったというか、イギリス人から自分の

教え子に対する評価を求められて、上位５％だったらどうか、それだけを教えてほしい、そういう言い

方をされるんですね。それはまあある意味では正しいところもついてる。そういうところの矛盾点はど

う考えるのか。

おっしゃるとおりです。先ほど言いましたイギリスの例というのが、ちょ○大学教育センター（沖）

っとはっきり覚えてないんですけど、１１レベルやったかなと思うんですが、学年にかかわらず、その

、１個１個のレベルの可否なんですよね。で、例えば、１１レベルというのが最高で、上位１％か２％

、で、９以上が１５％でしたかね、何かそういう比率で分布してるらしいんです。で、本人にとっては

１人１人の生徒学生にとっては、自分が何々レベルにいると、レベル９、１０人と言ったら、そのレベ
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ル自体が全体の成績分布の中でどの位置を占めているか、要するに、言ってみれば、総体評価の優・

良・可が出てるんと同じ評価を、価値を求めるわけですね。そういった評価のシステム、仕組みという

のが今後出てくる可能性は強いだろうと思います。

だから、使い方というのは、まさに先生がおっしゃったんと同じ意味になります。ただ、これは私の

予想の範囲ですから、大学教育センターがこれをこうする、こうやっていこうという提案でも何でもな

い、個人的な意見でございます。

その数字、試験が何％とかっていう数字をシラバスに残しました。これ○大学教育センター（植村）

は今の評価の仕方と、先ほど御指摘があったように、必ずしも整合したもんじゃありません。けれども、

これをなぜ残しているのかというと、これは受講者の側から見た評価の透明性ということです。つまり、

どこを勉強すればいいのか、どういう形で評価をされるのかということで、それは評価手段という形で

見えるような形にしておきたいということであるわけです。

先ほど御指摘がありましたように、本来であれば、１００点の加算表みたいなやり方というのは、こ

ういう到達の評価が必ずしもなじまないものがあるわけですけれども、まだ当分は、要するに１００点

満点という点数のスケールでやっていった方が、学生と教官双方について見通しがいい状態になるだろ

うということで、そういうスケールというか、要するにテスト何点、何パーセントみたいな部分を残し

、てるわけです。で、その部分とですね、評価の考え方から少しずれてるというところがあります。が

今のところちょっとそこを大きく手を入れるということができないというのが現状です。よろしくお願

いします。

非常に一般的な話なんですけどね、実際自分の評価を見たら、やっぱ、全体が悪けれ○青島（理学）

ば、まあ落とすかいうことで少しこう下駄履かせたりしてるわけですね。ですから、大学全体としてね、

非常にアメリカ的にどんどん厳しくやって、ある程度保証された学生を出していくのか、今後の大学評

価に対応して、余り留年生を出したり、落ちこぼれを出したらいけないのか、その辺の大学としての方

針ですね。で、厳しいということは、まあ、あなたはもう留年して単位がないと。だから、その辺のと

ころを大学全体としてどう考えているのか、それがないと、教官の方でも非常に甘い先生もいるし、ま

あ厳しい先生もいるという。ですから、大学の方として、それは対社会的に山口大学は、非常に厳しく

一定のレベルの学生を出していくのか、こういう方針でいくのか、そうじゃなくて、やはり入った以上

はまあ最後まで面倒見て卒業させるという、その辺のところをある面では決めて、決めるというか、出

していくわけですね。まあ、やりやすいようにということですね。そこのところはどうですか。

そのあたりは、まだこれから決めていくところじゃないんでしょうかね。まだコンセ○渡辺（医学）

ンサスが得られてないということですので。基本的には、年配の方は大体甘くて、若い方が厳しいとい

、う傾向は随分あります。それがミックスされてほどほどになっているのかなあとは思ってます。多分

青島先生が言われるような大学としてのコンセンサスは、やはりいつかつくらないといけないだろうな

と思います。

それと、例えば、西村先生にこうお伺いしたらいいと思うんですが、恐ら○大学教育センター（沖）

くＪＡＢＥＥでつくってあると、かなりの落ちこぼれといいますか、留年が出そうな気もするんですが。

、よその大学なんかではもう一部をＪＡＢＥＥコースにして、そこでなかなか厳しくていけない学生は

もうＪＡＢＥＥコース以外でかなり緩やかに出そうとか、いろんなことを聞くんですが、ここについて

はどうお考えですか。

今、成績のことで、ＪＡＢＥＥのこともあるんですけども、工学部は留年が多いで有○西村（工学）

名なんです。それで一応、昨年度からアクションプランということで、各学科でまあ、機械に所属して

る大体４０％ぐらいなんですよ。もっとひどいとき、５０％まで、大分こう緩やかになったんですけど
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も、で、それで、各学科、機械の場合ですと、ある程度合格率ていうのを一応みんなで決めようと。い

、ろんな先生おられるけど、一応、ある幅で数値目標だけ決めて、その中で先生方頑張ってくださいよ

というのを、２年間実施してるんです。各学期ごとにその合格率を全部教授会議に出して、名前は出さ

ずに、まあ大体わかりますけど、それをずうっと年度別に出しておる。まあ、やっぱりみんなこう見る

と、まあそこそこの方に大体落ち着きあるようだから、そういうやり方が一つ。ちょっと余り表には出

、せないですけども、そういう形で、むやみやたらに単位を出すんじゃなくて、例えば補習をやるとか

それから再試もきちっと勉強してる人たちにやるとか、そういう条件はそれぞれ先生にお任せしてやっ

てる状況なんです。だから、まあ、そういうことを常に学科の中でやっていくと、まあ、あるところに

落ち着くんじゃないかなと思うんですよ。

ですから、先生方も、私もちょっと驚いたんですけど、今回研究室紹介て、機械工学科で研究室の紹

介をやるんですよね。それで１００点でレポートをつけてくださいということで、それ以上は何も言わ

なかったんですよ。そうすると、幅があるんですよね、９０点から１００点つける人と、６０点から

１００点の子、これをまあ一緒に混ぜれば余り差はないんですけども、随分開きがあるんですよね。そ

れとか、卒論なんかもそうなんですよね。

だから、やっぱり自分の中だったらいいと判断したんだけど、全体を見る機会がないからよくわから

ないんですよ、みんな。だから、そこは余り強制力でやると皆さん反発されるけど、ある程度合意の中

でこういうふうに持っていきましょうよとすると、ある幅を持った中で収束させるということになるん

じゃないかと思うんですね。

だから、成績の６０点というのも結構難しいのはですね、確かに機械的っていうのは非常に楽なんで

すけども、やっぱり５０何点とかこうあるとね。その点をやっぱり本当は幅があった方が、いいじゃな

いかなと思います。ただ、やっぱりみんなで話し合って、ある程度ここまで持ってこようという、きち

っと決める必要はないんですけど、数値目標みたいなの持ってくると、そして、常に情報をオープンに

すると、やっぱり全体を見ますからね。そうすると、自然にこう動いてくるんじゃないかなと今ちょっ

と思ってますけど。ちょっと完全な答えにはなりませんけども。

ただ、大学全体で余り言われるとオープンになりますからね、数値目標を８５％でやるというと、す

ごい反発があると思いますから、その辺はむしろ学科の中で何かうまいぐあいにやってもらうようなシ

ステムをつくる方が、工学部でやってる限りは、そういう形でみんな努力して、留年者が下がってくる

ば、ああ機械工学部頑張ってるなとかいって、みんなそういう雰囲気になるんですよ。だから、その雰

囲気をどうつくるかじゃないかなと思います。だから、余り厳格にすると反発する人もいますよね。今

までおれはこうやってきたんだというような。まあそういうことです。

工学部の朝位ですけど、今ＪＡＢＥＥがちょっと出たので、ＪＡＢＥＥがちょっと先○朝位（工学）

行しているのが社会技術工学科のようなんですけど、昨年度、私、教務員で、工学部のシラバスのこと

や、留年のこととかいろいろやってきたんですけど、私の感想では、ここに到達目標とかいろいろあり

ますけれども、本当に学力が足りなくて留年する人って、実は意外といないんですよね。で、どんな学

生が留年するかていうと、もうやっぱり学校に来ない学生なんです。だから、到達目標がクリアできな

いんじゃないのかというのは、私個人的にはすごいがっかりしてて、山大に入ってくる学生はやっぱり、

自分の到達したレベルは超えてくれると。問題は、やっぱり本当に学力が足りない学生というのは学校

に出てこなくなる。昨日も５％の人というような話しも出てましたけど、そういった学生が留年を繰り

返す。だから、いつまでたっても留年率が下がらない。ですから、ちょっとシラバスの話と関係ないか

もしれませんけれども、こういった非常にすばらしいシラバスができて、学生にとって非常に勉強の趣

旨がわかる。ですけど、やっぱり、それと留年対策は全く別物であるというのが印象ですね。すばらし
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いシラバスができても、やっぱり来ない学生は来ない。そんな印象です。まあ、雑感ですが。

つい先日、おっしゃったようなですね、どの辺のレベルに持っていったらいいという○田中（理学）

ことですが、そのときに、たまたまケース・スタディでやったやつは、国家公務員の二種試験と、それ

から技術士の一次試験、そのくらいで何となくイメージをつくってもらったらいいと言われました。私

は反対派なんですけど、あそこで何かこう逆にイメージがないと、どの辺を目指したらいいのかという

のが、ほかの大学でも違うでしょうけどって言われましたけど、やっぱりいい大学、いい大学というと

それなりのを入れる。でも、何となくそういうふうなイメージなんですよね。

先ほどのＪＡＢＥＥのことでおっしゃられたのは、私も似たような感想を持ってるん○司会（岩部）

ですけど、厳格な成績評価というのをまず適用する。で、いきなりぼんと高いレベルに設定すると非常

に心配ですから、どうしてもかなり低いところに設定せざるを得ないような。私はまあ英語の方で、も

。うＴＯＥＩＣというスコアをぽんと導入しまして、２９５点とった学生は単位もらえないわけですね

５点といえどもまけられないわけです。で、２９５点でもうＴＯＥＩＣ指導コースに放り込まれた。で、

そういう学生がどういうふうになるかっていうと、やっぱり分かれてくるんですね。大多数の学生はち

ゃんと勉強するようになって、で、もうはっきりした目標で、あと５点とか、あと１０点とかいう目標

を自分で与えられると一生懸命頑張ります。そうすると、３００点ちょうど超えるというような点はと

りません。４００点ぐらいまでいきます。で、そういうきっかけになるということが、まあ厳格な成績

評価というのを導入する一つのメリットじゃないかなと思います。もうまけられないんだということが

はっきりすることによって、かえって。

ところが、逆に、確かに何パーセント、今ＴＯＥＩＣ指導で３００点いかないのが、１年たって２.何

パーセントとかいう数字が出てますけども、本当にその部分ていうのは別の解釈をしないと、救えない

ゾーンでもありますね。確かに学校に来ない。ＴＯＥＩＣ受けろと言っても受けないと。そこは本当に

全く別の対策が必要だと思います。

だけども、多くの、思ったより多くの学生がそのシステムに乗ってちゃんと頑張ってくれるようにな

るんだという、そういう感想は持ってます。で、みんながクリアするようになったら、またちょっと基

準を少し上げてやる。そういう方向に持っていけば全体のレベルが上がっていくだろうと、それがいい

方に展開した場合の厳格の成績評価で、最初からちょっと心配だからっていうんで、厳格じゃないよう

な適用の仕方をすると、結局今までどおりで余り変わらなくて、学力低下とともにどんどんどんどん地

盤沈下していくという流れになってしまうと、それは困るなと。だから、今ここで厳格な成績評価とい

うのをですね、一生懸命模索しているという状況だと考えます。

工学部溝田ですけども、私は１科目必須単位を持たされていて、試験以外にですねえ。○溝田（工学）

必須というのは、要するに一緒に心中しなきゃいけないですから、つらいんですねえ。で、幾ら努力し

、て、幾ら工夫しても、もう何年ももってますけど、落ちこぼれが出るんですね。で、おととしですね

約３０％合格点あげなかった。やれなかったんですが、ちょっと多いので、しょうがないから、前期に

私授業はあったわけですが、後期に補講をやったんですね。補講やって試験を２回、３回やって、結局

全員通ったんですけど、その補講の回数がトータルで１１回ぐらい。だけど、人数は３０何人ぐらいで、

少ないんで、非常に授業は楽しいし、学生もまあわかるレベルで話せるんですね。

ですから、基準は厳格にしておいて、だけど、そのバックアップができるような体制を組むのがベス

トやと思うんです。それから、プレテストをやって、自分の実力をはっきり認識させて、それから何か

対策打つとかね。とにかくわかんないと、最初から君は何か通ってないからこれを受けろと、ぼやっと

導入教育やったらね、結局やっぱりおもしろくないからついてこないっていうのが出てくると思うんで

す。最初から、自分の実力はこのくらいだとわからすことが重要なんですね。私の授業は結局短期やっ
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て落ちたやつにわからせて、次にバックアップしてやったちゅうことで。

で、続きなんですけど、去年はね、補講をやんないこと宣言したんですね。そうやって、まあ確かに

大変でしたし、あの先生補講をやるぞというと、レベルが低くなる。そしたらですね、結局、今年試験

やった段階で、その前の足りなかったのと合わせて４２人ぐらい残っています。だから、今年は補講を

やらざる得なくなった。で、まあ、やろうと思ってるんですけど、めちゃくちゃだと思うんですね、そ

れ、私のやってることは。だけど、そういうの許してもらわないと、とても拾えないというか、私と一

緒に心中すると。まあ、あと１年半で定年ですから、そこまでどうかわからないですけど。

まだまだちょっと質問等、たくさんあると思うんですけれども、スケジュールがだん○司会（岩部）

だん押してまいりましたので、このあたりで一たん打ち切りとさせていただきます。

それでは、渡辺先生の方からＷｅｂシラバスの概要について御説明いただきたいと思うんですが。

先生方の資料のとこ○大学教育センター長（渡辺）

ろに中紙で色紙が入ってると思いますけど、その一つ

手前の部分に全学Ｗｅｂシラバス来年度というのがあ

ります。それをちょっと見ていただきたいと思いま

す。こちらの方にはこれを簡単にしたのが出てますけ

ども、今考えている「かぼす」という全学のＷｅｂシ

ラバスは、基本的にはゲートウエイとして機能させる

ことを考えております。で、これから各先生方、例え

ば、自分がＡという授業科目担当したときに、そのＡ

の授業科目の、例えば教科書を学生に提示したいと

か、そういうことが起きてくると思います。そういうときには、その「かぼす」の、例えば資料とかい

。うところに、その具体的な教科書に当たるようなものを各学部とか学科のサーバに入れていただくと

そこへリンクで飛んでいくと、そういうことを考えております。

ですから 「かぼす」のところに全部のデータを集めるという考え方はしておりません。例えば、今、、

医学部でシラバスつくっています。それは医学部のサーバにデータが集まってるわけですけども、実態

はオープンで、医学部の中でのシラバスというのは、メディア基盤センターのサーバに入ってたり、ま

あ、見かけ上は医学部のサーバにあるようには見えていますけども、それと同じで、１カ所に全部集め

て膨大なデータベースをつくるという考え方は考えておりません。

ですから、これからお願いしたいことは、各部学部なり学科なりに一つのサーバを置いていただいて、

そこに学部なら学部の教科書のデータをため込んでいく。で、ため込んだところへ「かぼす」のＷｅｂ

シラバスのところからリンクで飛んでいくと、そういうことをこう考えております。ですから、これか

ら医学部的なシラバスをこうつくっていこうというのが一つの考えですけども、個々の授業の中身の

データをつくっていくということが必要で、そのためには、各学部のところにサーバを置いて、そこに

データをため込んでいってほしい。まあ、人文学部のように自前のサーバを持っていないところもあり

ますけども、そういうところはメディア基盤センターのところの大容量サーバがありますから、そこを

利用していただくと。そういう形で、どっか特定のところにこう自分の教科書のデータなり、いろいろ

な学生との連絡をするデータなりをこうため込んでいく。で 「かぼす」の方からはリンクでそこへ飛ん、

でいくとうことを考えております。

ですから、例えば著作権の問題や何かが起きてきます。例えば教科書を自分でつくって、それをどっ

かに置くとなると、そういうものは、Ａ教授が当然著作権お持ちですから、サーバの学科なりのところ

へ、そのデータをたどって、その著作権はＡ教授が持っておると。そういう考え方をとっています。
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基本的には、大学で業務でつくった書類というのは、著作権は大学が持つというのが建前です。ただ

し、教科書とかそういうのは、その書いた人が著作権を持つということになります。で、あと、先ほど

の、昨日の説明の中でありましたけども、アップロードというのをちょっと考えてるんですけども、そ

れはウィルスの関係などがありまして、現状ではちょっとその対策をとった上で実現したいと思ってま

す。次年度には間に合わないかもしれませんけども、ゆくゆくはそういう機能もつけ加えたらいいと思

ってます。

このあたりの分散して置くという考え方と、１カ所に全部データを集めてしまうという考え方の違い

を御理解いただきたいと思います。下手するとと大学教育センターの全部のすべてのデータを自前で抱

え込むのかとこうお思いの方おられるかもしれませんけれども、それは現実的ではありませんので、そ

ういう形はとりません。

ですから、これから各学部または各学科で、例えば機械なら機械学科の専門の授業で使われるいろい

。ろなデータをそこへため込むと、そういう作業をしていただける方が有利かなというふうに思います

共通教育も、共通教育の他にはどうしようかなと思ってるんですけども、共通教育はゆくゆくはどっ

かメディア基盤センターのサーバか何かを利用させてもらおうかなと思ってます。

ちょっといいですか。農学部、山本ですけども、例えば、その資料みたいなものも授○山本（農学）

業の資料として配布するというぐらいな問題はその件に触れないというような形をセンターの方でとっ

てますけども、Ｗｅｂ上にのせて、それでこの全学Ｗｅｂシラバスはどうなるんですか。

今考えてるのは、Ｗｅｂシラバスにも種類を何種類かを置いています。○大学教育センター長（渡辺）

今現状では３通り置いております。一つは、例えば４月初めにつくって、ＣＤに焼きつけて、しかも固

定してるものですね。それは個人的な情報が入ってますんで、例えば先生の教室への電話番号とか、そ

このところは学内限定になってて、それを除いたところが学外から見られるようになってます。それと、

あと、オンラインのものが一つ入ってます。

例えば、自分のシラバスにリンクさせて、テキストみたいなのをアップしてますねえ。○山本（農学）

そのときに結局、学外全体から見られるようになってますね。そういうものは非常に、違法、まあ違反

するというようなことですよ。それで、結局パスワードを受講生にふって、ある特定の人だけ見れるよ

うにするんであれば、そういう形でアクセスすることができるけれども、そういう学外全体の方が見ら

れるような形でのせるということについては、違法ではないんですか。そうでもないんですか。

。○大学教育センター長（渡辺） 先生がお書きになっているものは厳密に言うと、違法になりますね

だから、それは先生が特定の学生だけに提示できるようになサーバの方ですね。

それで、今考えてるのは、そういうリンクや何か、現実に機能するのは、オンラインのところをこう

考えてるんです。先生方がいろんなものをつけ加えたりしていくのは、固定されたものはもう固定され

たもので変更できませんので、オンラインのＷｅｂシラバスのところは随時変更できるという。随時変

更できるといっても、あるところは変更できないということは指定しないといけないと思いますけども、

すべてが変更できるというわけではありません。そのあたり、今どことどこをこう変更、管理するとか、

そういうことをチェックしてる段階です。

よろしいでしょうか。基本的にはゲートウエイとして、カボスっていうものを送るというのが。あと、

各自のデータは各学部、学科なりに置いていただく。 それでは、ありがとうございました。

カボスからその周りのシステムにインターフェースをつくるというところまでの話の○大島（工学）

前にですね、カボス自体の機能についてお伺いしたいんですけども、それはシラバスを入れる入れない

というのではなくて、むしろログインするしないという面での話なんですが、例えば、学生側から利用

の使いやすさを見たときに、その都度自分の授業のシラバスがどこにあるのかって探していくの大変な
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、んですね。全学でやると、山口大学があって、学部があって、その中に学科があって、学年があって

曜日があって、時限、コマがあってというふうに、無限大になるんです。だから、パーソナライズ、要

するに、自分を、ログインすると自分のページに入って、できれば履修システムとリンクさせてほしい

、んですよ。自分で履修届けを出す、それもできれば電子化してほしいと思うんですけど、そうすると

履修した科目については、自分のページにログインすると、自動的にシラバスのリストがどっと並んで

る。少なくともそこについてはフリーパスで行ける。フリーパスていうのは、ごめんなさい、言葉悪い

ですけど、ログインするとそこは自動的に見れる。それ以外のものも、まあたどっていけば見れるよう

にするかしないかはありますけども、そういうようなパーソナライズ、要するにトータル化ですね、の

機能を入れていただきたいんですけども。

それは多分各学生の履修している科目のリストですね、それが手に入○大学教育センター長（渡辺）

らないとできないことですよね。

それは多分それほど難しい話ではなくて、むしろシステムとして、細かいこと言うと、○大島（工学）

データベースとリンクさせるかどうかという話になろうと思うんですけども。

教務全体を一元化することが決まりましたんで、そういうことは可能○大学教育センター長（渡辺）

だろうと思います。

カボスには当初からそういったパーソナライズ機能は。○大島（工学）

そういう機能は現在持っておりません。まあ、必要であれば、毎年毎○大学教育センター長（渡辺）

年バージョンアップしていきますんで、そういう要望をいただければ検討してみたいと思います。

ぜひ検討してください。教官側も同じなんですね。自分をアップロードする科目がど○ 大島（工学）

こにあるか、多分何らかの格好で入れてもらってると思うんですけども、結構大変だと思うんです。

わかりました。検討させていただくようにします。いろいろな御希望○大学教育センター長（渡辺）

がありましたら、各学部からＷｅｂシラバス専門部会の委員の方が出ておりますので、できたらその方

に言っていただけると、我々の方に直に入ってきます。どうもありがとうございました。ほかに。

サーバを分散させるという点については、別にそれで私はいいと思うんですけれども、○萩原（工学）

問題は、学生が見るときに、カボスの方も何か学内限定アクセスと学内インターアクセスとの両方をつ

くるというお話だったんですけど、私のちょっと経験で、前にその学内検定で過去の試験問題を学生が

パソコンで見れるようにしたことがあるんです。そしたら、どうも最近の学生はブロードバンドでＡＤ

ＳＬなんかを使ってるみたいで、そのＡＤＳＬというのは、メディア基盤センターではまだ多分やって

ないと思うんです。で、結局学外のプロバイダーを通してアクセスせざるを得ないんで、そういうのが

かなり一般的になってるんです。学内限定のアクセスだとわざわざパソコンを持ってきてつながなきゃ

いけないというような事態で、まあ、学内からもアクセスを要求されることは多いんです。

先生の言わんとすることわかるんですが、自宅からね、例えばオンラ○大学教育センター長（渡辺）

インのカボスに入って見たいと。そこには多分認証ていう操作が必要になると思います。

それは可能なはずですが。○萩原（工学）

メディア基盤センターには認証サーバというのをつくろうとしてます○大学教育センター長（渡辺）

んで。それができたら、そういうことも可能になるだろうと思います、基本的には。

それともうひとつ、学科で学内向けのアクセスの作動させるちゅうのは結構大変なこ○萩原（工学）

とで、工学部でも今電子工学科でされてるんじゃないかと思うんですけれども、ほとんどはもうメディ

ア基盤センターのパソコンを利用せざるを得ないんじゃないかという状況だと思いますんで。

そのあたり、メディア基盤センターと相談をしながら、利用しやすい○大学教育センター長（渡辺）

ものをメディア基盤センターに設定していただこうと思っています。
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メディア基盤センターに一括して設定してもらった方が心配が少ないんじゃないかと○萩原（工学）

思うんですけど。

一括して今度メディアセンターに置きなさいというと、いや、自分は○大学教育センター長（渡辺）

ここに置きたいんだという先生も出られまして、そのあたりは融通性を少し持たせておかないといけな

いかなと思ってます。で、ほとんどの方はメディア基盤センターを利用するようになるんではないかな

とは思ってます。

それでは、この辺で。ちょっとあとの予定が大分押してますので。○司会（岩部）
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（ ）９．ワークショップの記録 ９月１６／１７日実施分

残り２つのグループを３０分以内に、やっぱり１０分ずつでやっていきたいと思います。○司会（岩部）

それで、ちょっと予定がずれますけれども、２時にはバスが来ますので、おくれても１０分とか１５分

ぐらいが限界だろうと思いますので、最後の副学長の閉会の言葉あたりをちょっと縮めていただくこと

にいたして、おさめたいと思います。

それでは、順番はＡグループから順番にやっていただければと思うんですけれど、お願いできますで

しょうか。Ａグループの代表の方、よろしくお願いします。

私のシラバスを例に出しております。私はＡグループの滝野と申し、人文学部で、部○滝野（人文）

会としては史学部会に所属しております。

それで、私の例を出しておりますが、実は私のところのグループは、大きく３つのグループに分かれ

ておりまして、歴史学の私と、それから西洋史の岩崎先生、それから教育学部の音楽の系統の方お２人

と、それから医学部の看護学関係の方２人で、一つのグループになってるんですが、なかなかまとまっ

て話ができないというか、まあ、偏差が非常にあるということであります。

系列 人文科学 分野 歴史学 科目類型 総説

東洋史 ２ 滝野正二郎開設科目名 単位数 担当教官

講義開設期 開設時限 授業区分

対象学生 備考

授業の概要

１．日本が属してきた歴史世界が東アジア世界であったことを説明する。

２．古代東アジア世界を律する秩序であった册封体制と、中世におけるその変質について説明する。

３．東アジアの伝統秩序と近代世界システムとの齟齬および、後者による前者の併呑を説明する。

東アジア世界、中華思想、冊封体制、渡来銭、朝貢貿易、近代世界システム、侵略、変質検索キーワード

授業の一般目標

１．東アジア世界を前近代において律していた册封体制・朝貢貿易システムを理解する。

２．世界史／日本史の二分法、世界―アジア―日本（或いは世界―日本）の同心円的世界観を相対化する。

３．日本社会の置かれた国際環境を歴史的に理解し、日本史を孤立化させて考える視点から脱却する。

授業の到達目標

□○ 知識・理解の観点 古代東アジアの册封体制と中世におけるその変質を説明できる。

□○ 思考・判断の観点 「世界 「アジア 「日本」という地域を無限定に設定する不合理を指摘することがで」 」

きる。

□○ 関心・意欲の観点 歴史学あるいは東アジア史に興味を持つ。

□○ 態度・価値観の観点 １．既存の概念に疑いを持つ。２．近現代の世界観に疑いを持つ。

□ 技能・表現の観点

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第1回 【項目】オリエンテーション シラバスを読み、プ

【内容】担当教員の紹介、授業の目標と進め リントアウトして持

方、シラバスの説明、成績評価方法。 参すること

第２回 【項目】アジアと東洋

目 【内容】ヨーロッパとアジア、西洋と東洋とい

う言葉の成り立ち

第３回 【項目】東アジア世界

目 【内容】前近代の日本が属した世界＝東アジア

世界の説明
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第4回 【項目】古代中国における「文化」の構造と皇

目 帝制度

【内容】天子＝皇帝を中心とする境界のない求

心的世界

第5回 【項目】朝貢と册封

目 【内容】古代中国の「外交」儀礼

第6回 【項目】魏晋南北朝期の中国王朝と「東夷」諸

目 国

【内容】非漢民族王朝による册封の拡大

第7回 【項目】隋唐帝国を中心とする册封体制

目 【内容】册封体制の完成

第8回 【項目 「東夷」諸国の「小中華」意識】

目 【内容】朝鮮半島・日本における「ナショナリ

ズム」形成と東アジアの一体化

第9回 【項目】宋銭の流通と東アジア世界

目 【内容】東アジアの商業化

【項目】モンゴル帝国の拡大と東アジア世界第10回

【内容】東アジア世界の通交圏とモンゴル帝国目

第11回 【項目】明朝による朝貢―册封体制の再編と倭

目 寇

【内容】朝貢貿易システムと私貿易

第12回 【項目】日本の「鎖国」と清朝の「閉関」

目 【内容】日本の輸入代替

第13回 【項目】西欧列強の侵略と東アジア

目 【内容】東アジア伝統社会と近代世界システム

の衝突と浸透

第14回 【項目】近代日本の侵略と東アジア

目 【内容】征韓論から第二次世界大戦まで

第15回 【項目】期末試験

【内容】

成績評価方法（総合）

欠席は０回＝２０点、１回＝１５点、２回＝１０点、３回＝５点、４回＝０点を加点。５回以上失格

成績評価方法（観点別）

到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 意 態度・ 技能・ その他 評価割合（％） JABEE

理解 判断 欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ○ ○ 70 ○

小テスト・授業内レポート ○ ○ ◎ 10 ○

宿題・授業外レポート 評価に加えず

授業態度・授業への参加度 評価に加えず

受講者の発表（プレゼン ・授業内 評価に加えず）

での制作作品

演習 評価に加えず

出席 ◎ 20 ○

その他（ ） 評価に加えず

合計 100% 80%

関連科目

なし。プリントを配布する。教科書

『中国古代国家と東アジア世界』,西嶋定生,東京大学出版会,1983年参考書

『隋唐の国際秩序と東アジア』,金子修一,名著刊行会,2001年

『アジアの中の日本史』１～６,荒野・石井・村井編,東京大学出版会,1992年

『アジア工業圏と日本工業化1500-1900』,濱下・川勝編,リブロポート,1991年

『朝貢システムと近代アジア』,濱下武志,岩波書店,1997年

上記以外にも多数あり。授業中に紹介する。

メッセージ

連絡先・オフイスアワー

で、ちょっと私のところ最初に例を出しましてお話したいんですが、その主題というのは、もう要す
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、るにいろいろ違っていて、かなり問題があるということです。私の場合は東洋史を担当していますが

どちらかというと通史みたいな、そういう事実を述べながら学生にいろんな知識を与えると同時に、疑

問を感じてもらうという部分のところがあります。

それで、授業の概要としては、これこれの世界であったことを説明するとか、それから、変遷につい

て説明するとか、そういう説明するということでずうっと統一しておるわけですが、授業の目標として

は、今度は逆に、まず知識としては、こういうような事柄を理解するというふうにしております。その

一方で、そういうある知識を得たことによって疑問を感じてもらう。私どもの人文系の教官からいうと、

大学生が持たなくちゃいけない一番大事な教養ていうのは、人がこういうふうな、これはこういうもん

だぞというふうに言った場合に、いや、そうじゃないんではないかという疑問を持てという、簡単に信

用するなという、そういうところは非常に重要なところだというふうに思ってるもんですから、相対化

するとかですね、脱却するとかですね、そういうふうなあそこの例には入っていなかった、そういう一

般の目標を持って書きました。

そして、到達目標の件ですが、これは説明できるとか、それから指摘することができるということな

んですが、その３つ目の関心意欲のところで、歴史学あるいは東アジア史に興味を持つというふうに書

いてるんですが、ここにちょっと問題があるんではないかというふうに言われた場合もあります。それ

から、既存の概念に疑いを持つというところの、とかですね、近現代の世界観に疑いを持つというふう

に書きましたが、ここのところで渡辺センター長の方からですね、疑いを持つだけじゃあそれは評価で

きない。だから、疑いを持って、それを説明できるというふうにすべきではないかというような意見が

出されたとします。で、こういう表現のところですが、例えば音楽系の先生なんかですと、追及すると

、か、そういうようなことをやっぱり書きたくなる点が非常にあったりするんですね。例えば少人数で

学生との間で一緒にこう追求して考えていくていうことそのものも評価したいというふうな。それは評

価しにくくて、実際昨日言われたような点においては評価できないんですけれども、しかし、やっぱり

それを評価していくべきなんじゃないかと思ってしまう部分があるので、できればそういうのを考えて

いただきたいというように思います。あともう一つは、音楽系の場合、例えば、個人で指導される場合

があるというふうに、非常にそのときの指導のやり方とか、その学生の課題とかが非常に偏差がある場

合があって、そういうのを非常に苦労すると。シラバスで書くということになると苦労するという問題

が出されたりしておりました。

それから、私の場合は基本的に通史ですので、時代を追って、一番最初にオリエンテーションをやっ

て、それから一番最後が期末試験という形で、その間は大体時代を追ってずうっと行くということにし

ております。で、ちょっと時間がないのでそこの説明は飛ばしますが、問題は、その評価の方法のとこ

ろなんです。私の場合は、知識が非常に必要というか、理解するということが、やっぱり通史的に授業

をすると大切です。ただ先ほども言いましたように、知識を知ったことによって疑問を持つとか、そう

いうことも見ますので、定期試験が７０％、質問表の形式をとった小テストが１０％、出席を点数化し

て２０％です。出席に関しては、１回休むごとに５点引いていくという形で、４回休むと０点になると

いう、そういう点数化してみたんですが、そこも実は私知らなかったんですけど、渡辺センター長の方

から、ＪＡＢＥＥは出席を点数化するのはだめだというふうに言われた、点がですね、ちょっと知りま

せんで驚きました。

、で、ちょっと今も出そうかと思ったんですが、看護学、助産学の方のシラバスなんかですと、実は

私なんかと違う、違う意味で非常に知識を伝えるというような形なわけですね。で、それは同じ知識を

与えるというのもあるんですが、私の場合は、知識を知ることによって疑問を感じるというような、そ

ういう点を考えるんですが、助産学なんかですと、国家試験というのがありますので、非常に明確に知
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らなくちゃいけないという知識が決まっていまして、なおかつ、それを非常に明確に達成すると。なお

かつ、それを受ける学生の方も非常に明確にモチベーション持っているという点で、同じグループに入

りましたけど、全く違うというふうな点があったりました。それから、１５回て書いてますが、実はこ

の助産学の場合ですと３０回あるんだというようなことがあって、今年は改善されているそうなんです

が、そういう問題も出ておりました。

で、あと、一つ言いますと、歴史学で、例えば岩崎先生が西洋史をされてますが、実は歴史学でも授

業は全く違いまして、それ何が違うかと、題材が違うだけじゃなくて、私は通史的にずっと、世界史の

普通の授業みたいに通史的に古いとこからずうっとやっていくようなそういう授業をやってますが、岩

崎先生は、ホロコーストという一つの題材を使って、その題材をいろんな問題点からこう照射して考え

させるというような授業もされたりしてます。そうなってくると、シラバスの書き方も、特にこの授業

計画なんか見て、こういう問題点から見るとどうなるかと、そういうところが全く違うということにな

って、そういうときに私が本当思いましたのは、セッション６でしたっけ、ワークショップの６の標準

化っていうのは出なくてよかったなというふうに私は思いました。

以上です。

質問等を受けつけてると時間がなくなるので、私、ちょっと個人的に疑問に感じた部○司会（岩部）

分もあったんですけど、じゃあ一言だけ勝手に質問します。さっき疑いを持つという目標を立てられた

んで、それはどの部分で評価されるんでしょう。授業内レポートという部分ですかね。

いや、疑いを持つのは、実は、授業ではにおわせてはいるんだけれども、明確に教え○滝野（人文）

てない問題を考える、私は、日本とアジアというフレーズ、これこないだ出した試験なんですけど、日

本とアジアというフレーズがあるが、この言葉の抱えている矛盾をなるべくたくさん書けという、そう

いう問題を出したことがあるんです。よく日本とアジアというフレーズをよく言われるんですね、だけ

ど、実はよく考えてみるとおかしいんです、この言葉はですね。こういうのを問題に出してみたりして、

そういうところで見ておるんです。

わかりました。試験問題自体にそういう疑いを持つというのが入る。認証評価に疑い○司会（岩部）

を持つという、これも重要なのかなという。

Ａグループ ワークショップ活動報告

＜メンバー＞ 司会 西村順子 （芸術）

グループ発表者 ○滝野正二郎（史学）

岩崎好成（史学）

朴 成泰（芸術）

記録係 戸部郁代 （社会と医療）

記録係 山元公美子（社会と医療）

ファシリテーター 渡邉正（大学教育センター）

ワークショップ１日目の話題としては，主に「目標記述のための動詞」の使い方であった。例えば・・・・

○到達目標に「疑いをもつ」や「脱却する 「興味をもつ」という動詞を使ってみたが，このような動詞を使ってもよい」

ものか。

○芸術系の科目においてはどうしても広がりを求めてしまうので「追求する」という動詞を使いたくなる。練習を「重ね

る」という動詞も使ってみたが，この辺りの表現も検討していく必要があるだろう。

などであった。

ワークショップ２日目において，シラバスに記述する授業計画と成績評価方法を各自で考え作成した。我がグループは，

「史学 「看護 「芸術」といった多様な分野から集まった教官から成っているため，グループ内発表は，時間の都合上「史」 」

学 「看護 「芸術」から１例ずつ提示された。各分野の発表内容と発表後に討議された内容を，部分的に抽出して 下記に記」 」

す。
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「史学 （滝野先生）」

○昨日議論になった「疑問をもつ」という動詞は，まだ変更はしていない。自分の中では疑問をもってもらうことが目標で

あって，それを確認する必要があるかどうかは悩んでいる。

「疑問をもつ」という点を具体的にどのように評価するか。疑問を持っていることを何らかの形で表現する必要がある。→

○ 実際にはペーパー試験などで「日本とアジアという表現をされることがあるが，その矛盾点について指摘せよ」という

問題提起はしている。

試験で「疑問をもつ」と点を表現させているので 「既存の概念に対する疑問点を説明できる」という表現にしても→ ，

良いのではないか？

○「態度」の評価をする必要があるが，通史の授業をしているため，実際的には知識習得の確認をペーパー試験でみること

が多い。出席を点数化して（例えば全て出席なら＋ 点，１回欠席なら＋ 点，２回欠席は＋ 点 ・・と５点ずつマ20 15 10 ，

イナスしていき，５回以上は欠格とする ，出席点を加味している。）

の考え方では出席をするのは当たり前であるため出席点は加味されない。 の記入欄に点数を記すのは→ JABEE JABEE
おかしいのではないか。 のところに記さなければよいだろう。学則規定では，授業の３分の２以上の出席が必要にJABEE
なるので 「５回欠席は欠格」というのは規定に則した形になっており問題ないと思う。，

○教科書というものは使用しておらず参考書は論文レベルのものを使用している。シラバス上に参考文献を載せているが，

東洋史の文献は数が少なく，研究室にしかおいていないものも多い。読んで来なさいといっても難しい状況がある。

これからは講義ノートを 上に載せておくとよいのではないか。→ Web
しかし，全てを載せてしまうと，学生は授業でノートをとらなくなってしまう。授業を受ける緊張感も無くなってしまう可

能性もある。

教官から学生への一方的な講義だけでなく，討論であれば資料として 上に載せるのはよいだろうが，学生の人数が→ Web
人ともなると討議形態の授業は難しくなる。200

「看護」

○一般目標は全体を網羅出来るように抽象的なものにしているが，到達目標に関してはかなり具体的になっていった。とい

うのも看護の学生の場合，最終の目標として「国家試験の合格」があるため，最低限厚生省が示している基準をクリアし

ていかなければならないからである。私たちの学科では国家試験に受かるのは最低条件となる。知識の習得に関しての項

目が多い状況になってしまうので，どこまで具体的にシラバスに載せるべきか。

基本的に 年度版のシラバスは字数の制限がないので，基本的には自由にいくらでも書いてよいと思う。学部によっ→ 2004
て「国家試験」などの最終目標があるところ，ないところがあるため，シラバスの書き方も学部によって大きく違ってく

るであろう。

○「思考 「判断」についてはペーパー上で「状況設定問題」として挙げて学生の能力を評価していくことができる。実際」

には「助産技術学」や「助産学実習」という科目で実践能力をつけていくが，ここで示している「周産期看護学」は主に

講義中心なので 「ペーパー試験」もしくは「学外レポート」などにより評価する。，

「音楽」

○ 昨日，到達目標に「追及する 「練習を重ねる」などの動詞を使用していたが 「技術的トレーニングをすることが出来」 ，

る」や「中断せずに弾くことができる」などの言葉に変更した。その理由として絵画などになってくればじっくりと時間

をかけてよい作品が出来上がればよいが，音楽の世界に関して言えば，評価が「公開テスト」となり制限時間内に課題曲

を演奏し終わらなければならない。

〇音楽の場合，授業が個人レッスンであり，その子のレベルに応じて内容が変わってくるため，授業内容を 回に分けて15
書くことは出来ない。従って「授業計画（全体 」のところに内容を記載している。）

まとめ

医学・工学のように構造主義的な教育であれば評価視点が定めやすい。しかし、構成主義的な教育を主体とする人文系の

学部では明確な評価視点を定めるのは容易ではない。このように背景が大きく異なる各授業において明確な到達目標を示

すためには表現方法に工夫が必要である。到達目標＝評価視点という点を学生が授業前に理解できるようなシラバスの作

成を行っていく必要性がある。

今回のＦＤ研修では、改めてシラバス作成の意義と難しさを学習できた。

次のＢグループの方、お願いできますでしょうか。

教育学部の森岡です。部会は応用科学の部会に入ってまして、私自身の授業科目名は○森岡（教育）

技術概論です。
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シラバスだけだとちっちゃ過ぎてわかりにくいので、必要なところだけ抜いています。技術概論とい

いますのは、教育学部の教官がですね、この３人が持ち回りで、１５回を３で割って５回ずつという形

でやっております。それで、どういうことをやっているかというと、技術概論というのは非常に広いで

すので、エネルギーの問題、木材加工、木材の利用に関する問題、ロボット等の技術、ロボット等の最

近の動向に関する問題、あとコンピューターに関する問題、主にこの４つの範囲を３人の教官が持ち回

りで説明していくという形式です。

系列 応用科学 分野 科目類型

技術概論 ２ 岡村、森岡、古賀開設科目名 単位数 担当教官

年・前期 水３．４ 講義開設期 開設時限 授業区分1
対象学生 備考全（工・農除く）

授業の概要

技術とは何だろうか。よく聞く言葉ではあるが、その意味や内容は多様である。

本授業では、はじめに「技術」という言葉およびその用法について考察し、この後さまざまな分野における

技術の変遷や実例について概説する。

主な分野および内容は、伝統的な技術としての手加工（木材を中心とした加工）と最近の木材利用技術、

現代西洋技術の先端であるコンピュータ、現代社会を支えるエネルギー事情と核エネルギー、メカトロに

代表される機械の制御技術などである。

検索キーワード

授業の一般目標

本授業は、人と技術、人間社会と技術、環境と技術など、総合的な関わりの中で技術をとらえる必要を知

り、自分なりの技術をみる目すなわち技術論の形成ができるようになることを目的とする。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．技術を人と技術、人間社会と技術、環境と技術など関わりの中でとらえ

（認知的領域・達成目標） て説明することができる。

２．最近の木材利用技術について説明することができる。

３．現代のエネルギー事情を説明することができる。

４．最近のロボット技術，特にヒューマノイドの必要性を検証することがで

きる。

５．コンピュータの動作原理を説明することができる。

□ 思考・判断の観点 １．木材と環境問題の関わりを検証することができる。

（認知的領域・向上目標） ２．エネルギーと環境問題について推論することができる。

□ 関心・意欲の観点 １．自分自身のエネルギー使用量に関心をもち生活に問題意識をもつ

（情意的領域・達成目標） ２．工場以外でロボットがどのように活用されているについて関心を持つ

□ 態度・価値観の観点 １．将来の環境問題やエネルギー問題を主体的に考える

（情意的領域・向上目 ２．ヒューマノイドを製作することへの反対意見や自分なりの利用法を提案

標） する。

□ 技能・表現の観点

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第 【項目】オリエンテーション シラバスを読んでおくこ1
回 【内容】担当教員の紹介、授業の目標と進め と。

方、シラバス説明、成績評価の方法

第２ 【項目】技術と人との関わり

回目 【内容】

第３ 【項目】木材と環境、木材利用にみる技術の

回目 変遷

【内容】

第 【項目】最近の木材利用技術4
回目 【内容】

第 【項目】現代のエネルギー事情5
回目 【内容】

第 【項目】エネルギーと環境問題6



- 69 -

回目 【内容】

第 【項目】核エネルギー7
回目 【内容】

第 【項目】ロボット技術の概要 授業の感想レポート 途中でビデオを見せ8
回目 【内容】最近のロボット技術の動向を説明 る

第 【項目】工場を飛び出すロボット達の紹介 産業用ロボット以外のロ ロボコン参加の体験9
回目 【内容】農業用ロボット、アミュージュメント ボットを調べて、レポー 談等

ロボット トすること。

第 【項目】２足歩行ロボットの開発１ 人間社会へのロボット技 途中でビデオでビデ10
回目 【内容】ASIMO等の開発を紹介 術の貢献について説明す オをみせる

る （レポート）。

第 【項目】２足歩行ロボットの開発１ ヒューマノイドについて11
回目 【内容】動歩行の原理 のレポート

第 【項目】IC技術とコンピュータの発展12
回目 【内容】

第 【項目】コンピュータの動作原理13
回目 【内容】

第 【項目】コンピュータとプログラミング14
回目 【内容】

第 【項目】試験15
回 【内容】

成績評価方法（総合）

授業は複数の教官で行うため。成績評価は、それぞれの教官の採点を平均したものを使用する

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験）

40%小テスト・授業内レポート ◎ ○

60%宿題・授業外レポート ○ ◎ ○ ◎

授業態度・授業への参加度

受講者の発表（プレゼン）

・授業内での制作作品

演習

出席 欠格条件

その他（ ）

100% 80%合計

関連科目

教科書

参考書

メッセージ

連絡先・オフイスアワー

それで、一般目標は抽象的で、授業を通して人と技術、人間社会と技術、環境と技術など総合的なか

かわりの中で技術をとらえる必要を知り、自分なりの技術を見る目、すなわち技術論の形成を目指すと、

、こういうふうな非常に抽象的な目標を持ってます。全部やったら時間がありませんので、到達目標で

まず、知識と理解の観点。これは領域でいうと、認知的領域と達成目標だったと思うんですけど、例え

ば、技術と人間、人間社会と技術、環境と技術などのかかわりの中でとらえて説明することができる技

術をですね、あと、最近のロボット技術、私がこれは担当してますけど、特に足のところ、ヒューマノ

イドの必要性を検証することができる、こういうふうな話ですね。あと、思考と判断の観点については、

エネルギーと環境問題について推論することができる、こういうふうなことをやってます。原子力発電

とかですね、そういうふうな風力発電とか。あと、関心意欲の観点では、自分自身のエネルギー使用料

、に関心を持ち、問題意識を持つ。これは私の担当じゃないですけど、授業参加してますと、学生さん

前の時間用意してもらって、自分とこのアパートの電力量、請求書があります。あれを持ってきてもら
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って、自分がどんだけエネルギーを使ってるか、そのエネルギーはドラム缶にしたらどのぐらいだとか、

そういうふうなことをやっておられます。あと、工場外で、今最近介護ロボットとか、農業用ロボット

とかありますので、そういう活用について関心を持つと。あと、価値観については、情意的達成目標と

いうんですか、ヒューマノイドを制作することへの反対意見や自分なりの利用法を提案する。これは主

に文系を相手にしてますので、何ていうんですか、文学部の方なんかはこれ非常に恐ろしいていう、大

概恐ろしいって言っています。あと、自分なりの利用法なんかいうと、経済学部の方なんかですと、こ

れでビジネスをしたらこんだけ儲かるとか、そういうことをやってくれます。

あとまあ１回目は同じなんですけど、主に私がやってるところですけど、ロボット技術の概要、途中

でビデオを見せたりします。あと、授業の感想ですね、これは授業内です、済みません、ここ授業外で

してますけど。あと、工場を飛び出すロボットたちの紹介ということで、農業用ロボットとかアミュー

ズメントロボットですね。ここでは私、前職でロボットコンテストとかよくやってましたので、その参

、加状況とか、どこが難しいんだとか、体験談ですね。それでレポートとしては、今やってませんけど

来年は産業用ロボット以外のロボットを調べてレポートを提出することとか、そういうふうなタイトル

でやってます、やろうと思ってます。

おもしろいところは、先ほど言いましたけど、ヒューマノイドについてのレポートですね。これが毎

年いるんですが、１年、２年やりましたけど、やっぱり２年間でもちょっと動きがありまして、そんな

んやったらいかんていう人がだんだんふえてきてるのが、何か技術に対する不安感みたいな、漠然とし

た不安感みたいなのが、そんなんする必要ないという意見もふえてきてるような気がします。

あと、この授業は何で評価するかといいますと、もう授業内のレポートとか、授業外のレポートです

ね。これも機械的にレポートだったらこれですよと、さっき表に載ってましたので、やって、４０％と

６０％。出席は、欠格条件でちょっと書いてませんけど、４分の３ですかね、学校の規定に従ってここ

に書くつもりです。それと、これは教官がたくさんいますので、授業は複数の教官で行うため、成績評

価はそれぞれの教官の採点を平均したものとするということにしてます。

話では、やっぱりこういう専門の話にやっぱりしたんですけど、専門の科目ていうのはグローバルス

タンダードが決まってまして、私なんか機械工学科ですから、機械工学科の材料力学といえば、もうこ

れとこれとこれて決まってるわけですけど、こういうものはグローバルスタンダードの中になくて、先

生の中に絶対評価基準がある、昔の余りよくない時代の評価になると思いますけど、しょうがないかな

と思ってます。

以上です。

すばらしく広がりのある授業だというふうに感じさせられましたし、我々その授業の○司会（岩部）

カリキュラムを考える場合に、知識とか、そのあたりのところというのはある程度ちゃんと書けるかな

と思うんですが、情意目標というのをどうしたらいいだろうとちょっと困ったんですけど、今の授業を

見ると、その情意目標のあたりを非常に中心的になされていて、ああ、大学の中にこういう授業がある

んならば安心だなというのを本当に感じさせられました。どうもありがとうございました。

同じグループの者なんですけれども、先ほどもちょっと議論の中で私が言ったんです○朝位（工学）

けど、複数で教官をやってる場合、例えば、そこの成績評価方法観点別ていうところで、複数の教官が

、同じコンセンサスをとって、小テストが何パーセントとか定期試験が何パーセントか、大事ですけど

各先生で観点が違って、例えば、自分は、小テストは３０％でレポートは７０％とか、微妙にこう違う

場合にですね、その場合、この成績評価方法というこの表が、その担当教官分だけこうつくれれば、細

かいこうニュアンスが伝わるんじゃないかというふうなことがちょっと感じた部分であります。一応コ

メントとして。
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どうもありがとうございました。○司会（岩部）

次、Ｃグループの先生、よろしく。

理学部の中内です。数学のグループで、数学文科会なんですが、いつも顔を合わせて○中内（理学）

るメンバーばっかりなんで、昨日のアイスブレーキングもいきなり氷が解けていたという、今回の発表

者も、実をいうと、数学は平等なんでくじ引きで決めました。で、運悪く、くじ運の悪さを嘆いた私に

冷たい言葉をみんな一斉に合わせたというすごいチームワークのいいグループですけれども。

で、数学に関しては、共通教育の数学、理系の数学を皆さんやってるので、それをもとに、数学１と

いうやつなんですが、高校でもやってる一変数の微分と積分の授業です。時間もないことですし、もう

これは皆さんの、そのグループのメンバーの合議でつくった作品で、こういうのを余りやったことない

んで、きちっとしたこういうシラバスをですね。

系列 分野 科目類型

開設科目名 単位数 担当教官数学 I
開設期 開設時限 授業区分

対象学生 備考

授業の概要

理工系学問の基礎である微分積分学において、一変数関数の微分と積分を理解させ、計算方法を習得させる。

関数、連続、微分、積分、微分係数、導関数、不定積分、定積分 ・・・検索キーワード 、

授業の一般目標

一変数の微分積分学の基本的な概念を理解し、計算方法を習得する。微分法・積分法、合成関数の微分法、部分

積分の公式など、微分積分学における様々な概念や手法を理解し、習熟する。さらに、それらの概念の理解をも

とに、理系分野における様々な分野の問題を解決できるような応用力を養う。

授業の到達目標

◎ 知識・理解の観点 １．三角関数、指数関数、対数関数など、初等関数の基本的な取り扱いや計

算が正確にできる。

２．微分法の基本的な概念を理解した上で、合成関数の微分法、ライプニッ

ツの法則、テイラー展開など、微分法の基本的な方法に習熟し、正確に使用

することができる。

３．定積分、不定積分の基本的な概念を理解した上で、部分積分の公式な

ど、積分法の基本的な方法に習熟し、正確に使用することができる。

◎ 思考・判断の観点 １．論理的な思考過程を通して、問題に取り組むことができる。

２．理解できた部分と理解できない部分が明確に識別できる。

◎ 関心・意欲の観点 １．何事にも興味をもち、自ら進んで新しい概念に取り組むことができる。

２．理解できない部分を理解できるまで考え抜く集中力と忍耐力をつける。

３．数学のさらなる勉学意欲をもつ

◎ 態度・価値観の観点 １．新しい概念を知り、驚き・喜びを感じ、感動を覚えることができる。

２．数学の必要性を再認識し、より高度な数学に興味をもつことができる。

◎ 技能・表現の観点 自分の思考過程を正確に人に伝えることができる。

□ その他の観点

授業計画（全体）

・これから学ぶこと、高校の復習、実数の性質

・数列の極限

・関数の極限と連続関数

・微分係数と導関数

・微分に関する基本的な法則（合成関数の微分法、ライプニッツの法則）

・三角関数、指数関数、対数関数、逆三角関数などの微分

・高次導関数

・平均値の定理

・テイラーの定理

・微分法の応用

・不定積分

・積分に関する基本的な法則（部分積分法、置換積分法）

・有理関数の積分

・三角関数、指数関数、対数関数などの積分

・定積分

・広義積分
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・積分の応用

なお、以下に注意のこと。

（１） 各項目において、適宜、問題演習の時間をとることがある。

（２） 微分法が終了した段階で、中間試験を行う。

（３） 積分法が終了した段階で、期末試験を行う。

（４） 適当な時期にレポートを課す。

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第 【項目】1
回 【内容】

・ ・

・ ・

・ ・

第 【項目】15
回 【内容】

成績評価方法（総合）

２回の試験（中間試験と期末試験）とレポート、および講義中に適宜行う問題演習の取り組み状況により、以下

の割合で総合的に判定する。

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ○ ○ ％ ○80
小テスト・授業内レポート

宿題・授業外レポート ○ ○ ○ ○ ○

授業態度・授業への参加度 ％ ○10
受講者の発表（プレゼン）

・授業内での制作作品

演習 ○ ○ ○ ○ ○ ％ ○10
出席

その他（ ）

合計 ％ ％100 80
II関連科目 数学

教科書

参考書

メッセージ

連絡先・オフイスアワー

で、まず、概要とか目標とかはちょっと時間の関係で飛ばさせていただきます。要するに微分と積分

に関しては、概念の理解ていうのが一つ、それと、計算方法などの技術の習得というもう一つ、その

２つに関しての項目を書いたということです。

で、多分特徴あるのは、このあとの到達目標の真ん中辺の思考判断の観点あたりからだと思うんです

けど、数学というのは、まず技術ていうのもありますけど、計算方法の習得とかありますけど、まずわ

かるということが重要だと思うんですね。技術の習得だったら、それは、問題は解けるかもしれません。

でも、実際に社会に出たときに、何か要するに、今まで出会ったことのない問題をどう解決するかとい

うときは応用力が必要になります。それは自分がわかってるということが前提になります。そういう問

題、そういうことは重要だということに関して、思考判断の観点では、まず数学ていうのは、数学って

題材を通して、まず論理的な思考過程を通して問題に取り組むことが一つですよ。それと裏腹なんです

けど、要するに、理解できた部分と理解できない部分があり、明確に識別できる。これはもう学生がど

こがわからないのかわからない状態ていうのが一番、これが根本的な問題なんで、それがちゃんとわか

るということで、もう半分問題が解決したもんだと思う。そこがよくわかってるということが判断の基
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準です。

、それから、関心意欲の観点に関しては、要するに、もう数学だと嫌だなていうのがあるんですけど

要するに、そこは教師の側の取り組み方によって、せっかく大学に来たわけですから、内容等にも興味

。を持ってみずから進んで、新しい概念に触れたり、みずから取り組むことができるてというのが一つ

それから、２番目は、だから、理解できない部分はやっぱりしんどいんですね。超えなきゃならない

ところは、どんなおもしろい分野でも超えなきゃならんとこはあります。数学は特に超えなきゃならな

、い柵が大きいんで、そこはもう仕方ないんですね、本人幾ら後押ししたって、ある程度努力をしても

ある程度は本人の力によって超えてくれないと。そういう意味で集中力と忍耐力、昨日学長先生の言葉

にあったと思うんですけど、要するに５分集中力が続くか、だから、講義に来てじっと聞いて、集中力

をつけて、まあわかるわからないは別として、ちゃんと聞いて、何か頭に残ってるかどうかというのは

それでいいと思うんですけど、それが１０分、１５分と続けばいいわけで、それがちゃんとできるかど

うか。

それから、３番は、数学のさらなる勉学意欲、まあそれはちょっとさっきの新しい概念とか関連しま

す。それから、態度価値観の観点ということに関しては、これもちょっと理想論になるかもしれないで

すけど、新しい概念つくったときに、まあ自然科学の一番の基本だと思うんですけど、何で、どうして

なのかというのが多分学問をやるときに一番根本だと思いますが、それにこういうのが解けておもしろ

い、こういうことが楽しい、そういうことを多分中学、高校ではテスト、試験勉強ばっかりだと思うん

で、そういうことがわかるようになる、わかるよと。だから、そういうことを判定してあげたいという

のがこの項目に入ります。で、またより高度なという同じような、さらなる勉学ていうことですね。

それから、最後の、この技能表現の観点というのは、思考、論理的な思考ていう、自分の考え方とち

ょっと密接に関係するんですけど、それを正確に人に伝えることができる表現力です。だから、数学の

勉強して、世の中の役に立つのかとよく聞かれるんですけど、要するに、人前でちゃんと論理的に例え

ることだけでも多分重要だと思うんですよ。それは世の中へ出て一番役に立つことだと思うんで、だか

ら、数学を通してそれが学べればいいわけで、それも判断の対象にしたい、まあ、特徴的にはこういう

ことで。

それと、あとですね、授業計画なんですが、授業計画が、週単位ごとのシラバスになってるんですが、

グループの討議の結果、あえてこういう形にさせていただきました。というのは、数学、このシラバス

のフォーマットなんですが、多分私の考えもあるんですが、大学の授業というのは、さっきも出てきた

。ように、技術、ハウツーを教える分野と、それから、要するに、なぜという学問を教える部分がある

どの分野もそれが何パーセントかで混じっておると思うんですが、理系に関しては、多分１００％技術

っていうのが、資格試験とか受けるハウツーを教える科目だと思うんですが、その対極にある１００％

なぜっていうところをまず中心にしたいというものが数学だと思うんです。で、そういう科目に関して

は、このシラバスはちょっと書きにくいです。多分わかるというのは、その週わかったていってわかる

もんじゃないです。もう学生とレベルに応じて、どんな学生が来るかわからないですし、わからなさそ

うかなと思ったらレベル下げますし、ゆっくりやりますし、わかってたらやりますし、臨機応変という

のが重要です。だから、そういう意味では、このシラバスの書き方だと、逆にシラバスに足を引っ張ら

、れるところでありますんで、だから、我々としては、項目は出して、で、ただし、この項目の順番で

多分数学はもう道のりが、テキストもありますし、わかりますから、ある程度の予測はどこまで行くか

ていうのはわかると思うんで、こういう形で。で、中間試験と期末試験は微分、積分それぞれ半分あり

ますので、それぞれ終了した段階で試験を行うと。で、適当な時期にもレポートを出すという形にして

ます。
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最後の成績評価はちょっと自信がないんですが、レポートと定期試験、レポート、研修ていうのに８、

１０、９、１０という形でそれぞれ丸つけたことに関しては、さっきの情意目標でしたっけ、こちらの

方にも丸が、さっきの観点の、あるいは技能表現ですかね、関心意欲の方にも、レポートとかそういう

面で汲み取れることはできるだろうというので。

大体以上です。

ありがとうございます。○司会（岩部）

質問というか、多分次のＤグループ、大島先生が話されると思うんですけれども、い○小柳（工学）

ろいろ目標を上げられてますね、こうなってほしいというか、その問題の。それの挙証ていうか、それ

を証拠づけるっていうのはできるんですか、評価は。

客観的な成績評価ということですね。それは正直言って、まだ私らも、我々のグルー○中内（理学）

プでは、どういう形でというにはまだちょっと時間がなかったので、考えてません。

ちょっとそこをですね、やはりそこ、到達目標は多分挙証ができるものしか上げられ○小柳（工学）

ないという、例えば第三者が評価する場合のことを考えると、要するに、あとの評価のところとリンク

した話を。ですけど、教官側は別にそういうきちっとして評価しないんだけど、こうなってほしいとい

うメッセージをね、書きたいですね、そこにね。本当はこういう知識で、これらの最低限が試験に出る。

チェックするんだけど、それ以外のことになぜというのもね、こう考えてほしいとか、それは多分試験

では取り上げないと思うんですけども、やはりこうなってほしいとか、そういう要するに学生向け、評

価者向けじゃなくて学生向けにね、何かそういうメッセージを込めるということはできるんですか。だ

けど、それを書きたいですよね 、観点別にね。。

お気持ちよくわかります。結局、非常に挙証しやすい部分と挙証ができない部分てい○司会（岩部）

うのがあるわけですよね。で、最終的には総合的に評価するというような形で何とかせざるを得ないん

じゃないかと。この例えば態度とか、そういう部分を、そこだけ取り出して、きっちり兆候を出すとい

うわけにはいかない部分がどうしても出てくると思います。

ただ、先生おっしゃった、人前できちんと説明できる、それは多分そういうふうな試○小柳（工学）

験ていうか、対面試験みたいなことをやればできる。だけど、それは考えてないですね。

いや、例えば、それは具体的にすると。ただし、それを客観的にどこまで客観的とい○中内（理学）

われると、主観が入る訳ですよ。それはだからもう何とかコンテストと同じですね。それは審査員のそ

のときの審査員によりますし、だから、客観的というのはどこまで客観的というのはわからないと思い

ます。だから、もうそれはそれで、そういう授業でこういうことを出すんだからというのを事前に言っ

とけば、それはそれでいいんではないかと私は思うんですけど、これで判断すると。だから、それはい

いんじゃないかなと思うんですけど。

今のお話なんですけども、はかれないていうものはないと思うんですね。○大学教育センター（植村）

ただし、今おっしゃってたように、主観的な評価というか、客観的な基準のないものにならざるを得な

いんですけれども、しかし、これではかってるんだよという言い方はできると思いますし、それで、は

かっていただきたい。さっきはメッセージとおっしゃいましたけど、そういうものをどんどん盛り込ん

でいただいて結構です。どうやってはかるかは、いろんな形で間接的にはかるしか多分ないんでしょう

けども、そういういろんな形、例えば演習なら演習で、自分の思考過程が出てきたら、こういう人はち

ゃんとものが考えられているなあとか見えるとか、そういうようなところでやはりその記録を残してお

いて、最終的に成績に反映させると。そういういろんな手法があると思うんです。

で、前もちょっと言ったんですけど、例えばどういうのがいいのかというと、自分で問題をつくらせ

るとかね。割合に総合的に判断するためには、こういう問題を別につくってみなさいとかいうような形
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にすると、割合いろんなものがはかれたりするという話もしたんですけれども、工夫の余地はまだまだ

あると思います。

ですから、はかりにくいんですけど、はかれないものはないし、そういう希望というようなものはど

んどん入れていただいた方がいいと思うんです。

どうもありがとうございました。数学という分野で、すべての部分を目標として網羅○司会（岩部）

しているという、まあ、ちょっと新鮮な驚きを感じています。

Ｃグループ ワークショップ活動報告

我々のグループ は理学部の安藤良文、中内伸光、宮澤康行、工学部の柳研二郎、教育学部の佐藤好久の 名で構成されC 5
全員が数学を専門としている。

共通教育の同じ部局会に所属していて、日ごろから顔を会わせていることもあって、アイス・ブレーキングをする前に溶け

てしまっていた状態であった。 では、司会（柳 、報告者（中内 、記録係（佐藤）を決めて、後は、いつも通りの雑談でWS1 ） ）

終わった。それ以後のワークショップでは、シラバスを作成することで、授業運営の仕方や成績評価の仕方を考えていった。

共通教育では、主に「数学Ⅰ」を担当することがあるので 「数学Ⅰ」に統一してシラバスを作成することにした。この科目は、

ほとんどの理工系の学生が履修していて、対象学部や担当教官によって、その内容が少しずつ異なっていたりする

そのため、この では、一般的な工学部を対象とした科目（内容：一変数関数の微積分学）のシラバスを作成し、意見交WS
換をすることにした。

実際の評価を考慮しながら到達目標を設定するということは、新鮮なことであった。知識・理解、思考・判断の観点から目

標を設定することは、これまでと変わりはないが、関心・意欲、態度・価値観、技能・表現の観点といった情意的領域での目

標を設定することは、ある意味、我々が望んでいることでもあった。高度に抽象化がなされた数学では、概念や技術の習得だ

けでなく、論理的思考の哲学というものを学生に学んで欲しいと思っていた。そのことが、これらの目標で学生に明示される

ことは意義のあることだと思われる。このようなことを確認しながら、到達目標について意見を交換し、理解を深めていっ

た。

その次の では、授業計画と成績評価方法について各自が考えたものを発表し、議論した。主催者側から提示された授業WS
計画についての案では、全体的なものと授業単位（週単位）のものを作成することになっていた。しかし、数学では、授業単

位で計画を立てることは困難であり、相応しくないと判断した。数学のような、概念を一つ一つ理解し積み重ねていく学問で

は、学生の理解度を確認しながら授業を進めていくべきである。週単位の計画を立てて、シラバスに沿った授業をすることに

なれば、シラバスに縛られてしまい、教育的効果・配慮の欠如したものになる。このように判断して、全体的計画だけを作成

し、その中に学習する内容を明記することにした。その後、到達目標にあわせた成績評価方法を考えて、意見を出し合った。

最後の全体の で、中内が我々の考えを報告した。 （文責 佐藤）WS

では、次に、Ｄグループの先生、よろしくお願いします。

Ｄグループは物理学グループです。メンバーはここに書いてあるとおり８名のメン○大島（工学）

バーで、私、大島、工学部機能材料工学科の大島が代表させて発表いたします。手短につくったもので

すから、余りいいできではないんですけども、今日今までのグループの発表を聞いてると、我々理系の

問題点であろうかなと思った疑問と技術に関する問題ていうのが、実は理系に限らず、文科系の問題で

もあるいうことを学びました。

それから、今回のこのゼミでは、目標というものをちゃんと設定して、それに対してどう評価するか

というところの手法というのが、我々教官側のアプローチの仕方というものを考え直しなさいというよ

、うな、そういう指導を受けて、物理学グループとして、例えばこういうような、例えばできが悪いよ

ここが問題じゃなかろうかというようなことをこの２日間に一生懸命討議しました。その結果を、物理

の中の私の担当する物理学実験という科目を通して発表、御報告いたします。

系列 分野 科目類型

物理学実験 ２ 大島ほか開設科目名 単位数 担当教官B
前期 金曜 実験・実習開設期 開設時限 授業区分5-8

対象学生 備考機械、応化、社建

授業の概要
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物理学実験と化学実験授業は対になっています。クォーター（６回）ずつ物理実験と化学実験を交互に行いま

す。物理学実験では、高等学校レベルの物理学の知識を基に、力学・熱力学・光学・電磁気学などの基礎的分野

から、６テーマの実験を行い、実験結果の整理・解析とレポートの作成を行います。

物理学、物理学実験、基礎物理学、検索キーワード

授業の一般目標

物理学実験では、力学・熱力学・光学・電磁気学の分野における基本的な物理現象や原理・概念を説明できるよ

うになることを目標とします。さらに 「ものづくり」のための基礎技術と、初歩的な技術作文の書き方を身に、

つけます。

授業の到達目標

■ 知識・理解の観点 ６テーマの物理実験の原理について説明できる

仮説・仮定をたてて、それを実証・検証するという手法を身につける

技術作文ができること。

■ 思考・判断の観点 自然現象のすべては物理現象に基づいていることを実感する

■ 関心・意欲の観点 身の回りに起こる現象について 「なぜ？」という疑問を抱くようにする、

□ 態度・価値観の観点

■ 技能・表現の観点 実験指導書で説明している測定機器について扱えること、

■ その他の観点 チームワークの方法と技術について、創意工夫を行う。

授業計画（全体）

物理自学実験Ｂでは、下記の１４テーマの実験課題の中から６テーマを選んで実験を行います。どの６テーマを

行うか、その順番で実験を行うかについては、実験グループによって異なります。物理学実験の掲示板に張り出

される実験予定表をよく見て、自分の行う実験を確認してください。

授業計画（授業単位）

回 日 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

数 付 指示等

第 初日 【項目】ガイダンス あらかじめ実 物理学実験 の1 HP
URLhttp: / /web.cc .yamaguchi-u .ac . jp回目 【内容】物理学実験の単位に関する説明、 験指導書を購

/~physicsj /実験実習の基本ルールの説明 入しておくこと

第２ 【項目】実験Ａ ボルダの振り子を使ったA1
回目 重力加速度の測定

【内容】

第３ 【項目】実験Ｂ ヤング率の測定A2
回目 たわみの方法

【内容】

第 【項目】実験Ｃ 表面張力の測定4 A3
回目 Jollyのばね秤による方法

【内容】

第 【項目】実験Ｄ 電流による熱の仕事当量5 A4
回目 の測定

【内容】

第 【項目】実験Ｅ 線膨張率の測定6 A5
回目 【内容】

第 【項目】実験Ｆ 交流の周波数の測定7 A6
回目 【内容】

第 【項目】実験Ｇ 導線とサーミスタの抵抗8 B1
回目 の温度特性

【内容】

第 【項目】実験Ｈ ダイオードとトランジス9 B2
回目 タの特性

【内容】

第 【項目】実験Ｉ オシロスコープによる10 B3
回目 波長観測

【内容】

第 【項目】実験Ｊ 電子のｅ／ｍの測定11 B4
回目 【内容】

第 【項目】実験Ｋ 回折格子による光の12 B5
回目 波長の測定

【内容】

第 【項目】実験Ｌ ニュートンリングの実験13 B6
回目 【内容】

第 【項目】実験Ｍ プリズムの屈折率の測定14
回目 【内容】
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第 【項目】15
回目 【内容】

成績評価方法（総合）

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験） － － － － － － － －

小テスト・授業内レポート － － － － － － － －

宿題・授業外レポート ◎ ◎ ◎ ％ ○☆ 50
授業態度・授業への参加度 ○

受講者の発表（プレゼン） ◎

・授業内での制作作品

演習 － － － － － － － －

出席 ◎ ◎ ◎ ％ ○50
その他（ ）

100%合計

基礎物理学関連科目

物理学実験指導書教科書

参考書

メッセージ

0836-85-9611連絡先・オフイスアワー 毎週 金曜日 正午～午後０時５０分 連絡先 大島

まず、物理学実験の大きな特徴ですけども、これについて若干御説明をいたします。いろいろ細かい

ことあるんですが、大ざっぱに２点御理解いただいた上で次を見てください。一つは、実験回数が６回

です。で、その６回の実験を１２０名の学生が、２人もしくは３人のグループを組んで、ですから、大

体６０グループの実験テーマといいますか、グループが一斉に実験をいたします。で、６回の授業です。

評価基準は、出席が５回以上、風邪を引いた、あるいはどなたか御不幸があったなどなど、避けようの

ない理由があるでしょうから、１回ぐらいは休んでいい。でも、レポートは全部出しなさいというのが

評価基準です。これが６割なのか８割なのか、マキシマムなのかというところを我々はもう一度考え直

さなきゃいけないということを私は今回学びました。

、それから、もう一つの特徴は、科学実験と同時に開講いたします。どういったものかといいますと

授業１５回のうち、半分ずつ割り振って、１２０人ずつ、こうがさっと入れかわりながら、物理を６回

やったら、次に科学を６回やる。最初に科学を６回やった人は後半に物理を６回やるという、まあク

オーター式でやっております。

では、物理学実験の雰囲気をちょっと見ていただきたいんですけども、これ後ほどちょっと紹介させ

ていただきたいんですが、実はＷＢＴとシラバスをリンクさせたいというようなお話が午前中にあった

と思うんですが、そのＷＢＴ側にも物理学実験として対応すべく、２年間、２年来、前からいろいろ準

備を進めております。これ、内容についてはまた後ほどちょっと触れさせていただきます。本筋から離

れないようにですね、物理学実験の授業の雰囲気をこれで見ていただいて、こんな感じで６０テーマの

物理学実験というのが一斉にどーんと６人の教官でやってるというのが授業の実態でございます。

さて、そういった授業に対するシラバスをどうやってつくるかというところでいろいろ悩んだところ

でありますが、問題は、今日皆さんがやっている目標の設定の仕方であろうと思います。で、一般目標

としては、もう大ぶろしきに書かざるを得ないだろうと。で、今回は、私は、ですから、力学、熱力学、

それから光学、電磁力学などなど、物理学の基本的な分野にまたがって、現象や概念を、従来は理解で

きることをという目標を立ててます。それではだめだよというので、じゃあ、それをどういう表現した

らいいんだろうかについて、説明できるようになることを目標とします、と置き換えました。
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それから、工学部ですので、ものをつくって何ぼの世界ですから、そのための基礎技術、ノギスをは

かる、使うですとか、オシロスコープを使うですとか、そういった簡単な技術、それから、ここはもう

、メッセージの部分なんですけども、技術作文も、作文も実は技術の一つなんだよということを伝えて

そういったものを身につけます、ということを伝えたい。

で、今日、今ちょっと急に編集したんですけども、最初の御発表で脱却するという言葉をいただきま

。したので、そういう表現が可能ならば、我々はさらにこういうことを実際は加えたいなと思いました

丸ぺけのドリル式の学習方法から脱却してくださいと。高校生は今まで答があって、それに対して正確

出したら丸、で、出さなかったらぺけという学習をやってきた。でも、本当はそうじゃないでしょ、答

えはないじゃない、そこに到達する過程が大事だよ。あるいは、そこに到達、もし間違った答えを出し

。たとしても、なぜ間違っていたかを検証することが大事だよというような学習の過程を大事にしたい

でも、これは、今回の勉強では実は盛り込めませんでした。というので、一つの問題点というのは、こ

ういった過程を大事にしたいのをどう表現するかというのがあると思いますね。

それから、何とか盛り込んだんですけども、周りの現象に疑問を抱くというのは、歴史の世界でもそ

れが重要だよというのを今日勉強したんですけども、物理の世界でも全く同じです。ここにマウスがあ

ります。で、手を離すと落ちます。これは物理現象です。たったこれだけのことを学生たちは物理現象

として見ない。だけど、これを見てほしいというのがあります。で、そういったものをどうやって評価

に盛り込みますかというところが、やっぱり難しいんだなというのがわかりました。で、先ほどチーム

リーダーの小柳先生からメッセージがありましたけども、その教官が学生に伝えたいメッセージという

、ものをどうやって盛り込むのか。それから、先生のメッセージで、それを評価するのは難しいけども

、評価できるだろうというコメントをいただきましたけども、我々としては、他力本願ではありますが

じゃあ、難しいところの評価方法をスタンダードを、例えば大教センターの方でつくっていただきたい

というような要望が上がってまいりました。

さて、今回勉強したもう一つの点は、目標に対して、どうやって評価しましょうかというのでこの評

価の欄を考えてみたんですけども、実験ですので、出てくるものはレポートしかありません。それから、

出席回数を数えるという、その２つの項目しかないので、そのようで欲張っていっぱい挙げた目標をど

うやって評価しようかというのが、実は問題だなというのがわかりました。

ですので、願わくは、勉強した、例えば、昨日の講義では精神運動的領域の中に技能という達成目標

が入ってたんですけども、どうもお話を聞くと、それは、プレゼンテーションのような技能を指すらし

いんですけども、我々理系の教官としては、ぜひ作文技術ですとか、あるいはそういう技術そのものを、

技術表現の中に盛り込んで評価したいというものであります。現場サイドの声ということで。

というので、大体がこれが物理学グループのお話です。

それから、済みません。お時間をちょっといただいて、先ほどの物理学実験のグループコンテンツの

方の紹介をちょっと簡単にさせていただきます。

まだ、制作途中ですので正式にＷｅｂにアップロードをしてないんですけども、現在こういったもの

をつくっております。これは、今後のシラバスの動き、使い方にも大きく関係するところだろうと思い

ます。

今ちょっと見ていただいているのは何だというと、我々物理学の予習用のコンテンツとしてつくって

るところです。例えば、オシロスコープのような波形観測という実験がありますよというと、ここを大

体、今４分ぐらいのファイルなんですけども、これを学生に見させて、本当は音声あるんですが、今日

はカットしてます。これを、学生が見て、実験の予習を自宅でしてくるように、あるいは自宅でしてほ

しいという使い方をしようという考えでございます。すると、シラバスのここの項目に、リンクの項目
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に、例えば、この実験項目が予習というような意味にかかわると、ただ、ここにストレートに飛ぶよと

いうような使い方がひとつはあるだろうなという気がしました。展開が見えました。

そうなってくると、シラバスのつくり方っていうのは、もっとダイナミックにかわるんだろうなとい

うので、ＷＢＴとシラバスが絡んだときに一体シラバスってどんな使い方がいいんだろう、あるいはど

んなふうに使うとおもしろいんだろうというようなことも、私、個人的にもおもしろいなと思ったんで

す。以上です。

どうもありがとうございました。授業評価のところで、レポートと出席というのが○司会（岩部）

５０％、５０％になっておったけども、出席というのは、単なる講義に出てきて座っているのとは全然

意味合いが違うんですね、実験の場合というのは。

はい、違います。○大島（工学）

だから、そこ辺の評価というのを、単に出席５０％というのは、ちょっと何か意味合○司会（岩部）

いが違うかなという、個人的に思ったんですが。

評価が違うというのはどういう。○大島（工学）

だから、普通にその講義に出ただけで５０％の評価の割合を与えてるというのと、こ○司会（岩部）

の実験に出てきて５０％というのは随分違うわけですね。

これは、どういう意味合いかというと、評価の最低基準として、出席を最低５回とい○大島（工学）

、うのを課してますので、それに対する評価点を与えている。これを意味するところは、レポート点と

それから、出席点です。例えば、５０、５０で割り振ってるということはフィフティー・フィフティー

ですよという、非常に甘いつけ方ですね。裏をかえしてしまえば、これは、底上げですよ。もう出席に

ちゃんとあれば、５０点も自動的に、さらにレポートで評価が乗れば、成績が上がりますよというよう

な、そういう見方もできるわけです。実は、そういうつもりじゃないんです。つもりじゃないんですけ

ども、ここは何％で割り振るかというのは議論の余地があるとこだと思うんですが、ここで私は表現し

たかったのは、むしろこの２つしかないんだよ。この２つにどうやって、こういうさまざまな項目を盛

り込んだらいいですかということが問題として見えてきましたということをお伝えしたいです。

先ほどのお話なんかで、ＪＡＢＥＥに引っかかるという点はどうするんですか。出席○滝部（人文）

点は全部ＪＡＢＥＥに引っかかると言われたんですけど、だから、今、岩部先生が言ったのは、物理学

実験における出席というのは全然違って、例えば、別の項目で出席ではなくて、今実習とか何かそうい

うのに値するように項目をつくらないと、ＪＡＢＥＥに引っかかるんじゃないかという感じもするんで

す。

その点に関しては、今日ちょっと初めて私聞いたので、明快な答え持ち合わせてはい○大島（工学）

ないんですけども。

ＪＡＢＥＥとの関連ということでいうと、出席権を与えたからＪＡＢＥ○大学教育センター（植村）

Ｅそのものに引っかかるということではないと思います。そこで、ここでの問題は、要するに実験です

ので、例えば、実習、演習とかという項目に、例えば実質的な出席という評価の部分を角度からできな

いかということです。つまり、実験に参加しているという、あるいは体験していると、そういうところ

で点数を出しているんだよという考え方はできないかということです。

だから、ここの項目の立て方が悪いのかもしれませんが、そういうことです。

それから、ＪＡＢＥＥだけじゃないんですけども、一つの問題は、講義型の授業の場合は、その出席

点というのはやっぱり問題があるというのは、出てるだけで点数をあげるというのは、これはちょっと

筋が通らないだろうと。ＪＡＢＥＥとの関係で問われるのはそこだと思います。例えば、こういう実習

をしたりするような授業は出てるだけも意味があるので、点数をあげても構わないんですけれども、普
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通の講義に出てましたということと、何か達成をしたということとの間に、相関がなかなか見出せない

だろうと。例えば、それでいうと、関心とかというものも資料に上がるんですけれども、ＪＡＢＥＥの

考え方、これから先の達成評価の考え方からいきますと、授業管理をして、出席管理するのは当たり前

であって、授業に出てきているから関心が高いという言い方はできないだろうというところまで来てい

るんで、できる限り、その出席の加点をするという場合には、何で加点しているんだということを、ち

ゃんとここで説明できるような形にしないときついということです。

ＪＡＢＥＥそのものが出席点を禁止しているというわけじゃありませんが、出席点はＪＡＢＥＥのや

り方で問われますと非常に説明がしにくい点数であるわけです。この場合も多分そうで、それだったら

実験に関する参加点、そのような形で、その他の項目でもいいですし、演習という、演習といったらち

ょっとまずいですね。演習、実習とか配点とか、そういうようなものをやらなければ多分いけないんだ

。ろうと思いますけども、そういう項目で点数を出された方が筋が通りやすいというのはわかりやすい

ただ、ここには設定項目がありますのは、実は、本来的には私たちは消しただけですね。消しただけ

ですと、現状としてこれを消しますと成り立たない授業というのはたくさんあるんですよ。だから、出

ているだけです。そういうわけであって、本来の単純な出席で加点しているんでないものは別の項目で

できるだけ書いていただきたいというのは、我々の主旨、その方が説明しやすいということです。

やっぱり、今のはやっぱり実習かなんかに。○滝部（人文）

そうですね。だから、演習というところの項目をもう少しふやして、実○大学教育センター（植村）

習とかもあそこに書けるようにする。

ただ、参加点というのはいいんですよ。例えば、こう議論をしていて、話を聞いていて、そこで一緒

にやりましょうと。ただし、参加度をどうやったんだという問題があります。全員が、だから参加して

いるわけでなくて、寝てると参加してないわけですから、そういうことも含めて、どうやったかという

問題があるんですけれども、参加点というのは結構です。

Ｄグループ ワークショップ活動報告

Ｄグループ：増山、南、三好、小柳、大崎、西藤、大島、荻原（名簿順）

・報告

講義を参考に、各自、自分の授業のシラバス作成に取り組んだ。その中で疑問、問題点について提起され、議論を行った

が良い結論は得られなかった。それらを以下に列挙する。

・目標の関心・意欲の「関心を持つ」をどのように評価、チェックするか？他の目標についても同様であるが、挙証を具

体的にどのように行うべきか難しいものがあり、目標に挙げにくい項目がある。

・工学部の授業では思考・判断に該当する項目はないのではないか？（例題、応用問題を解かせるものは思考・判断には

ならないとの説明があったので）結局、全て理解・知識に入るのか？

・技術レポート（ある書式で分かり易く科学的に）を書く技術は、技能・表現に入れても良いのではないか？

・各目標にメッセージを入れたいが、挙証が難しく入れにくい。メッセージをどう使ったらよいか？

・専門外（他学部など）の学生向けの概論などについては、深い理解などの多くのことは望めないので、到達目標が書き

にくい。

・前回履修したが単位を取得できず、再履修する学生の出席をどう評価するか？前回の出席の実績で代用できる（再履修

では出席しなくても良い）のではないかとの意見が出された。

・実験などでおかしなデータが出ても、なぜそうなったかを考えさせるには、どのような目標、挙証を準備すればよい

か？

最後の報告会で上記の「メッセージをどう伝えるか」という問題も含めて、どのように挙証を行うかが難しい、との提案

をした。講師からは「どのようなものでも挙証できないものはないだろう、何らかの形で評価できるはず」とのコメントを

戴いたが、具体性が無くよく分からなかった。やはり、目標に対する挙証が求められる以上、どのような方法を用いればど

のような目標に対する挙証が得られるのか、大学教育センターでスタンダードを作っていただきたいとの意見が当グループ

では度々出された。

各研修などを通して大学教育センターには有益な情報が多数集まっているはずなので、これらの資産を無駄にせず、分か
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り易く整理して教官全員に提示していただきたいと思います。貴重な時間を使って研修に参加した我々も、研修で得られた

データが無駄にならず、有効に利用されることを願っています。

ちょうどお昼になりましたけど、あと１つやっていただいて、午前の部を終わりにし○司会（岩部）

たいと思いますので、Ｅグループの先生、よろしくお願いします。

工学部応用科学の山本です。我々の部会は、科学部会と、それから、地球科学部会の○山本（工学）

２つが一つのセッションをやります。

あれだけ派手な後にやるとシンプルなのが非常に際立つんですけども、シンプリファイしました。単

純化して、学生によく伝わるか、そこに着目してます。

系列 自然科学 分野 化学 科目類型 総説

化学Ⅱ ２単位 山本豪紀開設科目名 単位数 担当教官

１年生 後期 水曜日 ・ 講義開設期 開設時限 授業区分1
時限 夜2 (
)間

対象学生 備考工 夜( )
授業の概要

本授業では，有機化学を取り扱う。理系学生として最低限必要な有機化学の基礎である炭化水素，芳香族化

合物，ハロゲン化合物，アルコール，アルデヒド，ケトン，カルボン酸，アミン等の構造と性質，およびそ

れらの反応について説明する。また，有機化合物の反応における基本的な原理・法則についても説明する

とともに，有機化学における最新の研究も解説する。さらに生命科学から材料科学の広範囲にわたって利

用される有機化合物について，工学系各分野における実例を紹介する。

有機化学検索キーワード

授業の一般目標

（１） 理系学生として最低限必要な有機化学の基礎的な事項について理解するとともに，一般的な有機化

合物の構造，性質，反応について知る。

（２） 有機化合物について関心をもち，工学の中での有機化合物の役割を積極的に理解しようとする態度を養

う。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．有機化合物を分類することができる。２．分類された有機化合物の一般

的な性質を説明できる。３．基本的な原理や法則と化合物の反応と関係づけ

ることができる。

□ 思考・判断の観点 １．有機化合物の性質について系統立てることができる。２．工学系分野で

利用される有機化合物の役割や意義を説明することができる。

□ 関心・意欲の観点 有機化学と身の回りの有機化合物に関心をもつことができる

□ 態度・価値観の観点 １．有機化合物の危険性や安全性を理解する。

２．材料としての有機化合物の開発に理解を示す。

□ 技能・表現の観点 １．有機化合物の性質をデータベースから調べることができる。

２．基本的な有機化合物の構造と立体を図示できる。

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第 【項目】オリエンテーション 配布資料（第 第１回配布資料1
回 【内容】授業の目標と進め方，講義の概 １回）をダウン

要，成績評価の方法の説明 ロードして読んで

おくこと

第２ 【項目】有機化学とは

回目 【内容】有機化学の学問的位置づけ，有機

化学で取り扱う領域について解説する

第３ 【項目】工系分野における有機化合物１ 配布資料（第 第２回配布資料

回目 【内容】機械系，建築系分野における有機 ２回）をダウン

化合物の関わりについて解説する ロードして読んで
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おくこと

第 【項目】工系分野における有機化合物２ 配布資料（第 第３回配布資料4
回目 【内容】電気電子系，情報系における有機 ３回）をダウン

化合物のかかわりについて解説する ロードして読んで

おくこと

第 【項目】有機化合物の形 配布資料（第 第４回配布資料5
回目 【内容】炭素の原子軌道，混成軌道，軌道 ４回）をダウン

と有機化合物の形について解説する ロードして読んで

おくこと

第 【項目】炭化水素 配布資料（第 第５回配布資料6
回目 【内容】炭化水素の命名，性質について解 ５回）をダウン

説する ロードして読んで

おくこと

第 【項目】ハロゲン化合物 配布資料（第 第６回配布資料7
回目 【内容】ハロゲン化合物の命名，性質と基 ６回）をダウン

本的な反応について解説する ロードして読んで

おくこと

第 【項目】中間試験8
回目 【内容】

第 【項目】アルコール 配布資料（第 第７回配布資料9
回目 【内容】アルコールの命名，性質と基本的 ７回）をダウン

な反応について解説する ロードして読んで

おくこと

第 【項目】アルデヒド，ケトン 配布資料（第 第８回配布資料10
回目 【内容】アルデヒドとケトンの命名，性質 ８回）をダウン

と基本的な反応について解説する ロードして読んで

おくこと

第 【項目】カルボン酸とその誘導体 配布資料（第 第９回配布資料11
回目 【内容】カルボン酸とその誘導体の命名， ９回）をダウン

性質と基本的な反応について解説する ロードして読んで

おくこと

第 【項目】アミン 配布資料（第 第 回配布資料12 10 10
回目 【内容】アミンとその誘導体の命名，性質 回）をダウンロー

と基本的な反応について解説する ドして読んでおく

こと

第 【項目】演習１13
回目 【内容】自専門分野と有機化学とのかかわ

りについて，グループディスカッションを

行う

第 【項目】演習２14
回目 【内容】環境問題と有機化学とのかかわり

について，グループディスカッションを行

う

第 【項目】定期試験15
回 【内容】

成績評価方法（総合）

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

60%定期試験（中間・期末試験） ◎ ○ ○

20%小テスト・授業内レポート ○ ◎ ◎ ○

10%宿題・授業外レポート ○ ◎ ○ ○

10%授業態度・授業への参加度 ◎

受講者の発表（プレゼン）

・授業内での制作作品

演習

出席 欠格事項

その他（ ）

100% 80%合計
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関連科目

大学生の有機化学 大野惇吉 三共出版 年教科書 , , ,2002
参考書

今ではたくさんの有用な情報がインターネット上にあります。講義に関連すメッセージ

る多くの情報もインターネット上にありますので，それを上手に利用してく

ださい。

9262, 17:00~18:00連絡先・オフイスアワー 電話 オフィスアワー

この講義は、共通教育の化学Ⅱという講義なんですけども、これは、工学部の夜間主の学生を相手に

してます。したがって、受講者は科学をメジャーにしない学生です。そこが、一般の科学の講義とは違

っていますから、そこの部分がちょっと目標とか、それから、評価方法に差が出てます。

あんまりしゃべっていると、お腹すいて倒れそうなんで単純にいきます。

まず、一般目標なんですけども、これが、理系学生として最低限必要な有機化学の基礎的な項目につ

いて理解して知るということ。２番目は、特徴的な部分になりますけども、共役の中に有機化合物の役

割を積極的に理解しようとする態度を養うと。これは、共役といえども、有機化合物たくさん働いてま

して、そういうものに対して、自分が積極的にそれがどういうものであるか、それに対して認知力とか

理解力とか、そういうものを身につけると。興味を引くというところが大きくありますから、そこをま

ず大きな目標として挙げてます。

到達目標なんですけども、知識、理解の点は、一般的に有機化合物の分類ができるとか、あるいは分

、類した化合物の性質がわかるとか、反応がわかるとか、そういう一般的な内容なんですけども、思考

判断の観点からしますと、一般講義において思考、判断をどこに目標に置くかというのは非常に難しい

かったんですけども、私、このシラバスの中では、有機化合物がたくさんありますから、それを系統立

てることができると。そこに、思考力、あるいは判断力というのをもってきました。

それから、もう一つは、工学系の各分野で利用されている化合物の役割や意義を説明することができ

る。これここでいいのかなという気はちょっとしたんです。関心・意欲のところでは、これは有機化合

物、有機化学に対して積極的に取り組むことができるかどうかということが、もう半信の域になります。

態度、価値観ですけども、価値観、態度というところで、これはやはり問題になってます有機化合物の

危険性、安全性を理解する。それから、いろんなところで、いろんな分野での人たちがいますから、己

の分野に入ったときにどんな働きをしているかという、そういうものが、あるいはそこでどういう開発

が行われているかという理解が審査になります。

技能、表現なんですけども、これ、有機化合物においては非常に重要で、実は化学構造式をかけない

と話にならないので、化学構造式を書くというのは、非常に重要な技能になってきます。特に、３次元

のものを、我々は２次元で使用しますから、その２次元のものを見て、それが３次元に起こせるどうか、

あるいは３次元のものを２次元化できるどうか。ある意味デザイン的な要素が出てきますから、これは、

我々は無意識にやってますけども、こういうところができないと有機化学はできません。

講義の内容なんですけども、シラバスを蔑ろにするわけじゃありませんけども、私、この講義去年や

りまして、今年も後期にあるんですけども、第１回のオリエンテーションのところで、もう一回再契約

をします。そこで、これ単なるコピー・ペイストではなくって、どういうふうな講義の進め方をするか、

概要と、それから、どういうふうに評価するかっていうのを、もう一度そこであえて明らかに告知をし

ます。それから、すべての講義の資料をＷｅｂ上にアップロードしてます、ＰＤＦファイルとして。Ｗ

ｅｂ上にアップロードしたものを各自ダウンロードしてもらってます。余り準備すると、むだな紙がた

くさんできますので、ＰＤＦファイルをダウンロードします。それから、そのときに、基本的には講義

をパワーポイントを使ってやりますけども、これは、表記を配置させていただいている資料は大事なと
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ころだけ書いてますけども、私が配るパワーポイントには、大事なところだけ抜いてます。それは、そ

こで積極的に参加して書き込んでもらおうと。寝てると何があったかわかんないんです。何があったか

わかんないんじゃ、あんまり無責任なので、何カ月後して、実はＷｅｂ上で自己学習システムという形

でアップロードするんですけども、それはあんまり早い時期にやっちゃうと講義に来ないもんでやりま

、せんけども、大事なところを抜いた資料を持たせます。ですから、授業外学習の方法というところが

ずっとそういうふうに進んでくるんですけども、第３回目と第４回目で、各分野において重要な部分を

簡単に説明します。２回に分けますけども、第１回目で、工学系と、社建の学生を相手にしてるんです

けども、それが、第４回目で、連携意識、あるいは情報系の中で有機化合物というのはどうなっている

かということで、ここでもう一回動機づけをします。そして、あとはもう各論に行くんですけども、ず

っと各論が進んでいって、中間試験が１回入ります。ページを送ってしまいましたけど、中間試験を

１回やって、この辺で１回切ってあげないと、学生がもうオーバーフローしてしまうんで、中間試験で

切って、そのあと後半部分でもう少し各論をやって、最後に、１３回目、１４回目、約２回ほど演習を

入れます。演習の目的は、これは学生に講義中に手を挙げてくれっていうても、なかなか手を挙げてく

れません。ディスカッションできません。ですから、気の合う友達と勝手にしゃべってもらいます。と

ころが、こういうふうな会場の中で適当な人数で割り振って、その中でグループディスカッションして

もらう。そうすると、学生なら結構しゃべれますから、そこあたり十分しゃべっていただいて、その議

論の結果を、各自がレポートでまとめて提出もらうという形を取ります。

プレゼンテーションをさせる先生がいらっしゃるんですけども、私はまだそのプレゼンテーションの

評価方法、こういうふうにして採点するかとよくわかりませんから、昨日の約束で沖先生からいただけ

るはずなんですけども、それが来るまではプレゼンテーションをさせません。僕、評価できないものは

やりません。

テーマは、一つは自分の専門と、それから有機化学のかかわりについて話してもらうと、どういうふ

、うになるか。もう一つ、２番目、これは結構おもしろいんで、好きなんですけども、環境問題に対し

学生がどう考えているか、以外と先生方知らないんです。これ環境と有機化学のかかわりについてであ

ります。大体有機化合物って、環境問題が出てくると目のかたきにされますから、出題ももう決まって

いるので、あらかじめ言うんですけども、今の生活レベルを維持した中で、地球が汚れていくのをよし

とするか、地球を汚すのに嫌だから、生活レベルを、例えば江戸時代のように戻すか、ほぼ二者選択で

す。もちろん学生の答え半々になります。ですから、学生たちで環境問題といっても、やっぱり地球を

汚してもいいやという人が半分います。そういう結論で出てくることを見越してないんです、このグ

ループディスカッションでやります。

評価なんですけども、基本的には中間試験、定期試験が６０％です。これは、実際、去年こういうふ

うな評価しまして、今年も、それ確定いこうと思ってますけども、それが、小テスト、授業内レポート

って、これは、授業の中でディスカッションしてもらっていることをレポートにしてもらうと。ここで、

思考力とか、あるいは関心、そこで自分がどういうふうな関与をしたかということが多分出てくると思

うんです。

宿題、課題レポートは出てきませんでしたけども、宿題は、幾つか出さないととても無理なんで、そ

れは１０％あります。それから、授業での態度、参加度ということを、ここを私は１０％つけてますけ

ども、これは、一番最初のガイダンスのときに、講義中に手を挙げてくれた人には、この点を出します

と。手を挙げた回数をカウントします、これ小学生的なんですけども、これ結構効きます。大学院の講

義では、１０回以上発言しないと単位を出しませんって明言します。積極的に参加してもらう一つのア

プローチ方法だと思うんですけども、だれか、皆さんいい方法があったら、その方法に切りかえるんで
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すけども、そういうことで、ここ１０％なんです。

最後に、メッセージのところなんですけども、最近、インターネット等いろいろありますから、私の

スタンスが、ある道具は使えというスタンスですから、インターネットを十分利用してくださいという

のが最後のメッセージになっています。以上です。

どうもありがとうございました。○司会（岩部）

資料をダウンロードするというお話でしたけども、これは、紙に印刷してもってくる○小柳（工学）

んですか。

印刷して持ってくる学生とパソコンの中にＰＤＦファイルを取り込んで、そのまま見○山本（工学）

ている学生とかいます。

そうすると、授業中、パソコンを開いて見ているんですか。○小柳（工学）

そういう学生もいます。で、大体見てます。授業中、パソコン開いてどっかネットで○山本（工学）

遊んでないかなと思って、私、今日ここでおとなしくしゃべってますけど、講義中、ぐるぐるぐるぐる

回るんですけども、見てても、大体まじめに見てます。

印刷は、下宿で自分のプリンターを使って印刷するんですか。○小柳（工学）

実は、そこが非常に問題なんですけども、学校のプリンターを使うか、自分で印刷し○山本（工学）

てくださいと。私のところ、カラープリンターがつながってないので、どうしても、困る人は来なさい

と。そのかわり白黒しか出ません。一応そういう道はつくってあるんですけども、基本的には各自やっ

てまいります。

配布資料を、そういうふうにダウンロード、アプロードでダウンロードさせたいんで○小柳（工学）

。すけど、それのインフラがどの程度あって、学生が、どういうふうに利用しやすさの面はどうかなと

サーバーは、実は自前のマッキントッシュで、ＯＳ８でサーバーが出てるんですけど○山本（工学）

も、あんまりそれで困ることはないです。ただし、一応学内専用という形でやってますから、そこがわ

かれるところです。もっと、外からもアクセスできるようにしてくださいという話があるので、そうい

う人たちには、具体的には、私が使うのはＹａｈｏｏ、Ｅｘｃｉｔｅとかにあるサイトにこそっと隠し

ておいて、そこからとってってもらうと。もちろんオープンに出しちゃいますと、私がいろんなところ

からテキストするときにコピー・ペーストしてきましたから、問題はありません。

ですから、そういうふうにして情報発信をします。それから、もう一つ携帯サイトも最近使ってます。

Ｅｘｃｉｔｅの携帯サイトにホームページをつくって、必要な事項をそっから落とすという形にしてま

す。

プリントに関してですけども、現在、聞くところによると、カウント制で図書館のプ○大島（工学）

リンターで学生が年間５００枚とかまで打ち出せるようにしようという動きがあるようです。それが整

えば。

実は、吉田キャンパスはすごく環境がよいんですけども、宇部キャンパスはすごく環○山本（工学）

境が悪い。これ幸いにして、夜間主の１年生で、吉田のこと知りませんから。ただ、昼間の学生に同じ

ようなことをやっているんですけども、そうすると、授業評価を受けたときに、やっぱり１割から５％

ぐらいは配ってください。気持ちはわかるんですけども、やっぱり準備すると紙がむだになりますから、

どうしても余分につくりますから、そこは、環境も考えてごめんなさいというふうな形で、第１回目に

約束をします。
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Ｅグループ ワークショップ活動報告

１．参加者

澤井長雄（理・地球科学 、田中和広（理・地球科学 、大石勉（工・応化、生体高分子化学 、溝田忠人(工・機） ） ）

能材料、鉱物学)、川俣純（理・化学、固体物性化学 、青島均（理・自然情報科学、化学 、山本豪紀（工・応） ）

化、生物有機化学 、村上ひとみ(工・知能情報、防災システム)、計8名）

２．役割

司会：溝田、 記録：青島、村上 発表：山本

３．各自のシラバス紹介とコメント

３．１ 化学系

○山本： 化学Ⅱ、１年後期、夜間主、化学専攻でない学生むけの講義

有機化合物の分類、性質、反応の基本

有機化学の知識や理解が、今後の展開・目的・目標にどうつながるか？

動機付けにつながる 「この講義を受けるとどういうメリットがあるか、何の役に立つか」というようなフレーズ、

を入れたらどうか。

○大石： 化学Ⅱ(再履修用)、昼、2年前期

有機化学の面白さ、現代社会の中での重要性、炭素－水素結合の本質

危険性、安全性、環境共生型の材料開発への理解等

「暗記の学問でない」を、別の表現で説明できないか。

○川俣： 化学Ⅰ、1年前期、知能情報の学生対象

無機化学、原子や分子の呈する性質の活用

原子の成り立ち、化学結合と物質の性質、酸・塩基の概念、化学平衡

「考察」という表現は、目標として漠然としているのではないか。

可のレベルを想定して記述されていると、学生からみて、魅力乏しく見えるきらいあり。

○青島： 化学Ⅰ、1年？

原子の電子配置、分子、平衡、酸化還元、電池、反応速度、物理化学的法則、実験に必要な知識

試験５０％、レポートとして、分野の英文を和訳させることを課す。

英語に訳して日本語に直すのは、評価の「表現」に相当するだろう。

○溝田： 材料無機化学、必修、専門、機能材料2年

無機化学の基礎、水溶液系の物理化学的性質。酸・塩基・・・

水溶液の中で物質がどのような状態で存在するかを理解し、定量的に計算。

実験指導書がテキスト。実験と直接リンクする講義。定期試験で評価１００％。

授業の一般目標にいろいろ記述されているが、成績評価のマトリックスに○が付いていないのは、

不適当ではないか。→ 試験で思考・判断、関心・意欲などもみるので、その欄に丸をつけるとよい。

３．２ 地球科学系

○村上： 地球科学Ⅰ、2年前期、工学部。

3名の教官が共同で担当。岩石地質分野、土木地質・斜面災害、地震災害のリレー形式。

評価は、各教官が課すレポート等による。

科目名からイメージする、基本的な地学・地球科学よりも、環境や災害の視点が強いので、そのことがわかるよう

な表現にした方が良い。

環境保全への関心・理解などは「態度・価値観の観点」等に入るのではないか。

○澤井： 現代地球科学概説、1年前期、人文・教育学部

文系なので、高校で地学を全く勉強していない学生が対象。

地下資源の生成過程、地下構造など基礎事項。資源の有限性、枯渇の実態解説。

レポート（身近な地下資源について）発表会を３、4回実施（ひとり5分ｘ70名くらい 。）

○田中： 土木地質学(専門科目)、2年後期、理学部

岩石・岩盤・堆積物の諸特性、地質プロセス。調査法、現地見学等。

具体的な目標設定。

到達目標がかなり高くて、一部大学院の授業のようだ。
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→ 実際、昨年はこれを満たすのは難しかった。今年は内容を絞りこむ事を考えている。

４．発表

○ 山本(化学Ⅱ、上記参照)

演習として、グループ（６から8名）に分けて自分野と有機化学との関わり、化学と環境問題（ ディベート： 選（

択肢は、生活レベルを下げても良いから地球環境を守りたいか、生活レベルは維持して地球のことは仕方ない、生

活も環境も維持するのに何をどうすれば良いか提案）について調べてディスカッション。レポート。

質問回数をカウントして、点数化し、関心・意欲を評価。出席は欠格事項。70名。工学部夜間主全員。

授業の資料ｐｄｆファイルをウェブに置いて公開。プリントを配ると労力も大変、余ったり捨てたり環境にもやさ

しくない。一方で、学生は工学部でほとんど大学のプリンタを利用できないので、プリント配布を希望する学生も

いる。授業ではパワーポイントで説明(一部重要なところが配布資料ではブランクになっている)

パワーポイントばかりを写すと、学生が判ったような気になったり、ノートもまったくとらない場合もあるので、

メディアを取り混ぜて活用するなど、工夫が要る。ノートの件は、配布資料の作成方法で一部対応。

５．意見交換・感想・まとめ

○ 到達目標と評価方法

・授業の到達目標を具体的に掲げるところが参考になった。到達目標を成績評価方法とのマトリックスで記載する

のも新しい方法と感じる。

・実際の成績評価の手段・方法が今後の課題であり、今後の研修に期待する。

・しかし 「関心・意欲の観点」と 「態度・価値観の観点」の意味の違いがよくわからない。６つの観点は、数が、 、

多すぎるのではないか。マトリックスをあまり複合的に設定すると、採点時に混乱するし、学生への透明性・説

明責任が果たせなくなる。

○ メディアや情報基盤の問題

・ウェブに補助資料を置く： 著作権の問題。インフラの整備。学生のプリンタ利用環境など、問題がある （教。

官が多量の資料をコピーするなどの労力を省ける環境を整備してほしい ）。

・黒板やホワイトボードばかりでなく、パワーポイントの活用が潮流であるが、学生が座って見ているだけ、わか

ったつもりにならないような、工夫が大切。

・その意味で、小テストなどにより段階的に学生の理解を確認しながら授業を進めるのも1つの考え方だと思う。

・教室の大きさや形状、学生数などを考慮した、教育方法が重要と考える。

○ 授業計画の柔軟性

・授業の進行に伴って、学生の理解力や意欲が把握でき、それにしたがって教育方法も変わらざるを得ないことが

ある．固定した考えではなく、フレキシブルに対応する事も重要と考える。

・あまりにも詳細な内容を事前に提示してしまうとそれに縛られてしまい、その年々の学生の素養・関心などに応

じて臨機応変に授業内容を改善する余地が無くなってしまうことが懸念される。

○ 今後の研修

・教育の工夫、問題点を、共有するしくみとして、FD研修や、学部での研修会などが有効だろう。

・ピアレビューは是非やるべき。

どうもありがとうございました。午前中はここまでにしたいと思います。○司会（岩部）

それで、それぞれのグループですばらしいシラバスができ上がってますので、このシラバスを、でき

ればすべて提出していただいて、よいシラバスの例として、我々の活動に利用させていただきたいと思

いますのでよろしくお願いいたします。紙の媒体の方はちょっとそのまんま提出していただいて、あと

でこちらでコピーして学内便でそれぞれの先生方お返しいたします。それから、ファイルでおつくりい

ただいた先生方には、ちょっとこの昼休みの時間にでもコピーしておいていただいて、提出いただける

と幸いです。それぞれの部屋に大教センターの係のものがついておると思いますので、その先生の方に

提出していただければと思います。よろしくお願いいたします。

昼食にちょっと時間が食い込んでしまいました。１時にまたここに集合してください。
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それでは、１時になりまして、鐘が鳴っておりますので、残りのグループ発表２件よ○司会（岩部）

ろしくお願いいたします。

農学部の山本です。Ｆですから、生物学のグループなんですけども、私、生物学を担○山本（農学）

当してないもんですから、ちょっと自分の講義、専門の講義についてお話をしたいと思います。

それで、農学部といえば、我々の生物資源環境科学科という学科と、それと、機能の学科と、獣医と

があるんですけども、多分先生方皆さん、大学におられたころは、農学部といえば女性の方が非常に少

なかったと。僕らのときも１割ぐらいが女性なんですけれども、今多いときで大体６割です。平均して

５割、半分ぐらい女性ということですね。うれしいというか何というかぜいたくなんですけども、僕は

まだ学生のときに多かった方がうれしかったんですけども、そうやなくて、女性の方が多いということ

ですね。片方はフィールドワークです。片方はもちろん基礎なり、講義になりますけど、どのような形

でうまく位置づけをすればいいかということを私いつも考えてます。余りフィールド関係で泥臭いこと

やりますと、やっぱり女性の方、ちょっとやっぱりなかなかついていけない部分もなきにしもあらずな

んで、酪農の方でもそうなんです。

系列 分野 科目類型

植物生体計測学 ２ 山本晴彦開設科目名 単位数 担当教官

年生 後期 水曜日 ・ 講義開設期 開設時限 授業区分2 1
時限2

対象学生 備考生物資源環境科学科 2
年

授業の概要

本授業では，まず、植物の生育に大きな影響を及ぼす気象環境や土壌環境の計測法を概説する。次に、植物

の生育状態，栄養や水分の状態，病害虫による被害の状況などを計測・診断する新しい手法を説明する。最

後に、植物の計測・診断手法から構築される生育予測モデルを説明する。

植物、計測、診断検索キーワード

授業の一般目標

（１）気象環境や土壌環境の計測法の原理を理解する （２）植物の生育状態，栄養や水分の状態，病害虫。

による被害の状況などを計測・診断する新しい手法を理解する （３）植物の計測・診断手法から構築され。

た生育予測モデルを理解する。

授業の到達目標

■ 知識・理解の観点 １． 気象環境や土壌環境の計測法の原理を説明できる。

２．植物の計測・診断手法の原理、生育予測モデルを説明できる。

■ 思考・判断の観点 １．計測手法の改良や新しい計測手法を思考できる。

■ 関心・意欲の観点 １．植物の計測・診断手法の問題点を討議できる。

■ 態度・価値観の観点 １．農業生産現場における作物の計測・診断手法の問題点を感じる。

□ 技能・表現の観点

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業は、植物の計測・診断に関して様々な原理を解説し、その利用法について理解させる。新しい計測・診断法

を解説するので、十分な予習と復習が必要である。このために、授業中に 回、小テストを実施し、総合評価に12
加点すると同時に、受講生の学習の進捗状況をチェックする。

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

1 10 1第 月 【項目】オリエンテーション シラバスを読んで 配布資料

回 日 【内容】担当教員の紹介、授業の目標と おくこと1
進め方、シラバス説明、成績評価の方法、

緒言

10 1 2第２ 月 【項目】気象環境１ 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト1、気象環境の計測法 でおくこと8
（１）について学ぶ

10 2 3第３ 月 【項目】気象環境２ 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト2、気象環境の計測法 でおくこと15
（２）について学ぶ、前回の小テストの
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解説

4 10 3 4第 月 【項目】植物生育の１ 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト3、植物の生育状況の計 でおくこと22
測と診断（１）について学ぶ、前回の小

テストの解説

5 10 4 5第 月 【項目】植物生育２ 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト4、植物の生育状況の計 でおくこと29
測と診断（２）について学ぶ、前回の小

テストの解説

6 11 5 6第 月 【項目】植物栄養状態 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト5、植物の栄養状態の計 でおくこと5
測と診断）について学ぶ、前回の小テス

トの解説

7 11 6 1 6第 月 【項目】まとめ（１～６） 配布資料 を読ん 配布資料 ～

回目 日 【内容】小テスト６、講義１～６について でおくこと12
まとめを行う、前回の小テストの解説

8 11 7第 月 【項目】非接触・非破壊 参考資料を読んで 配布資料

回目 日 【内容】光学的計測による植物状態の非 おくこと19
接触・非破壊的診断について学ぶ、前回

の小テストの解説

9 11 7 8第 月 【項目】光合成機能 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト7、植物の光合成機能の でおくこと26
計測と診断について学ぶ、前回の小テス

トの解説

10 12 8 9第 月 【項目】蒸散機能・水分ストレス 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト8、植物の蒸散機能・水 でおくこと3
分ストレスの計測と診断について学ぶ、

前回の小テストの解説

11 12 9 10第 月 【項目】体内水分・転流，土壌水分 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト9、植物の体内水分・転 でおくこと10
流，土壌水分の計測について学ぶ、前回

の小テストの解説

12 12 10 11第 月 【項目】太陽エネルギー収支 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト10、植物の太陽エネル でおくこと17
ギー収支について学ぶ、前回の小テスト

の解説

13 1 11 12第 月 【項目】生長予測モデル 配布資料 を読ん 配布資料

回目 日 【内容】小テスト11、植物の生長予測モ でおくこと7
デルについて学ぶ、前回の小テストの解

説

14 1 12 12 7 12第 月 【項目】まとめ（８～ ） 配布資料 を読ん 配布資料 ～）

回目 日 【内容】小テスト12、前回の小テストの でおくこと14
解説

第 月 【項目】期末試験15 1
回 日 【内容】期末試験を実施する21

成績評価方法（総合）

①授業の中で小テストを毎回実施する（合計 点満点 。②期末試験を実施する（ 点満点 。以上を下記の観50 50） ）

点・割合で評価する。なお、出席が所定の回数（ ）に満たない者には単位を与えない。2/3
成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ◎ ○ ○ ％50
小テスト・授業内レポート ◎ ◎ ○ ○ ％50
宿題・授業外レポート 評価に加えず

授業態度・授業への参加度 評価に加えず

受講者の発表（プレゼン） 評価に加えず

・授業内での制作作品

演習 評価に加えず

出席 ○ 欠格条件

その他（ ） 評価に加えず
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100% 80%合計

環境植物学、環境植物学実験関連科目

なし教科書

新しい耕地環境の計測法、養賢堂、 年参考書 2002
毎回の講義で実施する小テストは必ず受験すること。メッセージ

研究室：農学部 階 号室 水曜日 時～ 時連絡先・オフイスアワー yamaharu@yamaguchi-u.ac.jp 3 333 11 12

私は、ここに書いてありますよう植物性体系束縛ということで、植物を計測して診断しようというこ

とを行ってます。

それで、農学部に入るときに、受験課目に生物・化学が前期日程で。１つは大体とられるのは生物な

んです。もう一つ何をとろうかなというときで、女性の方はほとんど物理は失礼ですけどとれないです。

生物・化学なんです。

僕らの学問というのは、どちらかというと計測ですから、物理学が必要です。物理学を入られて、大

学に入られて、そしたら、テストを受けられて、農学部物理はもう悲惨な状況ですね。つまり、ほとん

ど物理の方が受験生いらっしゃらないですから、全部身につけたとかいう人がおられました、私も実際

に監督した結果ですね。

そうなると、物理をとろうかっていうて、次に入ってきて入門も大変ということで上へ上がってくる

わけ。我々やっぱり計測する中で、物理で回路とか、例えば、熱集積とシュティファン・ボルツマンの

法則なり、いろんなものがやっぱり物理学の数学的、そして、物理的な知識が必要なんですけども、な

かなかそういうものを身につけなくて上に上がってくるから非常につらいんです。

それで、そういいながら、自分の講義でこういう形の授業の内容ですけども、植物の生育に大きな影

響を及ぼす気象環境と土壌環境の計測法について述べようと。そして、もうその生育の状態とか、そう

。いう窒素のストレス、病害虫のストレスみたいなものを計測を診断しようと。新しい手法を説明する

、最後に、そのモデリングについて話をしようという形なんですけども、どうしても出てくるのは数学

数式出てきます。数式出てきたらほとんどの人がちょっとどういうんですかね。本当に高校の数学例の

話なんですけども、それがやはり専門もあるところにちょっと見てきたり、もうそこで３つぐらい引い

てしまうということになるんです。特に女性の方はそういうのがひどいんですけども、ただ、やっぱり

大事なのは、計測なり診断というものに対して物理的な数学的な素養というのは、非常に必要だという

ことですね。私も、なかなか数学的な数式を余り使わないでどないしてできるんかということですけど

も、ぼちぼちとやってます。

それで、そこで大事なのは、キーワードとして、植物、環境、気象、土壌計測診断モデルという、こ

ういうものをキーワードに、３つ、今言ったような計測法、気象とか土壌環境の計測法を理解する。そ

して、それが植物を取り巻く環境、理解した上で、真ん中にある植物環境という、植物というものの生

育状態というものを診断して計測しよう。そして、それをモデル化しようということを考えて、授業の

達成目標ではこういうものを挙げてます。計測法の原理を説明できる。それとか、植物の診断とか計測

、の原理、そして、予測モデルを説明するというようなこと。で、考えようということで、それ以外に

新しい計測法、どのようなものが考えられるかということを、やはり授業の中で考えさせるということ

を考えてます。意欲として、関心とか意欲の観点からは、そういうものが、どのような問題点、もちろ

ん我々はええことばっかり言います。こういうことできるんだ、できるんだと。基本的に、計測法とい

うのは非常にお金がかかります。ちょっとしたセンターでも５００万、１,０００万ぐらいかかるものた

くさんあって、そんなもん実際に下の考え言ったら、農業生産現場で使えるわけがないようなものも中

にはあります。そういうものを含めて、自分たちの中でやっぱり新しい計測法というものを、どのよう
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な形で、それが実際の現場にフィードバックできるかというものまで考えさせるというものを授業で目

標の達成としてます。

それなんですけども、一つ大事なのは、新しい計測とか診断法というものを解説しますから、今まで

の教科書では使い物にならないということで、十分な予習と復習というものをしてくださいよと。そし

、て、かなり大事なことは、毎回小テストをします。こちら大学に来て７年ぐらいになるんですけども

始めしなかったんです。それで、２回ぐらいですか、テストをしたら、もうひどい結果です。これはい

かんということで、毎回、朝１５分、この講義は一こま目にありますから、８時４０分に来て、１５分

のテストを受けん限り永久的に単位をとれないようなにしてまうす。それがいいか悪いかっていうのは

いつも悩んでます。そういう形で、高校的な、要するに朝学みたいなものですか、そういうものをする

必要性があるのかということなんですけども、基本的な知識というものをやっぱり身につけるには、や

っぱり１５分ずつテストをして、そして、そのときの項目について授業をして、最後は、そのあと

１５分で前回のテストの解説をすると。この繰り返しをするんです。まあ、毎回５０人ぐらい受けてま

すけども、テストの採点も非常に○×なあれですから、一つの５０人を採点するにはやっぱり五、六十

時間かかって、いつも新幹線の中で採点しています。そういう形ですること自体が、ほかの先生方から

の批判を受けたんです。こういうものをすることが本当にいいんか。大学でいいんかと言われるんです

けども、僕はそういう形で、すべてのものに対して、こういう小テストをして、授業、そして解説をす

るというものを繰り返してやってます。

それを１２回、実際、シラバスでは１５回って書いてありますけど、これうそです。１２回です。

１２回やりまして、それで、最後にまとめをしてテストをするということで、やはり一発勝負とか２回

勝負のテストよりも、やっぱり学力的には非常に高いと思います。自分が期待しているものを、学生が

行っている結果です。それをいつも見ているんですけども、することによって、やはり大きな学習効果

があると、自分で確認できるということがいいことと思います。

それで、その次に、最終的に定期テストと小テスト、小テストは全部で１２回してますけども、これ

は５０点満点、そして、期末テストが５０点満点、この１００点。それ以外は点数に足してません。そ

れで、出席は○だけつけてですけども、基本的に２回休むと０点、０点になりますからもうアウトです。

だから、１２回のうち１０回でぎりぎりぐらいです。３回休むともう全く単位取れないですから、初め

からそういうことを啓発してます。３回休んで取れたらあなたは非常にえらいですという形で言います

けども、大体２回、ほとんど８割ぐらいの方が全部出席されるという形になります。

それで、そのときに問題なのは、いつも思うんですけども、配布用資料をどうしたらいいかというこ

と。先ほどちょっとお話しましたけど、結局、配布資料が１回で６枚ぐらい。要するに５０人で

３００枚、それをするだけでも時間がかかります。初めはちょっとＷｅｂシラバスという形で載せてた

んですけども、やはり著作権の問題等があるのと、それと、初めはパスワードを配布したんですけども、

、それも面倒くさいともういうので、いちいちそれをメディアセンターに登録しなさいと。そうことで

初めのうちはＷｅｂシラバスにして、あとはパワーポイントでしてますけども、基本的にはやはりそう

いう形で、全部Ｗｅｂシラバス化する。

ただ、その中で問題なのは、そしたら、印刷どうするのという先ほど言われた問題。印刷はたしかメ

、ディアは一人２００枚できると思うんですけども、ただ、まとめてみんな一斉に印刷してしもうたら

全然パンクしてしまいますという形なんで、基本的に、今も、この２年生もノートパソコンが必須化で

すから、ＰＤＦのファイルで落としてもらって見てもらうということにして、とにかく紙を使わないで、

紙を使わないということは、自分も印刷する時間、手間が省けるという、この２つのメリットを利用し

て位置づけをしています。
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それで、あとやはり計測法というものは実験とリンクする必要があるんです。私も、環境植物は実験

にしてるんですけども、実験をリンクしていく、実験が３年生の前期、授業が２年生の後期ですね。

２年生の後期で、まあ何とか聞いてたけど、３年生の実験になって初めて、この必要性が気がついたと

いうことをよく言われます。基本的なものとしては、本来なら、片一方の授業と実験というものが平行

的にあって、授業を聞きながら、それをどのような形で計測されているかというものをやっぱりリンク

させる必要が、本当はあるんだなということがいえます。

、それと、教科書は一切使いません。参考書程度は、自分の書いた参考書を使っているんですけども

新しい何とかの計測法っていうったって、２００１年から２年もすれば古くなります。だから、買わす

と詐欺になりますから買わさないということで、本屋からクレームつきます。先生毎年１００部ぐらい

売れよったのに、全然売れんようになった。心配せんでもほかの先生は売ってくれるから大丈夫やて言

うてるんですけども、そういう形で、非常にやっぱりそういう計測技術の問題みたいなものを、やはり

みんなに新しいものを紹介するんであれば、基本的にこういう教科書はものすごいだめですね。基本的

にＷｅｂみたいなものに載せて、どんどんどんどん新しく更新できるものにしていくという形にもって

いくのがベターだと思います。

それで、やっぱり基本としては小テストを受けさせて、それで、授業に対する質問はメールで受け付

、 」 、けてます。ただ、メールすると 「先生、光合成についてわかりません 。こんなメール書いてあるの

それでマイナス１０点ぐらいです。そんなもん、おまえ資料もいっぱいあるねん、それ光合成って入れ

てヒットさせたら何ぼ出てくるか、そういうものはだめです。光合成の測定法のチャンバー法について

の問題点というものはどういうものですかといえば、丁寧に答えてあげますけども、具体的に質問をし

てくださいということをいつも言うてます。

それで、一番大事なのはやはり大学に入ってから、専門の基礎専門のところですけども、基本的に大

事なのは、やはり基礎的なものは、やはり知識として身につける必要はもう絶対あるんです。それがあ

った上で、やっぱり悟了というものがあるから、やっぱり基本的な知識を身につけるのは、細かいけど

も、毎回そういうテストをするしかないんかなということで、自分はそういう信念でやってますけども、

そういうものに対する批判というものもたさくんあることは現実です。以上です。

Ｆグループ ワークショップ活動報告

本研修では、各参加者の担当する共通教育科目のシラバスを作成しながら、よりよい授業計画と成績評価法を考えるもの

であった。全部で７つのワークッショップを通じて、各自のシラバスを作成しながら、班内で、意見を交わした。全体的に

時間が足りずに、十分な議論が出来なかった感がある。以下に、Ｆグループでのワークショップの流れを報告する。

WS1. アイス・ブレーキング

我々Ｆグループは、生物部会に属する医学部、農学部、理学部の教官７名の班である。自己紹介後、司会者：渡辺省二

（医 、報告者：山本晴彦（農 、記録者：竹松葉子（農）を選出した。） ）

WS2, 3. 授業目標を考える

各自で、それぞれの担当科目の「一般目標 「到達目標」を作成した。時間の都合上２名がグループ内での発表を行った」

そこでは、一般目標あるいは到達目標としてふさわしい表現方法とはどのようなものかという議論が行われた。特に 「到達、

目標」の５つの観点の明確な区別とはどのようなものか、また、それぞれの観点に適した表現方法（理解できる、考察でき

る、説明できると言った言い回し）とはどのようなものがあるかということに関する疑問点が多く出された。

WS4, 5. 授業計画と成績評価方法を考える

WS2, 3で作成した「一般目標 「到達目標」に照らし合わせながら、各自でそれぞれの授業計画及び成績評価方法を考え」

完成したシラバスをグループ内で発表した 「到達目標」が学生にとって到達可能な目標で書かれているか、また、評価が。

「到達目標」にリンクするかたちで示されているかという点に主に着目した。また、テストあるいはレポートなどでそれぞ

れの「到達目標」の評価を的確にすることができるだろうかというのが論点であった。

WS7. グループ発表
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７名のシラバス案の中から、報告者の山本先生が自身の専門科目「植物生体計測学」のシラバスを発表した。特に、毎時

間レポートを課すという評価方法への是非について全体への疑問を投げかけた。

（記録者；竹松葉子）

どうもありがとうございました。何が御質問等はございませんしょうか。○司会（岩部）

それでは、次に最後のＧグループの発表をお願いいたします。

工学部の笠谷です。Ｇグループ６名ですけれど、シラバスは情報処理２名、電子回路○笠谷（工学）

１名、語学関係３名ということでバラエティーに飛んでいます。それで、今回御紹介するのはちょっと

悩みましたので、情報処理と語学を代表してドイツ語ということで、２つをそれぞれ短時間で紹介させ

ていただきます。

最初、情報処理の方紹介させていただきます。

情報処理の１年生に対してコンピューターリテラシーを教えるという授業です。工学部の機能材工学

科１年生を対象に、私が昨年担当しました。それをもとに今回考えて書いてみました。

それで、授業の改善ですけれど、パーソナルコンピューターを用いて情報を円滑な処理する方法、コ

ンピューターリテラシーを教えるということです。ノートパソコンを使わずにデスクトップを使ってい

ます。キーワードとして、リテラシーだけではなくて、最後にエクセルで物理実験のデータを解析する

ようなことをさせています。

系列 初期教育 分野 情報処理 科目類型

情報処理演習 ２ 笠谷和男開設科目名 単位数 担当教官

開設期 開設時限 授業区分前期 木 5,6
対象学生 備考機能材料工学科１年

授業の概要

本授業は、パーソナルコンピュータを用いて情報を読み・書き・処理する方法を教える。 システWindows2000
ムを用いた実習を行う。

情報処理、パソコン、情報倫理、 、インターネット、 、 、実験データ解検索キーワード E-mail Word Excel
析、直線回帰、カーブフィッティング

授業の一般目標

パソコンで市販ソフトの基本操作ができる。文字入力、ワープロ文書作成ができる。山口大学におけるコン

ピュータシステムおよびネットワークシステムの概略と理解する。個人情報の管理方法、電子メールによる

情報交換、インターネット による情報収集、表計算ソフトによる数値処理、初歩的な表・グラフ作成WWW
ができる。

授業の到達目標

□ｘ 知識・理解の観点 パソコンとメーラー・ ・ の操作できるMS-Word Excel
□ｘ 思考・判断の観点 による数値データの解析ができるExcel
□ｘ 関心・意欲の観点 課題に応じてパソコン及び基本ソフトを操作できる。

□ｘ 態度・価値観の観点 ネットワークを使用するエチケットを実践できる。

□ｘ 技能・表現の観点 で文章が書け、 で表計算とグラフ表示ができる。 で添付フWord Excel E-mail
ァイルを送受できる。インターネットで情報収集できる。

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第 【項目】オリエンテーション シラバスを読んで 配布資料１：予定表1
回 【内容】担当教官紹介、授業の目標と進め おくこと。パス 配布資料２：諸注意

方、シラバス説明、成績評価の方法、情報 ワードを考えてお

倫理 く。
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第２ 【項目】パソコンの使用方法 教科書 を読ん 配布資料３pp.?-?
回目 【内容】パソコンの起動終了・パスワー でおくこと

ドの変更、タイピング

第３ 【項目】ワードパッドの使用法 教科書 を読ん 配布資料４pp.?-?
回目 【内容】キーボード入力とテキストエデ でおくこと。タイ

ィタの使用法、タイピング ピングを練習して

おくこと

第 【項目】フロッピィディスク 教科書 を読ん 配布資料５4 pp.?-?
回目 【内容】フロッピィディスクの取り扱い でおくこと

とファイルの記録、バックアップとファ

イル消去

第 【項目】電子メールソフトの利用法?１ 教科書 を読ん 配布資料６5 pp.?-?
回目 【内容】電子メールの送信・受信、署名 でおくこと

第 【項目】電子メールソフトの利用法?２ 教科書 を読ん 配布資料７6 pp.?-?
回目 【内容】添付ファイルの送信・受信、メー でおくこと

ルファイルの管理

7第

回目 【項目】インターネット 教科書 を読ん 配布資料８pp.?-?
【内容】インターネット の閲覧と でおくことWWW
著作権

第 【項目】ワープロソフトの利用方法 教科書 を読ん 配布資料９8 pp.?-?
回目 【内容】日本語入力と の利用方法 でおくことWord

第 【項目】日本語文書作成 教科書 を読ん 配布資料１０9 pp.?-?
回目 【内容】 による日本語文書作成、 でおくことWord

保存、削除、書式設定

第 【項目】英語文書作成 教科書 を読ん 配布資料１１10 pp.?-?
Word Word回目 【内容】 による英語文書作成、ス でおくこと。

ペルチェック によるレポート作

成「大学に入学し

て思うこと」

第 【項目】表計算ソフトの利用方法 教科書 を読ん 配布資料１２11 pp.?-?
回目 【内容】Excelの利用方法、データ入力、 でおくこと

書式設定、保存、削除

第 【項目】表計算ソフトによる数値処理 教科書 を読ん 配布資料１３12 pp.?-?
回目 【内容】Excelによる、合計値・平均値の でおくこと

計算、演算子の使用

第 【項目】グラフ作成 教科書 を読ん 配布資料１４13 pp.?-?
回目 【内容】Excelによる数値データのグラ でおくこと

フ作成と への貼り付けWord
第 【項目】グラフ作成と解析 教科書 を読ん 配布資料１５14 pp.?-?
回目 【内容】Excelによる実験データの直線 でおくこと

回帰、カーブフィッティングへの利用

第 【項目】試験15
回 【内容】全内容についてパソコンを利用し

た試験を行う

成績評価方法（総合 ）

①授業で作成したファイルはレポートとしてほぼ毎回 で提出する。②授業外レポートを１回行う。③最後e-mail
にパソコンを利用した試験を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。尚、欠席が 回以上の者には単位3
を与えない。

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

試験 ◎ ○ ○ ◎ ○70%
小テスト・授業内レポート ◎ ○ ○ ◎ ○25%
宿題・授業外レポート ○ ◎ ○ ◎ ○ ○5%
授業態度・授業への参加度 評価に加えず

受講者の発表（プレゼン） 評価に加えず

・授業内での制作作品
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演習 評価に加えず

出席 ○ 欠格条件 ○

その他（ ） 評価に加えず

100%合計

基礎セミナー、情報処理及び演習（専門科目・２年後期）関連科目

情報処理テキスト教科書 Web
参考書

メッセージ

連絡先・オフイスアワー

目標ですけれど、パソコンでは市販ソフト、ここではワードとエクセルを考えてます。あと２期目が

基礎的操作ができる。文字入力、ワープロ文書作成ができる。山口大学におけるコンピュータシステム

及びネットワークシステムの概略を理解する。それから、個人方法の管理方法、電子メールによる情報

検索、インターネット、Ｙａｈｏｏによる情報収集、表計算ソフトによる数値処理、初歩的な表、グラ

フ作成ができるということを考えています。

目標ですけれど、一応全部考えています。まず、知識、理解ですが、ここでは、情報処理の演習に実

際にパソコンを使うということですので、知識、理解なのか、技能なのかというのはちょっと悩んだん

ですけれど、パソコンとメールがあります。エクセルの操作ができるというのは、知識、理解のところ

に入れています。

パソコンはこんなふうに使ったら使えますよというようですので、頭を使うのかという問題があるん

ですけど、一応データ解析をいろいろしてみなさいというところで考えてもらう問題はありますという

ことです。あと関心、意欲では、毎回課題を出して、それエクセルなりワードなりでファイルをつくっ

て提出させますので、それを操作できると。

態度、価値観ですけれど、コンピューターの情報倫理、エチケットですか、ここを授業で教えますの

で、それを実践できるということで目標に。

あと、これは、評価のところで、評価が難しいんですが、倫理を評価する。知見でこういうことをし

ていいのか悪いのかということは問えますので、一応ここに出ています。あと技能、表現の観点のとこ

ろが、こういうことができる、技術的なことができるということで入れています。

あと具体的に毎回やることですけども、最初、オリエンテーションでいろいろ説明します。このとき

にシラバスの説明もやります。こういう資料を配ります。２回目から、もう本格的にパソコン使うんで

すけれど、何もパソコン使ったことがない、さわったことがないという初心者を前提にして授業をしま

す。かなり使いこなせる人もいるんですけれど、そういう人はちょっとつき合ってくださいというふう

に伝えております。

パソコンの大本から始まって、体験、特にブラインドタッチができるまでいかないと文書入力遅くな

りますので、時間は余りないんですけれど、時間外の宿題として、タイピングを練習しておくこととい

うのを入れて、自分で責任持って、自分の将来に責任持ちなさいということで、練習をしてもらいます。

あとフロッピーディスクを使えるようにする、メールを使えるようにする。メールの添付ファイルが送

れるようになったところで、毎回メールの２回目に添付ファイルの送受信をやりますけれど、ここで作

成したファイルは、毎週メールの添付ファイルで送ると、提出をするというふうにさせます。

あとインターネットでデータを集め、いろいろ検索するということをしてます。ワードの使い方です

、けど、日本語と英語が両方できるように。それから、エクセルですけど、一般的な使い方を教えた後

工学部ですので、物理の実験のデータを解析して、直線回帰するとか、カーブヒッティングするとかで、

物理を求めるという課題を出すということを考えております。
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次、評価なんですけれど、試験を最後にします。時間中に最後の１５回目の試験をします。それから、

小テストをします。これは小テストじゃなくて、授業内のことを、添付ファイルでメールをつけて、毎

回作成したファイルということをやってます。

それから、あと授業外のレポートは１回だけですけども、ＭＳワードが使えるようになったところで、

文書を書きなさい。ここにワードでレポートを作成しなさい。大学に入学して思うことというのを毎年

出しているんですけれど、レポートのテーマを新たに書いてくるの非常にいいことだという意見いただ

いたんですけれど、人文学部の方からこれ評価どのするのかと、中身がよかったら、すばらしいこと書

けていたら点をよくするのかっていうことの意見が出まして、私としては、これはコンピューターの授

業ですから、ワードが使えればもうそれでいいというレベルで、その中身を問わないということを学生

に話しましたと、こういうふうに申し上げたんですけど、ちょっとそれは人文学部の先生方は、その中

身を評価した方がいいというふうにおっしゃいました。試験について、ちょっとこういうふうに分けて

いますが、知識、理解と技術が主だということになります。

あと教科書が、渡辺先生のＷｅｂの情報処理テキストを使う予定ですが、昨年担当したときは、印刷

した本を使ったもんですから、ちょっと手入れが、ページの指定とか、こういう指定をできていません。

以上です。

次に、そしたら語学の方お願いします。

まさか番が回ってくるとは思ってませんでしたので、穴ぼこだらけなんですけれども、○高木（人文）

しかも５分で終わってくれということですから、語学というか、演習系の授業で書きににくい点という

のをちょっと、むしろ言わせていただこうかなと思います。

ドイツ語の場合は、高校まででやってきた人はほとんどいないので、スタート時点ではもうほぼ同じ

ですから、そうすると非常にやりやすいんですけれども、私が今持っている授業、来年持てるどうかわ

からないんですけれども、同じ先生が週２回教えるというコースを設けて、そうしますと、２人の先生

が、例えば、文法、読書担当部門と教えるよりは、もう１.５、６倍ぐらい効率がいいので、それでかな

りのところまでもっていきます。それで、授業するのも、週２回ありますので楽しい授業です。一年間

やりますと、初級は大体１１月ぐらいで終えて、１１月から１２月、ゆっくりやっても１２月までで終

えて、そして、残りは中級的な読み物まで進むことができます。

私のクラスには、ドイツ語、英検に当たる独検、ドイツ語検定というのがあるんですが、去年は半数

以上受けまして、それで、１６名４級合格しました。だから、かなりの成果は挙げていると思うんです

けども、多分ドイツ語担当者、ほかの方は発表しないんでわかりませんけど、私のとこが一番多かった

と思います。

ドイツ語の場合、受講者を募りたいんで、こういうふうな選定もやって楽しいですよということを強

調。そして、授業の一般目標なんですけど、これを本当いうと、これができなかったら落としちゃうぞ

というのでは、とても掲げられないところはないらしいく、これは、むしろもう最大限考慮も近いので、

それをどういうふうにするかなというふうに、これからちょっと考えなきゃいけないと。それから、あ

と到達目標なんですけども、ドイツ語の場合は、もう基本的な語意ですね、それから文法事項、そうい

うのを押し込むことだけで、正直いって精いっぱいなので、学生のモチベーションを高めるために、ド

イツを紹介したビデオなんかを見せますけれども、いろんなできるだけ自分がドイツで行って体験した

こととか、そういうことも話して、学生のモチベーションを高める。これを通じて、モチベーションと

目的とが相互に転換すると思うんですけど、言語を通じてドイツ文化についての関心を深め、ドイツ文

化について話すことによって、言語に関する関心が高まる。ただ、これが問題なのは、実際の試験、

ペーパーテストで、こういう項目をチェックできるような、試験問題つくるのは非常に難しい。そこ辺
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を問題だなというふうに思ってます。

それから、もっと態度、価値観の関係とかいうのでは、要するに異文化理解と、そういうところまで

行きたいわけですが、残念ながら、１年間の授業で、そういう話をできるだけするようにはしてますけ

れども、なかなか難しいとこあります。ましてや、評価に加えるのは難しいとこがある。

あとは、具体的な項目ですか、ここら辺をもうちょっとお話してもしようがない、まだできてないと。

、私は、自分のつくった教科書を使ってますけれども、全体１３科で、１科について、文法的な問題と

それから読書とがあるように、どの科もそういうふうにしてます。それで、これまでのやってきた授業

というのは、１科が済んだら、２科の話を進めながら、１科の文法の１ページと読書１ページをそれぞ

れレポートにして出してもらう。ただし、授業の中で答え合わせをしますので、ちゃんとやってきてた

、ら、出席点というか３点ぐらいずつ入れて、そして、それをトータルして、それが６０点になったら

そのレポート点というのは２０点に換算する。そして、あとドイツ語の場合は、４０点以上一遍に試験

範囲を設定すると、もうほとんど落ちますので、中間試験と期末試験に分けて２回試験をして、それぞ

れ４０点ずつ、そして、レポート点というか、出席して、宿題ちゃんとやってきたら、それを２０点に

換算するというふうな方法で。

もう５分をはるかに超えちゃいましたんで、この辺で。

Ｇグループ ワークショップ活動報告

榊原（工学部・社会建設工学科）

グループは，工学部 名，人文学部 名の教官で構成されました．担当の共通科目は，情報処理と語学・言語系科G 4 2
に大別されます．以下に 日間のグループ内での活動を報告いたします．2

ワークショップ１（１６日）

自己紹介を行い，以下のように分担を決定しました．

司会（リーダー ：棚田先生（工） 記録係：榊原（工） 報告者：笠谷先生（工））

ワークショップ２（１６日）

担当科目の一般目標と到達目標を設定しました．到達目標を具体的行動と関連付ける点に困難があったように感じます．

各自が目標を設定した後に，教育学部の林先生をファシリテーターとして，グループ内で発表・議論を行いました．各教

官がシラバスを作成した科目と，主な議論内容は以下の通りです．

棚田先生（工）

「電子回路」 年後期（専門科目）2
・この科目を受講する上で前提とされる知識はいつ習得するのか？

→前期の専門科目にて習得する．

榊原（工）

「情報処理演習」 年前期（共通教育科目）1
・到達目標で，インターネットを介した情報検索を「関心・意欲」の項目に含めているが妥当か？

→知識・理解に変える．

笠谷先生（工）

「情報処理演習」 年前期（共通教育科目）1
・ネチケット（情報倫理）を伝える必要があるが，到達目標（行動として記述）としてどう記述すべきかが課題．

河中先生（工）

「ドイツ語初級 （共通教育科目）I」
・概要と一般目標の関係（役割の違い）がわかりにくい（シラバスを書く側として，違いがつけづらい ．）

・ 態度・価値観の観点」の重要性（異文化の価値観の尊重，など）「

高木先生（人文）

「中国語閲読 （共通教育科目）I」
・リーダーの講義であり，会話はまた別

・一般目標：中国文化の本質を感じ取る，中国語新聞を読めるようになる．

靍岡先生（人文）

「言語学（日本語 （共通教育科目））」

・一般目標： 日本語はどんな言語か」という問いに簡単に答えられるようにする．「
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・他言語との比較ではなく，日本語そのものの特徴を伝える．

ワークショップ３（１７日）

翌日のワークショップでは，シラバスの中で主として授業項目・評価方法について議論を行いました．以下は各教官のシ

ラバスに関する議論は以下の通りです．

棚田先生

・知識（プロセス理解）と技能（計算力）の区分けは困難

榊原

・態度・価値観（情報倫理）をどのように評価するのか→ペーパー試験で？

笠谷先生

・レポート点は内容ではなくワード・エクセルの技術で評価

・内容に倫理的に反するものがあっても技術がよければ評価するのか？逆に内容がよいレポートであっても技術が稚拙で

あれば評価しないのか？

→あくまで情報処理の手法習得で評価

河中先生

・関心・意欲（ドイツ語への関心）や態度・価値観（異文化への理解）を授業内で評価するのは非常に困難．

・授業外で評価してゆく．

高木先生

・蒋維喬の文書を読んでゆく．

・図書館利用法

・中国語の の使い方Yahoo
・ は出席点を認めない．ただし欠格条件として使うことは構わない．JABEE
靍岡先生

・日本語の言語的特徴

・関心・意欲の評価？

・技能：日本語の技法→観点別評価にも適用可能

全体発表（１７日）

全体発表では，笠谷先生の「情報処理演習」及び河中先生の「ドイツ語初級 」のシラバスが発表されました．以下はそI
の概要です．

「情報処理演習」

・デスクトップ使用

・到達目標 思考：エクセルによるデータ解析 技能：ワード，エクセル

「ドイツ語初級 」I
・現状の一般目標は最大限の内容であり 「可」の条件になっていない．，

・到達目標に含まれている，関心意欲，態度価値観を評価するのは困難．

意見

初習外国語はかえって到達目標が書きやすいのでは．

どうもありがとうございました。私も、たまたま外国語系のもんですから、ちょっと○司会（岩部）

見せていただいたんですが、そっちの外国語というのは今までやってなかったことが、新しく学んでで

きるようになるという、劇的な変化ですので、割とその部分は書きやすいかなという気もするんですね。

シラバスが、何か、簡単な手紙が書けるようになるとか、ドイツ語で自己紹介ができるとか、そういう

ふうな形で一つ一つ達成目標というのを書いていくことができそうな気がしました。感想です。
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（ ）１０．ワークショップの記録 ９月１８／１９日分

ワークショップの作業、どうもお疲れさまでした。いよいよこのＦＤ研修も大詰め○司会（岩部）

になりまして、あとこれから７つのグループに発表をやっていただきますけれども、ちょっと時間的

に７つをすべて午前中に入れるのは無理かという状況です。５つを午前中に発表していただいて、最

後の２つのグループは午後１時からに回すような状況になろうかと思います。

今のワークショップでそれぞれ先生方のシラバスを記入していただいたと思いますけれど、そのシ

ラバスを提出していただきますようにお願い申し上げます。この昼休みの時間に紙に記入された方は、

その紙をそれぞれグループについている大教センターのファシリテータの方に提出してください。紙

のものについては後日コピーした後で学内便でお返ししたいと思います。

それから、ファイルで提出いただける場合は、フロッピーかＵＳＢのメモリーがございますので、

これにコピーして提出していただけるとありがたく思います。フロッピーはＵＳＢのドライブが用意

してございますので、それを接続して恐らくお使いいただけるんではないかと思います。マッキント

ッシュも多分認識できそうですかね。多分無理かもしれません。

それじゃ、そういうことでよろしくお願いいたします。それから、シラバスの記入用の書式ファイ

ルを入れましたフロッピーディスク及びＣＤ─Ｒがお手元にございましたら、御返却いただきますよ

うお願いいたします。昼休みで結構ですので、よろしくお願いいたします。

それじゃ、最初にＡ班のプレゼンテーションお願いいたします。

よろしくお願いいたします。私はＡ班の宇部フロンティア大学の○井上（宇部フロンティア大学）

井上と申します。今回のＦＤ研修会のまとめということでシラバス作成の経過を中心にということで

御報告いたします。

最初に、私どもフロンティア大学で対応してきたシラバスと今回研修を通じて作成いたしましたシ

ラバスの経緯、それをグループ討議の内容を含めながら報告していくことにいたします。

私どもフロンティア大学の方で対応したシラバスというのは、内容がこのとおりです。授業科目名

から始まりまして、教科書及び参考書という実にシンプルなシラバスでございまして、具体的にこの

ぐらいの内容でしかありませんでした。これがフロンティア大学のシラバスなんですが、非常にシン

プルなものです。このシラバスをつくる中でどうもおかしいぞ、これだけで本当に学生に通じるんだ

ろうかというような疑問は以前から感じておりました。今回、研修を通じて、昨日の講義までの中で

でき上がったシラバスです。私は普段、フロンティア大学の方で社会福祉の実習を担当しております。

この中の１コマ、社会福祉援助技術現場実習指導２というコマを今回作成いたしました。

系列 分野 科目類型

社会福祉援助技術現場 ２ 白石 義彦、井上 浩開設科目名 単位数 担当教官

実習指導Ⅱ

３年生前・後期 演習開設期 開設時限 授業区分

対象学生 備考

授業の概要

本科目は 「社会福祉援助技術現場実習」の事前・事後指導にあたる。通年科目であるが、前期は配属実習、

前の指導として、実習中のテーマ設定・ケース実習の説明を行う。その際、社会福祉援助技術論で学んだ技

術を並行させながら、ソーシャルワークの学習を確認する作業も同時に行う。後期は、配属実習後の事後

指導として、実習生各自が学習してきたテーマについての深化、取り上げてきたケースについての、スー

パーヴィジョンを実施する。

検索キーワード

授業の一般目標

（１）社会福祉現場を知る
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（２）利用者の多面的理解を行う

（３）援助技術を習得する

（４）自己覚知を深める

授業の到達目標

知識・理解の観点 社会福祉現場を規定している法律を確認する�  ƒ 1.
□ 援助技術を再構成するŒ 2.レ

思考・判断の観点 ソーシャルワーカーとして援助プロセスを記述する�  ƒ 1.
□ クライエントと自身との価値観が違うことを説明するŒ 2.レ

関心・意欲の観点 自身がたてた実習テーマを教員と話し合う�  ƒ 1.
□ スーパーヴィジョンに参加するŒ 2.レ

態度・価値観の観点 ソーシャルワーカーの倫理観や対人援助の価値観を感じる�  ƒ 1.
□ ソーシャルワーカーの援助プロセスを模倣するŒ 2.レ

技能・表現の観点 実習内容を報告書にまとめる�  ƒ 1.
レŒ □

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

実習手引き第 【項目】実習の目的 体験実習の手引き 配布物：1
回 【内容】社会福祉援助技術現場実習の目的 を持参すること 実習ノート

と実習中の課題について説明する

第２ 【項目】テーマ実習について 実習の手引きを持

回目 【内容】テーマ実習の意義と目的につい 参すること

て説明する

第３ 【項目】ケース実習について 実習の手引きを持

回目 【内容】１ケース実習の意義と目的につ 参すること

いて説明する。

２ソーシャルワーク援助についてそのプ

ロセスを概説し、確認させる。

第 【項目】テーマ指導4
回目 【内容】担当教員と顔合わせを行う。

事例１第 【項目】ケース指導（１）5
回目 【内容】事例を用いてアセスメントの視点

を確認する

第 【項目】ケース指導（２）6
回目 【内容】各自が作成したアセスメントの視

点を発表する

事例２第 【項目】ケース指導（３）7
回目 【内容】事例を用いてアセスメントの視点

を確認する

第 【項目】ケース指導（４）8
回目 【内容】各自が作成したアセスメントの視

点を発表する

第 【項目】社会資源の活用法9
回目 【内容】社会資源の説明と、それらがどの

ように結びついているのかを説明する

第 【項目】実習先の学習10
回目 【内容】各自の実習先の概要や法的根拠

などについて、レポートにまとめる

第 【項目】実習前の諸注意11
回目 【内容】服装や実習態度など、実習に関わ

る諸注意を行う

第 【項目】書くことによるスーパーヴィジ12
回目 ョン

【内容】実習の振り返りを行う

第 【項目】スーパーヴィジョン（１）13
回目 【内容】テーマ学習の深化を指示する

第 【項目】スーパーヴィジョン（２）14
回目 【内容】事例を提出させ、ケース討議を行
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う

第 【項目】スーパーヴィジョン（３）15
回 【内容】事例を提出させ、ケース討議を行

う

第 【項目】スーパーヴィジョン（４）16
回 【内容】事例を提出させ、ケース討議を行

う

第 【項目】スーパーヴィジョン（５）17
回 【内容】事例を提出させ、ケース討議を行

う

第 【項目】スーパーヴィジョン（６）18
回 【内容】事例を提出させ、ケース討議を行

う

成績評価方法（総合）

実習報告書を重視する。報告書にソーシャルワークの価値、知識、技術が盛り込まれているかどうかを評価基準

とする。なお、ケース討議で事例提出者については、加点を行う。スーパーヴィジョンについては、２回欠席し

た時点で履修不可とする。

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験） 実施せず

20%小テスト・授業内レポート ◎ ○

50%宿題・授業外レポート ○ ◎ ◎

30%授業態度・授業への参加度 ○ ◎ ○

受講者の発表（プレゼン） 評価に加えな

・授業内での制作作品 い

演習 評価に加えな

い

出席 欠格条件あり

その他（ ）

100% 80%合計

社会福祉援助技術論、社会福祉援助技術現場実習関連科目

特になし教科書

社会福祉援助技術論で使用する教科書参考書

専門職養成のための実習であるため、社会福祉専門職に就こうとする者以外の履メッセージ

修は不可。なお、社会福祉援助技術現場実習が規定の時間数に達しない場合、本

科目は自動的に未履修となる。

H_Inoue@n.vodapone.ne. jp連絡先・オフイスアワー 携帯アドレス：

オフィスアワー 水曜日５限、ただし空き時間であれば連絡を取った上で来室は

可。

授業の概要、それから授業の一般目標、それから到達目標ということで、ここまでが昨日の段階で

でき上がったシラバスです。これを報告させていただいた中から、グループの中で技能、表現の観点、

特にこの技能、表現の観点というところで、実習内容を報告書にまとめるという欄がございますけれ

ども、この欄のところで情意的な領域、それから運動、精神領域のところをどう評価するのかという

御意見をいただきました。それはこのシラバスだけではなくて、きのうからのＪＡＢＥＥの評価にも

ありましたけれども、情意的な領域、それから運動精神領域の部分をどういうふうに評価するのかと

いう課題へと結局つながっていくものだと思います。こういう御意見をいただいた後で、授業の一般

目標で掲げた目標というのが、報告書に盛り込まれているかどうかというのを評価の基準にしようと

いうふうに思いました。

その一方で、一般目標で掲げた目標というのがこの４つあるわけですけれども、これをすべて報告

書の中で網羅していなければ、じゃあ減点の対象にする必要があるのかというような疑問も同時に出

てきました。ここまでがきのうの段階でつくられたもので、きょう午前中に最終的につくったもので
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す。１５回は実際にございませんでして、１８回の授業回数をそれぞれ記述したもの、それから成績

評価、それから個別の指針をいれてつくったわけです。この中でいただいた御意見というのはもっと

評価基準というのを明確にするということです。

例えば、とある学生がいまして、その学生は授業に対して貢献度が高かった、ほかの学生に比べる

と貢献度が高かった、そういう加点をする場合には、それを成績総合評価にきちんと明記をした方が

いいのではないか、それから評価の割合を明記、もっと明記しなさいという御意見をいただきました。

、 、ちょっと見にくいですけれども、この「なお」書きのところ 「なお」書き以降のところというのは

そういった御意見をいただいた後で修正したものです。網かけになってるんですけれども、網かけが

全く見えないですね。ここではこのケース討議というのを何回か行うわけですが、このケース討議で

ケースを実際に提出させた者については加点をする。それからケース討議をする中で、２回以上欠席

した者というのは、その時点で履修不可というふうに明記をすることということになりました。

そういった御意見いただく中で、今回シラバスを完成させたわけですけれども、参考として２点ほ

ど上げておきたいと思います。

１点目は、やはりシラバスというのはすごく重要なんだなということを再認識させていただきまし

た。これをつくることで、例えば評価を明確にできる、それから学生にこれだけは伝えたいというこ

とをしっかりと自分の中でも整理できましたし、それから対外的にも公表していくことができる、と

ても大切な作業だというふうに認識しました。

一方で、だれのためのシラバスなのかというのを感じました。ＪＡＢＥＥのためのシラバスなのか、

学生のためのシラバスなのか、ここまで書いていたらシラバスをつくるということにとらわれるシラ

バスになってしまいはしないだろうかという疑問もわいてきました。

部外者ですので、失礼な意見になったかもしれませんけれども、率直な感想ということで述べさせ

ていただきました。以上です。ありがとうございました。

Ａグループ ワークショップ活動報告

ワークショップ１（一日目 １３：００～１４：００くらい）

簡単な自己紹介を行うアイスブレーキングによって，今回のＦＤ研修のワークショップはスタートした。Ａグループは

人文学部から２名，教育学部から６名，他大学から１名の参加による文系科目担当教官中心のグループである。当グルー

プでは，グループ発表の代表報告者を宇部フロンティア大学から参加の教官にお願いした。山口大学のシラバスシステム

に対し，他大学教官としての立場からの客観的かつ批判的な取り組みを軸として，ワークショップがより批判的に進行す

ることを期待してのことである。

ワークショップ２・３（一日目 １５：３０～１７：００くらい）

授業の一般目標と到達目標を考える。参加者の取り組みは真剣そのもので，静寂さが漂う中，前半の約４５分が終了す

る。後半の約４５分は発表と討議を行う。代表報告者のシラバス検討を中心に進行する。報告者は「社会福祉援助技術現

場実習指導 」という授業科目のシラバスを作成した。多くの参加者にとって，馴染みのない性質の授業であるため，授II
業内容の確認に関する質問が多く発せられた。シラバスの記述法に関しては，まず授業内容と到達目標の項目の適合性に

関する意見が出され議論がなされた。休憩中，フリートーキング的な場面も見られ，Ｗｅｂシラバス整備の方向性が，Ｊ

ＡＢＥＥ等の外部評価機関への対応という点に傾倒しており，学生が本当に必要としている形での整備といった面が後進

的なのではないだろうかといったことが話された。

ワークショップ４・５・７（二日目 ８：５０～１１：１０くらい）

授業計画と成績評価の方法を考える。前半の約１時間３０分は各自が自分のシラバスを検討し，後半の約４０分を討議

にあてた。前日に引き続き代表報告者のシラバス検討を中心に議論を行った。一例を示す。報告者の授業内容は，現場実

習を核として，この事前指導と事後指導で構成されている。従って，成績評価に際しては実習報告書を重視するという観

点が発表の中で示された。この重視するという点について，その程度，方法について議論した。これは，実習を伴う教科

共通の観点と考えられるが，ここでは，事後指導で行われる学生発表に，実習成果がつながってゆくことを根拠として，

発表した学生には加点するような評価方法を採ることが一方法として有効であるとされた。この点の表示としては，成績

評価方法（総合）に書き加えておけばよいなどの具体的方法が大学センター長から示された。

ワークショップ７（二日目 １１：１０?１２：２０，１３：００?１３：２０くらい）

各グループ発表と質疑応答である。Ａグループからは 「シラバス作成の経過を中心に」と題した発表が行われた。二，

日間にわたる報告者の試行錯誤とグループでの議論の成果を盛り込んだ最終成果としてのシラバスが披露された。作業を
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通しての全体的な感想として，シラバス作成の重要性については，評価を明確化することで，学生に伝えたいことを明確

化することができるといった利点が示される一方で，あまりにシラバスに比重を置くあまり，いったいこれは誰のための

シラバスなのか，本当に学生のためのものなのだろうか，ＪＡＢＥＥのためのシラバスではないのか。シラバスを作ると

いうことのためのシラバスに陥ってしまう危険性もあるのではないのかといった意見も提示された。実際，ここで発表さ

れた「誰のためのシラバスなのか」といった疑問は，ワークショップの中で，あるいは休憩時間，懇親会などの様々な折

に，繰り返し問いかけられた問題であった。この問いは，ある時は，シラバスの「この項目の設定意図は何なのだろう」

といった具体的な疑問として，またあるときは，漠然と「このようなシラバス記述方法の目的は何なのだろう」といった

ように，様々に形を変えて私たちの前に出現してきた。もちろん，ワークショップに先立つ講義の中で，シラバスのフ

ォーマットの細部における目的等の解説は大学センターから，それこそ懇切丁寧になされていたのではあるが，我々の疑

問は，そこで説明されたようなテクニカルな目的という意味ではなく，もっと究極的な意味での理念的な部分での目的に

関するものであったように思う。この点について，もっと議論を深めることができれば良かったと思う。現在，目前の課

題としてＪＡＢＥＥ等の外部評価機関への対応が急務であることはよく分かるところであるし，現在進められているシラ

バス整備は，教師自身が授業を見直し，授業目的を明確化し，目的達成のための具体的な方策を講じる上で効果的である

ことも実感できた。それが，結果的に学生にとっても，授業内容や評価基準への理解を助ける効力があることも理解でき

る。しかしそれでもなお，学生にとって本当に役に立つ，学生を主眼に据えたシラバスの模索ということも，今後のシラ

バス整備に際して突き詰めて行きたい課題である。

今回のＦＤ研修では，ワークショップを通して，自らの授業を様々な視点から検討できたことはもちろんのこと，研修

全体を通して，日常的にはほとんど接する機会のない他学部教官と，シラバスを話題の出発点として，様々な内容につい

ての率直な意見交換ができたことが何よりの成果であった。

今の発言について何か御質問等ございましたら、お受けしたいと思いますが、よろ○司会（岩部）

しいでしょうか。

はい、それじゃちょっと時間もだんだん残り少なくなっておりますので、 それじゃＢグループの

発表をお願いいたします。

経済学部の櫻田と申します。よろしくお願いいたします。私が発表することになった○櫻田（経済）

のは、ほんの１時間ぐらい前で、それで準備が十分できていません。私がつくったシラバスは、私の

担当させていただく科目についてのシラバスなんですけど、これを皆さんの前で紹介させていただく

ということで発表にかえさせていただきたいなと思います。

私の担当科目は経済学部で経営学科に属しておりまして、税務会計論、法人課税について学ぶ分野

なんですけども、皆さんもここら辺のことあんまりわからないだろうなと、そういう意味で学生さん

と同じぐらいな気持ちで見ていただるのかなと思います。

ここで出てくる感想とか疑問点ですね、学生さん、失礼ながら学生さんになってもらった気分で見

ていただいて、質問等いただいてそれをフィードバックさせて来年の４月に間に合わせたいなという

感じもしております。

それで、私のシラバスを説明させていただく前に、まず私の科目、担当させていただく科目につい

ての特徴を何点か挙げさせていただきたいと思います。３つほどあるんですけども、担当する講義の

特殊性ということで、多くの講義は、大きなものは講義形式で一方的なものが多かったり、あるいは

中には実技があったりとか、私の場合は特にそうなんですけども、計算問題解きまくるというような

感じですね。私の講義は外部に存在します、例えば簿記の会計、簿記の検定試験、日商、日本商工会

議所が行っております。あるいは全国の経理協会が行っています税務会計能力検定試験と、そのよう

なものに準拠していく講義を構成しております。まあデザインしてるわけですね。これが特徴がある

ところの１つ目です。

２つ目なんですけども、経済学部でこのように外部の検定試験をどんどん授業に入れて講義をデザ

インしていくという先生は、今ほとんどいないですね。私の立場は、経済学部の中でもマイノリテ

ィーでありまして、学生さんに検定をとってもらって、卒業するときに資格の欄に１行、２行増やし

てあげたいなという気持ちで授業しております。
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元来、大学の授業というのは、学生さんの頭というのは考えるために存在すると思っておりますの

で、計算を解くというだけに偏ることに対して私自身も危惧しておりまして、でもそうは言いながら

実際、役に立つことは何だろうという学生さんや先生方の要望も一部にあるわけなんですね。ですか

ら、私は問題を解かせる、資格を取ってもらうということに傾注しますけれども、一方において学生

さんの頭を訓練する先生方の存在も重要だと考えております。これが特徴の２つ目ですね。

３つ目なんですけども、経済学部では会計士コースをつくろうとしておりまして、少数のエリート、

税理士ですね、税理士、会計士をつくろうというプランができ上がりつつあります。これは近似のこ

のような動きが各先生方、経済学部におかれましては各先生方の講義にも若干の意識改革を与えてい

るのではないかと考えております。

例えば、名前を上げさせていただいて恐縮なんですけど、ミクロ経済学とか、寺地先生のところの

担当の科目でも、例えば公務員の授業、公務員の問題を解かせるとか、そういうようなお話を聞きま

した。もっともそのミクロ経済学、経済学的なものの考え方を勉強するということは大切ですので、

公務員の問題ばっかり解いてればいいという問題ではないんですね。実際に使われているテキスト、

市販のテキスト、あるいは会計学校とか簿記学校とか専門学校にあるテキストも我々の授業の中に入

りつつあるという現状ですね。この点を指摘しておきたいと思います。

それで、私の授業なんですけども、法人が納めなければならない法人税額の金額について算定して

みようと、それは学生さんたちと一緒にやってみようということで、これを高度な次元で行うと、税

理士科目の法人税法という科目になってくるわけですけども、そこまでのことを学生さんにやらせる

となると、非常に難しくなってしまって授業も混乱してしまいまして、悲壮感が漂いますので、私が

ターゲットにしてるのは、専門学校の授業で税務会計能力検定試験というもの、法人税法の３級、

４級あたりですね。

授業をやっていく中で、知識の理解とか思考判断の観点、このようなものをチェックしていくわけ

なんですけれども、目標としているのが、簿記の知識を基礎にもってきて、その応用をやってもらう

ということですね。経済学部に特に経営学科にありましては、勉強の基礎に簿記の知識があって、そ

の上に応用の勉強が積み上がっていくということになっております。

思考判断の観点ということなんですけど、日常生活における課税関係について学生さんと見ていき

たいなと、ちょっと歪曲した課税とか、そういうものもあるかもしれませんし、そういうものを学生

さんと見ていく。関心意欲なんですけれども、税理士、公認会計士等、職業会計士に対する興味関心

が高まっている昨今において、税理士の仕事というのはどういうことなのかという、この部分につい

て学生さんに入り口だけでもわかってもらえればいいなというようなことについて授業をデザインし

て見ております。

３番目、態度なんですけども、この税務会計を勉強することによって、簿記の学習、フィードバッ

クさせてもらいたいと考えてるわけですね。

４番目、技能表現の観点ということなんですけども、私のこの講義のスケジュールですと、終了時

点においては、税務会計能力検定試験の３級は合格できる水準にあるんじゃないかと考えております。

授業計画に移ってまいります。授業計画は、この講義は大きく２分されまして、税務会計検定試験

の４級と３級の間となってます。前半の４級で後半が３級ということですね。講義中には質問を受け

たいなと、講義を活性化させるということでイレギュラーに入ってくる質問を大切にしたいなと考え

てます。逆に言うと講義が終わってからくる質問というのはうっとうしいだけで、ちょっとなるべく

避けたいなと思ってるんですけどもね。なるべく講義中に質問を引き出せるようなそういう授業を自

分で心がけたいなと思っております。
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１コマ目ですけど、オリエンテーション等、これは今回の資料の中にあったものを全部写させてい

ただきました。私の講義の特徴なんですけども、毎回前の講義のチェックをかねて小テストを行うこ

とにしております。そうしながら基本的には期末テストをやらないんですね、私は。期末テストをや

るとテストを保存しとかなきゃならないのが大変ですし、あと何ていうんですかね、期末間際になっ

てくると、学生さんがやってきて、この問題どうなの、ああなのていうふうに答えるの結構大変なん

ですね。だからやらないです。毎回毎回小テスト、これの積み上げによって学生さんの成績を見てみ

ようと、たった１回のテストで学生さんを評価するということがどうなのかという観点もございまし

て、このような積み上げによって学生さんを評価したいなと考えております。そうは言っても、そこ

そこボリュームのある試験を一度やっておきたいなと考えますので、８回目ぐらいですかね、ここら

辺で一回中間テストを計画しております。

今申し上げた内容について、ここら辺に書いてるんですけども、ここでちょっと私なりの工夫なん

ですけども、出席をどう私たちがとらえるかということですね。学生さんは来てもらわなきゃいけな

いわけなんですけれども、ただ来てるだけで寝てるという学生も多いわけです。私の場合ですと、毎

回小さいテストを行うことによって、それを出席点にしたいと、だけど確認テストが零点をとった場

合は、零点の出席点、つまり欠席したと同じことになるんですね。そうすると、必然的に学生さんの

何ていうんですか、注意力もこちらに向くんじゃないかと考えております。ですから、このような部

分で出席がチェックできるゆえに出席点をわざわざとる必要もないということで、欠課要件にしてお

ります。

評価割合なんですけども、毎回行う小テスト、それから中間テストですね、また場合によっては気

分が向けば期末テストもやるんですけども、これが半分を占めると、授業への参加とか態度とかとい

うのは、これは小テストにちゃんと参加することによって、これがある程度捕捉できるんじゃないか、

とらえられるんじゃないかと思っております。

私の授業の特徴のもう一つなんですけども、検定の試験、資格に受かってる方をどう扱うかという

ことなんですけども、これ表現上ちょっと無理があったんで２５％という言い方をしましたけども、

検定に受かってる方ならほとんど単位を上げちゃってもいいかなという気分でおります。一種の優遇

措置というわけなんですけども、私の授業を行う理念というかですね、卒業するときに履歴書を書い

たときに、資格の欄にほかの人にはない１行、２行がついてる、これを重んじたいわけなんですね。

ですから、そのような学生さんたちに対しては、これ授業も出なくてもあなたは立派だから、この授

業については理解できてるだろうからということで単位を上げる、最も最高の評価をしてあげるつも

りではおります。

このような感じですけども、何か御質問等あればいただければ非常にうれしいなと思います。

以上で報告終わらせていただきます。

実際に資格試験を受験して合格される人はどれぐらいの割合でしょうか。○司会（岩部）

これは余り難しい試験じゃないんですね。そもそもどういう試験として存在している○櫻田（経済）

のかということなんですが、これは専門学校にいらっしゃる学生さんたちが、卒業するときに手ぶら

で出すわけにいかないだろうということで、全国の経理協会がつくった試験なわけなんですね。それ

に大学生が受けに行くという形になってます。

ですから、大学生の能力があれば、ちょっと語弊があるかもしれませんが、そこそこ受かるんじゃ

ないかなと思ってます。合格率は３級で５０％いくんじゃないかと思います。

実際に授業を受けている学生さんの中で、受けて資格を取ってくるという人がどれ○司会（岩部）

くらい。
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私が担当してるのはゼミ生なんですが、受験会場が宇部にあるというデメリットが○櫻田（経済）

ございまして、そういうことで全員が山口で受けられませんので、行くという意思を持った学生さん、

これさらにその上に能力があるというとどうですかね、今のところうちのゼミ生１、２年生で１１人、

３年で１２人いるんですけども、資格を持ったのは３人ですかね。このほど今月、来月ですか、来月

の末にこれの試験がございますので、かなりの学生さんが受けると思います。２０人ぐらいかたまり

になって行くんじゃないかなと、これが始まったばかりでなかなかまだ。受験段階ですね。

どうもありがとうございました。他に質問がございますか。○司会（岩部）

どうも御苦労さまでした。教育の林です。先生にちょっと１点だけお尋ねしたいんで○林（教育）

すよね。

今、先生の国家試験を合格するというような一つのシステムでいくと、今、理工学部の研究であり

ますが、こういう理工学研究科で試験対策用のＣＤというか、自己学習というか、そういうのができ

てくるのが間近になると思うんですが、そういうものができてきたときに、先生の授業というか、授

業というものをどういうふうにお考えになるか、どんどんこれから学生が個人的に学習できるように

なると思うんですが、そのときに先生が御担当されている科目をどのように将来的に考えるのか、先

ほどちょっとエキスパートのお話が出ましたが、それをお聞かせください。

会計士コースの場合を説明させていただきます。税理士を養成するためには私たち○櫻田（経済）

経済学部にいる人材じゃ対応できないということで、外部から大原簿記学校の先生方を招きまして、

授業を担当していただくということになっております。簿記学校とか、専門学校で提供するサービス

を我々ができるかといったらできないですね。そこにまた別の世界のエキスパートがいまして、エキ

スパートをつくるためのエキスパートがおります。そういう外部の人材を利用するということになっ

ております。テキスト、今御質問受けた中身、内容ですと、幾つか含みがあると思うんですけど、例

えばテキストの扱いと私の講義の扱いであるとか、あるいはほかの学生さんが外部で勉強する、例え

ばｅラーンニングの話に拡張していくんだと思うんですけど、今のところまだｅラーンニングとかい

うのはないんです。私たちは簿記学会という学会に属しているんですけども、その試みをされている

先生方がおりまして、私も興味は持ってるんですね。ｅラーンニングになった場合には、インタラク

ティブな教育ということになりませんので、ちょっとそれをメインにもってくることはできないと思

っております。あくまでも学生さんが補助としてＷｅｂ上にアクセスしていただいて補うというよう

な形で使っていただくんだったらいいのかなというような理解ですけども、そういうようなお答えで

よろしいでしょうか。

すみません、沖ですけれど、つまらんことを聞くんですけれど、７５％○大学教育センター（沖）

が授業したことに対する評価があって、試験を受けたらあと２５％ありましたね。そうすると、今の

数値的なことをおっしゃると、そうたくさん受けてないわけですから、最高授業だけで受けた場合に

は「良」までしかつかない可能性があるということですよね。

今、厳密に指摘していただいて、これは表記上の限界が私の方であったと思ってお○櫻田（経済）

りまして、それを承知の上で今プレゼンさせていただいたんですけれども、私、本当はもう検定を持

ってたらそれで「優」を上げちゃおうかなと思ってるんですね、それをこのマトリックス上でどう表

現するかをみたときに、２５という数字を入れるしかなくて。どれについても私は評価する違ったチ

ャンネルがあるんですよというようなことなんですね。

今、御質問いただいたとおり、２５％だったら「良」じゃないかという厳密に額面どおりとらわれ

るとそのような質問が出てくるかと思うんですけど、すみません、これは表記上に私、限界にぶち当

たりまして、このようになってしまいました。
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よろしいでしょうかね。

どうもありがとうございました。○司会（岩部）

それでは、次Ｃグループの発表者の人、お願いいたします。

いやいやちょっと恥ずかしいですけど、字も汚くて。パソコンもなくて、自分○寺田（徳山大学）

で書いたやつをお見せしながら、作業の中でいろいろと参加していただいた方々から見た意見を羅列

的にといいますか、まとまりがないんですけども、お話をして発表というふうにさせていただきたい

と思います。若干、私の意見も強く入るかもしれませんけども、その辺をひとつ御了解いただいて、

すみません。

まず、私のシラバスの場合には、他大学ですのでちょっと皆さんと違うかもしれませんから、考え

方がですね。一応、内容的には発達証明ということで、一応シラバスをつくっています。

それでは、まず出た意見としては、特にこの授業の概要のところですね、私の場合は授業が青年期

までの発達、その生涯支援について説明すると、ちょっともう少し丁寧に書けばよかったのかもしれ

ないですけども、なかなか専門用語を避けてこういう狭いスペースの中で授業の概要を説明しようと

すると、非常につまらない文章になってしまうというようなことですね。ですから、こういう専門用

語を使わないで、何とかうまく表現するのを非常に苦労されたというようなお話がありました。

あと全体的なこととも関連するんですけども、そうすると中も、何ていうんですかね、ある程度、

文章の形が決まってしまって、例えば社会科学系の分野だと、特定の例えばシラバスのマニュアルみ

たいなのがありましたですよね。あそこの何とか丸々ていうところを何とか学に変えれば、あとはも

う大体同じようなシラバスになるんじゃないかといったような意見が出てました。ですから、ちょっ

と難しいことを言うと、標準化すると非常に何ていうか、無機的なシラバスができてくるんじゃない

かなといったような意見が出ましたね。

ちなみに先ほど宇部フロンティアの方のシラバスが出たんで、徳山大学のシラバスも非常に恥ずか

しいんですけど、非常に標準化されてなくて、先生によってバラバラです。一応インターネットには

のっかってるんですけども、科目名と担当者と単位数、対象年次と、開講時期ですね。あとはもう先

生によって授業の目的、授業の計画、その量的なバランスとか内容の書き方については非常に自由が

あるというか、逆に統制がとれてないというか、何ていうんですかね、管理する側にとっては非常に

難しいですけども、だから私の場合には、少し年齢が若いせいもあるんですけど、こんなことをやり

よる、こんなことやりよるて言って、結構知識偏向型で、ある意味ちょっと大変だなという印象を与

えるわけですよね。あと今日もう一人先生がいらっしゃってて、細川先生という先生がやっぱり徳大

から来ていらっしゃったんですけども、ちょっと読んでいただくとなかなか印象は難しいんですけど

も、年配の先生で非常にやさしいんですよね。だから、何ていうかな、こういう先生の気持ちとか、

学校に対する取り組み方とか、余り自由になると先生によって非常に個性が出てくると、それを読ん

だ学生も大分受けとめ方が違うんだろうなといったようなことは感じましたね。非常にこれがいいと

いうわけじゃなくて、そんなことをちょっと感じましたということです。

あと出た意見としては、このようなところの単位とか時間とか技能表現の観点について、私はとに

かく書かないといけないのかなと思って一生懸命つくったんですけども、先生方によってはどちらか

というと、何ていうのかな、授業というか、社会の要求、学校として求められてる授業の内容という

のは、どうしても知識、思考、こちらの方に重きを置かれているような気がすると、さっきもそうで

すね。なかなかこういう態度とか価値観まで授業の中で立ち入ってもいいんだろうかといったような

意見もあって、あえてこういうところは余り評価しないと、入れないというような意見もちょっとあ

ったような気がします。
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これはつくってる側には別に全部やらなきゃいけないということはないんでしょうから、それでい

いんですけど、私の場合はこれを全部書かないといけないのかなと思って書いたんですけど、そんな

意見がちょっと出ました。

次は、評価システムの方ですけども、先ほどちょっと徳山大学のを出してましたけども、この辺は

全くないわけで、この辺は非常に勉強させていただいて、これからつくらなきゃいけないのかなと思

ったりもしていました。

ここでは、幾つか意見があって、やはり先ほどの目標と成績の評価との対応が非常にはっきりつく

ことができたということですね。今までは少しあいまいだったところが、こう評価するということを

前提に考えると、目標が非常に明確になるんだと、授業のですね。そういった意見が出てましたです

ね。学生にとっても、何ていうんですかね、今までは最終的に成績を総合的に判断しますといった表

現ではなくて、非常に細かくきちっと評価されるので、親切でわかりやすいんじゃないかといったよ

うな意見もありました。

逆に言うと、ちょっと成績が厳格になり過ぎるというところがあるので、あいまいさもちょっと残

らないかなと。あとはそうですね。これは私の印象かもしれませんけども、実際に知識とか理解、思

考判断は比較的、試験とか小テスト、で関心、態度意欲というのは、比較的レポートというような形

が少し多かったかなと、その場合に今まで比較的レポートというのをどういう基準で採点したらいい

んだろうかといったときに、こういった形で提示されることで、こういう知識ではなく、むしろこう

いうところに観点を置いてレポートをやるんだといったような、そういうことが非常に明確になった

という意見が出ました。

あとは、この出席ていうのがあるんですが、この出席というのについては、皆さんなかなかこうい

ろいろと抜け道、出席をとっていても実際に学生が出席してるかどうかというのはなかなか難しいわ

けですから、こういうのを成績表の中に入れるのは難しいかなといった意見があって、何かいい出席

の方法があれば、こう意欲とか、そういったものをはかるものがあれば、といった意見も受けました

ですね。

あと少しこれはテクニカルな問題だと思うんですけども、特に学生の数が多い授業では、なかなか

レポートをつくっても、実際につくっている方に何をつくっているかわからないような張りつけでつ

くったものが出てきたりとかということですね。どうしてもこう試験による判断、この評価しかでき

ないといったようなことが出てきたときに、この辺のところをどう評価するかというのは難しいとい

うような話が少し出ておりました。

羅列的でばらばらだったんですけども、少し作業の流れの中でいろいろと生じた疑問について、あ

るいはよかった点についてちょっと感想を述べさせていただきました。

はい、どうもありがとうございました。質問がございましたらよろしくお願いしま○司会（岩部）

す。よろしいでしょうか。

それでは、ちょっとあと２つ入れるのがぎりぎりぐらいになってまいりましたので、すぐにＤグ

ループの方の発表をお願いいたします。

農学部の森本と申します。よろしくお願いします。私どものグループは実際似通っ○森本（農学）

た領域だという話だったんですけども、ちょっと違うなということで、やっぱり同時に話ができるよ

うにということで、実習を取り上げました。全員の方が実習を担当されているというので、実習に関

して実際、いろいろなところを検討しましたが、シラバスを書くに当たって、あとでお話していきま

すけども、特に評価の部分ではかなりこのシラバスに書けないんじゃないかというような意見もあり

ました。そういう問題点、特に私が選ばれたというのは、私の実習内容からすると一番問題が少ない
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と、書きやすいということで、実際は他の先生方は、ここに書き切れないいろんな問題を抱えておら

れるというふうなのが現状です。

その中でも私自身もちょっと疑問に思うようなところというのはかなりあります。ですから、４月

までどうするのかと言われますと、ちょっと困ってしまうような部分というのがあります。そういう

問題点なんかも一緒にお話してみたいというふうに思います。

具体的に私の部分はなぜ問題が少ないかと言いますと、まず最初のところ、授業の概要というとこ

ですね。私自身獣医の方ですので、最終目標というのがかなり試験ということで、科目が羅列してあ

って、それぞれに修得するような技術、それから知識というのは、もう網羅されて臨床の方から出て

くるという形ですので、この科目にあってはどういうことをということは比較的書きやすいというこ

とで、この辺も私の担当している部分は、実際病気の研究標本を学生に見せて、それで最終診断まで

ある程度できるようにしています。ですから、実学に近いところの学部の先生方もそうだと思うんで

すけども、実習というのは社会からの評価というところでは大事な部分かなと感じておりました。

具体的に、講義のとき、実習のときどうしてるかと言うと、学生に実際にスケッチをさせる、でき

たスケッチに関してこれと並行する講義というのが獣医の場合、全部ありますから、その講義で知識

を得たものをスケッチに入れさせるという形で実際、実習を進めております。

系列 分野 科目類型

獣医放射線学Ⅱ実習 １ 田浦保穂開設科目名 単位数 担当教官

５年生 後期 火曜日 ・ 実験・実習開設期 開設時限 授業区分8
限10

対象学生 備考獣医学科５年生

授業の概要

獣医領域における画像診断を体系的に理解し、実践できるように実習を行う。

まずＸ線撮影法、現像法、造影検査法における基本操作を説明し、実際にＸ線撮影検査を行うことができるよ

うに指導する。また代表的な疾患における画像上の所見を解説し、実際のＸ線フィルムを用いた読影を行う。さ

らに内視鏡検査、超音波検査、Ｘ線ＣＴ検査、磁気共鳴画像診断などの各種画像診断法の適応について解説し、

それらの機器の基本的な操作法を実習する。放射線治療や に関連する事項についても併せて実習する。RI
放射線、画像診断、治療検索キーワード

授業の一般目標

獣医領域において活用されている様々な画像診断法の実施方法、適応、その代表的な所見について理解し、実

際のフィルムなどに呈示された所見から疾患の有無、種類を判断できるようにする。最終的には獣医放射線学の

診断と治療における、基礎と応用に関して理解を深める。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．撮影・現像・読影などのＸ線検査法の基本的操作を実践できる。

２．代表的な疾患のＸ線的な特徴を説明できる。

３．各種画像診断法の基本事項と適応について説明できる。

４．放射線治療の適応や実施の際の一般的注意事項を説明できる。

□ 思考・判断の観点 実際の画像所見から疾患の有無、部位、種類を判断できる。

□ 関心・意欲の観点 問題意識を持って画像の分析・解釈ができる。

□ 態度・価値観の観点

□ 技能・表現の観点 各種画像診断法の手技を理解し、実施することができる。

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第 【項目】Ｘ線撮影法 教科書○ページを1
回 【内容】Ｘ線防御・Ｘ線撮影法・現像・ 読んでおくこと。

フィルム化について実習する。

第２ 【項目】Ｘ線撮影・読影法（骨関節系） 教科書○ページを

回目 【内容】骨格系の撮影、読影法について実 読んでおくこと。



- 111 -

習する。

第３ 【項目】Ｘ線撮影・造影・読影法（消化 教科書○ページを

回目 器系） 読んでおくこと。

【内容】消化器系の撮影、造影法、読影法

について実習する。

第 【項目】Ｘ線撮影・造影・読影法（泌尿 教科書○ページを4
回目 器系） 読んでおくこと。

【内容】泌尿器系の撮影、造影法、読影法

について実習する。

第 【項目】Ｘ線撮影・造影・読影法（脊 教科書○ページを5
回目 椎・脊髄系） 読んでおくこと。

【内容】脊髄・脊椎の撮影、造影法、読影

法について実習する。

第 【項目】Ｘ線撮影・造影・読影法（心血 教科書○ページを6
回目 管系） 読んでおくこと。

【内容】心血管系の撮影、造影法、読影法

について実習する。

第 【項目】Ｘ線撮影・読影法（腹腔臓器） 教科書○ページを7
その他） 読んでおくこ

回目 【内容】腹腔臓器の撮影、読影法について と。

実習する。

第 【項目】Ｘ線撮影・読影法（胸腔臓器） 教科書○ページを8
回目 【内容】胸腔臓器の撮影、読影法について 読んでおくこと。

実習する。

第 【項目】放射線治療 教科書○ページを9
回目 【内容】放射線治療の実際を実習する。 読んでおくこと。

第 【項目】内視鏡検査 教科書○ページを10
回目 【内容】内視鏡による消化管の評価につい 読んでおくこと。

て実習する。

第 【項目】超音波画像診断 教科書○ページを11
回目 【内容】超音波検査の適応と検査法の実際 読んでおくこと。

を実習する。

第 【項目】Ｘ線ＣＴ 教科書○ページを12
回目 【内容】Ｘ線ＣＴ検査の適応と検査法の実 読んでおくこと。

際を実習する。

第 【項目】磁気共鳴画像診断 教科書○ページを13
回目 【内容】磁気共鳴画像診断の適応と検査法 読んでおくこと。

の実際を実習する。

第 【項目】吉田地区ＲＩ施設見学 教科書○ページを14
回目 【内容】ＲＩ施設を見学し、ＲＩ使用の基 読んでおくこと。

本的事項について理解を深める。

第 【項目】医学部施設見学 教科書○ページを15
回 【内容】医学部における最新の画像診断装 読んでおくこと。

置、放射線治療装置を見学し、最新の技術

について理解する。

成績評価方法（総合 ）

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験）

小テスト・授業内レポート ◎ ◎ ％30
宿題・授業外レポート

授業態度・授業への参加度 ○ ○ ○ ◎ ％10
受講者の発表（プレゼン）

・授業内での制作作品

演習

出席 ○ ○ ◎ ％60
その他（ ）



- 112 -

100% 80%合計

関連科目

獣医臨床放射線学 第２版（文永堂出版）教科書 ,
参考書

メッセージ

田浦保穂： 、電話 ，連絡先・オフイスアワー taura@yamaguchi-u.ac . jp 933-5928
オフィスアワー：随時

一般目標は、獣医の場合、どうしてもテクニカルタームを欠如させると何を書いていいのかわから

ないという面もあって、授業の方としては、もうこれはテクニカルタームでしょうがない、別にやさ

しくなくてもいい、それに全部必修ですので、学生が選ぶ必要ないということで、私自身としてはこ

ういう形でもいいんではないかと。各学部の先生方もその特質性からなるべく平易にという言葉もあ

ったんですけれども、私自身の意見としては、そういうことですので、そのままテクニカルタームを

使っております。

あと作業の到達目標なんですけども、大体項目というのはある程度書けて、あとそれをどう評価す

るかというところで、問題のある部分があると思うんですけども、逆にその目標ということからすれ

ば、態度、情緒の向上目標ですか、あの部分はもう評価できない、実際問題時間的にも。逆に出題範

囲が決められてて、それを単位内でやれと言われることからすると、時間は例えば３倍、４倍あるな

らば、こういったところにも目標は置けるでしょうけれども、それはもう把握しかないだろうと、そ

れが実情だというふうに考えて、もうこれはこういう形でしょうがないのではないかと。

評価のところが、やはりグループ内でいろいろな問題提起があった部分なんですけども、もうこの

辺は飛ばさせていただきます。

先ほどの知識、理解、その他、関心意欲、その項目、これが私の講義の内容からすると、まだ比較

的判定しやすく、書きやすいというので、私の方に白羽の矢が当たったと。ですから、実際ほかの実

習を担当されている先生方に関しては、この評価自身もどうやっていいのかというような問題提起が

いろいろありました。実際、複数人数でやるわけですから、一人一人判定ができない。ただ、私の場

合は、個人個人でその形になったもの出せません。それと試験もある程度できるという形ですので、

プレゼンで（授業内での作品）ということで、知識も見られる、実際スケッチをかかせてますから、

質か意欲もある程度見られる、それと技能、表現も当然見られる。それとテスト、これは診断テスト

をさせるということは知識の部分もかなりこの部分で捉えられるであろうということで、実際今こう

いう形で評価はある程度はできるんであろうと。ただ、ほかの先生方に関しては、これをどういうふ

うに評価するのかというのは、非常に大きな問題で、どの部分に焦点を当てるのかということで、評

価は非常に難しい、書けないとおっしゃってる先生もおられるのが実情だと思います。

それと、きのうの段階で相対評価という形の言葉が出てきたと思うんですけれども、例えば獣医も

そうですし、医学部の保健学科、医学科、これはかなり国家試験に関しては、絶対評価、ある基準を

クリアというところはやっぱり焦点だと思うので、そういったときに実習で相対評価がなじむのかと、

これが評価にも実際にかかわる部分だと思いますけど、私自身どうしてるかというと、スケッチを書

かせて、それで書いたものでオーケーじゃないと、基準に達するまでその範囲内で書かせて、ある規

準をクリアしましたということでその日出席したという形で実際につけてます。そういった場合に、

絶対評価でいいんじゃないかというような実習は当然あると思いますので、そういったときの相対評

価の関係、これも問題にはなってくるのかなという意見がありました。

それと、実際、態度その他というのは、個々の実習をやっているときに見れば評価できるんでしょ

うけど、実際１人でそんなもの不可能です。それをどう評価しましょうか。具体的には、実習なんか
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でグループでやってるという部分が多いと思います。私の部分は個人と言いましたけども、そこでも

まだ問題がありまして、グループで評価した場合、そのグループの中では同じ点数がある、そうする

と、これ実際学生から聞くんですけれども 「あいつと一緒だから、私は」ていう意見が当然出てくる。、

グループ内で楽してるやつ、一生懸命やってるやつ、でもグループ単位でしか評価できない。それを

個々まで評価どうやってするのかという部分が当然出てくるであろうと。

ですから、実習に関してテストだけで評価できない部分、これはほんとにシラバスに入れて、学生

に読まさせて、それでちゃんと厳格な評価をしますというふうなことにはこの状態ではまだまだなら

ないんじゃないかというのが最終の私たちのグループの意見集約という形になってます。

そういう形で、何かもう少しこういう方法があるんではないかというふうな御意見があれば、お聞

かせ願いたいというふうに思います。

これで終わらせていただきます。どうもありがとうございました。

御質問、御意見お願いいたします。植村先生。○司会（岩部）

今、演習実習系についてお話が出たんですけども、私たちの方のこの○大学教育センター（植村）

評価のひな形というのは、そういうことをほとんど意識しておりません、申しわけないですが。それ

について、それからもう一つ、大学院とか少人数授業をやっていること、それからもう一つは単位に

なってる場合となってない場合があるんですけど、卒業研究とかというものの評価の仕方、こういう

ものについては私たちはほとんどまだそこまで研究を進めておりません。このひな形で書いていただ

くということは、やはり無理なんではないかというふうに事前に判断しております。

今回、さきにそれを申し上げませんでしたのもやってみてどうなるかという、申しわけないんです

が、そういうふうな感じもこちらとしてはあったんですね。

そういうことで、御了解いただきたいと思います。すべての授業がこのひな形でつくれるような形

にはなってないということ、演習、実習系、少人数授業、卒業研究といった類のものはこのひな形で

はどうも評価が難しいんではないかということは、我々も意識しておりますし、そういう形でこの評

価のひな形を強制するということは、決していたしませんので、よろしくお願いします。

最終は、何らかの形で、シラバスを全学的にという形では考えておられるわけです○森本（農学）

ね。

こういうものについても評価基準がないというわけにいかないんです○大学教育センター（植村）

よね。今、特に問題になっておりますのは、大学院の方の厳格な成績評価というのをどうするかとい

うことです。大学院の授業というのは、非常に難しゅうございます。もちろん人数が少ないので、学

生を見てるんだと言われて、それでわかってるんだという言い方もできるんですけど、じゃあ挙証し

なさいと言われたときに、試験とかされている授業も結構あるようなんですけれども、そうでないよ

うな場合について、あるいは試験でないような評価の部分について、どういう評価をしたんですかと

いうことについて、やはりかなり工夫が必要かなというふうに思ってるんです。

そういうところについても、つくらなければいけないということはあります。皆さんのお知恵を借

りて、これから時間をかけてつくっていかざるを得ないのではないかというふうに考えております。

以上です。
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Ｄグループ ワークショップ活動報告

教育学部 池田恵子

ワークショップでは、共通教育の運動健康科学部会（スポーツ運動実習）担当者および農学部獣医学科（生物 、医学）

部（社会と医療）担当者で構成されていた。そこで、構成員に共通する授業形態として、実験・実習に関するシラバスの

作成および成績評価のあり方をめぐって議論することとした。初日に御講義いただいたように、認証評価体制に対応する

厳格な成績評価が問われているとの認識に立った上で、実験・実習に関するシラバス及び評価方法の特殊性について勘案

することが重要ではないかといった意見が交わされた。こうした議論は、 日目に至り、観点別評価の配分にかかわって2
留意点を浮き彫りとする結果となった。実験・実習型の授業には次のような特徴が見られる。第一に、主として、授業教

材としての実習内容に参加できる基礎技術に習熟したか否か、あるいは実験に関する基礎的技能および方法を知り、一定

の技能習得に達しているか否かに力点がある。第２に、グループ集団ごとに与えられた課題、実験・実習への参加という

形式をとっている場合が少なくない。そこでは、現場に居合わせていること、実地の経験を重ねること自体が、必要とさ

れる一定レベルの技能習得につながっている。こうした一定技能の習熟度を評価する際には、その尺度として、出席して

いること、実験・実習時の観察記録等が、前提条件となる。具体的には、毎時の実験結果の観察記録によるスケッチの結

果であったり、スコア表の提出であったり、小レポートの提出であったりする。もっとも、実験・実習形式の授業は、こ

うした観察記録や製作・実演による技能点の評価に拠るだけでなく、適宜講義と実習を組み合わせているものが多々ある

ことから、定期試験や小テストによって知識・理解の査定や、上位の向上目標を促すことは可能であるかもしれない。し

かしながら、それらに対し、厳格な成績評価を下すということについては、グループ分けの如何が受講者の試験結果に微

妙に反映されている場合が少なくないこと、場の設定による差異をどのように授業者が評価するかということに問題が伴

うなどの意見が出された。それゆえ、この種の授業の成績評価には基礎技術や実験・実習の方法に習熟しているか否かを

絶対評価によって判断した足跡を残さざるを得ない部分への配慮が必要に思われるというのが構成員に共通した認識であ

った。この種の授業に関するシラバス作成、授業評価に伴う困難さは、今後議論の対象として深化する必要があるのでは

ないかという感想をもった。

全体として時間不足の感は否めないが、他学部の教官とも共通する悩みについて議論できた

ことは、本研修の成果であり、本研修にご尽力いただいた方々に感謝の意を表明したい。ありがとうございました。

はい、ありがとうございました。○司会（岩部）

それでは、次のＥグループの方に移らせていただきます。

お昼を回りましてだらだらやってると怒られると思いますので、短時間で終わるよ○石黒（理学）

うにしたいと思います。Ｅグループはメンバーはこのようになってまして、自然科学、物理、化学等

の研究グループです。

その中で、今回、一応シラバス作成に当たって、特に大きな問題はこういった自然科学系の基礎専

門の科目の中で、関心意欲というようなところ、あるいは態度価値観といったところ、それから技術

表現というようなところ、そうしたものをいかに目標設定して、いかに成績評価をしたらいいのかと

いうところです。いろいろお話がありましたけども、とにかくこの発表では、個々の議論したことに

ついて発表させていただきます。

系列 自然科学 分野 化学 科目類型 総説

化学II 2 単位 石黒勝也開設科目名 単位数 担当教官

1年生 後期 日3・4時限 講義開設期 開設時限 授業区分

対象学生 備考情報・数理・自然・生

資

授業の概要

有機化学の基礎の原理を正確につかめるように，有機化学の基礎となる分子の性質や化学反応性について学習

する．また，関連する内容の中から，未来技術につながる最新の話題や様々なアイデア等を紹介する。

授業の一般目標

有機分子の構造と結合を、電子と原子軌道・分子軌道の立場から理解する．次に，基本的な化合物の結合

様式を学び，官能基の違いによる物理的・化学的性質の相違について修得する。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 有機分子の構造や反応性の理解
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√
□ 思考・判断の観点 物質や状態の変化について、原子・分子レベルからの見方・考え方が

できる

□ 関心・意欲の観点 自分の専門分野と分子の世界との関わりに関心を持つ。

□ 態度・価値観の観点 有機化学は暗記の学問ではなく，基本的な原理がわかれば理解しやす

い学問であることに気づき，有機化学の面白さを味わうことができる

ようになる。

□ 技能・表現の観点

□ その他の観点

授業計画（全体）

講義・演習等は全てプロジェクタを用いて行い，また、プリントを配布する。資料等はWeb上で公開する。メー

ルでのレポート提出（毎回実施 、化学式の作成及び分子構造の描写等にコンピュータを使用するため，ノート）

型ＰＣを持参すること。

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第 【項目】はじめに シラバスを読ん1
回 【内容】 でおくこと

第２ 【項目】有機化合物を構成する元素とそ 資料に目を通し ホームページ参照

回目 の振舞い１ ておくこと

【内容】電子配置・化学結合

第３ 【項目】有機化合物を構成する元素とそ 資料に目を通し ホームページ参照

回目 の振舞い２ ておくこと

【内容】極性・共鳴

第 【項目】有機化合物の立体構造 資料に目を通し ホームページ参照4
回目 【内容】立体化学 ておくこと

第 【項目】反応はなぜ起るのか 資料に目を通し ホームページ参照5
回目 【内容】立体化学 ておくこと

第 【項目】電子の流れ図の書き方と考え方 資料に目を通し ホームページ参照6
回目 【内容】 ておくこと

第 【項目】官能基の性質と反応１ 資料に目を通し ホームページ参照7
ておくこと

回目 【内容 ：アルカン・ハロゲン化アルキ】

ル

第 【項目】中間テスト8
回目 【内容 （次回、演習を行う）】

第 【項目】官能基の性質と反応２ 資料に目を通し ホームページ参照9
回目 【内容】アルコール・エーテル ておくこと

第 【項目】官能基の性質と反応３ 資料に目を通し ホームページ参照10
回目 【内容】アルケン・アルキン ておくこと

第 【項目】官能基の性質と反応４ 資料に目を通し ホームページ参照11
回目 【内容】アルデヒドとケトン ておくこと

第 【項目】官能基の性質と反応５ 資料に目を通し ホームページ参照12
回目 【内容】カルボン酸とその誘導体 ておくこと

第 【項目】官能基の性質と反応６ 資料に目を通し ホームページ参照13
回目 【内容】含窒素化合物・複素環化合物 ておくこと

第 【項目】欲しいものをつくるために 資料に目を通し ホームページ参照14
回目 【内容】 ておくこと

第 【項目】試験15
回 【内容】

成績評価方法（総合）

①レポート課題提示・メールでの提出（毎回実施）②中間テストの実施およびその内容に関する演習③期

末試験の実施。以上を書きの観点・割合で評価する。なお、出席が所定の回数に満たない者には単位を与

えない。

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ○60%
小テスト・授業内レポート ○ ◎ ○15%
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宿題・授業外レポート ○ ○ ◎ ◎ ○15%
5%授業態度・授業への参加度 ○

受講者の発表（プレゼン）

・授業内での制作作品

演習 ○ ○ ○5%
出席 ○ 欠格条件

その他（ ）

100% 95%合計

関連科目

デジタルテキスト（Ｗｅｂにて公開）を用いる予定教科書

参考書

メッセージ

連絡先・オフイスアワー

まず、こういった物理、化学実験、実習、あるいは演習といったものに関しましては、これは比較

的こういった関心意欲というのを見積もりの尺度というのは明確に出てまいります。そこでは、やは

りその実習で協力して実験ができるというようなこと、あるいはそこでレポートにまとめて報告する

力を養う。特に、こちらの実験では、レポート一つ一つについて各教官がチェックして、それについ

ての合否判定をしていくということで、非常にきめ細かなものについての診断がなされていくという

ことでございます。

それから、共通の基礎科目についてですけども、これはやはり専門、その科目の専門以外の学生の

基礎としての自然科学という意味合いで、こういった科目に関しては、やはり担当の先生方、それぞ

れ専門の知識だけではなくてやはり関心意欲というようなことに非常に注意を払っておられます。

白石先生は物理、力学の授業を担当しておられますが、やはりその中でも応用するような学問分野

に関心持つということを非常に重要に考えておられまして、その評価はレポートとして、それが応用

された分野について調べて提出するというようなことを計画されておられます。

それから、これは私ですけども、化学としましても、授業にパソコンを持ってきてもらって、電子

メールでレポートを出すという形でやりますと、非常に回答率がいいということを経験しております。

もうひとつこういった意欲というのは、これは決してこれが評価基準であるから意欲があるという

ようなふりをするということでは困るわけでして、僕たちは、これは絶対に学生に表に出すべきでは

ないということを思っています。

それから、これも１科目に近いところかと思いますが、こういった気象学概論というところの中で

は、やはり気象現象というのは、身の回りにある日常生活の中でのことですので、それについて関心

意欲という面では、自分でテーマを見つけ出して、それでレポートを提出すると、そういったことを

重要視されているということでございます。

それから、次に専門の科目にまいりまして、専門の科目は、やはりこういったところでは、なかな

か関心意欲というようなもの、これは非常に重要であるにしてもなかなかそれを入れる余裕的なもの

はなかなかないんですが、やはりそれぞれの先生は入れておられて、日常生活の中でこういったもの

に関係する現象についてのレポートというのを考えておられます。

それから、これはダスト性解析、これもやはり小テストというものを重ねております。

それから、これは建築の方で仕上げ工法というようなことでございます。これはやはり実際の建築

の現場で必要になってくるところで、その中ではこういった身の回りにあるような、現在あるような

そういった工法に関しての診断とかそれについて判断力というようなものをレポートによって養成し

ていきます。

それから、こういった倫理に関するようなことでは、技術倫理、それからインフォームド・コンセ
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ントといったものがこの中には一応含まれてくるということでございます。それと同時にこうしたも

のは、実際にそれを自分で作成する演習というのが行われるということで、その結果をプレゼンテー

ションをすると、それだけではなくて、それを学生同士で論評するということが行われております。

これは技術表現という面に関しては非常にいいことだと思います。

それから、最後に実際のＪＡＢＥＥの指定科目になっているものが幾つかございまして、土木振動

学の中でも、やはり日常生活で、こういったものに関心を持ち、あるいはこういったことを通じて直

接的間接的に報道について認知して外側から判断できるということに関して、授業内容としては、災

害記録を読む、あるいはビデオを見るなどの後で、感想文を提出してもらう。感想文を評価するとい

うのは、非常に難しい話です。しかし、やはり一つの基準としては、自分からそれについて何か提案

ができるかどうかを基準すべきであるとの御意見をいただいております。

それから、宇部高専の方でもＪＡＢＥＥの検討がなされておりまして、山﨑先生が高分子化学を指

定科目として、授業をされております。高分子化合物というと、やはり環境という問題が出てまいり

ます。これは態度、価値観というようなことは、尺度としては難しいんですが、この件に関しては、

試験でそれを判定することはできるわけですね。どういうふうに扱うかなど、試験で評価することの

できる、非常に顕著な例ではないかというふうに思います。

以上が、個々の先生の発表についてですが、最後にいろいろ議論しました。例えば、欠席というの

は何回というふうに書くべきなのか、書いてしまわんと何回まで休んでもいいというふうに思ってる

とか、それだけ休んだらもうあきらめちゃうとか、そんなことが出てきますし、それぞれ欠席の意味

というのも実験終了あるいは講義等では意味が違っていて、原則としてというようなあいまいな表現

の方がいいんじゃないか、そういったいろんな議論をいたしました。以上です。

Ｅグループ ワークショップ活動報告

本班は、理学部・工学部・農学部・宇部高専からの参加者計９名（所属部会は、物理学が５名、化学が２名、地球科学

が１名、高専が１名）によって構成されていた。ワークショップ１において、各自の自己紹介を行った後、司会を白石

（理 、記録係を笠野（理 、報告係を石黒（理）と選出した。その後、ワークショップ２で、各自が担当授業（共通教育科） ）

目は４名（白石、笠野、石黒、鈴木（賢 、専門教育科目は５名（馬場、鈴木（素 、福永、上西、山崎 ）のシラバスの）） ） ）

「一般目標」及び「到達目標」の記述を配付資料の「行動目標の記述に用いられる行為動詞（例 」を参考にして行いワー）

クショップ３でグループ内での発表及び質疑応答を行った。ワークショップ４では、ワークショップ３で設定した各目標に

ついて、それらを達成するための「授業計画」及びそれらの達成度を見るための「成績評価法」について各自記述を行っ

た。その後行われたワークショップ５において、各自が記述した「授業計画」及び「成績評価法」についての発表及び質疑

応答が行われた。

本班において、ワークショップを通して話題に上がったのは 「自然科学系基礎・専門科目の中で 「関心・意欲 「態、 、 」、

度・価値観 「技術・表現」について、いかに目標設定し、成績評価を行うのか？」ということであった 「関心・意欲」」、 。

の観点では、講義形式の場合、目標は「講義内容と実生活の関わりについて関心を持つこと 、そして成績評価は「受講生」

各自に調査等をさせ、レポートで提出させて判定する」という形が望ましいのではということになった。また、

実験の場合は、実験中の見回りで 「共同者と協力して実験が遂行できているか？ 、また 「自分の行った実験結果を簡潔、 」 、

に報告できるか？」ということから「関心・意欲」が判定できるのではということになった 「態度・価値観」の観点で。

は 「有機化学の分野が、実は基本的な原理さえ分かれば理解しやすい分野であることに気づく」ことや「受講生が将来必、

要となるであろう技術倫理等を知る」こと等や「地球環境の観点から、高分子化合物を日常生活の中で取り扱い、処理する

ことができる」等を目標とし 「小テストや授業内レポート」または「試験」から成績評価を行うことが出来るのではない、

かということになった 「技術・表現」の観点では 「実験に必要な基礎的技術や解析方法を習得し、結果等についてレポー。 、

トにまとめて報告する力を養う」ことや「レポートにおいて、正しい結論を得るに至る過程を第３者に論理的にかつ容易に

伝わるよう記述することができる」を目標とし、提出された「レポート」から成績評価を行うことができるのではというこ

とになった。また、出席の「欠格条件」扱いについても、実験・演習と講義での欠席の意味合いの違いなどを考えると、

「原則として欠席は認めない」程度の表現が望ましいのでは、という結論になった。
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ありがとうございました。御質問、御意見、お願いいたします。特にございません○司会（岩部）

でしょうか。

はい、どうもありがとうございました。それでは、午後になってしまいましたけど、午前中のプロ

グラムここで一旦打ち切りまして、昼食をお願いいたします。その後、１時から始めたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。

１時ちょうどになりましたので、Ｆグループの発表をお願いいたします。○司会（岩部）

どうもこんにちは。理学部の松野と言います。○松野（理学部）

まず最初に、ちょっとだけ私のシラバス論を述べさせていただきたいと思うんですけど、これが今

現在、理学部で出ている私のシラバスです。昨日、僕、質問させてもらったんですけども、そもそも

こういう言葉を見て学生が判断できるだろうか、さっき農学部の先生も言われてましたけど、理系の

場合はどうしてもこうならざるを得ないところがあると思うんですよね。フォーマットに従ってやっ

てたものですけども、そういう疑問を持っていましたので、こういうシラバスを実際つくったことが

あります。これ同じ授業のシラバスで、内容項目というのを３つにしちゃいました。そのかわり上の

方がすごくだらだら書いてあるのがわかると思います。重要なのは、さっきのところにもあったんで

すけど、このコンパイラーていうのがありまして、これは何かと言うと、人間がプログラムしますけ

ども、それをコンピューターがわかる原語に翻訳するソフトウェアです。このソフトは非常に安定し

て動作します。これが安定して動作しないと、幾らまともなプログラム書いても使い物になりません。

翻訳するソフトでだめだったらだめだからです。これは、非常に安定しています。

ところが、このシラバス書いていたときに私使ってたのが、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５というＯＳです。

非常によく止まります。だから、何回も保存ボタンを押します。もしコンパイラーがそういうことに

なってしまうと、これ計算機自体の信用がなくなっちゃうんですね。だけど、コンパイラーはそうい

うことありません。どうしてかと言うと、皆さん飛行機乗られることがあると思います。これちまき

やの道路のとこ書いてありますけど、飛行機ていうのはめったに落ちません。どうしてかというと、

物理学を初めていろんな学問が体系的に組み合わされて、きちっとした理論体系の上につくられてい

るからだと思うんですね。

コンパイラーというのは、やっぱりそれをつくるための理論があります。その基本的なことを学ぶ

んだよということをここに書いています。これは選択科目ですから、どうしてこの科目を学生が学ば

なくてはいけないのかというのがまずわかるような工夫についても、何かシラバスの中に入れておい

ていただくとよろしいのではないかというふうに思います。

本題に入ります。我々のグループは、先生方９人おりますが、私と徳山高専の杉村先生を除いては

全部ばらばらなんです。これ、それぞれめいめいに書いていて、果たして議論ができるんだろうか、

ちょっとそれ無理じゃないかというところから話を始めました。どういうことをしたかと言うと、ま

ず４人の先生方が共通項をまず話してもらって、技術概論というのでまとめていただくと、私ら情報

ですから、ちょっと楽だったんですけども、もう一つのグループは４人でやっぱり情報処理について

シラバスを書こう、だから、我々のとこから出てくるのは２つです。私は、今から情報処理の説明を

いたしますが、あとで合田先生が技術概論の方の説明をしていただくことになっております。

こういうふうにして、一応せっかくワークショップの時間ですから、共通の項目についてせっかく

時間を共有するわけですから、議論ができる体制をまず整えようというところから始めました。

それで、情報処理のことはどなたもパソコン使われるからもうよく御存じのことだと思うんですが、

要するにワープロが使える、表計算が使える、パワーポイントで使える、それであとはブラウザーを
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使って、インターネットの検索ができる、そういうことが基本的にできればいいな、基本的に道具の

使い方を教えるということです。そういうふうなことがいろいろ書いてあって、昨今ちょっと僕のと

ころのＰＣもブラスターにやられましたけど、セキュリティーだとかエチケットだとかいうのも重要

なことですから、別のところを教えるときにこれも教えちゃう、そういう話をしよう、これは教官で

ないとできない話だと思います。

系列 応用科学 分野 応用科学 科目類型 総説

技術概論 単位 合田公一開設科目名 単位数 担当教官2
年生後期 限目 講義開設期 開設時限 授業区分1 3.4

対象学生 備考工・農

授業の概要

本授業は、主要工業製品において最多使用される鉄鋼材料に焦点を当て，まず鉄と鋼の製法技術史を概述す

る．そして，近代産業の発展において果たした製鉄・製鋼技術の役割を説明し，さらにエネルギー・環境問題と

の係わりを考える．

鉄鋼材料、製鉄・製鋼技術、エネルギー、環境問題検索キーワード

授業の一般目標

古代・中世における鉄と鋼の製法技術史を学習するとともに，近代産業において果たした製鉄，製鋼技術の役割

を理解する．同時に鋼の物理的・化学的性質の概要についても理解する．さらにこれらの技術とエネルギー・環

境問題の係わりについて考える．

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．鉄と鋼の製法技術史の概要を説明できる．

２．製鉄，製鋼技術と近代産業の発展の関連性を説明できる．

□ 思考・判断の観点 ・今日の製鉄，製鋼技術の発展を技術史的観点から関連付ける思考力，判断

力を養う．

□ 関心・意欲の観点 ・今日の製鉄，製鋼技術とエネルギー・環境問題との係わりを調査し，

この内容に関する報告を自ら発信することができる．

□ 態度・価値観の観点 ・製鉄，製鋼技術の学習を通して技術全般に関心をもち，技術の果たす役割

を日常生活の中で意識することができる．

□ 技能・表現の観点

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第 【項目】鉄の起源（青銅器時代と鉄器時 配布資料１1
回 代）

【内容】鉄は鉄鉱石と木炭から比較的簡単

につくることができる。鉄と青銅の製法の

違いを冶金学的観点から考察し、太古にお

ける鉄の起源を推察する。

第２ 【項目】高炉法の誕生（もう一つの産業革 配布資料２

回目 命）

【内容】高炉法は鉄鉱石の還元反応を効果

的に進行させることによって鉄の大量生産

を可能にしたものである。この回では高炉

法の仕組みについて紹介する。

第３ 【項目】近代製鉄技術の確立 その１

回目 【内容】鉄の大量生産は森林資源を大きく

後退させた。この回では英国の木炭対策な

らびに新たに開発された石炭製鉄法につい

て紹介する。

第 【項目】近代製鉄技術の確立 その２4
回目 【内容】蒸気機関の発達により、鋼はさら

に大量生産を要求されるようになった。今

回は旧式の製鋼法に変わる転炉法の発明に

ついて紹介する。

第 【項目】鉄と鋼の性質 ビデオ教材5
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回目 【内容】鉄は炭素の量によって物理的・機

械的性質が大きく変わる。内部の組織の違

いに基づき性質変化の理由を説明するとと

もに産業用途を紹介する。

第 【項目】鉄鋼業と環境・エネルギー 環境・エネル6
回目 【内容】高炉法が与える環境への影響を推 ギー問題に係わる

察するとともに、製鉄・製鋼技術開発と環 報告書作成

境・エネルギーの係わりを考える。

第 【項目】定期試験7
回目 【内容】

成績評価方法（総合）

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験（中間・期末試験） ◎ ○ ５０

小テスト・授業内レポート ○ ○ ○ ○ １０

宿題・授業外レポート ◎ ○ ２０

授業態度・授業への参加度

受講者の発表（プレゼン）

・授業内での制作作品

演習

出席 ○ ２０

その他（ ）

100% 80%合計

人間環境論関連科目

資料を配布する教科書

参考書

技術論に関する本を最低一冊読むことメッセージ

:email 0836-85-9157連絡先・オフイスアワー 合田公一 電話goda@po.cc.yamaguchi-u .ac . jp

そういう話が上に通り一遍書いてありまして、この辺では、一応それなりの工夫はしてるんですけ

ど、まず最初にウェブブラウジングでちょっと遊ばせて、だけどもこういう大事なこともあるよとい

うことを教えて、連絡をとらなくちゃいけないから、まず電子メールのことをやりましょうと、あと

はもう通り一遍、ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼンソフトについて教えます。例えばプレゼ

ンソフトでは、こういうことを勉強して、次の授業で実習をする、そういうことをやられてます。あ

とは課題発表のところをちょっと多くとってそれぞれ発表させる。

実は、この間、うちの学部で情報の実験をやってるんですが、その実験を１２点はあったら８点ま

で絞ります。残りは何するかていうと、自分の自主テーマを、これパワーポイントでプレゼンさせる

んですね。昨今、レポート書かせてカットアンドペーストで張ってくる学生がおるもんで、皆さんも

よくそういうの困ったなと思われてると思うんですけども、ただこういうプレゼンをさせると、そう

いうことも防止できるというか、多分、新しい実験の仕方だと思うんですね。カットアンドペースト

が決して悪いわけではなくて、ちゃんとそれに伴う考察があればいいんですけども、そういうことを

期待できるぐらいならそういうことしなくてもいいかもしれないけど、プレゼンをさせます。２回や

って１回プレゼン、２回やって１回プレゼンというやり方をします。最初やり始めよたときに 「先生、、

パワーポイントて何ですか」という学生いっぱいいるんですよね。だけども、彼らはちゃんとやって

くるんですよ。学生たちだけで教えあってるし、基本的に道具の使い方さえやってしまえば、彼ら自

分たちでやります。僕がよく言うのは、子どもに教えるというのは間違いで、子どもの方がはるかに

コンピューターの使い方は早く覚えます。ちょっとそういうことを余り僕が長くしゃっべってもいけ

ないんで、この辺で次にいきましょう。
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工学部の合田でございます。技術概論の議論しますと、技術といっても広うござ○合田（工学部）

いますので、焦点を絞ってやりましょうと、考えましょうということで、私の専門の関係で製鉄施工

技術、その製鋼技術についての歴史を学びます。そしてそれがそれだけじゃなくて、昨今言われてる

エネルギーとか、環境問題にどういうふうにかかわっていくかということまで、学生に考えてもらい

ましょうということで、ざーっとだけじゃなくてレポートも出させましょうというふうにしました。

それで、それがここなんですが、せっかくその到達目標がたくさん並んでますので、学生がそうい

う製鉄製法、製鋼技術というあくまで題材を通して、エネルギー、環境問題とのかかわりというのを

学生が調査して、この内容に関する報告をみずから発信することができるかどうかという、関心意欲

を判断しましょうと。

それともう一つは、こういう技術というものの学習を通して、技術全般に関心を持って技術の果た

す役割を日常生活の中で意識することができる、そういうことを到達目標に設定させる。もちろんこ

こに一般目標に書かれてる技術史とか、近代産業とのかかわりとかいうことの理解も当然含まれてお

ります。

それで、事業計画の方は、最初はワークを中心に１週目、２週目、３週目、４週目といきますけど、

ここで、ほんとは製鉄工場に見学しに行ければいんですけど、ビデオ教材、これは日本鉄鋼連盟が非

常にすばらしい教材を持ってます。ですからこれを見せながらどういうものかというのを知ってもら

うということ、それでそういうのを通してエネルギー、環境問題とのかかわりを講義の中で推察して

いきながら、学生がそういう技術等に関る問題、かかわるレポートを書いてもらうというふうにしま

す。最終的には試験も課します。

それで、今７つしかないんですけど、これは技術ガイダンス、大体２人の先生が担当しているので、

一応、持ち分として７回ということです。あとここは通常は今までここがメインで、この定期試験が

七、八十％、あと出欠で２０％にしたんですが、学生に主体的に取り組んでもらおうということも入

れましたので、授業中のレポート、小テスト、これを１０％、さらに授業前のレポートは８０％課す

という形で、シラバスを考えてみました。

以上でございます （拍手）。

Ｆグループ ワークショップ活動報告

報告者 小渕茂寿

メンバー：入江和夫（山口大教育学部 、松野浩嗣（山口大理学部 、合田公一（山口大工学部 、中村安弘（山口大工学） ） ）

部 、宇都宮 宏（山口大農学部 、小渕茂寿（山口大地域共同研究開発センター 、清水昭彦（山口大医学） ） ）

部 、杉村敦彦（徳山高専））

司 会：合田公一 記録係：小渕茂寿 発表者：合田公一、松野浩嗣

シラバスの作成にあたり、 グループではメンバーが共通のシラバスを書ける科目として、はじめに「技術概論」と「情F
報処理」をピックアップし、２グループに分かれて、１つのグループは「技術概論 、残りのグループは「情報処理」につ」

いて、各自のシラバスを作成することにした。その後、技術概論グループ、続いて情報処理グループとメンバーが各自「一

般目標」と「到達目標」を発表し、全員で討議を行い、各科目につき、よいものをひとつ選定し、次の「授業計画 「成績」、

評価法」を各グループごとに討議しまとめることにした。

「技術概論」については、技術といっても非常に幅が広いので、ここでは検討の結果 「製鉄・製鋼技術」に的を絞るこ、

とにした。議論の結果、目標および授業計画を別紙（合田先生発表シラバス）の通りとした。成績評価に関しては、厳格な

評価を目指して、成績評価法を４通り、到達目標を４通りとした。特に重視すべき到達目標である知識・理解を定期試験と

小テストに割り当てた。続いて思考判断を重視するような到達目標とした。さらに、関心・意欲、態度・価値観についても

小テストと授業外レポートで評価するようにした。

「情報処理」については、グループの発表のためにどのようにグループ内を効率よくまとめるかを検討した。そこで、プ

レゼンテーションの発表者の を用いて、スクリーンに 画像を投影し、皆が情報を共有しながら、一つのものを作成PC PC
していく方法をとることになった。この方法で、先ず、授業概要と授業内容を皆で討論し、共通の概要、目標を 分かけ30
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て作成した。特に向上目標として、総合的にソフトを使用してプレゼンテーションソフトを使用しての発表を置いた。授業

の到達目標に関しては、どの内容が、どの観点に当てはまるのかが議論となった。

次に、授業計画では、 回の項目を概要、目標にあわせて振り分けた。その後、その内容を皆で考え記述していった。15
授業外学習の指示に関しては、さらに授業内容を見ながら、適切に配置するように皆で話し合った。

成績評価方法は、授業内容の性格上技能表現が中心となり、レポートや作品の発表の評価に最も重点を置くこととして、

評価割合を最終的に決定した。

どうもありがとうございました。○司会（岩部）

御質問はございませんでしょうか。

それでは、最後のＧグループの皆さん方よろしくお願いします。

梅光学院から来ました古川と申します。私たちのグループでは外国語教育○古川（梅光学院大学）

をメインに教えていらっしゃる先生以外に、いわゆる専門教育科目を教えてらっしゃる先生もいらっ

しゃいまして、いろいろさまざまなお話が聞けました。

せっかくですので、とりあえずうちの学校の現状をちょっと話させていただきたいなと思います。

これは部会ではお話しなかったんですけど。うちの学校でも当然シラバスというのがございまして、

授業目標、到達目標、それから内容等いろいろ教科書、参考文献、それから授業項目というものを書

いています。 今回、本来うちの学校も前期１５回、後期１５回、３０回で、１回目はこれをやる、

２回目はこれをやるというような感じで授業予定を立てていました。今回、こういうようにちょっと

項目というふうに変えてしまいました。その背景にあるのは、学生による授業評価というのをやって

おりまして、その際、何ていうんでしょう、このシラバスについて、これは参考になりましたかとい

う質問があるんですけども、それに関してうちの学校の学生は「あんまり見ない 、あるいは「ぜんぜ」

ん参考にならなかった」というような評価、結果が出てきまして、じゃ実際１５回も授業やるわけで

もないし、じゃ、スケジュールというよりもむしろ授業項目としてとらえようじゃないかっていうこ

とになりました。最低前期何項目とか。実際、授業というのは学生の状況に応じて、進度っていうん

ですか、放送大学みたいにはうまくいきませんで、いろいろち変わったりしますので、その辺を現実

的に捉えようということで、こういう具合になりました。

系列 分野 科目類型

英語総合演習 古川武史開設科目名 単位数 担当教官I 1
年後期 火 ・ 演習開設期 開設時限 授業区分1 5 6

対象学生 備考現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 年生1
授業の概要

本授業では、前期に『フレッシュマンイングリッシュ 、 』と『英文法 』で復習し、再構築した英文法の知識I II I
を元に、英語のコミュニケーション能力を測定する世界規模の検定試験のひとつである テストの問題の解TOEIC
き方について解説をし、 形式 リスニングセクション、リーディングセクション の問題に慣れさせる。毎回TOIE ( )

形式のリスニングと単語の小テストを行う。TOEIC

、実用英語検索キーワード TOEIC
授業の一般目標

ビジネス業界における実用英語の能力の重要性を認識した上で、 のスコアー向上をすることをTOEIC
目標とし （ ） を最低 回受験する。、 College TOEIC 1

授業の到達目標

■ 知識・理解の観点 出張・旅行に関する語彙を扱った誤文訂正問題に関わる語彙や文法的な1.
知識の習得。 ｢－｣や「同」を表す接頭辞が付く語彙を扱った誤文訂正2.
問題を通して関連語彙や文法知識の習得。 記事・報告書に関する読解3.
問題を通し、語彙や速読力、判断力の獲得。 通知・手紙に関する読解4.
問題に関わる語彙や読解力の習得。 広告・説明書に関する読解問題を5.
通して、関連語彙や速読力を身につける。 番組・スケジュール・申込6.
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7.書に関する問題に対応できるようになる。

■ 思考・判断の観点 上記類似形式の問題形式の問題に対応できるようになる。

■ 関心・意欲の観点 「英語でのコミュニケーション志向 （使える英語）の意識と意欲を喚起す」

る。

■ 態度・価値観の観点 自習課題を通して、少なくとも週 日毎日一日 時間の英語の自学自習1. 6 1
の習慣を身に着ける。 日頃から 等の英語検定試験に関心を持2. TOEIC
ち、自ら積極的に を受験するようになる。TOEIC

■ 技能・表現の観点 英語検定試験において、 点相当以上のスコアーを取る。TOEIC300
□ その他の観点

授業計画（全体）

毎回、教科書 単元進み、リスニングおよび単語の小テストを行う。Unit1
授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第 【項目】オリエンテーション1
回目 【内容】担当教員の紹介、授業目標と進め

方、

シラバスの説明、成績評価の方法

第２ 【項目】TOEICの説明

回目 【内容】TOEICの出題形式、過去の受験者の

データの紹介、企業でのTOEICの扱い、研修

等の紹介。

第３ 【項目】TOEIC Mini Test

回目 【内容】1時間程度のMini TOEICを受験す

る。

第 【項目】Unit 14
回目 【内容】

第 【項目】Unit 25
回目 【内容】

・ ・

・ ・

・ ・

第 【項目】Unit 912
回目 【内容】

第 【項目】Unit 1013
回目 【内容】

第 【項目】Unit 1114
回目 【内容】

第 【項目】試験15
回 【内容】

成績評価方法（総合）

期末試験、小テスト、出席、課題 （ ） のスコアー、授業中の態度等を総合的に評価する。、 College TOEIC

成績評価方法（観点別）

JABEE到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合（％）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

50%定期試験（中間・期末試験） ◎ ○ ○

小テスト・授業内レポート ◎ ○ ○ ％20
宿題・授業外レポート ◎ ○ ％5

5%授業態度・授業への参加度 ○

受講者の発表（プレゼン） 評価に加えず

・授業内での制作作品

演習 評価に加えず

出席 ○ 失格条件

20%その他（TOEIC等の英語検定 ○ ◎

試験）

100% 80%合計

関連科目

『 テスト リーディング基礎演習 （英宝社）教科書 TOEIC 』

『徹底対策 テスト リスニング （鶴見書店）TOEIC 』



- 124 -

参考書

メッセージ

連絡先・オフイスアワー

で、今回、シラバスの重要性ということで「かなり重要なんだな」ということ再認識した次第で、

いろんな議論も出てきました。突然つくれって言われて、私は全然考えてもなくていろいろ適当にと

いうと悪いんですが、ちょっと書いてみたんですけれども、一番悩んだのはこういうところではなく

て、評価のところです。評価のところでどれにマルをつけるか、で、何％にするかというところで、

ちょっと非常に苦労した次第です。実際、参加者の方々のものをいろいろ見させていただきましたけ

れども、古川のはこんなぐあいに、定期試験５０％、小テスト何％みたいな感じでやってました。そ

れは、授業形態によっていろいろ変わってもいいだろとは思うんですけども、中には定期試験を課さ

ない、あるいは定期試験２０％とか、そんな先生方もいらっしゃいました。特に、私が担当している

このＴＯＥＩＣというのをどう評価するかっていうところも非常に悩んだところで、さっきどなたか

検定試験に受かったかどうかで評価 「優」をあげてもいんじゃないのっていう話をされてる先生いら、

っしゃいましたけども、私もそれで実際選択科目で、例えば６００点以上とったら「優」をあげるよ

というふうに言った瞬間、６００点とったやつが出てきて 「もう先生授業出て来なくていいでしょ、

う」というふうに言われて、それ以来ちょっとそういうのをやめようと思ってやってないんですけど

も、このことで何て言うんでしょうね、それをどういうふうにあらわしていいかっていうところ非常

に悩みまして、その辺のいろんな話を伺いたかったんですけども、ちょっとその機会がありませんで

したので、とりあえず苦心の策として、ここでは一応２０％ぐらいにしてます。点数によって多分そ

の辺どうするのかということも考えなきゃいけないと思って悩んでいたところだったんです。

あといろいろお話として出てきたところなんですけども、外国語教育をやる、言葉だけを教えても

それでいいかっていうとやはり全然だめで、その異文化理解みたいなところです、それをどういうふ

うにＴＯＥＩＣの授業で生かすかとか、あるいはそれぞれもたれてる科目でどういうふうに生かすか

というお話が出てきました。言語自体もそりゃ異文化と言えば異文化なので、それでも十分だという

話もあるし、あるいはほかの授業でやってもいんじゃないかとか、あるいはリスニング、ちょっと話

変わりますけども、リスニングの授業、これをどうやっていくのかということです。これはいろんな

先生方いらっしゃってどういうふうに扱うかという問題に引っかかると思います。やる先生もいらっ

しゃるし、やらない、ほかの授業に任す、あるいはＣＤ─ＲＯＭ使ってｅ-learning的にやるとかいう

話もありました。

それから、ＪＡＢＥＥは、判断基準というんでしょうか、評価基準というんでしょうか、そういっ

たものを持っていくと、客観的に、主観が入らないようになるべくしないといけないということ、統

一カリキュラムとか、統一テキストとか、評価基準の課題など、何ていうんでしょうか、主観が入ら

ないようにしていかないといけないんじゃないかという話も出てきました。

それから、あと評価が残るということですか、答案等が残るということで。実際今まではいろんな

ものを総合的に評価して５９点とか、６９点とか、１点とか足りなかった場合、やっぱりちょっと温

情的に１点あげるとか、そういうことをやってたんですけども、そういうことできなくなるんじゃな

いかとか、あとそういうできなくなるって、そういう補修授業みたいなものもやっていかないといけ

なくなるんじゃないかとか、そういう話も出てました。

それから、出席に関して、私の場合は２０％ぐらい点数をあげてるんですけども、今回ＪＡＢＥＥ

とかいうのに従うと、失格条件ということになるんだそうですね。うちの学校は、試験を受ける資格
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ということで、３分の２以上出席していないと失格になるということも、学則上で規定してまして、

それはもう学生わかってることなんですけれども、何回までいいか悪かという議論も、学生に関して

は問題ないんですけども、ほんとにそれでいいのかという問題もあるかと思います。評価で２０％と

いうふうに今回はしてませんが、私は大体そのくらいにしていて、それに関して小テストをやってる

んですが、出席してないとその辺で減点されるからそれでいんじゃないの、要するに点数化しなくて

もいんじゃないのという話とか、結構おもしろい意見が出てました。

それから、出席点については、別の項目で出席というのは考えましょう、というふうな意見が大多

数で、ほとんど何点、何％というふうにつけてる意見はございませんでした。

後は、講義科目と演習科目、あるいは発表を中心にした授業といったものにそれぞれ関連した評価

については、ほんとにたくさんの御意見がありました。それはそれで科目の特殊性というものを反映

しているのでいいのかなという気はしましたけれど、やはり同しドイツ語ならドイツ語、あるいは英

語なら英語であればやはり同じようにやっていかないといけないんじゃないかなという気はいたしま

した。

もっといろいろ何かあったかと思いますけれども、思いついたところは、以上です。どうもありが

とうございました。

どうもありがとうございました。○司会（岩部）

私もたまたま分野が英語なもんですから、なるほどとか、いろいろ感じるところあるんですが、特

にＴＯＥＩＣスコアで単位を認定してあげると、６００点とりました、もう授業来なくていいですね、

そういうことを言われるとちょっとむっとしたりして、なかなかそこを乗り越えなきゃいけない部分

だと、私は個人的に思ってるんです。けれども、やっぱり教師はどうしても自分も授業に来てもらう

というところ、自分で教えてると安心というようなところがあって、自分の目の前から去っていく学

生というのは、何となくちょっと耐えがたい感じをどうしても持ってしまうんです。そこの辺ですね。

山口大学ではある程度そこら辺は割り切らなきゃいけないんだという決断をしておりまして、授業に

出てくること、授業に縛りつけることに意味があるんではないんだと、英語能力を持ってるならばそ

れでいいじゃないかというとこの一つの割り切り、それから逆に、そのそういう形で何点とったから

単位をあげて、教室から出て行ってもいい、というのとは逆に、今度は７００点にあげる授業を開設

しますよ、それでも単位出ません、そういう授業を逆に立ててみると、そこにちゃんと来る学生がい

るわけです。単位なんかない、だけどもこの授業を受けて一緒に７００点目指しましょうという授業

を開設すると、そこに出てくる学生がいると。だから、スコアをとれたから単位をあげますというの

と、逆にまた単位はないけれどもといって教室に戻ってくるという、そういうこともあります。それ

でつじつまはちゃんと合ってるんじゃないかなというふうに、今のところ個人的に感じております。

どうもちょっと勝手に感想述べてしまいましたけど、どうもありがとうございました。

Ｇグループ ワークショップ活動報告

Ｇグループ・メンバー（７名）

司会：平山豊（初習外国語・仏） 報告発表：古川武史（梅光学院大学・英）

記録係：藤原マリ子（教育学部・国） 阿部泰記（初習外国語・英） 坂本貴志（初習外国語・独） 宮崎充保（英語）

杉原道子（留学生センター） ワークショップ活動内容

・１８日

１／自己紹介 ２／シラバス「授業の一般目標 「授業の到達目標」の作成」

（余裕があれば「授業の概要」も） ３／作成目標の発表・質疑応答

発表は、時間の関係で、英語の宮崎・古川の二氏が担当。質疑応答では、語学力の養成と異文化理解との関係をどのよ

うに捉え目標の中に位置づけるかについて、活発な意見が交わされた。語学力育成と同時に異文化理解にも配慮すべきで
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あるとの見解が主流を占めた。

・１９日

１／シラバス「成績評価方法」および「授業計画」の作成 ２／発表・質疑応答

各自が作成した「成績評価方法」について、全員が一通り発表。質疑応答は各自の設定した目標と評価方法との関連性

を検討することから行われた。その他に取り上げられた話題の主なものは、以下の通り。

ＴＯＥＣのスコアを成績評価に反映することの適否について。ＴＯＥＣで優秀な成績を収めた生徒は出席しなくてもよ

いか、等。

リスニングの授業とその評価をどのようにすべきか。

出席を欠格条件とした場合の、出席点の扱いについて。出席点は不要ではないか。

担当科目、授業形態が異なる場合には、無理な面があるが、担当科目が同一である場 合は、統一した評価基準が望

ましい。

評価は客観的であるべき。客観性を保つための方策について。

総じて活発な意見交換が行われ、有意義なワークショップであった。 （藤原記）
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（ ）１１．講義５ まとめ

これで、一応すべてのグループの発表終わりまして、ちょうどというか、ぎりぎりの時間になってし

まいました。次に、最後の講義であります。講義５番、林先生の方からお願いしたいと思います。配付

資料がございますので配ります。

先生方お疲れさまでした。教育でＦＤ委員をやっております林でございます。今回、私○林（教育）

の専門が教育方法ということで何か授業技術というようなことも含めて、評価の研修をさせていただい

ております。そこで、お役に立てるお話があればということで最後させていただきます。

資料を配布しましたので、講義５というところを読んでいただいたらいいと思います。今日、山本先

生がお話しされていたような幾つかのやり方とか、農学部の大島先生が小テストをやっていろいろ評価

、していることに関連しています。先生方お疲れだと思いますが、こういう機会ですから、今、小学校

中学校、高校の先生がこんな研修をやっているんだとか、海外ではどういうふうに教員研修やっている

かとか勉強なさっていただければと思います。結論から申し上げますと、日本の先生の授業技術という

のは世界的に非常に高く評価されています。日本の先生の技術を学びたいというような姿勢で研修が行

われています。

ちょっとこれをごらんください。まず、中学校の子どもたちが授業をやっているんですが、この教科

は総合的な学習の時間であります。各教科のいろいろ得た知識を最終的にまとめ上げるという科目です。

これは福井の中学校の授業風景です。福井に飛行場をつくったらいいか、つくらない方がいいかという

ことを子どもたちにディベートさせているんです。最終的に自分の意見をみんなの前で発表して、最後

にみんなの意見を聞くという、こういう授業をやっているんですね。

これをちょっとごらんください。つくった方がいい、つくらない方がいいというのは当然２つの班に

意見が分かれるわけです。つくらない方がいい生徒たちは反対派からの資料を集めてみんなで議論をし

ている。で、最終的にプレゼンテーションを行うんですね。このような中学生が、これからやがて大学

にやってくることになります。

次にごらんいただきたいのは、小中高等学校の先生の授業の風景です。やはり、基礎基本がきっちり

できてない先生が非常に多いんです。授業って一体何かを振り返ってみようって。先生方御存じのよう

に、昨年度２８９名の先生が、教師不適格、そのうちの５名が免職になりました。これも、ここだけの

話ですが、大阪府で高等学校の約半数の先生が授業ができないということで、今、再教育を行っていま

す。その半数の先生はどういう学校にいるかというと、混乱校、もしくは進学校です。進学校は全く授

業技術が要りません。先生が本と教科書を置いておけば自分でやっていきます。そういう現状で、今も

う大変なことになっているんです。

、これは、山口県の、四国からも来られていますが、授業技術の研修をやっているとこです。やはり

、ここで大事になるのは、今非常に問題になっています、何かしらないけど、個性個性っていいながら

先生たちも基礎的な学力がものすごく低下しているという現実です。

これを見ていただいたらわかりますように、この中に、先生方も非常にびっくりするような研修があ

ります。これは、黒板の書き方を練習しているんですね。ここに書いたもの、例えば、言葉じゃなくて

絵をかいて、あなたは子どもたちに伝えるときにはどういうようなことをしたらいいですかと。要する

に、絵が上手、下手という問題の前に、先生が考えようとしないわけですね。

これを見てください。これは非言語の練習をしているんです。私は今日先生方のご発表を後ろで学生

の気持ちになって聞きました。そしたら、あの先生はごっついシビアそうやなと、怖いなとか、あの先
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生はごっついアクティビティーやなとか、山本先生は熱血先生やなとか、そういう何かイメージがある

わけですよね。これは、もうシラバス以前の問題なんです。ですから、どうしても、特に小中高等学校

の先生が腕を組んで授業をすると、後ろで見ていて非常に不愉快です。

これは図形並びっていうのをやっています。各先生に自分でここに図形をつくっていただいて、受講

者の方に同じ図形を口頭で話してくださいっていう訓練です。これをやると、先生によってはめっちゃ

くちゃ下手なんですね。自分が言ってても、後に全然伝わってないという。

これが２つ目の授業です。山口大学の工学部の学生が今授業をやっている風景です。教科名はコミュ

ニケーションです。この科目は徳島大学の工学部のＦＤ科目と同じにしています。これは、自分の研究

テーマを徳島大学の工学部の学生に教えてやってくださいというテーマです。

こういう訓練はなぜ必要かというと、学習者はどれだけの知識を持っているのか、どれだけのスキー

マーを持っているのかということを考えさせるためです。これそうですね、四国の人口を調べてきてい

るわけです。山口大学にいながら、四国の学生に話しするときに、四国の学生たちはどういことに関心

を持っているんだろう、どういう知識を持っているんだろう、こういうようなことですね。これも、コ

ンピューター支援診断の画像システムで、実は四国にはこれだけのたくさんの高齢者がいるよというこ

とを前提に話をしていっているわけですね。こういうのは工学部の一例です。これが実はＦＤ科目の一

つの内容でございます。

それでは、少し本題に行きますが、ちょっとこれもごらんください。じゃあ、一番最後の班でありま

したように、エクセルを教えたい、ワードを教えたい。じゃあ、なかなかスキルの差が出ちゃう、そう

いうのをどうしたらいいだろうか。じゃあ、人海戦術で補習をやるか、もしくは教材ですね。実は、こ

れは、今年の５月に私がパキスタンの方に行ってつくってきた教材です。こういう教材を使って、エク

セルとかワードについて勉強している、こういう教材を学生にも配布してます。これちょっとごらんく

ださい。これは実はデープターでつくっております。今ちょっと音声を消してますが、一番最初、一番

上にありますように、何遍もリピートできます。ですから、これは説明用の教材です。そうすると、学

生がこれを何遍も何遍も聞きます。ステップごとに一番最初のセルについての説明が入っています。こ

ういうものが用意されていますから、先生が補習を一切しない。それには理由があるんです。パキスタ

、ンは、非常に先生たちの質がよくない。先生も足りないんです。ですから、こういう教材をつくって

学生たちに配って学習をするということが行われています。

これは説明用の教材ですが、例えば、最終的にこれを先生とやり取りをしたい、じゃあ、どうしたら

いい、今日のメールの中に、シラバスの中にありましたね、こういうものがつくられてます。これ、今

Ｙａｈｏｏですが、Ｙａｈｏｏでこういうように入れてやりなさい、こういうような教材を幾つか用意

している。これで、とにかく遅れている子どもたち、学生たちに一生懸命やっていただくという、こう

いうようなシステムをつくってます。

それでは、ちょっと資料の方に戻っていただいて、もう時間はあんまりございませんのでもう一度確

認していきたいと思います。

昨日、今日お話を聞いてて、授業をとってみたいというような気持ちになった先生の授業もあります。

昨日もお話がありましたように、私たち人文社会と理工系というのは、はっきり違いがあるということ

ですね。これが、レンガ積み上げ方式です。ですから、シラバスをやるときに、ここで切ったらいいわ

けです。ここまでできたかできないか。これがレンガ積み上げ方式です。系統学習ですね。それと、人

文の今日の先生がお話されましたように、ネットワークというのは、自分が興味を持ったものをためな

がら、また、クリティカルに、要するに、今言っていることは本当に正しいのかどうか、僕はそんなこ

といっちゃあおれませんね。医学部の先生から、我々教育学部は、こういうものをよくやっているよと
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いうたら、とんでもないと言われました。というのは、やっぱりもうそんなことやったら国家試験通ら

ないからといって、もうこれ現実ですよね。これ今歯抜けになっているわけです。こういう順番にやっ

ていってるわけです。

ところが、今日御発表ありましたように、これをとってもいいじゃないかと。アジアと日本って何か

おかしんじゃないか。そういうようなあたり、これはやっぱりクリティカルシンキングといって、一つ

の大きな今考え方になっている。これはいい点がいっぱいあるんですよね。ただ、やっぱりここをやる

ためには、先生からの教授技術がものすごく大きいんですね。要するに先生次第で子どもがかわるとい

う感じがあります。それに対して、こちらはというのは、どちらかというと、問題解決能力、要するに、

問題をどんどん自分で解いていく。それとか、コミュニケーション能力ですね。ほかから知識をもらわ

ないといけない。それとか、想像力が出てくる、意欲、これまさに情意面ですよ。ですから、こちらの

方で情意面をつくるというのは非常に大変だということがわかります。こちらは、こういうように主体

的なものです。今、学校教育はどちらに向いているかというと、昨年度まではこちらでした。文科省は、

生きる力とか何やらわけのわからんことを言っています。これがこちらです、はっきりいうて。生きる

、力って一体なんだって、で、今日も下で中学校の先生が。生きる力の研修会やってます。そうしたら

ある先生が、あれは何をやっているんだと聞くので、僕もわかりませんって答えました。そのとおりで

す。

こちら側は何かというたら、エクセルについての操作研修、オームの法則についての研修、こういう

ことです。はっきりしています。これがはっきりしてない。昨年度まで一生懸命、マスコミはこちらに

行ってました。そろそろかわってきましたね、こちらです。最近言っているのが学力保証ということで

す。現場からそういう声があがっています。総合的な学習の時間は、実はこちら側ですから、情意、関

心が非常に大きくなります。学校の方では評価しません。やったやらないだけです。ですから、これを

やっているときに、今徐々にこちらに来ている。現場の先生は、教科の授業がやっぱり本当に子どもた

ちの学力につながっていると、要するに育成につながってるということで、非常にこれを重視されてま

す。これが私のイメージです、もうこれを見ていただいたらわかりますね。これは先生です。自分で勝

手ににシラバスをつくって、自分で目標をつくって、一生懸命やっている。子どもがついていけないか

ら落とすという、これがはっきりいって、行動主義の我々の一般的な授業です。に対して、これが、今

日、人文の先生もお話されたように、これいいじゃないか、好きなようにとれよと、どんどん伸びろよ

って、別に筋引っ張る必要ないよというのがこれです。これを評価せえっていうのは無理ですね、はっ

きりいって。ですから、小中高等学校は評価しないんです。

それで、そこに書いていますように、授業の創造というのは、やはり先生方が今日お話しているよう

に 「わかる 「楽しい 「ためになる 。ここ辺、非常に何かややこしいことが出てきました。昨日から、 」 」 」

のお話で、認知って、別に認知を使わないくてもいいんじゃない、知識、理解でもいいんじゃないかと。

それと、やはり昨日からお話が出ているように、有効な教材をつくってみる、そして、成果を一度１回

開いてみようと。先生方御存じのように、今日つくった評価というのは来年どうなるかわかんないんで

す、はっきりいって。先生方が子どもたちの学生のどこの着眼点をもって評価することをしたらいいか

ということはわからない上で、知識、理解とは何だとか、興味、関心は何だと、意欲とは何だと、これ

勝手に自分の持っているイメージでしかやってない。ですから、やったことは、その評価というものを

１回そこでさらけ出してみて、もう一度今の授業技術に戻っていただく、こういうシステムを考えたら

どうかと思います。これが、評価の内容です。受け入れのところでも、例えば、一つは、講義を受講す

る、関心があるっていうのと、何々ができる、集中する、新しい何々に関心を持つと、これは資料の方

、にも載っていますが、こういうような段階づけで、ある程度その評価はできるんじゃないか。これは
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ある意味でそれを評価するためにカテゴリー化しているわけですが、これをぜひやっていただきたいん

ですが、先ほど、山本先生だったかな、毎回授業のために小テストをやっている。そうすると、やっぱ

り大事なのは、授業を行うに際して最低必要限の知識や技能について、先生が知る必要があるんじゃな

いかと。実はこれ、私の一例ですが見てください。先ほどの徳島の例ですが、徳島大学の３回生を対象

に、自分の研究テーマを伝えようというものです。そうすると、学生というのはいっぱい自分の意見を

出してくるわけです。こういうようにつないでいったらどうやろうかと。それを私たちがあんまり把握

していないと、勝手に子どもたちはこれだけの知識持っているだろうということで、授業をやっちゃう

んですよ。ここが、認知面での診断評価でも、情意面でも大事です。受講目的、それと、資料にお配り

しておきましたが、先ほどの山本先生と同じようですが、私も小テストを行っています。小テストとい

うは、３８ページぐらいですが、毎回これを行ってます。これは何かというと、今日、先ほどから申し

上げていますように、絶対に例えが出るといえば、オームの法則です。私は工学部出てますので、非常

に工学部の先生に感謝したい点があるんですね。あるとき、子どもが 「先生テープレコーダーってどん、

どん小さくなるのに、なぜあのアダプターというのは、いつまでたっても重いの」といって、このとき

に、やはり電圧ということが頭に浮かんできます。そして 「先生、整流ってあれどうやってやっている、

の」ちゅうたときに、ぽっとダイオードというような知識が出てくる。こういうように、何か子どもた

ちから聞いてきたことに対して、自分自身ができるというのが、最終的には私は基礎学力じゃないかと

思います。

それで、診断シートのところを見ていただいたらわかりますように、やっぱり事実というのは絶対に

伝えなければいけない。それと、やっぱりそれに対してクリティカルに考える。今日もお話ありました

よね、例えば、滝野先生、これおかしいと違うか、アジアと日本というのは、そういうものをやっぱり

きっかけとして与えて、子どもたちに書かせる。もう一点重要な点は、自分でこの授業をどれだけやっ

たか、つかんだとかというのをフィードバックして、先生がつかんでいるということです。どうしても

先生方はあんまり見ていない部分があるんですね。やっぱり子どもたちが一生懸命やったのに、なぜ同

じことやったのに俺だけだめなんだという不満が出てきちゃう。

それで、その次のページを見ていただいたらわかりますように、学生が体調が悪いといって態度が悪

いんですよ。私もどうして何回も態度悪いんかな思ったら、女性のあの日だったり、昨日どうしても何

かやってて疲れていると。そうしたら、やっぱりもう正直に書かせて、実はこういうことと、もう一点

は、ワンポイントを言っています。実はこれは６０名ぐらいが限界です。先ほど５時間とおっしゃって

ましたね、山本先生、５時間の小テストを見る。これは、もう５０名が限界。それ以外のときにはどう

するかというと、例えば、出席カードの裏にワンポイントを書かせるとか、先生方が工夫するというこ

とではないでしょうか。そうすると、先生、板書ももう少し字を大きくしてくれとか、エアコンがきつ

過ぎる、しゃべるのをもっとゆっくり言ってくれとか。こういうような本当にそのワンポイントを我々

がフィードバックしてつかむということですね。

それで、あと５分です。これ見てください。これ、先ほどありましたように、電子メールを私も使っ

ていますが、これが回答箱になっているケースが多いんです。先生、いじめについてなくしたいんです

がどうしたらいいでしょうかと。一言でいじめなんていうものを、簡単に書いてくるんです。それとか、

自分の所属も書かずに、これは工学部の学生さんも多かったです。所属を書かずに自分自身の要件だけ

書いて、名前がわからないわけですよ。そしたら、そしたら、ｍａｋｉとかｓｋｙｂｌｕｅとかあるん

です。自分はわかってるんですね。そういう教育を、今小中高等学校でやっているんですが、残念なが

。ら、今大学に入っている学生はそういうことがわかんない。携帯メールの感触でやってくるんですね

ある人は、もう２５６文字ですから、それで切って、その２、その３ってレポートを持って置いときま
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す。非常に不愉快ですね、あれはっきりいって。せいぜい学校に来て、自分で張ればいいのに、それ先

生張ってくれというて、続くって書いて。こういう親密感はいいんですけど、やはり一線を置くという

あたりで非常に問題になってくる。

プレゼンテーションってさっき言いましたように、やはり、今の考えでは、情意面です。情意面を含

む重要な学習の場です。ですから、先ほど山本先生が言ったように、そのプレゼンテーションの評価っ

てあります、はっきりいって、話し言葉がちゃんとしているか、教材がどうか。だけど、今私が考える

のは、ある意味でいえば情意点で、最後に総括してそれを出すという場面でとらえたらどうかと思いま

す。やはりここにありますように、自己と聞き取りによる総合評価ですから、私は学生に評価させてい

ます。

最後ですが、これも非常に今日の役に立つ内容だと思うんですが、持続力、昨日学長先生のお話、

１５分が限界ですね。これはいろいろ研究をされていて１５分、テレビが大体１５分でコマーシャル入

れてますね。これやはりいろいろ研究されています。これが、実は記憶容量、今回、研修が始まったこ

ろ、先生方非常に記憶されているはずですね。ところが、だんたん過ぎてきて、今日の最後のもうここ

ぐらいで早く終われというあたりで、ある悪い先生というか、非常に意地の悪い先生は、ここで次の時

間試験するとか、今回やるぞとか言うんです。で、学生が聞いてないとなると、どっちがいいか悪いか

といったら、両方とも悪いですね。

私の言おうとしている点は、一番最初に気宇というのを書いてますが、情緒的気宇というのは、怒る

先生ですね。小学校でよくある机をたたく先生、ぼーんと。これが情緒的な気宇です。それと、もう一

点。高等教育では、やはり、メディアを組み合わせてやるということですね。ですから、これから急に

黒板書いて写せよと。こればっかり書かせていると、もう１５分が限界です。ですから、私はよく教員

研修をやりますが、１５分過ぎると後ろの方で居眠りが始まるんですよ。だって、字はきれいだし、静

かだし、暗いし、もう最高ですよね。ですから、ここで話題をかえるとか、やっぱりいい授業というの

は、印象に残る授業ですから、今日私が８人グループの中でいろいろと印象に残ったものを簡単に挙げ

てみましょう。例えば、滝野先生、ここはもうクリティカルシンキング、アジアと日本、これはもう絶

対忘れない。それとか、森岡先生、ロボコンが非常に好きなんだな。それと中内先生、この方は非常に

論理的なお考えの持ち主だな、と。大島先生、この先生は非常にうまく行動目標と法制主義をくっつけ

ていたなと、最後に、○×じゃないと言っておられたり、ものすごく印象的でした。それとか、例えば、

Ｅグループの山本先生、この先生はもう一言で熱血先生ですね。手を挙げるポイント制、こういうのが

気宇です。それに、山本先生は、その整合性についてのいろいろな形成的評価にかかわって小テストで

非常に苦労されているなと、こういうあたりですね。これが実は気宇なんですね。これをこの授業の中

に入れていっているんです。そうすると、今回もそうですね、要するに、Ｇまでのグループ発表をしま

したけど、やっぱり先生方に残っているものもあるじゃないですか。学生も同じなんですよ。ここに残

っているんですよ、何らか。ここの気宇の部分で。ですから、僕は小単元を持ってきています。この授

業でやるためのキーワードを持ってきています。そうすると、学生が比較的、これについて覚えてくれ

ていると、そういうことでございます。

本当に先生方、非常に短い時間でしたがありがとうございました。滝野先生、本当にありがとうござ

いました。日本とアジア、もうこれ絶対に今度授業でも使いたいと思います。

それと、Ｅグループの森岡先生も大変だと思いました。各国教官によるその評価を全部そろえていく

というあたり、そのあたりも、私は非常に勉強になりました。それと、数学では、やっぱりなぜ、どう

してという、ある意味で探究心というか、価値、態度、そういうあたりの学習につながっている。大島

先生、非常にすばらしい教材、ああいう教材があれば、ますます教育効果が上がるんじゃないかと思い
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ます。

それと、環境の山本先生、やっぱり正道評価の重要性というのは非常に大事だと思いますし、小テス

ト、絶対に頑張ってくじけずにやっていただきたいと思います。本当に大変だと思いますが。

笠谷先生、概要の中にオリジナリティを入れるというのは、僕はある意味で非常にいいんじゃないか

と思いますね。単なるワープロ、エクセルを勉強するじゃなくて、自分が何に使いたいかというのを

キーワードに入れるということは、学生にとって非常にいいんじゃないかと、そういうような感じがし

ます。

ちょうど１分前でございます。大変お疲れさまでございました。授業技術は、やっぱりほかの先生に

、見ていただいて改善されるということですので、ぜひもし何かこういう授業技術について御質問とか

いろいろありましたら、私の方に御連絡ください。どうもありがとうございました。
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１２．閉会の言葉

２時になりまして、もうバスが来ているかと思いますが、最後に１５分以内で全部終○司会（岩部）

わらせたいと思いますけれども、丸本先生の方から閉会の言葉をいただきまして、その後アンケート用

紙を配りますので、アンケート記入をお願いします。そのとき同時に事務の方から事務連絡をしていた

だきますので、よろしくお願いいたします。

。○丸本（副学長） それでは、最後になりましたけど、私の方から最後のごあいさつを申し上げます

どうも１日半にわたりまして、研修御苦労さまでございました。私、出たり入ったりで申しわけござい

ませんでしたが、先ほどの林先生のお話を聞いておりましても、これが絶対だという教え方はないって

いう感じがいたしました。それから、大変難しい。結局、皆さん一人ひとりの個性がその授業に生きて

いけば、いい授業ができるというふうに思いました。

、ただ、その中で幾つかポイントありますね。学生にあきさせない方法だとか、あるいは声の大きさ

あるいはその図表を考える。こういう点は、どなたが参考にされてもいいんじゃないかという気がいた

します。その辺を一つの授業技術として皆さんが学ばれて、そして、自分の個性のある授業をしていた

だければ、学生は必ず理解するでしょうし、その他、たくさんの成果が上がるだろうと思っております。

あと、この１日半の研修を通じて、私も過去何回か出ていて感じておりますことは、文系と理系の先

、生方が、こういう場で一緒になって、自分と全く違う授業をやっておられる先生方の話を聞くという

そこに逆にまた学ぶものがあるんじゃないかと思うわけでございます。やはり、学問のあり方とか、そ

の専門が違うと全く同じでないところはたくさんあります。しかし、こういう場で聞くと、ああ、そう

か、ああいう考え方もあるのか、ああいう組み立て方もあるのか、また、ああいう論理の持っていき方

もあるのか、それがまたひとつ勉強になる。

それから、今日は林先生もいろいろコメントいただいておりましたけど、ああ、あれは俺にないやり

方だけどもいいなと思うことは、ぜひそれをどんどん真似していただいていいんじゃないかと思います。

何も全部真似しなくてもいいですけど、ああ、あそこは僕はぜひ今度取り入れようというところを、

１つでも、２つでも取り入れていただいて、学生にわかりやすい授業をやっていただきたいと思ってお

ります。

それから、現在、法人化に向けて我々も会議を毎日やっておりますが、近いうちに、各学部、また共

、通教育を含めて、ピュアレビューと申しまして、同じ専門のグループの先生方に見ていただきながら

授業改善をすると。これけなすためのことじゃなくて、その先生の問題点をできるだけみんなでディス

カッションして、もうちょっと声を大きくしていただけませんかとか、もうちょっとこの辺を指示して

、いただくといいんじゃないでしょうかといった、授業をよくするためのピュアレビューというものも

、１６年度から取り入れる予定でございます。大多数の学部がそれを実施すると明言しておりますので

むしろ、これは緊張するんじゃなくて、今日みたいな感じで、リラックスしていただいて取り入れてい

ただくということが、山口大学の授業改善につながると、私信じております。大変な時代に来たなと思

いますね。今までは、本当に自分の勝手なやり方で、だれもコメントできなかったけども、しかし、今

から先はそういう時代ではなくて、授業の内容から、あり方から、すべて公表されて、いろんな人の評

価を受けるというか、そういう時代になってしまったと。それで、こんなことしていたら大学の先生に

なりてがなくなるんじゃないかと思いますけども、そうはいってはおれませんので、ぜひひとつこれを

また機会に、明日からの授業改善に生かしていただきたい。

そしてまた、今日もたった６０名の方でございますね、９００名近くいる教員の約１０分の１以下で
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。ございます。明日、あさっての方あります。しかし、これ一巡するのに５年ぐらいかかるわけですね

ですから、担当者ももう毎年毎年工夫をしながらやっているんですが、多分今から先は、もうこういう

ＦＤ研修会というのは、各学部で独自にやっていただくようになるし、それからまた、授業科目別部会

といって専門家集団がありますね。そこで、専門家のための授業改善もやっていただきたいと思ってお

ります。

そして、できるだけ、山口大学に入ってきた学生が、いや、山口大学の授業はやっぱり違うよと、ぴ

しっと先生方もやっていただくし、また、落ちこぼれてもフォローもあるよという、そういったやはり

授業を心がけていきたいと、私どもも思っております。

今日は本当に１日半御苦労さまでございました。また、よろしくお願いします。来年また、それから

来られる先生方に、不安があると言われたら、必ず行ってこいよと、ぜひ御宣伝をいただきたいと思っ

ております。よろしくお願いします。ありがとうございました。
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１３．研修会資料

● 講義１ 「今、なぜ、厳格な成績評価か？」

『中期計画及び認証評価体制への対応 体制整備 について』( )
大学教育センター2003/06/24

( (FD) )教員能力開発 専門委員会 資料

機関審査 事前審査 から、認証評価 事後評価 へ1. ( ) ( )

学校教育法６９条関係 、中教審答申 、中期計画の達成度評価は認証評価の変形(2002/12) (2002/08)

機関審査 たとえば設置審審査 と認証評価との違い2. ( )

機関審査：設置前 事前 に機関の教育目的と教育能力が教育目標を達成可能か審査する。1) ( )

教育目的 、カリキュラムと教員の能力 資格 の審査[ ] ( )

認証評価：設置後に成果 に基づいて機関の実績を点検・評価する。2) (Outcome)

教育目的、カリキュラム、授業の連携を含む成果の挙証を求められる。

認証評価3.

教育目的・教育目標：教育目的・目標は妥当か？1)

カリキュラム：カリキュラムは教育目的・目標達成に十分貢献しているか？2)

授業の教育目的・教育目標：全体の教育目的・目標に どのように 貢献しているか？ 他の授業と整3) ( )

合的か？

成績評価基準は授業の目的・目標に対応しているか？4)

実際に成績評価基準に従った成績評価がなされているか？5)

※ ～ が の課題3) 5) FD

認証評価体制への移行に伴う課題4.

シラバス記載事項の整備1)

教育目的・教育目標の明示1-1)

教育目的は抽象的・包括的な授業の目的を示し、教育目標と関連づけられている必要がある。

教育目標は具体的で成績評価基準 観点 と明確に対応している必要がある。( )

評価基準と評価の観点・評価手段：厳格な成績評価1-2)

評価基準は何を合格の基準とするかを明示する。評価基準は授業の目的・目標に則した観点に

基づき、観点に対して適切な評価手段を用いて測定されていなければならない。

注：評価手段とは定期テストとか実技とかであるが、その内容に踏み込んで知識・理解を客観テス

トで評価するとか、態度や考え方を評価するために論述式の応用問題を課すとかの観点との対

応を示す必要がある。

評価基準に従って実際の成績判定を行ったことの挙証2)

成績評価の方法と実績の挙証のほか、学生授業評価も論拠となる。
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《学校教育法》

(下線部、強調は引用者)

大学は、その教育研究水準の向上に資するため、文部科学大臣の定めるところにより、当第六十九条の三

該大学の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備（次項において「教育研究等」という。）の状況に

ついて自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。

大学は、前項の措置に加え、当該大学の教育研究等の総合的な状況について、政令で定める期間ご○２

とに、文部科学大臣の認証を受けた者（以下「 」という。）による評価（以下「 」という。）を認証評価機関 認証評価

受けるものとする。ただし、認証評価機関が存在しない場合その他特別の事由がある場合であつて、文部科学

大臣の定める措置を講じているときは、この限りでない。

専門職大学院を置く大学にあつては、前項に規定するもののほか、当該専門職大学院の設置の目的○３

に照らし、当該専門職大学院の教育課程、教員組織その他教育研究活動の状況について、政令で定める期間

ごとに、認証評価を受けるものとする。ただし、当該専門職大学院の課程に係る分野について認証評価を行う認

証評価機関が存在しない場合その他特別の事由がある場合であつて、文部科学大臣の定める措置を講じてい

るときは、この限りでない。

前二項の認証評価は、大学からの求めにより、 （前二項の認証評価を行うために認証評○４ 大学評価基準

価機関が定める基準をいう。次条において同じ。）に従つて行うものとする。

認証評価機関になろうとする者は、文部科学大臣の定めるところにより、申請により、文部第六十九条の四

科学大臣の認証を受けることができる。

文部科学大臣は、前項の規定による認証の申請が次の各号のいずれにも適合すると認めるときは、そ○２

の認証をするものとする。

一 大学評価基準及び評価方法が認証評価を適確に行うに足りるものであること。

二 認証評価の公正かつ適確な実施を確保するために必要な体制が整備されていること。

三 第四項に規定する措置（同項に規定する通知を除く。）の前に認証評価の結果に係る大学からの意見の

申立ての機会を付与していること。

四 認証評価を適確かつ円滑に行うに必要な経理的基礎を有する法人（人格のない社団又は財団で代表

者又は管理人の定めのあるものを含む。次号において同じ。）であること。

五 次条第二項の規定により認証を取り消され、その取消しの日から二年を経過しない法人でないこと。

六 その他認証評価の公正かつ適確な実施に支障を及ぼすおそれがないこと。

前項に規定する基準を適用するに際して必要な細目は、文部科学大臣が、これを定める。○３

認証評価機関は、認証評価を行つたときは、遅滞なく、その結果を大学に通知するとともに、文部科学○４

大臣の定めるところにより、これを し、かつ、 しなければならない。公表 文部科学大臣に報告

認証評価機関は、大学評価基準、評価方法その他文部科学大臣の定める事項を変更しようとするとき、○５

又は認証評価の業務の全部若しくは一部を休止若しくは廃止しようとするときは、あらかじめ、文部科学大臣に

届け出なければならない。

文部科学大臣は、認証評価機関の認証をしたとき、又は前項の規定による届出があつたときは、その○６

旨を官報で公示しなければならない。

文部科学大臣は、認証評価の公正かつ適確な実施が確保されないおそれがあると認め第六十九条の五

るときは、認証評価機関に対し、必要な報告又は資料の提出を求めることができる。
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文部科学大臣は、認証評価機関が前項の求めに応じず、若しくは虚偽の報告若しくは資料の提出を○２

したとき、又は前条第二項及び第三項の規定に適合しなくなつたと認めるときその他認証評価の公正かつ適確

な実施に著しく支障を及ぼす事由があると認めるときは、当該認証評価機関に対してこれを改善すべきことを求

め、及びその求めによつてもなお改善されないときは、その認証を取り消すことができる。

文部科学大臣は、前項の規定により認証評価機関の認証を取り消したときは、その旨を官報で公示し○３

なければならない。

文部科学大臣は、次に掲げる場合には、第六十条の政令で定める審議会等に諮問しな第六十九条の六

ければならない。

一 認証評価機関の認証をするとき。

二 第六十九条の四第三項の細目を定めるとき。

三 認証評価機関の認証を取り消すとき。

＜メモ＞
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● 講義２ 「授業技術に関して」

1. 授業技術の「理解度 「満足度」への影響」

2. 良い講義（プレゼンテーション）の条件

(1) 学習者のレディネスの把握（学生授業評価： 説明」項目）「

(2) 分かりやすい論理構成（学生授業評価： 説明」項目）「

(3) 方法の工夫

3-1) 言語関連（学生授業評価： 話し方」項目）「

3-2) 非言語関連（学生授業評価： 態度」項目）「

3-3) メディア関連（学生授業評価： メディア利用」項目）「

(4) その他授業運営の工夫

4-1) 指導者と学習者とのコミュニケーション関連

（ 、 、 、 、 、 ）質問 机間巡視 ＫＲ 学習者の応答 学習者への指示の仕方 学習者の参加等

4-2) 授業の雰囲気作り（不測の事態への対応、怒り方、誉め方等）

4-3) 導入・展開・まとめと授業の内容

（導入の方法、展開の方法、まとめの方法、授業の内容等）

話 し 方

メ デ ィ ア

学 生 質 問

説 明

出 席

学 習 時 間

授 業 技 術

学 生 申 告

ス キ ー マ

理 解

関 心

有 意 義

.7 0

.5 4

.5 1

.7 2

.3 6

.3 4

.5 9

.4 0

.7 4

.7 6

.8 1

.4 2

e 1

e 2

e 3

e 4

e 5

e 6

e 1 0

e 7

e 8

e 9

 

 －1999 年度後期学生授業評価－ 
講義数：33 講義（分野別講義） 
履修登録者： 全 7,599 名 
回収数・率：3,811 名（50.4%） 
有効回答数：2,918 名 
CFI=.961,  RMSEA=.062 
AIC=332.554, GFI=.978 
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● 講義３－１ 「授業の目標の設定」
1. JABEEを初め 各種認証評価は 学習・教育目標に対してその到達度を挙証することが求められて、 、

いる。授業の成果としての目標の分類方法は、分類の視点の違いによって様々なものがあるが、教科

や学問領域の枠を超えて、共通の体系に当てはめて考えようとしたものに、Bloom, B. S.(1956)らに

よる教育目標分類学がある（表1 。）

－ 表１ －

Ⅰ．認知的領域（Cognitive Domain）

1. 「知識」 事物・事象・方法・プロセスやパターンなどを想起できること

1-1 個別的なものの知識（述語の意味、人名や事件、年、場所など）

1-2 特定のものを扱う手段・方法の知識（探求や批判の仕方、扱い方、分類法など）

1-3 一般的・抽象的なものの知識（説明したりまとめるときに使う概念）

2. 「理解」 伝えられたことの意味が分かる

2-1 変換（意味を変えずに表現を変える。いわば逐次的翻訳）

2-2 解釈（情報を再度構成し見直して説明・要約できる）

2-3 外挿（情報に沿いつつその範囲を超えて傾向・趨勢を見る）

3. 「応用」 一般的な概念・手順の規則や方法などの抽象概念を、特定の具体的状況に

適用すること

4. 「分析」 情報を関係・組織原理などの要素に分けて関連を明らかにできること

5. 「総合」 まとまった考えを作ったり、計画立案したり、関係を演繹すること

6. 「評価」 目的に照らして素材や方法の価値を判断すること

6-1 内的基準による判断（情報内容の一貫性や論理的正しさで内容を評価）

6-2 外的基準による判断（記憶されたり選定された外的基準で素材を評価）

Ⅱ．情意的領域（Affective Domain）

1. 「注意すること」

1-1 意識する（ほとんど認知行動と見うる）

1-2 意欲的な受け入れ（対象に注意したり、注意すべきものを避けない）

1-3 統制された選択的行動（状況の側面は弁別できるが評価や緊張は伴わない）

2. 「反応」

2-1 反応としての黙従

2-2 意欲的な反応

2-3 満足感のある反応（喜びなどの情緒的反応を伴う意欲的反応）

3. 「価値づけ」

3-1 一つの価値を受け入れる（信念や態度を含む諸現象に一貫し安定した反応を示す）

3-2 一つの価値を好ましいとする

3-3 一つの価値にもとづいて行動する（進行と言えるほどに価値を内在化している）

4. 「組織化」

4-1 価値の概念化

4-2 価値体系の組織化（種々の価値の秩序ある統合）

5. 「価値による個性化」

5-1 一般化された構え（個人をその広範な行動に一貫する傾向で記述できるほど体系

的な組織化

5-2 個性化の実現（人生観や世界観）

Ⅲ．精神運動的領域（Psychomotor Domain）......Harrow, A. J.によるもの

1. 「反射運動」

1-1 単脊髄反射（危険に対し手肢を体に引きつける）
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1-2 間脊髄反射（２つ以上の単脊髄反射）

1-3 超脊髄反射（脳を介した反射）

2. 「基本的－基礎的運動」

2-1 移動運動（這う、走る、登るなど）

2-2 非移動運動（ゆする、かがむ、まわるなど）

2-3 操作運動（箱を積むなど協応的運動）

3. 「知覚的能力」

3-1 筋感覚的弁別（身体の空間的位置的感覚）

3-2 視覚的弁別（図－地弁別や知覚恒常性）

3-3 聴覚的弁別（音の方向・記憶など）

3-4 触覚的弁別（触れて硬軟・粗密など）

3-5 協応能力（目－手、目－足の協応など）

4. 「身体的能力」

4-1 持続力（酸素の供給利用能）

4-2 筋力（漸増する抵抗に耐える力）

4-3 柔軟性（関節の動く範囲）

4-4 敏捷さ（動きの巧妙さと素早さ）

5. 「熟練した運動」

5-1 単純な順応的技能（鋸をひく、ワルツを踊るなど）

5-2 複合的順応的技能（剣技、カヌーなど）

5-3 複雑な順応的技能（空中体操技など）

6. 「非論弁的コミュニケーション」

6-1 表出運動（表情、ジェスチャーなど）

6-2 解釈的運動（創作ダンスなど）

2. 行動目標

目標は「教師の学習者に対する働きかけが終わったときに、教師が学習者に証明できるようになっ

てもらいたい行動」の形で表すことが目標の明確化であるとして、目標を、学習者が学習後に達成す

る学習成果としての行動として表現する。これらの行動は、観察できるものだけでなく、観察するこ

とはできないが、観察できる行動から、あるいは一連の行動の系列から十分に推測できる行動までを

含む。これらの行動を表す動詞を 「行為動詞（表２ 」と呼ぶ。、 ）

行動目標は、その背後に目標についての思想と技術を伴っている。理念に偏らず、具体的な教育評

価や教育技術との関連で目標を記述することが重要である。

－ 表２ －

「行動目標の記述に用いられる行為動詞（例 」）

Ⅰ．認知的行為動詞

説明する 構成する 命名する 再構成する 比較する

計画する 予測する 発見する 見つける 推論する

区別する 区分する 分類する 同定する 測定する

分析する 配列する 系統化する 一般化する 公式化する

正当化する 関係づける 合成する 分離する 配列する

計算する 質問する 帰納する 演繹する 定義する

評価する 批判する 識別する 検証する 結合する

結論する 決定する 対応する 対照する 選択する

選別する 適合する 指摘する 列挙する 概括する

要約する 解釈する 描写する 叙述する 指示する

収集する 応用する 保存する
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Ⅱ．運動的行為動詞

走る 跳ぶ 投げる 反復する 打つ

止める 入れる 防ぐ かわす 持ち上げる

引く 押す 倒す 反応する

Ⅲ．創作的行為動詞

構成する 制作する 彩色する スケッチする 作曲する

作詞する 表現する 歌う 合奏する 合唱する

Ⅳ．技能的行為動詞

削る 切る 貼る つなぐ 組み立てる

操作する 測定する 調整する 混ぜる 配合する

解剖する 書く 描く 運転する 修理する

Ⅴ．社会的行為動詞

発表する 意見を聞く 受容する 賛同する 報告する

後始末する かたづける 協力する

以上、西之園晴夫（1986 「コンピュータによる授業設計と評価」より抜粋）、

Ⅰ．一般行為に用いる行為動詞（例）

書く 記述する 表現する 述べる 意見を述べる

経験を話す 感想を話す 考えを発表する 挙手する

学習内容を発表する説明する 図示する 表示する 複写する

例示する

グループの意見を発表する 提示する グラフ化する 報告する

記録する ノートに記録する データを記録する

教科書を読む 参考書を読む 問題を読む 作品を聴く 説明を聴く

話を聴く グループで相談する 質問する

後始末する 片付ける 繰り返す 書き直す 調べる

選ぶ 準備する 計算する 組み立てる 取り付ける

練習する 再生する 討論する 議論する 協議する

名前を付ける 列挙する 整える 試してみる 記憶する

思い出す 提案する

区別する 利用する 採用する 対比する 分析する

テストする 操作する 比較する 選り分ける 割り当てる

選択する 学習課題を作る 反省する 解決する 予定する

見積もる 調査する 収集する 分類する 順序づける

試作する 試みる 設計する 開発する 計画する

構成する

応用する 吟味する 展望する 組織する 予測する

予想する 反論する 批判する 判断する 調整する

経営する 創造する 認識する 評価する 支援する

弁護する 査定する 理解する 解釈する 翻訳する



- 142 -

定義する 賞賛する

以上、西之園晴夫（2002 「多人数教育における実践知創造科目開発の方法論」から抜粋）、

理数系科目における行為動詞の使い方（例）

1. 受容・体験： ～を見る ～を読む ～を聞く ～を書き写す

～を測定する

2. 記憶 ： ～の定義・記号・定理・例を暗唱・再生できる

～に関する観察事実を再生できる ～と現象の関係を説明できる

～の内容と式表現を対応させて暗唱できる

3. 同定・識別： ～に基づいて例を分類・識別できる

～が適用可能か判定できる

～がどう利用されているか判定できる

～と類似概念との違いを説明できる

～が成り立つことを確認する

4. 適用 ： ～の例や現象を列挙できる ～に数値をあてはめて計算できる

～を用いて解を求められる ～を用いて数式の変形操作ができる

～を用いて現象を定式化できる ～を適用して結果を予測できる

5. 結合 ： ～を用いて証明できる ～を適用して現象を説明できる

～を用いて推論可能なことを列挙できる

～の適用を計画できる ～と～との関係を説明できる

～を使って図に表せる ～を用いて仮説を立てられる

～を調べるための実験を計画できる

6. 評価 ： ～の意味を解釈できる ～が役立つ例を挙げられる

～の制約を説明できる

以上、松田稔樹（1993 「教授活動モデルに基づく授業改善」より抜粋）、

一般目標と行動目標記述のための動詞例

1. 一般目標記述のための動詞の例

知る 認識する 理解する 判断する 適用する

価値を認める 感じる 考察する 使用する

実施する 評価する 位置づける 示す 創造する

修得する 身につける

2. 行動目標記述のための動詞の例

2-1 認知的領域

列挙する 述べる 具体的に述べる 記述する 説明する

分類する 比較する 一般化する 類別する 指摘する

関係づける 判断する 予測する 選択する 同定する

推論する 対比する 公式化する 使用する 識別する

応用する 適用する 演繹する 結論する 批判する

評価する

2-2 情意的領域

尋ねる 助ける 討議する 寄与する コミュニケートする

協調する 見せる 表現する 感じる 始める
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参加する 反応する 応える 系統立てる 相互に作用する

配慮する 相談する 示す

2-3 精神運動的領域

感じる 始める 模倣する 熟練する 工夫する

実施する 創造する 解剖する 注射する 挿入する

操作する 動かす 手術する 触れる 触診する

打診する 聴診する 調べる 準備する 測定する

以上、医学・歯学教育ワークショップ配付資料（富士研修所）参照

3. 行動目標の限界

知識の修得や操作技能・運動技能等に関わる目標等の行動で表現できる目標は、それを達成する手

順と筋道が比較的明確で、直線的に形成することができる。それに対して、興味・関心、態度、学習

意欲、価値観等の情意的な目標は、それを達成する手順と筋道が複雑かつ多様であり、これらは、行

動目標として表現することが困難な目標である （南部、1993）。

また、学習者は失敗から学ぶことが多く、目標として設定した行動やそれに近い行動ができたか否

かだけで短絡的に成果を評価することは間違いだという批判も多い。

さらに、初等・中等教育の実践の中には、一つの教科の１時間の授業の設計に、行動目標を上位目

標から下位目標まで分類し 分刻みで目標を設定することが見られるが 多くの場合 目標つぶしの、 、 、「

授業」と呼ばれ、生き生きした学習者の活動を疎外する原因ともなっている。

しかしながら、JABEEの認定基準にも 「情意的領域」に関わる学習目標や、認知的領域でも短期的、

な行動目標では達成できない高度な目標（表３）が示されているほか、昨今の認証評価には、目標の

設定とその達成度の挙証が大前提となっていることから、行動目標の限界を認識しながらも、当面は

その枠組みの中で教育活動を進めなければならないと考える。

－ 表３ －

日本技術者教育認定基準、基準１「学習・教育目標の設定と公開」

(1) 自立した技術者の育成を目的として、下記の(a)－(h)に示した知識・能力等を網羅した

プログラム独自の具体的な学習・教育目標が設定され、公開されていること

地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養(a)

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、および技術者が社会に対して負っている責(b)

任に関する理解（技術者倫理）

(c) 数学、自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力

(e) 種々の科学、技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

(f) 日本語による論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力およ

び国際的に通用するコミュニケーション基礎能力

自主的、継続的に学習できる能力(g)

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力

(2) 伝統、資源および卒業生の活躍分野等を考慮して、特色ある学習・教育目標が設定され、

公開されていること

(3) 学習・教育目標が社会の要求や学生の要望を考慮して設定されていること
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4. 梶田叡一の目標類型

梶田（1978）は、行動目標の考え方に潜む狭さを批判し、達成目標、向上目標、体験目標の３種類

に類別し、目標類型とBloomらの目標領域を整理した（表４、表５ 。）

－ 表４ －

目標類型と目標領域の観点からの代表的目標例の分類（梶田）

領域 目標類型 達成目標 向上目標 体験目標

認知的領域 知識、理解 論理的思考力、創造 発見 等

等 性（思考、判断）等

情意的領域 興味、関心 等 態度、価値観 等 触れあい、感動 等

精神運動的領域 技能、技術 等 練達 等 技術的達成 等

－ 表５ －

目標類型と目標到達性（梶田）

領域 目標類型 達成目標 向上目標 体験目標

到達性の確認の基本視 目標として規定されて 目標として規定されて 目標として規定されて

点 いる通りにできるよう いる向上が見られるか いる体験が生じたかど

になったか どうか うか

目標到達性の性格 特定の教育活動の直接 多様な教育活動の複合 教育活動の内在する特

的な成果 的総合的な成果 定の経験

到達性確認に適した時 授業中 学期末、学年末 授業中

期 単元末、学期末、学年 単元末

末

＜メモ＞
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講義 ３－２ 「シラバスの目標の書き方」

１．シラバスとは何か？

・学生が科目選択を行ったり、履修計画を立てたりするための情報。

・学生が授業中や授業外で学習を行うための指針となるもの。

・教員が学生に示す授業全体の設計書、契約書。

２．山口大学のシラバスはどのように作成されているか？（2003年度）

Webシラバス かぼす のフォーマットを利用・・・共通教育 人文学部・人文科学研究科 教育「 」 、 、

学部・教育学研究科、経済学部・経済学研究科、農学部・農学研究科、医学部(保健学科)、

東アジア研究科

独自のフォーマットを利用・・・理学部・理工学研究科(理学系)、工学部・理工学研究科(工学

系)、医学部(医学科)

３．シラバスにはどのような内容が含まれているか？

①授業(開設)科目、②単位数、③担当教官、④開設期、⑤開設時限、⑥授業区分、⑦対象学生、⑧

授業の概要、⑨授業の目標、⑩授業計画(15週)、⑪成績評価方法、⑫教科書、⑬参考文献、⑭連絡

先・オフィスアワー、⑮メッセージ・担当教官からの希望事項

→どの学部のシラバスにもほぼすべて含まれている。

４．シラバスの書き方

学生が科目選択・履修計画を行う上で役に立ち、授業中・授業外での学習を充実させることのでき

るシラバスを作成する。

シラバスの作成は、教員にとっては授業の概要・目標の設定、授業計画とそこで用いる教授法・学

習メディアの選定、目標に沿った成績評価方法の選択など、具体的に授業をデザインする過程であり、

授業を成功に導くための大切な作業である。

(1)授業の概要

・どのような授業を行うのか、授業の趣旨(目的・ねらい)を記入する。

・学生が理解できるよう、分かりやすい言葉で具体的に書く。専門用語を多用しない。

（例）

・○○を講義する、○○を説明する、○○を紹介する、○○を明らかにする、○○を提示する、○○

を考察する ・・・・、

(2)検索キーワード

・学生が検索しやすいキーワードを記入する

(3)授業の目標

・学生がどのような知識や態度を身につけることができるかを示す。

・2003年度版は１つの欄に自由に記入したが 2004年度からは 授業の目標(一般目標) 授業の目標、 「 」「

(到達目標)」の２つに分けて記入する。

・授業の目標(一般目標)には、学生に達成させたい目標を簡潔に記入する。

・授業の目標(到達目標)には、一般目標を達成させるための個別の到達目標を記入する。その際、①

知識・理解(認知的領域・達成目標) ②思考・判断(認知的領域・向上目標) ③関心・意欲(情意的、 、

領域・達成目標)、④態度・価値観(情意的領域・向上目標)、⑤技能・表現(精神運動領域・達成目

標)、⑥その他、の６つの到達目標の中から該当する項目を選択し、行為動詞(○○を説明できる、

○○を討議する等)を用いて具体的に記入する。

＜到達目標の具体例＞(2003年シラバスより該当箇所を抜粋)
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①知識・理解(認知的領域・達成目標)

・ドイツ文学に親しみ、作品が問いかける問題を読み取って理解を深める（共・外国文学）

・現代の論理学で用いられる代表的な記号の意味、命題論理の基本を理解する（共・哲学）

・東洋史上の遊牧民族の興亡を通観することによって遊牧民族社会の特質を理解する(共・東洋史)

・社会学の基本的な考え方を身につける（共・社会学）

・世界の政治と経済、日本の政治と経済を見る目を養うとともに、経済学の基本的な知識の習得を目

指す（共・経済学）

・政治学の基本的な問題について、幅の広い理解を得ることを目標とする（共・政治学）

・日本の教育改革の性格について基礎的理解を得る（共・教育学）

・心理学全般に関する基礎的知識の習得を通して自己理解および他者理解を深める（共・心理学）

・壮大かつ緻密な構想をもつ西洋音楽の生成過程 的確に理解 把握してほしい 共・芸術概論(西洋、 、 （

音楽の発展と生成)）

・至適な健康・体力を維持・増進するための運動処方についての科学的な知見を理解する（共・運動

健康科学）

・ 病 「健康 「医療 「医学」について、自分なりに定義し、人に示すことができる（共・医療環境「 」 」 」

論）

・分数関数、無理関数、三角関数、指数関数、対数関数の極限や導関数の意味を正しく理解し、基本

的な定理や公式が正しく運用できるようになる（共・数学入門１）

・授業科目の「物理学I」と「物理学II」を履修するために必要な思考方法と計算方法を身につける

（共・物理学入門１）

・高校レベルの化学の内容を確認しながら、物質の理解に必要な基本的な原理や考え方を確実に理

解・習得し、共通・専門教育で開講されている化学関連の授業を受講するための基礎を身につける

（共・化学入門１）

・共通教育の生物学を受講する為の基本的な能力を身につけることを目標とする（共・生物学入門

１）

・人類が生活している地球の表面および地球の中心から宇宙への広がりを理解することにより、人類

にとって何が大切であるかを考える（共・地球科学Ⅰ）

・現代社会の支柱である科学技術のあり方を歴史的経緯をふまえて正確に理解できるようになる

（共・科学史）

・基本的な文法項目と日常表現に習熟する（共・ドイツ語入門１）

・TOEICテストで 単語力 文法力 聴解力 速読力 即断力 を養いながら 本格的な英語での「 」「 」「 」「 」「 」 、

「コミュニケーション実践に立ち向かう」態勢を整える(共・TOEIC準備)

・高度情報化社会に必要不可欠な情報処理の基礎知識を修得することを目標とする（共・情報処理概

論）

・情報とデータ表現について説明できる（共・情報社会と人間(主題別)）

・失業問題について、法学、経済学、社会学、心理学からアプローチし、多面的な検討を行うことを

通して、複眼的な考察の重要性について受講者に理解してもらう（共・失業問題の多面的検討(総

合)）

②思考・判断(認知的領域・向上目標)

・ 正義」について批判的で柔軟な見方・考え方ができるようになる（共・倫理学）「

・哲学の根本問題に触れながら、自己の生のトータルな哲学的反省を開始する（共・哲学）

・人文科学としての歴史学に触れ 学問上の常識や通説を疑い再検討することの必要性を学ぶ(共・日、

本史)

・日常生活を「あたりまえ」のこととして片づけるのではなく、様々な人間の営みや制度、システム

などの観点から複眼的に再構成していく思考様式を身につける（共・社会学）

・我々の生活と経済活動がどのような形で結びついているのかを考える力を養う（共・経済学）

・憲法という政治的・公的な世界のルールを、具体的・個人的な生活世界との関連で考察する（共・

日本国憲法）

・現在進行している日本の教育改革の性格を、第二次大戦後の教育の歴史的展開から考える（共・教
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育学）

・最終的に自分なりのよりよい見方を身につけてほしい（共・心理学）

・日本近代における美術にまつわる諸問題への認識を深め、美術のあり方について自らの見解を持つ

（共・芸術史(日本近代美術史)）

・自らの生活スタイルや求める健康・体力に応じて具体的、実践的に有効な運動処方を組み立てるこ

とができることを目標とする（共・運動健康科学）

・病・健康・医学・医療を歴史的文脈の中に位置づけた上で、そのながれから導き出される医学・医

療の現状と将来について、自分なりの意見を表明できる（共・医療環境論）

・関数の概念とそれを解析する方法である微分積分学を学ぶことにより、論理的な考え方を身につけ

る（共・数学入門１）

・微分方程式を用いて物理現象を記述、解決できるようになる（共・物理学１）

・本講義をとおして新しい地球観を身につけ、生命に満ち溢れた地球を維持しつづけるにはどうした

ら良いのかを考える（共・現代地球科学総説）

・近未来の科学技術社会への洞察力を養う（共・科学史）

・日本語とは異なる発想や表現を通して、視野を広げ物事を複眼的に観るようになること（共・フラ

ンス語初級１）

・学生自身の生活世界のなかから、批判的視座を獲得する（共・歴史を語るのは『誰』－アメリカ黒

人の目(主題別)）

③関心・意欲(情意的領域・達成目標)

・身近な地域に関する歴史的関心を深めながら問題意識を高める（共・日本史）

・現代社会のしくみや変化の趨勢について関心の幅を広げ、それらを眺める視点を掘り下げていく

（共・社会学）

・さらなる心理学への興味が湧く（共・心理学）

・同時代に活躍する作家とその表現、自らを取り巻く環境における芸術活動に対する関心を高める

（共・芸術史(現代美術史)）

・ 医療環境 に関わる様々なテーマを自分自身で見つけ出し 自分なりの意見をもち 人にわかりや「 」 、 、

すく説明できる（共・医療環境論）

・宇宙論や相対性理論などの最新トピックスに興味をもつ（共・物理学１）

・官能基の化学や化学反応の機構を理解して、有機化学のおもしろさや楽しさを知って欲しい（共・

化学Ⅱ）

・地球を大切にする気持ちを抱いてもらうことと、テレビや新聞・雑誌の地球に関するニュースに関

心を持ってもらうことが目標である（共・現代地球科学総説）

・ドイツ社会一般に関する理解を深め、旅行、留学など実際にドイツに触れる意欲を高める（共・ド

イツ語入門１）

・ 英語でのコミュニケーション志向 （使える英語）の意識と意欲を喚起する（共・TOEIC準備）「 」

・過去をみる まなざし について意識を高める 共・歴史を語るのは 誰 －アメリカ黒人の目(主「 」 （ 『 』

題別)）

④態度・価値観(情意的領域・向上目標)

・倫理的な問題について主体的に考える（共・倫理学）

・教育に付きまとう「べきである」論を一旦留保し、丹念に事実を探求し、その結果に基づいて分析

し、議論する態度を身につける（共・社会学）

・新聞をきちんと読めるようになる（共・経済学）

・法的な問題意識を自ら探求していくことができるようになる（共・法学）

・個々人や人間社会について、共感的な理解や対応ができ、人間理解のための一助となる（共・心理

学）

・生涯にわたってスポーツを実践し、スポーツを楽しむ積極的な態度を養う（共・スポーツ運動実習

(バドミントン)）

・ 医療環境 に関わる様々なテーマについて ディスカッションや共同作業を通して異なる意見を持「 」 、
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つ人たちと意見を闘わせ、あるいは折り合いをつけることができる（共・医療環境論）

・大学は、自ら課題を見い出し、それ明らかにしていくことを基本的な学問態度として要求します。

この授業でそうゆう態度を身に付けて欲しいと思います（共・生物学１）

・自習課題を通して、少なくとも週６日１日１時間の英語の「自学自習」の習慣を身につける（共・

TOEIC準備）

・.コミュニケーション活動について学び、自己改善ができる（共・情報社会と人間(主題別)）

⑤技能・表現(精神運動領域・達成目標)

・絵画・陶芸の制作を通して、美術の一端を理解する（共・芸術実践(美術)）

・この授業では、ラリーを続けるという楽しみを味わいながら、ゲームに必要な技術を習得し、バト

ミントンという実践能力を養う（共・スポーツ運動実習(バドミントン)）

・大学での修学に必要な技能：大学を利用して情報収集できる技能と「読む 「書く 「話す(議論す」 」

る)」＋プレゼンテーションの技能の涵養(共・基礎セミナー(経済))

＜メモ＞
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● 講義４－１ 「授業計画と成績評価方法」
1. 知識習得の３段階モデル（Jonassen, D. H、1991）

構造化領域 難構造化領域 精巧な構造

技能に基づくレベル 知識に基づくレベル スキーマ的パターン

初期レベルの アドバンス・レベル エキスパート・レベル

（予備的）

知識習得 の知識習得 の知識習得

練 習 徒弟制 経 験

フィードバック コーチング

（例）

九九の学習 a×bの文章題

→ 達成目標 → 向上目標

2. 向上目標に対応する授業の設計

行動目標は、具体的な教育評価や教育技術を伴っている。

「達成目標」は、練習やフィードバックに基づいて、特定の具体的な知識や技術を身につけさせる

目標であり、比較的容易に、達成したかどうかを確かめることができる。

一方 向上目標 は ある方向へ向かっての向上や深まりが要求される目標で 思考力 思想 社、「 」 、 、 、 、

会性等の包括的・総合的目標などに相当する。それらを、あらかじめ目標として盛り込むためには、

かなり高度な授業設計が必要であり、またその評価も長期的かつ計画的、総合的な仕組みが必要であ

る。

授業の形態 評価の方法 評価の主体

・ 協働学習 ・レポート ・ 自己評価

・ 個別学習 ・プレゼンテーション ・ 相互評価

・作品や実演

・ポートフォリオ

・パフォーマンス・テスト

構成主義の学習環境をデザインするためのガイドライン（久保田、2002）

(1) 学習活動を実際に解決しなければならない問題として、より大きな枠組みの中に埋め込む。

(2) 学習者が問題や課題に主体的に取り組めるように支援する。

(3) 本物（authentic）の問題状況をデザインする。

(4) 現実の複雑な社会状況を反映した学習環境と課題をデザインする。

(5) 問題解決に向けて取り組んでいるプロセスを学習者自身が自分のこととして捉える環境をデ

ザインする。

(6) 学習者の学びの過程を支援し 多様なコミュニケーション・モードを活用する環境をデザイ、

ンする。

(7) 多様な視点で評価できる学習環境をデザインする。

(8) 学習内容と学習プロセスの両方について内省する機会を用意する。



- 150 -

講義４－２ 「シラバスの各週の授業計画と成績評価方法の書き方」●
授業計画1.

・授業計画を「週単位」(15回)ごとに分けて記入する（全学的なシラバスの統一のため、できるだけ

授業計画を週単位ごとに分けて入力する）

・週単位ごとの授業計画がたてられない場合には「全体」の方に入力する。

・ 週単位」と「全体」の両方に記入することも可能。「

・ 授業外学習の指示等 の欄には次の授業までに提出する宿題 提出物 参考文献の指示などを記入「 」 、 、

する。

・ 授業の記録」の欄には各授業で使用した資料を必要に応じて随時アップロードする。「

2. 成績評価方法

・ 成績評価方法(総合)」に成績評価方法の概要を入力する。「

・ 成績評価方法(観点別)」には「授業の到達目標」に応じた成績評価方法を選択する。「

・まず 授業の到達目標 と 成績評価方法 との関係を示す 評価において非常に重視する領域に、「 」 「 」 。

は◎、重視する領域には○を記入する。

・さらに 成績評価割合(％)を記入する 2003年度は20-40％というように幅があったが 2004年度か、 。 、

らは具体的な数字を記入する。

<例> 定期試験7割、授業中のレポート2割、宿題1割の総合評価で成績評価を行う場合 「定期試、

験」を70％ 「小テスト・授業内レポート」を20％ 「宿題・授業外レポート」を10％にし、、 、

後の項目を「評価に加えず」にする。

また 出席日数が足りない場合に単位を出さないようにしている場合には 出席 を 欠、 、「 」 「

格条件」にする。他の項目についても同様。

・成績評価で重要視している項目がない場合には その他 の右の空欄にその項目名を入力し その、「 」 、

割合を記入。

・JABEE指定科目となっている授業は該当する「JABEE収集資料」欄に○をつける。

(例) Webシラバス改訂版(2004年度より)の成績評価欄

成績評価方法（観点別）

到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合 ％ JABEE（ ）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

（ ）定期試験 中間・期末試験

小テスト・授業内レポート

宿題・授業外レポート

授業態度・授業への参加度

受講者の発表 プレゼン ・（ ）

授業内での制作作品

演習

出席

その他（ ）

合計
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参考 教育活動の評価方法( )

・標準テスト・・・テストの専門家によって作成された標準発達検査、標準言語能力テスト、標準学

力検査など、いわゆる標準化テストを用いる方法。テストの形態としては教師作成テストの場合

とほとんど同じである場合もあるが、広範囲の子どもにあらかじめ予備的に施行した結果に基づ

いて得点解釈の基準が作られているので、国や都道府県といった広い視野のもとにおいて個々の

水準、クラス、学校などの水準を知ることができる。

・教師の作成によるテスト・・・最も一般的な評価方法であり、個々の教師が自由に問題を作り、得

点の解釈をするというものである。教師が自分の受け持っている子どもについて、自分の関心や

目標との関連において把握したい点に関し、問題を作成することができる。筆問筆答 ペーパー(
テスト の形をとるのが普通である。)

・質問紙 自己評価票を含む ・・・専門家あるいは教師によって作成された種々の質問紙を用いる方( )
法。設問に対して回答を記述あるいは選択するという点においては、標準テストや教師作成テス

トの場合と同様であるが、子どもが自らの実状を反省あるいは診断によって答える－したがって、

回答に正答・誤答の別がない－という点で異なる。最近、自己評価の手段としても用いられるこ

とが多い。

・面接による評価 問答法 ・・・教師と子どもが対面し、口門口頭によってさまざまの側面について( )
の実態把握を行ったりテストをしたりする方法。面接法とか試問と呼ばれることもある。

・観察記録による評価・・・幼児・児童・生徒がさまざまの活動に取り組んでいる際に示す態度や発

言などを観察し、教師があらかじめ準備したチェック項目や基準に照らし合わせて評価するとい

う方法。実験・観察や探索・探検などの活動の評価方法として、また幼児教育における「遊び」

の評価方法として、特に重要な意味を持つ。

・レポート・作文等による評価・・・何らかの課題を与えてレポートや作文を書かせ、教師があらか

じめ準備した基準に照らし合わせて評価を行うという方法。ごく短いものである場合、１行コメ

ントなどコメント記述法となる。

・製作物や実演による評価・・・図画や工作などの活動を通じて製作された作品を提出させ、あるい

は音楽や体育などで実際に演じさせ、教師があらかじめ準備したチェック項目や基準に照らし合

わせて評価するという方法。

各評価側面に適した評価方法

　　　　　　　　　　　　　評価側面
評価方法

知識・理
解

思考力・
論理力

興味・関
心

態度 技能

標準テスト ◎ ○ ○
教師作成テスト ◎ ○ ○
質問紙法 ◎ ○
問答法 ◎ ◎ ◎ ○
観察記録法 ○ ○ ◎ ○ ◎
レポート法 ○ ◎ ○ ◎ ○
製作物法 ◎ ○ ○
◎印はその評価側面にふさわしい評価方法を、○印は評価可能な評価方法を表す
出典：梶田叡一『教育評価』第2版補訂版、有斐閣双書、2002年、164頁。
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2004年度ＷＥＢシラバス（改訂案）

系列 ○○ 分野 ○○ 科目類型 ○○

開設科目名 単位数 担当教官

開設期 開設時限 授業区分

対象学生 備考 JABEE工学部指定

授業の概要 ←授業の趣旨を記入する

本授業は○○○を体系的に説明することを目的とする。

○○○、△△△ ・・・検索キーワード 、

授業の一般目標 ←学習者を中心とした授業目標を記入する

○○を知る。 ○○を理解する。 ○○を考察する。

授業の到達目標 ←一般目標を達成するための到達目標を記入する（該当項目選択）

□ 知識・理解の観点 １．○○を説明できる。２．○○を関係づける。ﾚ

□ 思考・判断の観点 １．○○を類別できる。２．○○を指摘できる。ﾚ

３ ・・・・．

□ 関心・意欲の観点 １．○○を討議できる。２．○○に寄与できる。ﾚ

□ 態度・価値観の観点 １．○○に参加できる。２．○○と協調できる。ﾚ

□ 技能・表現の観点 １．○○が使用できる。２．○○を表現できる。

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第1回 4月9 【項目】オリエンテーション シラバスを読んで 配布資料１

日 【内容】担当教員の紹介、授業の目標と進 おくこと

め方、シラバス説明、成績評価の方法

第 4月16 【項目】○○ １．教科書p21-29 レジュメ

２回 日 【内容】○○について説明する を読んでおくこと

目 ２．資料２を読ん １。水について・・

でおくこと ２．油について・・

第 4月2 【項目】○○について解説する

３回 3日 【内容】グループデスカッションをする

目

第15 【項目】試験

回

成績評価方法（総合）
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①授業の中で小テストを○回行う。②○○についてレポートを○字程度で作成し提出する。③試験

を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。なお、出席が所定の回数に満たない者には単位

を与えない。

成績評価方法（観点別）

到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合 ％ JABEE（ ）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験 中間・期末試験 ◎ ○ ○（ ） 70%

小テスト・授業内レポート ◎ ○ ○ ○20%

宿題・授業外レポート ○ ◎ ○ ◎ ○10%

評価に加えず授業態度・授業への参加度

評価に加えず受講者の発表 プレゼン ・（ ）

授業内での制作作品

評価に加えず演習

出席 ○ ○欠格条件

評価に加えずその他（ ）

80%合計 100%

関連科目

○○○教科書

参考書

メッセージ

連絡先・オフイスアワー
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2004年度ＷＥＢシラバス（改訂案）【記述具体例１】

系列 社会科学 分野 教育学 科目類型 総説

教育学 2単位 ○○○○開設科目名 単位数 担当教官

1年生前期 火曜日1・ 講義開設期 開設時限 授業区分

2時限

対象学生 備考 JABEE工学部指定全(獣医除く)

授業の概要

本授業では、生涯学習の観点から教育の各領域について概説する。

まず、生涯学習そのものについて理解を深めるために基本的な事項について説明する。

次に、学校制度、教育を受ける権利、教育課程、児童生徒の在学管理と懲戒、教育行政について説

明する。

教育、学校、生涯学習、教育制度検索キーワード

授業の一般目標

(1)生涯学習の基本的な事項について理解するとともに、教育の各領域の概要と課題を理解する

(2)教育問題について関心を持ち、主体的に考えることができる

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．生涯学習とは何かについて説明できる。２．教育の各領域のﾚ

概要と課題を説明できる。

□ 思考・判断の観点 １．授業で取り上げた各領域について自分の意見を論理的に述べﾚ

ることができる。

□ 関心・意欲の観点 １．教育に関する関心を広げ、問題意識を高めることができる、ﾚ

□ 態度・価値観の観点 １．日常生活の中で教育問題について主体的に考えることができﾚ

る。

□ 技能・表現の観点

□ その他の観点

授業計画（全体）

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の 授業の記録

指示等

第1回 4月13 【項目】オリエンテーション シラバスを読んで 配布資料１

目 日 【内容】担当教員の紹介、授業の目標と進 おくこと

め方、シラバス説明、成績評価の方法

第 4月20 【項目】生涯学習の推進1 教科書p.1-7を読 レジュメ

２回 日 【内容】生涯学習のキー概念について んでおくこと

目

第 4月27 【項目】 生涯学習の推進2 教科書p.7-11を読

３回 日 【内容】自己実現能力の育成と体験学習 んでおくこと

目

第4回 【項目】 生涯学習の推進3 教科書p.11-18を5月11

目 【内容】学校教育の今日的課題について 読んでおくこと日

【項目】 生涯学習の推進4 これまでの授業を第5回 5月18

【内容】 小テスト 復習しておくこと目 日

【項目】学校教育の制度1 教科書p.21-32を第6回 5月25

【内容】制度発展の特色について 読んでおくこと目 日



- 155 -

【項目】学校教育の制度2 教科書p.33-41を第7回 6月1

【内容】制度の概要と課題について 読んでおくこと目 日

【項目】学校教育の制度3 グループディスカッション(まと第8回 6月8

【内容】グループディスカッション め)目 日

【項目】教育を受ける権利の保障と法体系 教科書p.42-49を第9回 6月15

【内容】教育を受ける権利・機会均等とは 読んでおくこと目 日

【項目】教育課程の編成 教科書p.57-72を第10 6月22

内容 法的基準と学習指導要領 教科書 読んでおくこと回目 日 【 】 、 、

課題について

【項目】児童・生徒の在学管理と懲戒1 教科書p.73-89を第11 6月29

【内容】就学、在学管理、懲戒について 読んでおくこと回目 日

【項目】児童・生徒の在学管理と懲戒2 教科書p.89-93、 グループディスカッション(まと第12 7月6

【内容】懲戒、不登校と新たな就学形態に 配布資料2を読ん め)回目 日

ついて。グループディスカッション。 でおくこと 配布資料２

【項目】教育行政の推進と法規1 教科書p.116-124第13 7月13

【内容】教育行政の歴史的変遷、地方教育 を読んでおくこと回目 日

行政について

【項目】教育行政の推進と法規2 教科書p.124-130第14 7月20

【内容】国の教育行政、改革動向、課題に を読んでおくこと回目 日

ついて。 レポート提出

第15 【項目】試験7月27

日回

成績評価方法（総合）

①授業の中で小テスト１回、授業内レポート数回を行う。②グループディスカッションのまとめ

をメールで提出する、③授業の最終回に関心ある教育問題についてレポートを2000字程度で作成し

提出する。④最後に試験を実施する。以上を下記の観点・割合で評価する。なお、出席が所定の回

数に満たない者には単位を与えない。

成績評価方法（観点別）

到達目標等 知識・ 思考・ 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割合 ％ JABEE（ ）

理解 判断 意欲 価値観 表現 収集

成績評価方法 資料

定期試験 中間・期末試験 ◎ ○ ○（ ） 50%

小テスト・授業内レポート ◎ ○ ◎ ○30%

宿題・授業外レポート ◎ ○ ◎ ○10%

授業態度・授業への参加度 ○ ○10%

評価に加えず受講者の発表 プレゼン ・（ ）

授業内での制作作品

評価に加えず演習

出席 ○ ○欠格条件

評価に加えずその他

80%合計 100%

関連科目

○○○○編『生涯学習時代の教育と法規』ミネルヴァ書房、2003年。教科書参考書

○○○○『○○』○○書房、2002年。参考書

○○○○『○○○』○○書店、2001年。

教科書は必ず購入すること。メッセージ

履修希望者が100名を超えた場合には抽選を行うので初回に必ず出席す

ること。

○○@yamaguchi-u.ac.jp 研究室：○○学部○階 オフィスアワー○連絡先・オフイスアワー

曜日10:00～12:00
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2004年度ＷＥＢシラバス（改訂案）【記述具体例２】

系列 主題 分野 芸術と表現 科目類型 包括

プレゼンテーション技術－

開設科目名 相互理解のための自己表現 単位数 ２単位 担当教官 ○○ ○○

術－

開設期 後期 開設時限 水曜日3･4 授業区分 選択・講義

時限

対象学生 全 備考 JABEE工学部指定

授業の概要

情報社会においては、溢れる情報の中から必要な情報を取り出す力が求められると同時に、自ら

も発信する力がますます強く求められている。それは、サイバースペースにおける情報発信のみな

らず、人間のコミュニケーションの基本形であるface to faceのコミュニケーションにおいてもそ

の重要性は以前にも増して強まっていると言える。

ところが、人前で意見を述べたり、議論したりする力は、これまでの学校教育の中で十分に涵養

されてきたとは言い難い。この授業では、様々なプレゼンテーション訓練を通じて、プレゼンテー

ションやコミュニケーションの重要性を認識し、それを改善するための技術、方法を理解して、人

前で発表したり、議論したりする力を養うことを目指している。

、 、 、就職活動や卒業論文の発表など 実際に応用できることはもちろん 積極的に自らの意見を述べ

他人の意見を聴く態度を養うことにより、これからの生活や学習の質の向上を目指したい。

授業では、前半部分を講義およびグループ内での様々な訓練に当て、後半部分をパワーポイント

を使ったプレゼンテーション作成と発表に当てる。パワーポイントについては初心者を対象にして

いるが、コンピュータの基本操作（ワードが使える程度）は前提としている。

検索キーワード プレゼンテーション、コミュニケーション

授業の一般目標

プレゼンテーション、コミュニケーションが社会生活の中で果たしている役割を認識し、その影

響を理解するとともに、自分および他人のプレゼンテーションを客観的に評価あるいは批評する態

度を身につける。また、状況に応じて常に適切なプレゼンテーション、コミュニケーションを心が

けると同時に、それらの質を改善するためには何が必要かを判断し、適切な技術とメディアを選択

し、適用する技術と心構えを修得する。

授業の到達目標

□ 知識・理解の観点 １．プレゼンテーションを評価するための観点を説明できる。ﾚ

２．自分および他人のプレゼンテーションを観点に基づき、評価

できる。

□ 思考・判断の観点 １．実施されたプレゼンテーション、コミュニケーションが、固ﾚ

有の状況の中で果たしている役割や意味、その影響を文脈に基づ

いて説明できる。

□ 関心・意欲の観点 １．状況に応じて常に適切なプレゼンテーションを心がける。ﾚ

． 、 、□ 態度・価値観の観点 １ 他人のプレゼンテーションに対して 技術的観点のみならずﾚ

その内容に関して適切な評価、批評ができる。

２．他人の意見を尊重し、協調的、建設的な議論が行える。

□ 技能・表現の観点 １．プレゼンテーションの質を改善するために必要な技術・方法ﾚ

を具体的に選択し、適用できる。

□ その他の観点

授業計画（授業単位）

回数 日付 授業項目・内容等 授業外学習の指示等 授業の記録

1回 4/10 【項目】オリエンテーション シラバスを読んでお 配布資料１

【内容】担当教員の紹介、授業の目標 くこと

と進め方、シラバス説明、成績評価の
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方法

2回 4/17 【項目】プレゼンテーションの意義と １．予習としてテキ 配付資料２

方法 ストpp.21-29を読ん パワーポイント資料１

【内容】良いプレゼンテーションの条 でおくこと

件

（ ）3回 4/24 【項目】言語関連 １．予習としてテキ 配付資料３ 話し言葉

【内容】１．プレゼンテーションにお ストpp.30-32を読ん パワーポイント資料２

ける「言語」の意義と役割 でおくこと

２．言語訓練（１）－論理性の訓練、 ２．本日の内容に関

コミュニケーションにおける質問の意 するレポート

義、相手を思いやる態度の重要性に関

して－

4回 5/1 【項目】言語関連 １．予習としてテキ 配付資料４（言葉と写

【内容】１．言語訓練（２）－写真を ストpp.33-34を読ん 真）

用いた強制連結法、グループ内に於け でおくこと パワーポイント資料３

る即興的マイクロプレゼンテーション ２．本日の内容に関

するレポート

（ ）5回 5/8 【項目】非言語関連 １．予習としてテキ 配付資料５ 無言面接

【内容】１．非言語の意義と役割 ストpp.35-40を読ん パワーポイント資料４

２ 非言語訓練 １ －グループ内 無 でおくこと。． （ ） 「

言面接」を通して表情と態度に関して ２．本日の内容に関

学ぶ。 するレポート

以下、6回目～15回目 省略

成績評価方法（総合）

毎回、その日に行われたプラクティスについてグループ内で議論し、個人ごとに問題点、改善さ

れた点、反省等のレポートをまとめて次週までに提出する。また、最後は各自１０分程度のマイク

ロプレゼンテーションを行い、全員で評価し合う。一人の発表者に対し、観点別に全員が評価用紙

に記入し、発表者にフィードバックする。発表者は評価をとりまとめ、すべての観点別平均点と総

合点を計算して、自分の発表を観点別に再度振り返ると同時に、オーディエンスからの指摘（コメ

ントも書き写す）に対する反省も踏まえて、A4、５枚程度のレポートを提出する。従って 「やっ、

た」だけの発表では評価を行わない。

JABEE到達目標等 知識・ 思考・判断 関心・ 態度・ 技能・ その他 評価割

収集資料成績評価方法 理解 意欲 価値観 表現 合（％）

実施せず定期試験 中間・期末試験（ ）

小テスト・授業内レポート ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○30

宿題・授業外レポート ◎ ○ ◎ ○50

20授業態度・授業への参加度 ○

評価に受講者の発表（プレゼン） ○ ○

加えず

評価に演習

加えず

出席 ○ ○欠格条件

評価にその他

加えず

合計 80100

関連科目

教科書 情報社会を生き抜くプレゼンテーション技術（ぎょうせい）

参考書

メッセージ

連絡先・オフイスアワー
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学生の情意関心をいかに育み評価するか」● 講義５ 「

教育学部 林徳治

大学生の入学前や卒業時の学力の低下、将来への夢（職業、人生設計）や目的意識を持たないなど、

今日の大学教育には課題が山積している。多くの諸課題のうち、とりわけ私たち大学教育関係者が早

急に取り組まなければならない課題として、学生のための授業改善があげられる。ここでいう授業は、

一般的に わかる 知識理解 楽しい 情意 ためになる 応用 授業の創造を意味する そ「 」（ ）、「 」（ ）、「 」（ ） 。

こでは 学生の学力保証としての知識理解や技能習得のためのシラバスの構築 認知領域 有効な教、 （ ）、

材教具の開発・活用（教育方法 、学習意欲の向上（情意領域 、そして成果としての適切な教育評価） ）

が重要なポイントとなってくる。医学部や工学部では、すでに早くから行動目標に基づいたシラバス

や教材が構築されている。また、教育学部では、個に応じた情意面の構成的な学習方法に実践を積ん

できている。

授業と一口に言っても各学部 教科により実験 演習 講義 受講人数など様々な形態がある 現状、 、 、 、 。

では各担当教官が対処してベストを尽くしているので一般化することははなはだ困難であるが、私の

実施している教育学部の教職科目を事例として紹介し参考になるところがあれば幸いである。

１．履修前の学生における情意面を知る（診断的評価）

受講する学生は実に様々である 卒業単位に必要 修得免許に必要 授業が空いているといった受動。 、 、

的な「受け入れ」から、シラバスを見て、先輩から聞いてなど能動的な「反応」によるものまである。

これらの動機は、複合的なものが多く、その割合によってその教科に対する情意面が異なってくる。

担当教官は、講義開始前に学生のレディネス（認知領域、情意領域）をテストや質問アンケートによ

り事前に知っておくことはきわめて大切である。教官は、講義を通して受動的な「受け入れ」レベル

の学生が能動的な「反応 「価値づけ」をとおし「組織化 「個性化」へと態度を変容させるのも楽」、 」、

しみである。

認知領域での診断評価(1)
授業を行うに際して最低限必要な知識や技能について調べるテスト

情意領域での診断評価(2)
「なぜ受講したいのか 「何を期待しているのか（内容、方法、評価）？ 「この教科を学習して?」、 」、

自分の将来の何に役立てたいのか？」

これらは全講義終了後に事後アンケートとして、前述した「わかる 「楽しい 「ためになる」の」、 」、

観点からなるアンケートを実施することにより学生の変容を知ることができる。

２ 授業診断シート（ ）の活用（形成的評価 ・・・添付資料参照. portfolio ）

授業毎に授業診断シートを配布して新しい知識の獲得、自己の考え、授業の参加度、教官への要望

などを記述させる。これはあくまでも学生の学習記録の保存用として考案したものであるが、授業毎

か定期的に教官が収集して点検し返却することが大切である。このシートは、学生の保存、管理が原

則である。授業終了後に学生の学習過程を振り返る上で、学習の参加度をグラフ化するなどして提出

させる。ただし、教官による授業毎の回収は多くても 名前後の受講者が限界であり、私の経験し60
た例で受講者 名ではその回収・返却時間や膨大な負担から考えて困難であった。受講者が大勢260
の場合は、簡易化した出席カードとワンポイント（感想や要望）を記述させ提出させる。

電子メール・掲示板や 学習の活用（別添資料を参照）3. Web
電子メールの普及によって、メールコミュニケーションは学生にとって日常化しているため、教官

とのコミュニケーションに大変効果がある。学生は、質問や欠席などを携帯電話によるメールで気軽

に送信してくる。ここでも学生のマナーのひどさに気づくが、情報モラルの育成の一環として注意を

促している。メールコミュニケーションを介して教官と学生間での親密度が向上するケースが多い。

ただし日頃出張、会議など多忙な教官にとっては、メール受信やその が大変であり根気を要すreply
る。ここで大切な点はメールコミュニケーションによる情意面での効果は大切にしなければならない
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が、教官が学生にとっての ＆ のような何でも回答箱にならないようにすることである。学生のQ A
多くは、その点に気づいていないことが多い。また 上の へ学生からの書き込みはきわめてHP BBS
少なく、たとえ書き込みがあったとしても特定の学生に限られるケースが多い。そこで、教官からの

連絡事項として用いることが一般的である。

講義の前後に 学習を実施している。これは 年 月から取り組み、学部、大学院、教員Web 2001 6
研修などでの受講者が 名を越えた。今日では通信教育においても による学習形態が普及し900 Web
ており、単位としても認定されるようになった。学生に遠隔学習を体験させることはきわめて重要で

あり、その教育効果も期待できる。

学生による学習成果の発表（プレゼンテーション）の機会の充実を4.
学生にとって学習成果（テーマ）の発表は、知識の「価値づけ 「組織化 「個性化の実現」とし」、 」、

て情意面を含めた重要な学習の場面である。ここでは、獲得された新しいスキーマを構成して他者に

伝えるといった表現･伝達技術能力が求められる このような課題のもとで学生は 各科目で得られた。 、

専門的な知識や技能と表現・伝達技術に必要なパワーポイント教材やレジュメ作成といったメディア

活用能力を求められる。このような学習場面を通して学生の認知・情意各領域の成果が統合されるこ

とになる。学生各自が実施するプレゼンテーションは、自己・聞き手による相互評価をとおして各自

にフィードバックされるものであり、情意領域の評価としてとりあつかうことができる。

評価に関する設問についての参考資料

評価の種類1.
診断的評価・・学習前のレディネス（認知・情意）のチェック(1)
形成的評価・・学習過程でのチェック（出席、小レポート、発言など）(2)
総括的評価・・学習後でのチェック（試験、レポート）(3)

２ 評価の内容.
Ａ．認知領域

知識(1)
①術語の知識・・特定のシンボル（言語的、非言語的）

②特定の事実の知識・・時期、出来事、人、場所

③特定なものを扱う手段・手法の知識・・抽象概念

④約束事の知識・・観念や現象の扱いや表現法

⑤一般化の知識・・理論

技能(2)
①理解・・伝えられたことがわかるといった最も低いレベル 変換・解釈

②応用

③分析

④統合

Ｂ．情意領域

情意目標の形成的評価は 成績をつけることを目的にするのではなく学生にフィードバック 気、」 （

づき、喚起、意欲）をすることを目的とする。

受け入れ（注意 ・・・講義を受講する （受動）(1) ） 。

①意識

②意欲的受け入れ

③統制された注意

反応・・・講義をすすんで受講する（能動）(2)
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①黙従

②意欲的

③満足

価値づけ・・・教官に質問、意見する(3)
①受け入れ

②欲求・追及

③行動

組織化・・・講義で得た知識を元に自己の考えや新たな知識を獲得する(4)
①概念化

②組織化

個性化・・人生哲学を作り上げる(5)

３ 情意目標の例（ ）. Levy
受け入れ・・～に関心がある(1)
反応・・～ができる(2)
価値づけ・・～に熱中する(3)
組織化・・新しい～に関心を持つようになる(4)

引用文献

梶Handbook on Formative and Summative Evaluation of Student Learning, Benjamin S. Bloom,
田叡一訳、教育評価ハンドブック、第一法規
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自己診断評価シート

科目名 月 日 年 月 日

氏 名 学 番

E-mail
テーマ

テーマに関して授業で得られたこと・調べたこと（事実）

テーマに関して自分で考えたこと・意見・質問（解釈）

◆参考や引用した文献・資料名 自己評価

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ

◆コメント 教官による評価

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ
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今日の授業を振り返って

思う やや どちらとも あまり 思わ

思う いえない 思わない ない

①体調はよい

②授業に集中できた

③授業は楽しかった

④授業は短く感じた

⑤授業のスピードは

適切であった

⑥授業の情報量は

適切であった

⑦授業は難しかった

⑧授業で用いた教材は

よくわかった

⑨授業はためになった

◆ 今日の授業で一番印象に残った点（ポイント）は？

◆ 今日の授業で改善してほしい点は？

※このプリントは授業のまとめで使います。
すべての講義が終了するまで各自で保管しましょう。
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１４．平成 年度 山口大学ＦＤ研修会アンケート結果15
平成１５年度 山口大学ＦＤ研修会 アンケート結果

１．研修会に参加した感想は？

第１回目 第２回目
良くなかった 1 2% 0 0%
余り良くなかった 3 7% 2 4%
どちらともいえない 4 9% 8 15%
良かった 28 65% 37 71%
非常に良かった 7 16% 5 10%
合計 43 52

２．ＦＤを知っていましたか？

第１回目 第２回目
全く知らなかった 4 9% 3 6%
言葉は聞いたことがある 5 12% 11 21%
ある程度知っていた 18 42% 20 38%
よく知っていた 16 37% 18 35%
合計 43 52

参 加 の 感 想

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

第 １回 目

第 ２回 目

非 常 に 良 か っ た 良 か っ た どち ら と も い え な い

余 り良 くな か っ た 良 くな か っ た

ＦＤ を知 っ て い た か ？

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

第 １回 目

第 ２回 目

よ く知 っ て い た あ る 程 度 知 っ て い た

言 葉 は 聞 い た こ とが あ る 全 く知 ら な か っ た
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３．ＦＤに関する研修会は、今後も必要か？

第１回目 第２回目
必要である 30 71% 34 68%
必要でない 3 7% 0 0%
よくわからない 9 21% 16 32%
合計 42 50

４．実施時期は？

第１回目 第２回目
良い 34 81% 44 88%
良くない 8 19% 6 12%
合計 42 50

Ｆ Ｄ は 必 要 か ？

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

第 １回 目

第 ２回 目

必 要 で あ る よ くわ か ら な い 必 要 で な い

実 施 時 期 は ？

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

第 １回 目

第 ２回 目

良 い 良 くな い
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実施場所は？

第１回目 第２回目
良い 37 88% 44 86%
良くない 5 12% 7 14%
合計 42 51

実 施 場 所 は ？

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

第 １回 目

第 ２回 目

良 い 良 くな い


